
[image: ]


[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




BLACK BLOOD BROTHERS 9


─ブラック・ブラッド・ブラザーズ　黒蛇接近─





あざの耕平















[image: ]





富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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　　一章　沈ちん黙もくの早春










１







「これは極きわめて重大な事じ件けんです」


　そんなことは、とうにわかっている。


「影えい響きようの甚じん大だいさは、正直想そう像ぞうもできません。看かん過かすることは到とう底てい不ふ可か能のうだ。月げつ下かに生きる者は、誰だれであれ無む視しできないはずです」


　そう。今回はこれまでのようにはいかない。辛つらいところだ。


「我われ々われは岐き路ろに立っているのです。いま、まさに」


　違ちがうな──と、大だい吸きゆう血けつ鬼きルイ・マルファンは、冷めた思いで否ひ定ていした。


　いま、ではない。ここ百年、いや、イギリスで産業革かく命めいが起きたとき。あるいは、ヨーロッパでのちにルネサンスと呼よばれる思想改革が起きたとき。ひょっとすると、それよりもっとずっと以前から、自分たちは岐路に立ち続けているのだ。


　最終的な判はん断だん、決意を、先さき延のばしにしたまま。


　ルイは、己おのれの思し索さくにふけりながら、気け怠だるげに双そう眸ぼうを細めた。その双眸は、ブルーともグリーンとも取れぬ、不ふ思し議ぎな色合いをしていた。


　フランスに根付く『狼ろう王おうガルー』の血族の長おさにして、欧おう州しゆう血族社会で三本の指に入る実力者。それが彼、ルイ・マルファンだ。


　外見上は二十代後半から三十代前半に見える。ピエール・カルダンのオーダー・スーツに均きん整せいの取れた体たい軀くを包み、ウェーブのかかった長めのブロンドは丁てい寧ねいに撫なでつけられていた。ふとした仕草が嫌いやみでなく絵になる、端たん整せいな顔立ちの伊だ達て男おとこだ。


　だが、憂うれいを湛たたえた表ひよう情じようの奥おくには、底知れぬ迫はく力りよくと猛たけ々だけしい牙きばが隠かくれている。まるで、神話に登場する巨きよ大だいな狼おおかみが、薄はく明めいの下で微睡まどろんでいるように。


「いまこそ我々は選ばねばなりません。世界中の、あらゆる血けつ統とうの垣かき根ねを超こえて！　ただひとつの結けつ論ろんを！」


　その途と轍てつもない困こん難なんさを、果たして理り解かいしているのかどうか。『壮そう剣けんローラン』の若わかき吸血鬼ブラツク・ブラツドは、真しん剣けんな眼まな差ざしで熱ねつ弁べんを振ふるった。


　格かく上うえの吸血鬼たち、血族の長やその代行者たちを前にして、頭に血が上っているのだろう。若い吸血鬼の顔は赤く、そのくせ声は擦かすれて、わかりやすいほど浮うわついている。ただ、萎い縮しゆくすることだけはなく、敢かん然ぜんと自らの意見を述のべていた。


　──あの血統は、皆みなああだな。


　熱心に語る吸血鬼の姿すがたに、故こ旧きゆうの吸血鬼の姿が重なった。


『壮剣ローラン』の血統は、正義と名めい誉よを重んじる。ルイの故旧もまた、長い時を生きた吸血鬼とは思えぬほど熱い血ち潮しおの持ち主だった。ルイは、その暑苦しさが目め障ざわりで、顔を合わせれば嫌みを口にしていたものだ。しかし、彼はいつも、ルイの嫌みを明るく笑い飛ばしていた。独どく善ぜん的ではないが妥だ協きようすることもなく、自らの信しん条じようのままに生き──そして、死んだ。


　──そうだ……奴やつももう、いない。


　ルイにとっては数百年からの古ふる馴な染じみ。『壮剣ローラン』の名を月下に知らしめ、『聖せい騎き士し』と称たたえられたペンテウス卿きようも、もうこの世には残っていない。


　ルイはため息をのみ込こんで、巨大な円えん卓たくを眺ながめた。


　パリ郊こう外がいに密ひそやかに建つ、堅けん牢ろうな洋館。古い歴史を誇ほこるその館やかたは、ルイの個こ人じん的所有物だった。


　外の敷しき地ちには音もなく雪が降ふり積もり、その冷気は壁かべを経へて館内にも染しみ入っている。円卓が置かれているのは、館にある広い応おう接せつ間まだ。部屋の窓まどは厚いカーテンに閉とざされ、壁かべ際ぎわに点々と設せつ置ちされた燭しよく台だいの蠟ろう燭そくと、暖だん炉ろで燃もえる炎ほのおが、揺ゆれ動く光を放っている。だが、その蠟燭にしろ、明かりのためというよりは儀ぎ礼れい的な装そう飾しよくに用いられているだけだ。暖炉の火も同様で、暖を取るためのものではない。この場に集つどう者たちは、光を必要とせず、冷気を苦としない者たちだった。


　吸血鬼。ただし、転化したばかりの未熟者──いわゆる転びたてアンダー・イヤーは一人もいない。古血オールド・ブラツド。それも、数百年という歳さい月げつを生きた、古く強力な牙きばばかりだ。


　単に『会議』と呼ばれているこの集いは、ナポレオンの台頭以い降こうに、幾いく度どか開かい催さいされてきた。


　通常、吸血鬼は他の血族と積極的に交流を持つことは少ない。それぞれの血族の方ほう針しんにもよるが、ほとんどの血族は自分たちのルールにのみ従したがい、他の血族とは干かん渉しようし合わないように生きている。


　しかし、人間社会が活動の場を広げるにつれ、複ふく数すうの血族、あるいは血族社会全ぜん般ぱんに関かかわるような重大な問題が発生し始めた。そうした際さい、欧州に住まう血族の意思統一を図はかるべく開催されているのが、この『会議』である。


　参加しているのは、ヨーロッパ各地を代表する血族の長おさ、もしくはその代行者たち。参加者全員の生きた歳月を足せば、いったい何年になるか想像もつかない。全員、自らの気配を抑おさえてはいるが、応接間にひしめく存そん在ざい感や威い圧あつ感は、人間などには耐たえられるものではなかった。


　──しかし……


　この場に集う顔ぶれも、ずいぶんと変わってしまった。


『竜りゆう飼がいウォルフ』の血族を長年率ひきいてきた、ゾーネ公ゲオルグも死んだ。彼の死後、かの血族は迷めい走そうし、人間たちの歴史の奔ほん流りゆうにのみ込まれた。『竜飼』の血は絶たえたに等しい有あり様さまだ。


『氷ひよう牙がイーリャ』の血族の長『千の目のイワン』も、代だい替がわりして二十年になる。もともと表には出てこない人物だったが、その意い思しは極きわめて広範囲に影えい響きようを与あたえていたのだ。現げん在ざいの長も無む能のうではないにせよ、卓たく越えつした才覚を誇ほこった先代イワンに比ひするには、あまりに凡ぼん庸ようだった。


『壮剣ローラン』の『聖騎士』ペンテウスも死に、『智ち眼がんオルデン』の理王も死んだ。『聖せい槍そうホリン』の大おお長おさも一線を退ひいたと聞く。稀まれに顔を見せて貴き重ちような意見を口にしていた『舞まい姫ひめバサラ』の賢けん人じんダール・ディーンなど、いまやあらゆる血族の「敵てき」と成り果てた。


　前世紀の激げき動どう──特に、その最後にして最大の衝しよう撃げきとなった『九クー龍ロンショック』と香ホン港コン聖戦。戦後巻まき起こった吸血鬼ブラツク・ブラツド殲せん滅めつ運動は、何百年もの間変わることなく続いてきた血族社会を、大きく揺ゆるがしたのだ。


　──そして、今度の『特とつ区くインパクト』だ……


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』による特区の陥かん落らく。それに続く、『黒くろ蛇へび』カーサの占せん拠きよ宣せん言げん。


　それから、『カンパニー』代表者──『乙メイ女デン』による歴史的演えん説ぜつ。


『乙メイ女デン』と『カンパニー』、そして『世界吸血鬼対策委員会』こと、通つう称しよう十字軍は、カーサの宣言に続き、人間側の立場から吸血鬼たちの生存を──月下の世界と歴史とを、公式に認みとめた。その上で、香港聖戦以降世間にはびこっていた吸血鬼に対する誤ご解かいを指し摘てきし、吸血鬼の本当の姿を紹しよう介かいした。さらに、人と吸血鬼の共存の可か能のう性せいについて説き、世よ論ろんの理り解かいを求めたのである。


　しかもそれは、人間に対してだけではない。『乙メイ女デン』は吸血鬼たちに対しても、共に手を携たずさえるよう願った。その第一歩として、「人と吸血鬼の共存」を象しよう徴ちようする都市である特区を、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』から取り戻もどすべく力を貸かして欲ほしいと訴うつたえたのだ。


『乙メイ女デン』の演説が太陽の世界と月下とに与えた衝撃たるや、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものだった。ルイは彼女の演説を聴きいたときの目もくらむ昂こう揚よう感と戦せん慄りつを、まざまざと覚えている。


　当初、特区の陥落のみを指した『特区インパクト』は、いまや激動する現在を指す言葉として使用されつつあった。「衝撃インパクト」は、いまなお続いているのだ。そして、一連の「衝撃インパクト」は、前世紀の激動を優ゆうに上回る激げき震しんとなって、月下の世を乱みだすだろう。だからこそ、ルイたちはここに集つどっているのである。自分たちの進むべき道を、模も索さくするために。


　しかし……


「『乙メイ女デン』に迎げい合ごうすべきです」


　若わかい吸血鬼は、もう一度主しゆ張ちようを繰くり返した。『壮剣ローラン』の血族は、一人前と見なされたのち、大半の者が旅に出る。そのため、彼のような若い──といっても、彼とて二百年近く生きているのだが──者が血族の代表者として寄よ越こされているのだ。


「『黒蛇』の手によって、月下の歴史は白はく日じつの下もとに晒さらされた。それも、奴やつらに都合のいい形にねじ曲げた上で。だが、『乙メイ女デン』はそれを正し、我われ々われにチャンスを与えてくれたのです。この機を逃のがしてはなりませんっ」


「……それで？　『カンパニー』とかいう連中と手を組んで、九クー龍ロン王おうと戦えと言うのか？　人間どもの衆しゆう目もくの前で？」


　低い声が応おうじた。ルイは発言者に視し線せんを向けた。


『氷牙イーリャ』の代表者だ。


「香港で人間に力を貸した吸血鬼たちは、戦後その人間の手で闇やみに追いやられた。人間が我々をどう扱あつかうかは、さらにそのあとの数年間で骨ほね身みに染しみたのではなかったか？」


「特とつ区くは、我々と人間が共きよう存ぞんしてきた都市です。そして、『カンパニー』は特区における、両者の調停機関だった。香港のときとは違ちがいます」


「だから信用に足ると？　馬ば鹿かな」


「貴き殿でんも『乙メイ女デン』の映えい像ぞうはごらんになったはずだ。あれこそ、彼女らが信用に足る、何よりの証あかしではありませんか」


　語ご勢せいを強め、『壮剣』の使者は言い放った。


『乙メイ女デン』という呼こ称しようが世に広まるきっかけとなった映像は、この場にいる全員が目にしている。あの映像が世界に与えた効こう果かを軽視するような不ふ見けん識しきな者は、ここにはひとりもいない。


『氷牙』の代表者は、一いつ瞬しゆんだけ口元を引き結んだ。


「……件くだんの映像に真実が映うつされていることは認める。あの状じよう況きようで流れた映像だ。捏ねつ造ぞうや、何らかの意図を受けた映像だとは思えない。正直に言えば、我わが輩はい自身、あれを見たときは感動を覚えたよ──」


　だが、と『氷牙』の代表者は、厳げん然ぜんたる声こわ音ねで続ける。


「だが、あそこに映うつる真実は、あくまであの映像の中でのみ通用する真実だ。いまや『乙メイ女デン』は政せい治じの舞ぶ台たいにいる。あの映像の印象とは、異ことなる次元で判はん断だんすべきだ」


　重々しい『氷牙』の意見は、公正さで知られる彼の血けつ統とうに相応ふさわしいものだった。居い合あわせる参加者の数名が同意して頷うなずくのを、ルイは視界の隅すみに捉とらえた。


『壮剣』の使者は、なお食い下がろうとした。


　しかし、彼より先に、さっき頷いた者の一人──『智眼オルデン』の副ふく王おうだ──が、泰たい然ぜんと口を開いた。


「──彼かの地には故こ国こくを離はなれた牙きばが大勢移うつっていた。おそらく他の方々もそうであろうが、我が血族も例にもれず、何名かが彼の地にて生きていたのだ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の襲しゆう撃げきののち連れん絡らくが途と絶だえたところを見るに、残念ながら皆みな死んだのであろう。が、最後の便たよりでは、彼の地の可か能のう性せいについて、熱心に語っていた」


「可能性とは？」


「我らの新たな生き方について」


『氷牙』の問いに答えてから、『智眼』はわずかに自じ嘲ちようした。


「若わかい血は夢ゆめを見たがる。特区とは、罪つみ深ぶかき地であったのだろうな」


　特区に移り住んでいた欧州系けい吸血鬼ブラツク・ブラツドの多くは、古い因いん習しゆうや閉へい鎖さ的な生活に反発して、故こ郷きようを飛び出した若い吸血鬼たちだった。一族を率ひきいる年長者たちにしてみれば、愛いとしくも苦にが々にがしい存そん在ざいだったのだろう。


「その夢や可能性を現げん実じつのものにするために、いまこそ立つべきではありませんか？」


　すかさず、『壮剣』の使者が声こわ高だかに言った。彼もまた、この中では若い。


　ルイは、唇くちびるに微び笑しようを浮うかべた。年寄りと若者の意見が対立するのは、何も人間たちだけではない。吸血鬼は転化したときのまま歳としを取らないというが、長い年月を生きれば、自おのずから保ほ守しゆ的な思考に傾かたむくものなのだ。


　特に、今回のような緊きん急きゆう時には、その傾けい向こうが如によ実じつに表れる。長老たちは、何十年、何百年という長いスパンで生きているのである。太陽の下の社会や歴史が日々速度を増ましている現在、そのスピードに対たい応おうすることは簡かん単たんなことではない。ルイ自身、常つねに自じ戒かいしていることだった。


「……いいかな」


　ルイが発言した。たちまち、全員の視線が彼に集中した。


　この会議に参加している高名な吸血鬼たちの中でも、彼の存在は頭ひとつ上にある。その事実に、自負より寂せき寥りようを感じてしまうあたり、自分も思っている以上に歳を取ったのかもしれない。


「副王の仰おつしやった通り、私の血族にも特区に移り住んでいた者がいた。ジャンというまだ若い牙だが、幸いにして先日我らの許もとに辿たどり着くことができた。その者からも、特区や『カンパニー』に関する報ほう告こくは受けている。本人の個こ人じん的心しん証しようも含ふくめてな」
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　正せい確かくには、報告というよりルイ自ら根ね掘ほり葉掘り問い詰つめたのだ。ルイでなくとも、そうしただろう。誰だれしも──特に一族を導みちびく立場にある者は──より正確な情じよう報ほうを大量に求めている。現に、ルイの言葉を聞いた長老たちの目には、強い興きよう味みが生まれていた。


「……それで？」


「うむ。あいにく『乙メイ女デン』に関しては新たな情報はないに等しいのだが、少なくとも、『カンパニー』の意い思しは明めい快かいなようだ。『人と吸血鬼の共存』という彼らの名目に噓うそはない。彼らはそれを信じ──限げん定てい的ではあっても──実現していた。『東ひがしの龍りゆう王おう』が身を懸かけて彼らに尽じん力りよくして来た事実も、その裏うら付づけとなるだろう。お望みなら、思念でお伝えしてもいい」


　思念による情報交流は、莫ばく大だいな情報や経けい験けんを瞬しゆん時じに伝達することができる。言葉にしづらい微び妙みようなニュアンスをも含む総そう合ごう的な感触が伝わるのだ。ルイが、ジャンから話を聞いたときも、思念の交流を用いていた。そのためルイは、ジャンが特区で送った暮らしを──その大まかな印象を、知ることができている。『東の龍王』が心血を注いだ理由も、なんとなく理り解かいできた気がした。


　ルイの台詞せりふを聞いて、『壮剣』の使者は腰こしを浮うかせた。


「では、ルイ殿どのは『カンパニー』と共に特区奪だつ還かんを──ひいては人との共存への道を踏み出すべきだとお考えなのですねっ？」


　ルイの賛さん同どうは『会議』の趨すう勢せいをほぼ決定する。『壮剣』の使者は意い気き込ごんだが、あいにくルイの反はん応のうは素そっ気なかった。


「早まられるな、『壮剣』の子よ。『カンパニー』が信しん頼らいに足るからと言って、彼らと命運を共にすることが正しいということにはならない。信頼に足る地図とコンパスがあろうと、嵐あらしの海に漕こぎ出せば、船は沈しずむ。ましてや、彼らが漕ぎ出した海に待つのは、壮そう絶ぜつな大嵐だ」


「しかし……！」


「忘わすれてはならない。特区は、人と我われらが秘密裏に共存していた都市だ。あくまでも、真実は伏せられていた。状じよう況きようは大きく変わったことを認にん識しきすべきだよ。『氷牙』の子の意見が正しい。これはもはや、政せい治じ的次元で判はん断だんすべき問題だ」


　ルイは、どちらかといえば親人間派の吸血鬼だ。『乙メイ女デン』に対する印象も、おそらくはこの中でもっとも好意的だろう。部下たちには秘ひ密みつにしているが、かつて彼は百年戦争の折、かのジャンヌ・ダルクの旗の下もとに駆かけつけたこともあるぐらいなのだ。彼が流る浪ろうの一吸血鬼であったなら、彼女の演えん説ぜつを聞いたその日に、シンガポールを目指していたに違ちがいない。


　だが、ルイは『狼王ガルー』の血族を導く責せき任にん者しやであり、事はそのような私し的てき感情で計るべき問題ではなかった。千年以上生きるルイですら見失いかねないほど、大きなスケールで考えるべき事こと柄がらなのだ。


「……しかし、今回の問題には、『これが正しい』などという選せん択たくがあるでしょうか？」


　発言したのは、それまで黙だまっていた『聖槍ホリン』の使者だった。まだ十代後半の姿すがたをした隻せき眼がんの青年だが、この中ではルイ、副王に次つぐ年長者である。


「『乙メイ女デン』の問いかけは、欧州のみならず世界中の血族に向けて投げられた問いかけです。我らの判断だけではどうにもならないし、そもそも初めから足あし並なみを揃そろえることは難むずかしい。たとえば、龍王の一族は間違いなく賛同するはずですし、『豪ごう王おう』の血族はすでに『カンパニー』と共きよう闘とうする姿し勢せいを見せています」


「……つまり？」


「必要なのは、おのおのの覚かく悟ご。そして決意でしょう。議ぎ論ろんを否ひ定ていするつもりは毛頭ありません。ですが結局、最終的な判断は、血族ごとに下すことになりましょう」


「ふっ。……まあな」


『聖槍』の青年の意見に、ルイは軽く微笑ほほえんだ。


　もともと連帯感に乏とぼしい吸血鬼ブラツク・ブラツドが、重要な問題に直面したときのみ、やむなく開かい催さいしてきたのがこの『会議』だ。しかし、ここまで大きな──一族の存そん亡ぼうに直結する問題ともなれば、どれほど強要されようと他血族の意に従したがう血族などいない。たとえ血が絶たえることになるとしても、それを決めるのは自らの意い志しで行うはずだった。


「繰くり返しますが、議論を否定するつもりはありません。むしろ、お互たがい納なつ得とくがいくまで、様々な可か能のう性せいを語り合うべきだ」


「同感だな。さもなくば、私し邸ていを提てい供きようした意味がなくなる。何せ、前に使ったのは五十年以上前だったからな。埃ほこりを払はらうだけでも大仕事だったんだ」


　ルイがニヤリと答えると、生き真ま面じ目めな青年の顔が年とし相そう応おうにほころんだ。


「ではいっそ、『真しん祖そ混こん沌とん』や『豪王フォワード』の血族にも、意見を求めてはどうでしょう？　彼らにとって、事はより身近な問題のはずです。他ほかにも、連れん絡らくが付く血族には、議論への参加を広く要よう請せいしては？」


『壮剣』の使者が、再ふたたび意見を述のべた。悪くない意見だ、とルイは考えた。


　──確たしか、『豪王』のところには、ペンテウスの娘むすめがいたな。


『豪王フォワード』の血族は、始祖ソース・ブラツド自らシンガポールに滞たい在ざいしていると聞く。ペンテウスの娘も、その側そばにいるのかもしれない。また、龍王の部下たちも、すでに去きよ就しゆうは決している。彼らの話からは得るものが多いに違いない。


　また、欧州の血族でも、『月げつ匠しようゴーバン』や『老ろう牙がニザリ』のように、この会議に参加していない血族はいるのだ。彼らがどんな態たい度どを取るにせよ、その意思は確かく認にんしておきたい。無む論ろん、呼よんで来るような連中なら、いまここに参加しているだろう。『会議』に出ない血族は、それだけ独どく立りつ独どつ歩ぽの血族だということだが……ならば、こちらから押おしかけて話をすればいいだけのことだ。こと今回の件けんに関して、ルイはその程てい度どの手間を惜おしむつもりはなかった。


　──それに、なんと言ってもロンドンの動向は無む視しできん……


　とルイが思ったとき、心を読んだかのように『壮剣』の使者が言った。


「特に、イギリス、『魔ま女じよモーガン』の血族には、ぜひ参加して頂いただきたい。何しろ、九クー龍ロン王おうを復ふつ活かつさせたのは、彼らの生んだ混こん血けつ児じなのですから」


　たちまち、幾いく人にんかの長老が顔をしかめた。


　──やれやれ。


　この若わか造ぞうが、と内心舌した打うちしつつも、「その通りだ」とルイは素す早ばやく彼の発言をフォローした。


「ウォーロック家は我われらの中でも群ぐんを抜ぬいた情じよう報ほう網もうを誇ほこる。あの血族の見けん識しきは、我々にとって極きわめて有意だ」


「……しかし、結局あやつらは我らの招まねきに応じませんでした。隔かく意いがあることは明らかです」


　これは、『氷牙』の発言だった。『氷牙』の血族も、以前は『魔女』に勝まさるとも劣おとらぬ情報網を構こう築ちくしていた。故ゆえにこそ、彼らの長おさは『千の目のイワン』と呼ばれていたのだ。


　だが、長が代だい替がわりして以い降こうは、その情報網も急速に規き模ぼを縮しゆく小しようしているらしい。それだけに、差をつけられたウォーロック家には、ライバル意識が強いのである。


「また、例の混血児が今回の件の中心にいることも確かだ。ウォーロック家には、その責任も問うべきではないですかな」


　──いまそんなことを言っても、始まるまいに……


　ルイが苦々しく唇くちびるを曲げる。彼の辟へき易えきとした気持ちを察さつしたのか、副王が「論点がずれたな」と厳きびしく口を挟はさんだ。


「それを言うなら、『老牙』の暗殺者も『九龍』の血に染そまっている。何より、すでに『黒蛇』とウォーロック家の繫つながりは切れているはずだ。ルイ殿どのの言げんにあったように、彼女らの情報は有ゆう益えきであろう。ならば、つまらぬ確かく執しつは抜きにして、意見を求めるべきだ」


　しかし、副王の台詞せりふに素す直なおに同意した者は少なかった。


『魔女モーガン』にせよウォーロック家にせよ、その歴史は決して浅くはない。ただ、彼女らは、長年イギリスの夜を支し配はいしてきた『術聖マーリン』の血族を追いやって、現在の地位を得た。そのため、欧州の血族社会では、成り上がりの印象が強いのだ。


　また、ウォーロック家は「人間社会には必要以上に干かん渉しようすべきではない」という月下の不ふ文ぶん律りつを破やぶり、積極的に彼らとの取り引きを重ねてきた。そうすることで、他の古い血族を上回る権けん勢せいを得たのだ。ルイや先代イワンのような例外もあるが、一いつ般ぱん的な血族社会からは、よく思われていないのである。ウォーロック家の方も、頑がん迷めいな血族社会に積極的に歩み寄よろうとはしてこなかった。


　──こんなとき改めて思うが、どうも我われ々われは権けん威い主しゆ義ぎに偏かたよりすぎているようだな……


　吸血鬼ブラツク・ブラツドは「時間」というものに敬けい意いを抱いだく。古く歴史ある血族や、長い時を生きてきた血に。それは、吸血鬼の本ほん能のうのようなものだ。


　ただ、ときにその本能は、吸血鬼たちの枷かせとなる。前に進まんとする意い志しを挫くじき、永えい劫ごうの時の中に、歩みを止めさせてしまうのだ。


　月下の不文律を破り、衆しゆう目もくの前に進み出るか否いなか。


　また、人と手を結び、彼らを信じて生きるか否か。


『聖槍』の青年が述べ、ルイも頷うなずいたように、これは、どれほど情報を集めたところで答えがわかるものではない。結局、最後の一歩は自らの意志──そして、血統の『血』に従したがうことになるだろう。


　だが、


　──足りない。


　決けつ断だんに踏ふみ切る最後の何かが足りない。ルイの直感は、そう告げていた。だからこそ、皆みなこうして他の血族の動向を探さぐりに集まったのかもしれない。


　吸血鬼の本能は、「変化」ではなく「維い持じ」を選ぶ。不死者の宿命だ。そして、それが宿命であるからには、本能を突つき動かすだけの「何か」なくして、彼らの『血』が未来を見み据すえることは難むずかしいように思われるのだった。


　──『乙メイ女デン』。君には、それが用意できるだろうか？


　すでに何度も繰くり返し観みた、あの映えい像ぞう。何度も聞き直した、あの演えん説ぜつの少女を思い、ルイは空むなしく問いかけた。


　吸血鬼たちの会議は続く。雪はまだ降ふり止やまない。


　時代は、激げき動どうの二〇〇八年を終え、新たな運命の年へと移うつっていた。





２







　シンガポールにある『世界吸血鬼対たい策さく委員会』本部は、その城じよう砦さいにも似にた偉い観かんから『キャッスル』の通つう称しようで知られていた。


　所しよ在ざい地ちはアジアの金きん融ゆうセンターであるシェントン・ウェイ。中ちゆう枢すうとなる中央センターには多くの金融機関が窓まど口ぐちを開いており、吸血鬼に関するビジネスに巨きよ額がくの投とう資しが行われている。情じよう報ほう施し設せつも充じゆう実じつしており、各国のメディア班はんが滞たい在ざいするばかりか、独どく自じの放送局も有していた。一いつ般ぱん開放されていない情報ネットワークに至いたっては、主要先進国のあらゆる情報機関と連動しているほどだ。


　また、施設内には世界中の対吸血鬼戦せん闘とう部隊が支部を置いており、常じよう時じではないが相当数の部隊が配置されていた。練兵所の設せつ備びは世界でも有数のもので、ここで行われる訓練、及および研究の成果を基もとに、日々新たな対吸血鬼戦闘のノウハウが生まれている。


　政せい治じ、経けい済ざい、情報、学がく術じゆつ、軍事等々、「吸血鬼」というキーワードを核かくに、あらゆる分野に適てき応おうし、形成された巨大総そう合ごう機関。『世界吸血鬼対策委員会』──通称、十字軍とは、それほどの規き模ぼを有する組織なのだ。


　しかし、去年暮くれから年明けにかけて、十字軍は新たな局面を迎むかえていた。


　いや、新たな局面、などという表ひよ現うげんでは生ぬるい。それは、組そ織しきの意い義ぎを根底から覆くつがえす大変へん革かくである。何しろ、吸血鬼殲せん滅めつの旗はた頭がしらであった──少なくとも外部からの認にん識しきとしてはそうだった──十字軍が、吸血鬼との共きよう存ぞんを唱えることになったのだから。


　それらの変革をもたらしたのは、いまや十字軍と運命共同体となった、新生『オーダー・コフィン・カンパニー』。


　そして、『乙メイ女デン』こと、葛かつら城ぎミミコだった。


「とうとう先せん輩ぱいは、歴史の教科書に載のっちゃうような人になっちゃったんですね……」


　深々と嘆たん息そくしたのは、ミミコの元後輩──いまは『カンパニー』代表であるミミコの秘ひ書しよを任にんじられている、楠くすのきヒバリだった。


　子こ供どもっぽさが目立った彼女も、最近は急に落ち着きが芽生えてきていた。形だけの秘書とはいえ、世界的ＶＩＰたちと接せつしている毎日だ。物事の見方や考え方も、自然と変わってくる。もともと、調停部で鍛きたえられていただけあって、環かん境きようの激変にも耐たえられるタフさと柔じゆう軟なん性せいは身に付いていたのだ。


「願わくば、ヒトラーみたいなことには、ならないでもらいたいですけどね」


　あまり嬉うれしそうではないヒバリの台詞に、スワン・鍾チエンも沈しずんだ声で答えた。こちらは、ライバルだったミミコがクビになって以来大人びてきていたのだが、いまや押おしも押されもせぬいっぱしのキャリア・ウーマンとなっていた。もともと見み目め麗うるわしかった美少女が、厳きびしさの中にも優やさしさを有する、美しい大人の女性へと成長しつつある。


　二人がいるのは、『キャッスル』の中央センターである。職しよく員いんたちのために用意されたリラクゼーション・ルームだ。どちらの手にも紙コップがあり、温かな紅こう茶ちやが湯気を立てていた。


　現在『カンパニー』は十字軍の施設に間借りして活動している。近々この両組織は統とう合ごうされるのではないかというのが、大勢の見方だった。本来、その主しゆ義ぎ主しゆ張ちようから牽けん制せいし合う仲だった組織なのだが、すでに事じ態たいは、互たがいの面めん目ぼくを気にするゆとりなどなくしていた。


「ミミコは相変わらずなの？」


「はい。ろくに睡すい眠みんも取らないで、ずっと働きづめです」


「そう……まあ、それでボロのひとつも出してないんだから、あのおっちょこちょいにしては、よくやってるほうね」


　言こと葉ば遣づかいは辛しん辣らつだが、スワンの表ひよう情じようは元ライバルを心配するように曇くもっていた。ミミコがどれほどの激げき務むに身を置いているか、彼女もよく知っているのだ。


　かくいう二人も、決して暇ひまなわけではない。今日も偶ぐう然ぜん互いの休きゆう憩けい時間と場所が重なっただけで、会って話をするのも久ひさしぶりだった。


　いま彼女たち『カンパニー』と十字軍は、大きな嵐あらしに直面していた。図はからずも、ルイ・マルファンが評ひようしたとおり、「壮そう絶ぜつな」嵐に。


　それは、世界中から寄せられてくる、吸血鬼ブラツク・ブラツドの真実に対する追つい及きゆう。そして、猛もう批ひ難なんと猛抗こう議ぎ。怒ど濤とうの如ごとき、バッシングだった。


「ま、当然の結果ね。吸血鬼は『悪』。五歳さいの子こ供どもから大だい企き業ぎようのトップまで信じてる『常じよう識しき』ですもの」


　吸血鬼の存在が公的に確かく認にんされてから十二年。吸血鬼は人類にとって、共通の敵てきであり続けた。各国政せい府ふもその認識を否ひ定ていせず、吸血鬼の殲せん滅めつに明け暮れていたのだ。『九クー龍ロンショック』の影えい響きようが落ち着いたとはいえ、人々の基き本ほん的な認識は変わっていないのである。


「どの国の政府も、及および腰ごしですしね。この前の日本の公式発表なんか見ました？　判はん断だん保ほ留りゆう。我われ関せず。アメリカはどうするの？　って、そればかり。はっきりそう言うならまだしも、役人言葉の羅ら列れつで何を言ってるのかもわかりませんでしたわ」


「どこも似にたようなもんですけどね……」


「主要先進国は、表向き吸血鬼の絶ぜつ滅めつを宣せん言げんする裏うらで、各地の有力な血族と、ある程てい度どの接せつ触しよくを持っていたはずですわ。いまとなっては、その事実自体、後ろめたいんでしょうね。ま、その分、わたくしたちや十字軍への追及は弱いようですけど」


　スワンが苦く笑しようして肩かたを竦すくめた。その苦笑にも、拭ぬぐいがたい疲ひ労ろう感がにじみ出ている。


　ヒバリは重く息をついた。


「結局、これまでと何も変わらないんでしょうか？」


「どうかしら？　でも確たしかに、吸血鬼たちから積極的なアプローチでもない限かぎり、日和ひより見み主義になっちゃいそうですわね」


　ヒバリやスワンは長年『カンパニー』にいただけあって、吸血鬼に対する感情そのものが一いつ般ぱん人じんと異ことなっている。事前に予想していたとはいえ、世間の反発──それもヒステリックなほどの反発を、いまいち理り解かいできないのだ。久ひさしぶりに会えたのに愚ぐ痴ちしか出ないのも、不安ともどかしさを感じている証しよう拠こだった。


「……吸血鬼って、そんなに恐おそろしいものなんでしょうか」


「……難むずかしいわね。でも少なくとも、吸血鬼は人の血を吸って生きている。仲良くしましょうと言われて、そう簡かん単たんに納なつ得とくいくものではないのでしょう」


　狩かる者と狩られる者。捕ほ食しよく者しやと獲え物もの。生物学的な溝みぞであり、絶対的な差だ。これは果たして、意い識しき的に埋うめることが可か能のうな溝であり、差であるのか。


　二人はそのまま黙だまり込こみ、なんとなく窓まどに目を向けた。


　壁かべを覆おおう強化ガラスの向こうには、『キャッスル』の中庭が見える。特とつ区くと異ことなる南国の木々は、冬ふゆ枯がれすることもなくスプリンクラーの水を浴びている。初めは慣なれなかったシンガポールの景け色しきや気候にも、いつの間にか違い和わ感を覚えることはなくなっていた。


「……こっちの冬は、暖あたたかいわね」


「はい……」


　遠い視し線せんを投げるスワンに、ヒバリはしんみりと返事をした。


　特区にあった調停部事務所前の銀杏いちよう並なみ木きは、いまごろどうなっているだろう。黒い枯れ枝えだを高く伸のばして、落ちてきそうな灰はい色いろの寒空を精せい一いつ杯ぱい支ささえているのだろうか。それとも、争そう乱らんの煽あおりで何もかも焼き払はらわれて、景色が変わってしまっただろうか。遠く離はなれたヒバリやスワンには、知る術すべもないことだった。


　失われた過か去こに涙なみだを流す夜は少なくなった。しかし、あるべき未来を取り戻もどしたいという情熱は、いまも消えていない。消してはならないのだ。


「……何もかも一足飛びにとはいきませんわ。吸血鬼に対する偏へん見けんが、すぐになくなる訳わけがないですもの。たぶんこれは、何年どころか何世代もかけて達成する意識改かい革かくの、最初の一歩なんでしょうよ」


「はあ。気の長いことですねえ……」


「さしあたっては、目の前の仕事に全力を尽つくすのみね。じゃあ、ヒバリちゃん。わたくし、そろそろ戻るわ。久ひさしぶりに喋しやべれて、楽しかったですわよ」


「はい。スワン先せん輩ぱいも、頑がん張ばってください！」


　スワンが腰こしを上げ、手を振ふって部屋を出た。「よし」とヒバリは気合いを入れると、手の中の紙コップから、残っていた紅こう茶ちやを飲み干ほした。
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　ミミコに与あたえられた執しつ務む室しつは、中央タワー最上階の一角にあった。


　分ぶん不ふ相そう応おうとして断ことわったのだが、あいにくいまのミミコは『カンパニー』の代表であり、世界の『乙メイ女デン』だ。不相応どころか、執務室ひとつ程てい度どではまるで足りない。それでも、最初は尾お根ね崎ざきや神父と同じ部屋を使っていたのだが、彼らが気を回して個こ室しつを用意してくれた。いまこの部屋を使っているのは、ミミコとヒバリの二人だけだった。


「失礼します、先輩」


　ノックをして、ヒバリが部屋に入る。


　第三者の前ではミミコを「代表」と呼よぶヒバリも、身内しかいないときには、昔と変わらず「先輩」と呼ぶように心がけている。当初はミミコをリラックスさせる気き遣づかいだったのだが、いつの間にかその習しゆう慣かんは、むしろヒバリ自身のために行うようになっていた。そうでもしないと、どんどんミミコが知らない人になっていく気がするのだ。


　ヒバリが入ってくると、デスクに着いていたミミコが、手元のノートパソコンから顔を上げた。


「早いわね。もっとゆっくりして来てよかったのに」


「とんでもない。十分リフレッシュしてきましたよ！」


　ぎりぎりわざとらしくならない程てい度どに、ヒバリは空から元気で敬けい礼れいを返す。ミミコの顔がわずかにほころび、「そう」と返事が戻った。そして、すぐにノートパソコンの画面に視線を落とし、仕事を再さい開かいした。まるで長い長い潜せん水すいの途と中ちゆうで、ほんの少し息いき継つぎをしたようだった。


　──ふう……


　ヒバリはもれそうになったため息をのみ込んだ。本当に休きゆう憩けいが必要なのは、自分ではなくミミコの方なのだ。


　執務室にはミミコのデスク以外に応おう接せつ用の簡かん単たんなソファとテーブルがあり、壁かべ際ぎわにはヒバリ用のデスクが置かれていた。だが、他ほかにある物といえば、申し訳わけ程度の観葉植物と壁に飾かざられた風景写真のパネル。あとはキャビネットぐらいだ。全体的に質しつ素そで飾り気がない部屋である。


　ただ、唯ゆい一いつ目につくのは、ミミコのデスクの隣となり──目立たぬよう部屋の隅すみに置かれた一脚きやくの椅い子すだろう。椅子の上には、つばの広い、赤い帽ぼう子しが飾られている。


　特とく徴ちよう的なその帽子は、ミミコの護衛クローザー、望もち月づきジローの帽子だ。特とつ区くを脱だつ出しゆつする別れ際に、ジローがミミコに託たくした帽子である。現げん在ざいのミミコを支ささえる最大の主柱であり、彼女の原動力の源みなもとだった。


　物音もＢＧＭもなく、時折キーボードの打だ刻こく音おんがするだけの、物静かな執務室。


　自分のデスクに着いたヒバリは、こっそりミミコの方を見た。


　いまのミミコは、普ふ段だんから純じゆん白ぱくのスーツ──『乙メイ女デン』のイメージに合わせて用意された衣い装しようを着用している。髪かみも少し伸のばしていて、肩かたより長い程度になっていた。穏おだやかな眼まな差ざしのまま無言でキーボードを叩たたく様子には、もう少女と呼べるようなあどけなさは見当たらない。


　先輩は綺き麗れいになった、とヒバリは思う。


　無む論ろん、着ている物や化け粧しようの変化──現げん在ざいミミコには専せん属ぞくのメークマンが付いている──などもあるだろう。しかしそれ以上に、腹はらを据すえた女じよ性せい特有の「潔いさぎよさ」が、外面の美にも繫つながっている気がする。淡たん々たんと激げき務むをこなす様さまに、凜りんとした清らかさと、落ち着いた母性が表れているように思うのだ。
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　すごく立りつ派ぱだ。


　──でも……


　それらはおそらく、ミミコが自然と手に入れたものでも、望んで手に入れたものでもないのだろう。意い識しき的か無意識的にかはわからないが、手に入れざるを得なかったのだ。それも、女の武ぶ器きというよりは、一種の「盾たて」として。


　視し線せんを少し動かす。ミミコが使っているノートパソコンの傍かたわらには、ヒバリが休憩に行く前に用意した遅おそい昼食のハム・サンドが、ひと切れ減へっただけであとは残されている。最近はいつもこうだ。


　ヒバリが注意しようとしたとき、


「──ヒバリちゃん」


　と、ノートパソコンを見つめたまま、突とつ然ぜんミミコが声をかけた。


「は、はい？」


「昨日まとめといてってお願いした資し料りよう、もうできてる？」


　問われてヒバリは、「あー……」と口を濁にごした。


「済すみません、先せん輩ぱい。もうちょっと時間もらえますか？　他ほかの件けんでちょっと立て込んでて……あれ、あんまり優ゆう先せん度どは高くなかったですよね？」


　うかがうようにヒバリが聞き返した。するとミミコは顔を上げ、ようやく正面からヒバリを見つめた。


　悪いた戯ずらを咎とがめるような表ひよう情じようで、


「噓うそ。実はもうできてるわね」


「そ、そんなことないですっ」


「そう？　ヒバリちゃん、本当に時間がなくてできてないんなら、優先度がどうとか、とってつけたような言い訳はしてないんじゃないの？」


　図星だった。ヒバリが情なさけない顔をすると、ミミコは優やさしく微笑ほほえんだ。


「いいのよ。気を遣つかわなくても。どうせ、酷ひどい結果だったんでしょ？　最初からわかってたことなんだし」


「でも……」


「お願い、ヒバリちゃん。仮かりにも組そ織しきの代表だもの。みんなの本音は知っておきたいの」


　ミミコがヒバリに頼たのんだ仕事とは、十字軍職しよく員いんたちの意識調ちよう査さだった。


　去年のカーサの放送以来、十字軍は世界中から突つき上げをくらっている。突とつ然ぜん、得え体たいの知れない組織──何しろ、『カンパニー』は秘ひ密みつ結社だったのだ──の片かた棒ぼうを担かついで、それまで殲せん滅めつ対象としていた吸血鬼ブラツク・ブラツドたちとの共きよう存ぞんを標ひよう榜ぼうしたのだ。事情に詳くわしくない者にすれば、到とう底てい納なつ得とくのいく話ではない。そして、大たい衆しゆうの大多数は事情に詳しいはずがないのだ。吸血鬼に関かかわる真実は、それを知る者すべての手で慎しん重ちように隠かくされてきた。そして、隠いん蔽ぺいの最大の責せき任にん者しやは、当の十字軍なのである。


　ところが、十字軍で働く人間がすべての真実を知っているかといえば、決してそうではない。それどころか、現げん場ばで働く人間、特に対吸血鬼戦の最前線で戦ってきた兵士たちは、世間同様に吸血鬼は『悪』だと信じている者が多い。だからこそ、命を懸かけて人々を吸血鬼の魔ま手しゆから守ってきたのだ。『カンパニー』が公表した真実に、もっとも動どう揺ようし反感を持ったのは、むしろそういう立場の者たちだった。


「で？　どれくらい酷かったの？」


「……そこそこ」


「つまり、かなり、ってこと？」


「まあ、結けつ構こう……」


　しゅんとしてヒバリが報ほう告こくする。ミミコは、「やっぱりね」とつぶやき、椅子の背せもたれに身体からだを預あずけた。


　ヒバリが行った意識調査は、それがミミコら上じよう層そう部ぶの手によるものだとわからない形で実じつ施しされた。一いつ般ぱんの、どちらかといえば吸血鬼に批ひ判はん的なマスコミを装よそおい、さっきいたリラクゼーション・ルームや敷しき地ち内の売店、あるいは職員がよく利用する近くの繁はん華か街がいなどでゲリラ的に行ったものである。そのため時間はかかったのだが、手配したヒバリが驚おどろくほど率そつ直ちよくに、組織の人間としてではなく、吸血鬼に関わる一いち個こ人じんとしての本音が浮うき上がってきた。


　そして、意識調査の結果は、予想を上回る惨さん憺たんたるものだった。


「まあ、仕方ないわよね。正せい義ぎの味方のつもりで、誇ほこりを持って戦ってた人たちが、突然『実は敵てきも悪者じゃない。これからは仲良くしよう』なんて言われたんだもの」


「でもっ。ただでさえ世界中から批ひ難なんを浴びてるんですよ？　身内ぐらい親身になってくれてもいいじゃありませんか！」


「だから、ちゃんと働いてくれてるじゃない。ボイコットやらストライキやらを起こしたりしないでさ。ありがたいことだわ」


「クーデターは起こりかけました！」


「クーデターって。ヒバリちゃん、大げさね」


　ヒバリの言い様にミミコは苦く笑しようした。


　ヒバリが言っているのは、去年ミミコが初めてマスコミの前に現れたときのことだ。いまでは──良くも悪くも──語り草になっている彼女の演えん説ぜつは、その直前に妨ぼう害がい工作に遭あっている。首しゆ謀ぼう者しやは、当時『カンパニー』に否ひ定てい的だった十字軍幹かん部ぶのフランク・蘇ソー。結局演説は音声のみとなりつつも無事に終えることができたが、事件に前後してかなりの数の職員が十字軍を去っていた。


「あの件だって、いま思えば早く起こってくれて、かえって良かったわ」


　蘇の離り反はんは、組織の膿うみを出す結果になった。あの事件によって、十字軍の中の利り己こ的な保ほ守しゆ層そうや、強固な反『カンパニー』勢ぜいを一いつ掃そうすることができたからだ。もしまだ彼らが十字軍の中で一定の勢力を有していれば、世よ論ろんの厳きびしい反はん応のうは彼らにとって追い風となったはずだ。とすれば、いまごろは最悪組織を割わる結果になっていたかもしれない。


「もっとも、逆ぎやくに考えることもできるけどね……」


「逆って、なんですか？」


「うん……つまり、まだ十字軍に残ってくれてる人たちですら、本心では吸血鬼の共存に懐かい疑ぎ的──というより、否定的なんだってこと。実じつ際さい、辞じ職しよく率りつは一向に減へらないしね」


　どこかヒヤリとする口くち振ぶりで、表情厳しくミミコは言った。


　今後も、真しん剣けんに悩なやんだのち職を辞する者は跡あとを絶たたないに違ちがいない。吸血鬼ブラツク・ブラツド対たい策さくという自分たちの仕事に自負を持っていた者ほど、そうした傾けい向こうは強いのだ。そして、自負を持って仕事に臨のぞんでいた者たちがいなくなれば、十字軍の機き能のうは急速に低下していくだろう。これは、尾根崎や神父も懸け念ねんしつつ、効こう果か的対策を講こうじられずにいる問題だった。十字軍内部の意識改かい革かくと教育は急きゆう務むなのだ。


　また、十字軍ですらこれなのだから、一いつ般ぱん人じんの場合は言うに及およばない。理り性せい的な声もなくはないが、否定派はが圧あつ倒とう的多数を占しめている。そもそも議論の余よ地ちすらない感かん情じよう的な意見も、多数叫さけばれていた。


「インターネットなんか、とんでもないことになってるもんね。ちょっとのぞいたりしてみたけど、さすがにうんざりしちゃった」


　ミミコがもらした告白に、ヒバリは目め尻じりをつり上げた。


「先せん輩ぱい、見たんですか!?　ぜったい止やめてくださいって、私も他ほかのみんなも、あんなに止めたじゃないですか！」


「ごめん。でも、やっぱり気になるから」


　当然、ウェブ上の意見も、世論を反はん映えいしている。それも、大おお幅はばに増ぞう幅ふくした形で表れていた。十字軍が開かい設せつしていた公式サイトなど、毎日のようにアタックを受けている。


　言うまでもなく、『カンパニー』の表おもて看かん板ばんであるミミコに対する風当たりは強かった。主しゆ義ぎ主しゆ張ちように対する反論など可愛かわいい方で、根こん拠きよもない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようから、人じん格かくの全否定。身体的特とく徴ちようをあげつらったり、孤こ児じだという素す性じようを責せめてみたりとやりたい放題だ。ミミコが演説で話した吸血鬼の兄弟──つまりジローたちだ──その件を噂する下世話なものも目に付いた。そうした輩やからには、ミミコを扱こき下ろすことに熱ねつ狂きようしている節さえある。


「ネットで人の悪口言うような連中は、一人残らずただの卑ひ怯きよう者ものです！」


「無む視しはできないわよ」


「無視してくださいっ。くだらない内ない容ようばかりなんですから。あんなの！」


　ヒバリは鼻息も荒あらく、憤ふん慨がいした。もっとも彼女も、例の映えい像ぞうが流れ、ミミコが謎なぞの少女、奇き跡せきの『乙メイ女デン』と騒さわがれていたときは大喜びしていたのだから、あまり偉えらそうなことは言えないだろう。


「とにかく、悪口言われるのは慣なれてるから気にしないで。ていうか、第二地区セカンド・ヤードで女王呼よばわりされたのが、こんなところで役立つとはね」


「ふざけないでくださいよ」


「ん～。ふざけてるつもりはないんだけど」


　ミミコは困こまったように言った。


　もちろん、ミミコにふざけているつもりはないのだろう。そうではなく、ミミコは自分を心配する周囲を安心させるために、わざとなんでもない態たい度どを取っているのだ。それはミミコの優やさしさだったが、ヒバリにはかえって辛つらかった。


「それにね。確たしかにあたしたちに対する厳きびしい意見は多いけど、具体的な行動に出るところは──少なくとも公おおやけには、まだ誰だれもいないわ。マスコミにしても、ちゃんとしたところは判はん断だんを保ほ留りゆうしてる。ただ声の大きい人たちが流行に乗って叫んでるだけなのよ。いわゆる一いつ般ぱんの人たちは、まだ判断しかねてるんだと思う。つまり、いまこそあたしたちにとって正しよう念ねん場ばなの」


　ミミコの台詞せりふは、『カンパニー』及および十字軍の上じよう層そう部ぶが考えている分ぶん析せきでもあった。世の中の吸血鬼に対する風ふう潮ちようは、均きん衡こうしている。しかし、一部の反吸血鬼勢ぜいが一方的プロパガンダを続ければ、いずれはそちらに傾かたむくだろう。そうさせないためにも、ミミコたちは吸血鬼たちの希望として、踏ふん張ばり続けねばならないのである。


「とにかく、調ちよう査さ結果のレポートはあとで提てい出しゆつしてちょうだい。勝手に手を加えたりしちゃ駄だ目めよ？」


　そう言い終わるころには、すでにミミコの視し線せんはノートパソコンに向かっていた。「はい」とヒバリは不ふ承しよう不ぶ承しよう返事をした。


　再ふたたび、執しつ務む室しつが静けさに包まれる。この静けさを「息苦しい」と感じる自分が、ヒバリは嫌いやだ。気持ちを切り替かえて、仕事を始めた。


　しばらくして、ヒバリのデスクで電話が鳴った。秘ひ書しよの口調で電話に出たヒバリだったが、すぐに声が険けわしくなった。


「え？　駄だ目めですよっ。そんな急な──！」


「どうしたの、ヒバリちゃん？」


「あ、やっ。なんでもないですっ」


「なんでもないってことはないでしょ？　いいから、言って」


　他の人間なら気づかないだろうが、ミミコの声こわ音ねにほんの少し苛いら立だちが混まじった。


　常つねに泰たい然ぜんと構かまえているようで、時々、何でもないことに神しん経けい質しつになるのが、最近のミミコだ。ヒバリは慌あわてて頭を下げた。


「済すみません、先輩。明日の予定だったＣＮＮのインタビューなんですけど、なんとか今日にできないかって……」


「今日？」


「で、でも。今日はもうスケジュールに空きは──」


「これからすぐでいいなら、構わないわ。尾根崎会長に、ミーティングには少し遅おくれると連れん絡らくして」


「そんなっ」


　ヒバリは抗こう議ぎしようとしたが、ミミコは反はん論ろんなどには端はなから耳を貸かさない態度だった。


「マスコミの方から予定を早めてくれるなんてありがたいじゃない。少しでも早く『カンパニー』の理想を理り解かいしてもらわなきゃいけないんだから」


「先せん輩ぱい……」


　秘書の口を封ふうじるように、ミミコはにっこり微笑ほほえんだ。


　最近板に付いてきた『乙メイ女デン』の笑み。その笑顔には、さっき垣かい間ま見えた苛立ちは欠片かけらも残っていない。


　しかし一方で、変わったところもある。以前のミミコの笑顔──特とつ区くにいたころの彼女が見せていた、ヒバリのよく知る笑顔にはあった何かが、今の彼女の笑顔には見当たらない気がするのだ。ヒバリは言いかけた言葉をのみ込こんだ。


　結局ミミコは、ヒバリからインタビューの詳しよう細さいを聞きつつ、ファイルを保ほ存ぞんし、ノートパソコンをスリープさせた。


「じゃあ、ヒバリちゃん。あたしちょっと行ってくるから、あとお願いね。あ、もし月ユエ梅メイさんから連絡があったら、相談されたあの件はなんとかするから、って伝えて」


　丁てい寧ねいに指し示じを出しながら、椅い子すから立ち上がる。ハンガーから上着を取って袖そでを通した。


　ミミコの顔が自然と、部屋の隅すみ──ジローの帽ぼう子しに向かう。そして、自分の中にある「覚かく悟ご」を確かく認にんするように頷うなずくと、表ひよう情じようを引き締しめて執務室を出て行った。


「……先輩」


　結局ミミコは、笑顔でヒバリの口を閉とざさせたあとは、一度も彼女の方を見なかった。もし少しでも視し線せんを向けていれば、いまにも泣きそうな後輩の顔に気づいたはずだったのだが。


「本当に……大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


　あの演えん説ぜつ以来、ミミコは重じゆう圧あつとバッシングの中、自分を殺して淡たん々たんと激げき務むをこなしている。表面上は静かだが、その実鬼き気き迫せまるほどだ。ミミコの意い志しの強さと行動力、忍にん耐たい力りよくには頭が下がる。立りつ派ぱなものだ。


　しかし、もしいまのミミコが『カンパニー』の調停員コンプロマイザーだったとして、ヒバリは以前ほど素す直なおにミミコのことを慕したっただろうか？　いまのミミコが独どく立りつして調停屋を営いとなんだとして、吸血鬼ブラツク・ブラツドたちは彼女を信しん頼らいし、昔ほどの敬けい意いと親しみを向けるだろうか？


　ヒバリには、そうは思えない。しかし同時に、以前のままのミミコが現げん在ざいの状じよう況きように耐たえられるかと言われれば、ヒバリは答えることができないのだ。


　──いったいいつまで続くんだろ……


　スワンは、何世代もかかってやっと、と言った。その間、ミミコはずっとああやって、為なすべきことを為し続けるのだろうか。そんなの、あんまりだと思う。


　だが、恐おそろしいことに、ミミコにはすでに、その覚悟があるような気がしてならない。


　──先輩は、綺き麗れいになった。


　綺麗だし、立派だ。尾根崎や神父でさえ、最近のミミコの変わりようには驚おどろいている。だが、ヒバリはつい考えてしまうのである。ミミコの綺麗さや立派さとは、ひょっとして殉じゆん教きよう者しやの綺麗さ、立派さなのではないだろうか、と。


　自じ己こを顧かえりみず身を捧ささげようとしている、殉教者の美なのでは、と。


　──バカっ。縁えん起ぎでもない……


　ヒバリは頭かぶりを振ふって不ふ吉きつな想そう像ぞうを追いやった。ため息をついて、部屋の隅にある帽子を眺ながめた。


　ジローやコタロウと再さい会かいするために、ミミコは覚悟を決めている。


　しかし、ジローやコタロウの不在は、その覚悟を硬こう化かさせ、ミミコを追い詰つめているのだ。たぶん、あの三人は三人が揃そろっていてこそ本来の力を発はつ揮きできるのだろう。


　三人が、特区にいたときのように。


「特区、か」


　特区を出て、まだ数か月しか経たっていない。なのに、特区で見習い調停員コンプロマイザーをしていたころが、たまらなく懐なつかしく思い出される。毎日の馬ば鹿か騒さわぎが。充じゆう実じつ感が。笑顔が。


「……また、帰れるのかな」


　ぽつ、と手元に涙なみだが落ちた。


　ヒバリは慌あわてて涙を拭ぬぐい、尾根崎にミミコが遅おくれる旨むねを連絡した。





３







　陽ひが没ぼつしようとしていた。


　破は壊かいされた街まち並なみを、夕焼けが一色に染そめる。東の空は深い夜色に染まり、星々が微かすかに瞬またたきながら、目を覚まし始めていた。


　見る限かぎり、街に人の気配はない。いまの特とつ区くには、日ひ暮ぐれ後に外を出歩く人間は、ほとんどいないのだ。去年のにぎわいが噓うそのようである。冬ふゆ枯がれした街がい路ろ樹じゆが、見る者もなく寂さびしげに佇たたずんでいた。


　ブラインドの隙すき間まから指を抜ぬき、赤あか井いリンスケは視し線せんを室内に戻もどした。


「早いものね。もう日が暮れちゃうわ」


「まだ新月が終わったばかりだ。『九龍の血統やつら』も大人しくしてるだろう。まだしも、な」


　応こたえたのはバドリック・セリバンだが、彼の言葉に頷うなずく者は他にもいた。数名の精せい強きような男たち。いまの特区では少ない、目に生気を宿した男たちだった。


　占せん拠きよされた特区にあって『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の支し配はいに抵てい抗こうする勢せい力りよく。レジスタンスのメンバーたちだ。


　彼らがいるのは、第七地区セブン・ヤードの北部にある、ビジネス・ホテルの一室だ。むろん放ほう棄きされたホテルだが、吸血鬼ブラツク・ブラツドの目から隠かくれて人間たちが住んでいる部屋もある。現在の特区では、生き延のびた人々はコミュニティを作り、集しゆう団だんで暮らしている。ここは、そういったコミュニティに属さない者や、情じよう報ほうの収しゆう集しゆう、伝達のために各地を隠れながら移い動どうしている者が利用しているらしい。


「何人もが出入りすれば連中の目にもとまるが、一人二人ならバレないものさ」


　そう言って今日の会談場所にこのホテルを推おしたのは、以前第七地区セブン・ヤードの繁はん華か街がいでバーテンダーを営いとなんでいたという男だった。最近レジスタンスに加わったメンバーだ。第七地区セブン・ヤードのことなら隅すみから隅まで知っていると豪ごう語ごしているだけのことはあり、ここまでの案内も危あぶなげのないものだった。


「ま、少々狭せまいのが難なん点てんだがね」


「とんでもない。せっかくだから、余あまってる備び品ひんは持って帰りましょ。時間があるようなら、熱いシャワーも浴びてきたいわね。レジスタンスの拠点ってば、どうにも不ふ潔けつなんだもん。誰だれかさんみたいに男おとこ臭くさいのも多いしさ」


　澄すまし顔で言いつつ、リンスケがバドリックを横目に見やる。メンバーたちが小さく笑い、バドリックは無言で口を曲げた。


　現在特区は、外に出ることができないよう、また招まねかれなければ入れないよう、『ウォーカーマン』の手で封ふう印いんされている。リンスケとバドリックが特区に潜せん入にゆうしたのは、ちょうどミミコが世界に向けて演えん説ぜつをした直後だった。特区に潜入した二人は、すぐにレジスタンスと接せつ触しよく。互たがいに情報を交こう換かんしたのち、行動を共にしている。


　合流して以来、二人はレジスタンスの中ちゆう枢すうに加わり、吸血鬼に関する知ち識しきを活いかしてメンバーの教育と訓練に力を貸かしていた。シンガポールの『カンパニー』とも綿めん密みつに連れん絡らくを取り合いながら、物ぶつ資しの支し援えんも行っている。現在は、他の武ぶ装そうグループや抵抗勢力、それに取り残された海外メディアの取材班はんなどを次々吸きゆう収しゆうし、ひとつの強力なレジスタンスを組そ織しきしている最中だ。その手しゆ腕わんは見事なもので、彼らが仲間に加わって以来、レジスタンスは急速に勢力を増ぞう強きようさせていた。


「香港聖せい戦せんを思い出すわ。あのときに比くらべれば楽なものだけど、その分責せき任にんが増ふえちゃったのが残念」


「この期ごに及およんで無責任を気取るつもりなら、俺おれが魚の餌えさにして食料調達に役立ててやる」


「やーね、バドちゃん。魚ぐらいいつでも釣つってきてあげるわよ」


「釣りをする暇ひまがあるなら働けっ。そして、『バドちゃん』と呼よぶなっ」


　相変わらずな二人なのだが、リンスケは香港聖戦で民間部隊の運うん営えいに関かかわった経けい験けん者しやであり、バドリックは世界屈くつ指しの対吸血鬼戦せん闘とう部隊である『カンパニー』鎮ちん圧あつチームの副隊長だ。戦闘経験はもちろん、吸血鬼に関するろくな知識もなかったレジスタンスにすれば、のどから手が出るほど欲ほしかった人材と言える。実じつ際さい、合流してわずかな期間で、二人はレジスタンスにとって必要不ふ可か欠けつな存そん在ざいとなっていた。


「いっそ、君たちがトップに立って組織を指し揮きしてくれないか。君たちなら、誰も文もん句くは言わないはずだ」


　と、レジスタンスのリーダー自ら何度も依い頼らいされたほどである。


　もっとも、二人ともリーダーの申し出は受けなかった。


「俺たちはいざ特区奪だつ還かんとなったとき、『カンパニー』の下もとで動かねばならない」


「第一、『誰も文句は言わない』ってのは、自分のことを過か小しよう評ひよう価かしてるわよ？　私たちは所しよ詮せんアドバイザーだもの。みんなは、あなたの命令だから従したがってるんじゃない」


　レジスタンスを『カンパニー』に組み込んでも、双そう方ほうにとってプラスになるとは限かぎらない。大切なのは、異ことなる二つの勢力が、互いに最高の形で支援し合うことができる「体たい制せい」なのだ。


　また、元は消しよう防ぼう士しだったというレジスタンスのリーダーは、リンスケやバドリックの目から見ても十分信頼に足る人物だった。彼に任まかせて間ま違ちがいはないし、それが最良の選せん択たくだと、二人の間でも意見は一いつ致ちしている。


「この手のレジスタンス──民間人からなる抵抗勢力で一番厄やつ介かいなのって、実は内部抗争なの。だから、トップに求められるのは、鋭するどい才覚や手腕よりも、むしろ人格。いろんな理由でレジスタンスに加わった人たちをまとめ上げ、高い意識レベルを維い持じしつつ組織の軋あつ轢れきを調整できる能のう力りよくが重要になるわ。幸い、彼にはそれがある。きっと、調停員コンプロマイザーとしてもやっていけるでしょうね、彼」


　実際、レジスタンスの強化は順調に進んでいる。じわりじわりとではあるが、特区で隠かくれ住む人々の間にも、希望が戻もどりつつあるのだった。具体的な行動に出る段だん階かいではないが、メンバーの意い欲よくは大変なものだった。


　と、そのときだ。部屋のドアがノックされた。


　短く三回。長く二回。あらかじめ伝えてあった通りのノックだったが、それでも一同に緊きん張ちようが走った。


「……入ってくれ」


　リーダーが言った。ドアが開き、二人の人物が部屋に入ってきた。


　一人は西洋人だ。長身の男だん性せいで、薄うすい金きん髪ぱつと薄い茶色の瞳ひとみをしている。歳としは三十ほどに見えるが、厳きびしく引き締しまった顔立ちには貫かん禄ろくがあった。


　もう一人は日本人らしい。髪かみをショートカットにした女性で、男よりはかなり年下に見えた。緊張しているのか、人間たち以上に表ひよう情じようが硬かたい。


「……レジスタンスの方々か？」


「そうだ。あなたが？」


「ああ。私は、『智眼オルデン』の血けつ統とうに連なる者。この地に移うつった血族を束ねている代表者だ。こちらの女性は、私の血を分けた娘むすめになる。今回は、我われらの呼よびかけに応こたえてくれて感かん謝しやする」


『智眼』の吸血鬼ブラツク・ブラツドは重々しく述のべた。リンスケとバドリックを除のぞくレジスタンスのメンバーたちは、彼らを凝ぎよう視ししたまま小さく息をのんでいた。


　その中の一人、このホテルを指定したメンバーが、恐こわ々ごわと口を開く。


「す、すまねえ。その……二人とも、見た限りだと人間にしか見えないんだけど……ほんとに、その……？」


　あまり礼れい儀ぎ正しいとは言えない質しつ問もんだったかもしれないが、『智眼』の吸血鬼は寛かん容ように微笑ほほえんだ。そして、ニヤリと口を開け、鋭く光る牙きばを人間たちに晒さらしてみせた。


　思わず身を硬くする彼らの前で、あくまで平然と肩かたを竦すくめ、


「人として生まれたのが、第二次世界大戦の直後。転化して、そろそろ四十年になる。もっとも、仲間は皆みな、私より若わかい者たちだがな。こいつも、転化したのは二年前だ」


　そう言って、彼は傍かたわらの女吸血鬼を指した。彼女は、「恐きよう縮しゆくです」と妙みように畏かしこまった様子で頭を下げた。


　リーダーが立ち上がった。


「ありがとう。こちらこそ、協力の申し出について礼を言いたい。俺は、このレジスタンスのリーダーだ。人間の前に姿すがたを見せるのは、並なみ大たい抵ていの決意ではなかっただろう。しかし、後こう悔かいはさせない。約束する」


　そう言って、リーダーは吸血鬼に手を差し伸のべた。『智眼』の吸血鬼は幾いく分ぶん驚おどろきながら、リーダーの手を握にぎりしめた。そして、握あく手しゆしたあと、さらに感心したように頷うなずいた。


「我々をまったく恐おそれていないな。こんな状じよう況きよう下かだというのに。大したものだ」


「幸い、いまでは我々もあなた方に関して正しい知ち識しきを得ることができている。それに、吸血鬼に手を差し伸べるのは、これが初めてではないのでね」


　そう言って、リーダーは気さくに──しかし、力強く頼たのもしい笑みを浮うかべた。


　二人が手を放すと、タイミングを見ていたリンスケが『智眼』の吸血鬼に声をかけた。


「あなたたちを担たん当とうしてた調停員コンプロマイザーから伝言があるわ。『生きていて良かった。再さい会かいの折には、秘ひ蔵ぞうのワインをお持ちしますわ』ですって」


　そう告げてウィンクする。


『智眼』の吸血鬼たちは目を丸くし、互たがいの顔を見合わせた。


「あなたは『カンパニー』の？」


「ええ。もっとも、私は査さ察さつ部ぶ。向こうのマッチョは、鎮ちん圧あつチームだったんだけどね」


「でも、いまの伝言！　スワンも生きてるんですねっ？」


　叫さけぶように尋たずねたのは、それまで男の後ろに控ひかえていた女吸血鬼だった。リンスケは優やさしく頷いた。


「ええ、無事よ。彼女は、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の襲しゆう撃げきがある直前に、特とつ区くを出ていたの。いまはシンガポールにいるんだけど、特区を取り戻すために毎日忙いそがしくしてる。あなた、ショウコさんね？　もし会えたらよろしく伝えてって、スワンちゃんが言ってたわ。気が優しい分のんびりした人だからって、すごく心配してたわよ？」


　リンスケの台詞せりふを聞いた女吸血鬼は、両手で口元を押おさえた。余よ程ほど嬉うれしかったのか、目を潤うるませている。そんな彼女の肩を、傍らの吸血鬼が優しく抱だき寄よせた。彼の表情も輝かがやいていた。


「なんということだ。私たちの血族は、スワン嬢じようにはずいぶんと世話になっていた。私も、彼女の説得を聞き入れたからこそ、一度は決別した故こ国こくの長老と和わ解かいすることができたのだ。そうか。彼女も生きているのか。素す晴ばらしい朗ろう報ほうだ。ありがとう、『カンパニー』の者よ」


　吸血鬼たちの顔には、紛まぎれもない感謝と喜びが溢あふれていた。恩おん人じんの無事に涙なみだする姿は、人間のそれとまるで変わらない。リンスケとバドリックは、さりげなく周りを見回した。レジスタンスのメンバーたちから、わずかに残っていた最後の抵てい抗こう感が、氷が溶とけるように消えていくのがわかった。


「ともあれ」


　とリーダーが仕切り直す。


「話を始めましょう。まずはそちらの要求から聞かせて頂いただけますか？」


「血が欲ほしいなら、構かまわないぜ。できれば、そっちの姉ちゃんに吸すって欲しいけどね」


　リーダーが引き締しめた空気を、さっき質しつ問もんしたメンバーが茶ちや化かして一同に笑いが戻もどった。ショウコという吸血鬼ブラツク・ブラツドは赤くなって顔を伏ふせた。


『智眼』の吸血鬼がニヤリと笑い、


「血まで頂けるとは、諸しよ君くんには本当に驚きだ」


「ああ。まあ、いま彼が言ったのは冗じよう談だんだが──血に関しては提てい供きようする用意がある。我われ々われとしても、あなた方の力は当てにしたいし、そのためには十分な吸きゆう血けつが必要だろう。遠えん慮りよなく言ってくれ。幸い、うちには血の気が多いのが集まってるからな。需じゆ要ようと供給は一いつ致ちするはずさ」


　リーダーの最後の台詞に、再ふたたび一同が笑う。吸血鬼二人も、もう完全に気を許ゆるしていた。


「では早さつ速そくだが、いま我々が血けつ液えき以上に求めているのは情じよう報ほうだ。いや、我々だけではない。特区に取り残された血族は、完全に孤こ立りつしてしまっている。現げん在ざいの特区が置かれている状況。そして世界の状況。まずはそれを聞かせてほしい」


　特区に閉とじこめられている人間は、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』にとっては世界に対する人ひと質じちでもある。そのため、彼らの人間への攻こう撃げきには、一定の規き制せいが設もうけられているらしかった。


　しかし、吸血鬼に対しては容よう赦しやがない。見つかり次し第だい殺されるか、多くの場合は感かん染せんさせられている。従したがって、特区に残された吸血鬼たちは、人間たち以上に警けい戒かいし、身動きが取れない状況なのだ。そうでなくとも、彼らは人間たちのような情報ネットワークを持っていないのである。


　特区に残された吸血鬼たちから力を得られるとすれば、レジスタンスにとって大きな戦力となる。吸血鬼たちもレジスタンスの存そん在ざいには気づき始めているらしく、コンタクトを取ったことも幾いく度どかあった。だが、彼らはまだ、人間に正体を明かすことを恐れているらしいのだ。


　しかし、ここで『智眼』の協力を得られれば、彼らから他の血族に連絡を取ってもらうことができる。踏ふみ切れずにいた吸血鬼たちにとっても、大きな後押しになるだろう。特区にいる血族を、一気に味方にすることも可か能のうなのかもしれない。


「──わかった」


　と、リンスケやバドリック、メンバーたちが注ちゆう視しする中、この会談が持つ重じゆう要よう性せいを嚙かみしめながらリーダーは頷いた。


「長くなるが、詳くわしく話そう。いま我々やあなたたちが置かれている状じよう況きようを。ただ、その前に──ひとつだけ確かく認にんさせてもらいたいことがある」


　少し躊躇ためらったあと、リーダーは言った。吸血鬼たちは怪け訝げんな顔をしたが、見守るメンバーたちは口を挟はさまなかった。リーダーの質問が何か、わかっていたからだ。


「先日のコンタクトの際さい、あなたたちが教えてくれた情報についてだ。『近ちか頃ごろ、どこの血けつ統とうとも知れない吸血鬼が、単たん独どくで用よう心じん棒ぼうのようなことをしている』という……」


　リーダーの話を聞いて、吸血鬼は「ああ」と拍ひよう子し抜ぬけしたようにつぶやいた。


「その件けんか。確たしかにその通りだ。用心棒というか……正確には『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に襲おそわれている人間がいるとどこからともなく駆かけつけ、命を助ける代わりにその人間の血を吸っていくらしい。素す性じようはもちろん、何が目的なのかもよくわからない奴やつだ。心当たりでもあるのか？」


　吸血鬼が不思議そうに問い返した。が、リーダーはすぐには答えず、メンバーたちと目配せを交かわし合った。リンスケもリーダーと目を合わせ、無言で頷いた。


　リンスケが後を引き継ついで続ける。


「その吸血鬼なんだけど……ひょっとして、『炎ほのおを操あやつる女吸血鬼』だったって目撃情報はないかしら？　黒いニット帽ぼうを被かぶった、若わかい美人の吸血鬼だ──って？」
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　その、黒いニット帽を被り炎を操る若い美人の女吸血鬼は、特とつ区く第十地区テン・ヤードの倉庫跡あと地ちで『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と戦っていた。というより、正確には逃にげていた。それも、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいという体ていで。


「五人もいたなんて！　どうして事前に言わなかったのよっ!?」


　女の怒ど鳴なり声に応おうじたのは、彼女の左手にぶら下がっている巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアだった。もっとも、喋しやべって答えたわけではなく、棒状の両手──もしくは前足──をぶんぶん振ふり回しただけだ。


　それでも、言いたいことはなんとなく理解できる。どうやら、気づかなかった自分が悪い、と言いたいらしい。もっともな意見なのだが、女はすれ違ちがいざま電柱にぬいぐるみを叩たたきつけた。首根っこをつかまれているぬいぐるみは、反動で派は手でに振り回されながら手足をバタつかせた。口が利きけたなら、悲鳴は「ひゃああ」といったところだろうか。


　ぬいぐるみは、以前『銀ぎん刀とう』がその愛刀を収おさめるのに使用していた、彼の弟の相棒──バウワウ卿きよう。


　そして女は、『緋ひ眼がんのゼルマン』の血を継ぎ、『闘とう将しようアスラ』最後の牙きばとなった、白しら峯みねサユカだ。


　二人の逃とう避ひ行こうには連れがいた。サユカが右みぎ腕うででバウワウの十倍は丁てい寧ねいに抱かかえているのは、まだ十四、五歳程てい度どの人間の少女だ。恐おそろしい吸血鬼ブラツク・ブラツドに襲おそわれたかと思うと、今度は恐ろしい吸血鬼──とぬいぐるみ──にさらわれて、恐きよう怖ふのあまり全身を硬こう直ちよくさせている。もっとも、下へ手たに暴あばれられない分、サユカとしては楽であるのだが。


　──とはいえ、こんな子こ供どもじゃ助けても血にはありつけそうにないけど。


　胸きよう中ちゆうで愚ぐ痴ちりはしても、置き去りにすることは考えられない。これまでも、敵かなわぬと見て撤てつ退たいしたことはあるが、助けに入った人間だけは、なんとか逃にげ延のびさせてきたのだ。この子も絶対に──と気を引き締しめた瞬しゆ間んかん、気配を察知して急停止した。


　閉へい鎖さされた倉庫の陰かげから、一人の吸血鬼が飛び出して前を塞ふさぐ。先回りされたらしい。すぐに後方から残りの吸血鬼たちが現あらわれ、サユカたちの退たい路ろに立ち塞がった。挟はさみ撃うちだ。


　一対五。いや、追っ手が増ふえている。それも二人。一対七だ。しかも、普ふ段だんから群むれて狩かりをしているグループらしく、訓練された猟りよう犬けんの群れのように個こ々この動きに連帯感があった。戦って返り討うつどころか、包囲を突とつ破ぱすることも困こん難なんな相手だ。


「……くっ」


　サユカが顔を歪ゆがめ歯ぎしりをする。逆ぎやくに、吸血鬼たちは牙を見せつけるように舌したなめずりをした。


　サユカの中から、恐怖が怒いかりに塗ぬり変わっていく。サユカは倉庫の壁かべを背せにして、ぽん、とバウワウを地面に放ほうった。そして、バウンドするバウワウの上に、抱かかえていた少女を下ろした。少女は相変わらず強こわ張ばっていたが、地面に下ろされると這はいずるようにサユカから距きよ離りを開けた。壁にへばりつきながらガタガタ震ふるえ始めた。


　立ち上がったバウワウが、安心させるように少女の肩かたを叩たたく。そのポフポフした感かん触しよくに──というよりは、動くぬいぐるみにだろう──少女はぎょっとして身を引きつらせた。それでも、吸血鬼に対するほどの恐怖はないのか、目を丸くしてマジマジとバウワウを見つめている。


「……そっちは怖がらないのね」


　釈しやく然ぜんとしないものを感じつつ、サユカは少女とバウワウを一いち瞥べつした。


「いい？　私が引きつけとくから、その子だけでも逃がしてちょうだい。それぐらいできるわよね？」


　話しかけた相手は、少女ではなくバウワウだ。


　バウワウがサユカを振ふり返った。


　円つぶらなボタンの瞳ひとみが、まっすぐサユカの目を見つめる。バウワウは、棒ぼう状じようの腕うでを曲げて自らの胸むねを叩たたき、次いでその腕をサユカの胸に伸のばした。


　このぬいぐるみと共に行動するようになって、ずいぶん経たつ。ただ、バウワウの言わんとしていることは、あらかたわかるようになっていた。いまバウワウが取った仕草は、胸ではなく心しん臓ぞうを指している。「血を信じろ」という意味だ。自分に流れる血。ゼルマンから引き継いだ『闘将アスラ』の血を。


　無む論ろん、言われるまでもなく、サユカは血を信じている。自分の中に確たしかに流れる、ゼルマンの血を。


　だが──


「……言うは易やすし、ってね」


　サユカは自じ嘲ちようして、黒いニット帽ぼうを目ま深かぶに被かぶりなおした。


　自分は所しよ詮せん転びたてアンダー・イヤーに過すぎない。最近はそれなりに場数も踏ふんだが、転化する前は格かく闘とう技ぎの類たぐいにもまるで素しろ人うとだった。人間相手なら吸血鬼の膂りよ力りよくが物を言うし、一人二人の吸血鬼相手なら策さくを巡めぐらせる余よ地ちもあるだろう。しかし、狩かりに慣なれた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が七人では、もはやどうしようもない。


　せめて、ゼルマンの血に恥はじぬ最さい期ごを。そう決意した瞬しゆん間かん、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちが襲おそいかかってきた。サユカは戦せん闘とうを開始した。





　──怒おこってらっしゃるのですか、ゼルマン様？


　痛いたいほどに脈みやく打うつ心臓を押おさえながら、サユカはノロノロと立ち上がった。


　全身血まみれのサユカを、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちはニヤニヤしながら待っている。彼女の抵てい抗こうを楽しんでいるのだ。忌いま々いましい。せめてこれが時間稼かせぎに繫つながっているなら救いもあるが、敵てきは少女を逃にがすつもりもないようだ。少女はまだ壁に追い込こまれたまま、蒼そう白はくになってバウワウにしがみついている。


「……何やってんのよ……役立たず」


　擦かすれた声で小さく罵ののしったが、敵を十分に引きつけていないのは自分だ。役立たずなのは自分の方だった。ゼルマンの娘むすめともあろうものが、囮おとりにすらなれないのだから。


　切り札である視経発火アイ・イグナイトも使ってみたが、意表を突つけたのは最初の一人だけ。そいつを倒たおして敵は六人になったものの、二発目からはすべて躱かわされた。そのあとは為なす術すべもない。まだ戦っていられるのは、最近こまめに血を摂せつ取しゆしてきたためだ。が、それも直じきに尽きるだろう。


　──おのれ……


　ふらつく手で、ナイフを構かまえる。銀の刃やいばを持つナイフは、逃とう避ひ行こうの途と中ちゆうで手に入れた物だ。しかし、それは武ぶ器きというより最悪の場合の自決用に持ち歩いている物だった。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に血を吸すわれた者は、人でも吸血鬼でも『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまる。ゼルマンの血を穢けがすような真ま似ねだけは、断だんじて防ふせがねばならなかった。


　──まだ……まだ戦える。


　歯を食いしばって身体からだの震ふるえを止める。サユカは、正面にいる敵の懐ふところに飛び込み、ナイフの切っ先を突き出した。


　敵が避よける。あとを追って横よこ薙なぎに払はらう。体当たりする勢いきおいで距きよ離りを詰つめた。相手の拳こぶしを腕でガードし、愚ぐ直ちよくに敵を追った。


　背せ中なかを打つ念動の礫つぶて。敵の仲間の攻こう撃げきだ。息が詰つまった。追っていた吸血鬼が嘲ちよう笑しようを浮うかべ、足の止まったサユカのあごを蹴けり上げた。


　ゴフッ、と口からこぼれた鮮せん血けつが宙ちゆうに散る。浮いた身体に横からの一撃。倉庫の壁に叩きつけられた。それでもナイフは手放さなかったが、地面に落ちたとき、もう腕は上がらなかった。


　──……いいえ。


「……ま……だ……」


　まだだ。まだ動く。サユカは、痙けい攣れんする腕で上半身を起こした。咳せき込み、ぼたぼたと血が地面を汚よごした。頭が痛いたい。目め眩まいがする。しかし、それがどうした。ゼルマンは最さい期ごまで戦い抜ぬいた。当然自分も戦い抜く。白峯サユカはゼルマン・クロックの娘なのだ。誇ほこり高い彼の血は、まだ自分の心臓を動かしてくれている。


　戦わねば。


　敵が近づき、サユカの脇わき腹ばらを蹴った。激げき痛つうが駆かけ抜け、視し界かいが白はく濁だくした。蹴り。また、蹴り。その次の蹴りは、額ひたいに来た。白濁した視界が、赤くにじんだ。


　攻撃が止やんだ。サユカは、自分の身体が持ち上げられるのを感じた。敵の視線を首くび筋すじに感じる。血を吸う気だ。戦せん慄りつが身体をうごめかした。弱々しく敵を蹴り付けたが、サユカを吊つるし上げる両腕は微び動どうだにしない。


　このままでは血を吸われる。感かん染せんしてしまう。


　──嫌いやだ……


　奥おく歯ばを食いしばって逃のがれようとした。サユカの抵てい抗こうに、敵てきは下げ卑びた笑えみを見せた。


　これ見よがしに胸むな元もとに手をかけ、服を引き裂さいて、首筋をはだけさせた。


　真冬の外気が肌はだに触ふれる。ヒヤリとした冷たい感かん触しよく。


　が、サユカの全身は激げき怒どのあまり灼しやく熱ねつの塊かたまりと化した。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドは服を引き裂いたのだ。


　ゼルマンの残した、黒いジャージを。


「貴様ぁっ！」


　怒いかりが心しん臓ぞうを爆ばく発はつさせ、わき出る血流が瞬しゆん時じに体内を充みたした。力が奔ほん流りゆうとなって駆けめぐり、怒り狂くるう眼まな差ざしから迸ほとばしった。


　サユカを吊し上げていた吸血鬼が、突とつ然ぜん燃もえ上がって絶ぜつ叫きようした。叫きよう喚かんする炎ほのおの柱となって、戦場を目ま映ばゆく照らした。


　視経発火アイ・イグナイト。視線を介かいして炎を操あやつる、『闘将アスラ』の強力な牙きばだ。すでに試ためしたサユカの切り札。だが、今度は出力がまるで違ちがう。


「くああぁっ！」


　憤いきどおりに任まかせて、炎の視し線せんを残る五人の敵てきに向ける。しかし、敵はサユカの視経発火アイ・イグナイトだけは注意を怠おこたっていなかった。素す早ばやく散開し、バラバラに回かい避ひ行動を取る。サユカは必死に狙ねらいを絞ろうとするが、出力が激はげしすぎて上う手まくコントロールすることができない。逆ぎやくに、自分の力が急速に干ひ上あがっていくのがわかる。


　と、突然視界に飛び込んできた茶色い塊に、サユカは慌あわてて目を閉とざした。


「っ！　馬ば鹿かっ！　丸焼きにされたいの!?」


　飛び込んできたのはバウワウだった。バウワウはサユカの怒ど声せいをものともせず、そのまま彼女の頭にしがみついた。喚わめき散らすサユカを無む視しして、必死の形ぎよう相そうで──といっても、顔は変わらないが──ぽん、と彼女の頭に手を載のせた。


　一瞬の、間。


「いい加か減げんにしなさい！」


　全身でしがみつくバウワウを、サユカは力任せに引っぺがして投げ捨すてた。幸い、敵はこの隙すきを狙おうとはしていなかった。あまりの光景──何しろぬいぐるみが自分から顔に飛びかかってしがみついたのだ──を目にして、呆あつ気けにとられていたらしい。


　だが、チャンスを逃したのはこちらも同じだ。サユカはヒステリックな怒りに駆られて、もう一度バウワウを罵ののしろうとした。


　が、


　──え？


　できなかった。バウワウが何をしたのか、急にサユカの意い識しきが遠とお退のき始めた。


　──ちょ、ちょっと!?


　狼ろう狽ばいするがどうにもならない。意識を失う寸すん前ぜんの感覚。しかし、少し違う。何かに引きずり込まれ、のみ込まれていく異い様ような感覚だ。投げ捨てられたバウワウが、地面に転がったまま息を詰つめて──といっても、顔は変わらないが──こちらを見ている。


　──あなた、何を──!?


　そう叫さけんだつもりが、もう舌したが動かない。サユカは半分だけ気を失ったような状じよう態たいになった。だが、感覚は失われていない。逆に、さっきまでより研とぎ澄すまされ、クリアになったかのようだ。


　不安定な興こう奮ふんが緩かん和わされた、そのとき。


　ドクンッ、と心臓が脈みやく打うった。


　これまでになかったほどリアルに感じ取れる脈動。自分のものとは思えない、力強い鼓こ動どう。その響ひびき。


　ドクンッ、ドクンッと心臓が鼓動を刻きざむ。熟じゆく練れんの彫ほり物もの師しが振ふるう槌つちのような鼓動が、切っ先鋭するどい鑿のみのように疲ひ労ろうとダメージを削そぎ落としていく。その一拍ぱくごとに四し肢しが力を取り戻もどし、思考が澄み渡わたり、感覚が解かい放ほうされていく。『血』が解とき放たれる。


　愚ぐ図ずめ。


　からかうような声が聞こえた。


　絶対的な自信に満ちた声で、よく見ていろ、と。


　──ゼっ!?


　次の瞬間、サユカの瞳ひとみの奥で鮮せん烈れつな火花が飛び、太ふて々ぶてしく微び笑しようした唇くちびるから鋭い牙が剝むき出しになった。


　血流が稲いな妻ずまのように駆かけ抜ぬけ、足が大地を強く蹴け立たてる。心臓が確たしかな手て応ごたえで手足を支ささえ、身体からだが羽のように軽々と舞まう。


　どうしても捉とらえられなかった敵てきの間合いに、サユカはスルリと潜もぐり込んだ。敵が気づき、驚おどろき、反はん応のうしようとするのを悠ゆう々ゆう眺ながめながら、右手のナイフを突つき刺さした。胸むねの中心。手荷物をテーブルに置くような呆気なさで、銀の切っ先を心臓の真ん中に置く。


　返り血が噴ふき出す前に刃やいばを抜いて、そよ風のように斜ななめ後ろに避よけた。二秒おいて傷きず口ぐちから血がこぼれ、こぼれ落ちながら敵が灰はいになったそのときには、サユカの視線は次の敵に移うつっていた。呼こ吸きゆうをするように、当たり前に。


　残り四人。


　心臓が、鼓動を刻む。


　次は速く。鋭く。重心が独ひとりでに沈しずみ、低空を滑すべる飛ひ燕えんの如ごとく敵に迫せまる。敵が怯ひるみつつ後こう退たい──しきれないうちに、ぬっ、とサユカの顔がキスでもするほど敵の鼻先に接せつ近きん。敵が叫び声を上げて拳こぶしを振ふるった。その初動に入った瞬しゆん間かんには、サユカは身をかがめ回かい避ひ運動を取っていた。


　心臓が、鼓動を刻む。


　身を捩よじらせて背はい後ごからの奇き襲しゆうをやり過すごす。直後には前と右と左からの攻こう撃げきをすべて捌さばききる。めまぐるしく地面を駆け、跳はね、切り返して走りながら、敵の動きを残らず把は握あくする自分にサユカは驚いた。誘ゆう導どうし、牽けん制せいし、翻ほん弄ろうし、攻撃し、戦せん闘とうをコントロールしている。


　動きを読め。流れを読め。奴やつらの鼓動を感じ取れ。脈動の中でささやかれる『血』の導みちびきが、轟ごう々ごうと体内を駆けめぐった。はい、はい、と溢あふれ出る歓かん喜きと共に、サユカは『血』と一体になる。
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　また一人、敵が灰になった。あと三人。


　心が静まりかえっているのに、どんどん昂こう揚ようしていく矛む盾じゆん。しかし矛盾しながら、まるで破は綻たんのない感覚。集中し、没ぼつ頭とうするほどに力が増ましていく。


　心臓が、鼓動を刻む。


　己おのれの鼓動が痛いたい。痛いほどに心ここ地ちよい。


　なんという、戦闘の快感。


　体内を流れる脈動がサユカとなり、サユカが血と一体となって身体が独りでに飛び回る。血の意い思しがサユカを動かし、サユカは血の意思とひとつになる。


　猛たけ々だけしく、獰どう猛もうで、誇ほこり高い意思と。


　──ああ、ゼルマン様っ。


　どうしてこんな簡かん単たんなことに気づかなかったのだろう。ゼルマンはここにいるのだ。白峯サユカは彼の子なのだ。いつだって、共に生き、共に思い──


　共に戦っているのだ。


　サユカの歓喜が爆ばく発はつした。突き出したナイフが雷らい撃げきのように──そして渓けい流りゆうのように──走り、ナイフを持つ右みぎ腕うでごと敵の胸きよう部ぶを貫つらぬいた。灰になるのを待たず身を躍おどらせる。残り二人。次の敵が突き出した腕を足場に、敵の頭上でとんぼ返り。倉庫の外がい壁へきに着地したとき、ようやくさっき倒した吸血鬼ブラツク・ブラツドが灰と化して崩くずれ落ちた。


　壁に着地したまま、サユカは眼がん下かの吸血鬼たちを見下ろした。


　睥へい睨げいするだけで敵が怯ひるむ。愉ゆ悦えつと興奮が脳のうを貫く。その美び貌ぼうに宿るのは、戦せん慄りつするほど美しい笑えみ。離はなれた位置では少女を庇かばうバウワウが、半ば感心し、半ば驚きよう嘆たんしながら、サユカの──『闘将』の戦いを見守っている。





　戦いが終わったときサユカが感じたのは、安あん堵どではなく寂さびしさだった。


『闘将アスラ』の血を継つぐ吸血鬼は、熱の去りやらぬ血を胸むねに、夜空に向かって咆ほう哮こうした。
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　──さすがに、最後に吠ほえたのは拙まずかったかしらね。


　青ざめたまま一向に血の気の戻もどらない少女を前に、サユカは少し反はん省せいした。


　第十地区テン・ヤードにある小さな民家。住民が消えたその空き家は、ここ半月ほど無む断だんで使用しているサユカの隠かくれ家だ。七人もの『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を打ち負かした彼女は、まだろくに動くことができない少女を連れて、ひとまずこの隠れ家に戻っていた。


「さて……」


　ひとつしかないソファに少女を座すわらせ、どうしたものかと腕うで組ぐみをする。


　命を救った人間から血をもらうことはあっても、ここに連れてきたことはこれまでなかった。子こ供どもから血を吸すうのも気が引けるし倉庫跡あとで別れても良かったのだが、まだ宵よいの口だったので置いてくるのは危き険けんかもしれないと思ったのだ。


　もちろん、バウワウも回かい収しゆうしてある。いまはソファの横で怯おびえる少女を気き遣づかいつつ、時々サユカに咎とがめるような眼まな差ざし──たぶん──を向けていた。


「……何よ。私だけ悪者扱あつかい？」


　不満だったが今夜だけは文もん句くは言えない。バウワウが何をしたのか不明だが、彼のおかげでサユカは命拾いをしたのだ。それだけではない。戦いの『勘かん』のようなもの。「吸血鬼が戦う」ということの意味を、少しつかむことができたのだ。


　──こいつ、ほんとに何なのかしら。


　ずっと疑ぎ問もんに思っていたことだが、サユカは改めて疑ぎ惑わくの眼差しを向けた。得え体たいの知れないぬいぐるみを、半はん眼がんでじとっとにらんだ。


　サユカが初めてバウワウを見たとき、このぬいぐるみは『銀ぎん刀とう』の弟、望月コタロウに背負われていた。あのころはバウワウも独ひとりでに動いたりしなかったし、サイズこそ特大とはいえ、ごく普ふ通つうのぬいぐるみだったと思う。


　だが、特とつ区く陥かん落らく後、サユカが九クー龍ロン王おうの直ちよつ系けい二人に追い詰められたとき、このぬいぐるみは忽こつ然ぜんと現あらわれて、彼女の窮きゆう地ちを救ってくれた。以来、ずっと彼女のあとに付いてくるのである。それどころか、喋しやべることができないくせに、何かと意い思しを伝えようとしてくる。


　実は、サユカが人助けを行い、見返りに血を求めているのも、バウワウの指し示じなのだ。転化して間もないサユカは、とにかく定期的に血を吸すうようにとバウワウが主しゆ張ちようしたからだった。だが、何しろバウワウは喋れない。ぬいぐるみの言わんとすることを理り解かいするまでには、思い出したくもない迂う遠えんなやり取りが延えん々えんと続いたものだ。


　それでも、サユカが最終的にバウワウの言いつけに従したがったのは、『血』がそうしろと言っている──ような気がするからだ。さもなくば、気味の悪い動くぬいぐるみなど、サユカはとっくに燃もえるゴミ扱あつかいしていただろう。


　──どうもこいつ、ときどき妙みように偉えらそうな態たい度どになるし……


　バウワウはサユカのことを、いかにも未み熟じゆく者もの──転びたてアンダー・イヤー扱いしている節がある。事実その通りではあるが、ぬいぐるみの分ぶん際ざいで生意気な、と思ってしまうのは人にん情じようだろう。


　しかし、バウワウの指示に従った結果、サユカは特別体調の不調を覚えることもなく、着々と力を増ますことができた。通つう常じよう、親が不ふ在ざいの転びたてアンダー・イヤーは吸血鬼ブラツク・ブラツドとしての教えを受けられないため、転化したあとの体たい質しつ変化に苦しむものだと聞いている。


　そして、今夜のひと幕まくだ。


　──ほんとに何者なの？


　思えば、サユカは最近バウワウの表情がはっきり理解できる。考えてみれば、これもおかしな話だった。何しろ、バウワウはあくまでぬいぐるみ。その表情は常つねに変わらないのである。


　──まさか、微び弱じやくな思念交感トーク・パス──念話を使ってる？


　身体からだを動かしているのも念動によるものらしいことは、最近わかってきた。しかし、その念動を操あやつるのが誰だれかは不明だ。そもそも、吸血鬼の魔ま術じゆつは血を媒ばい体たいとしていたはず。バウワウの中は物入れになっているのだが、くまなく探さがしても血けつ痕こんひとつ見当たらなかった。


　要するに、徹てつ頭とう徹てつ尾び謎なぞの塊かたまりなのだ。この、動くぬいぐるみは。合理主しゆ義ぎ者しやのサユカとしては、どうにも気味が悪いのである。


　トクン、と心しん臓ぞうが脈みやく打うった。ゼルマンが、まあ気にするな、と言っているような気がする。しかし、気になるものは気になってしまう。そういえば、バウワウはサユカの中に流れるゼルマンの血とも通じ合っているところがある。サユカ一人が蚊か帳やの外なのだ。


　サユカがじっと疑惑の視し線せんを向けていると、バウワウも気づいたのか、振ふり返って彼女を見上げた。


　交差する吸血鬼とぬいぐるみの眼差し。


　そのうちバウワウは、何かな、と尋たずねる様子で丸い頭をちょこんと傾かしげた。小さな子こ供どもなら大喜びしそうな愛らしい仕草だが、あいにくサユカはファンシー・グッズにあまり興きよう味みがない。


　不毛なにらめっこの末、結局、


「……先に休むわ」


　と脱だつ力りよくした。


　まだ硬かたい表ひよう情じようの少女に、優やさしい微び笑しようを向ける。とはいえ、所しよ詮せん通じないだろうな、という諦てい観かんが見え隠かくれするのは致いたし方ないところだろう。


「あなたも、今日はここに泊とまっていきなさい。そのソファと毛もう布ふ使っていいから。明日になったら、住んでるところまで送ってあげるわ。もっとも、日にち没ぼつまでは待ってもらうことになるけど我が慢まんしてね。……じゃ、あとはよろしく」


　最後のひと言はバウワウ向けだ。バウワウは、どんと胸むねを叩たたいて答えた。たったそれだけの動作なのに、任まかせて、というよりは、任せるがよい、と言っているように思えてならないのは、やはり念話の影えい響きようなのか、はたまた単に偉えらそうだからか。


　サユカは肩かたの辺りに疲ひ労ろう感を漂ただよわせながら、少女とバウワウに背せ中なかを向けた。


　その背中に、小さな小さな声がかけられた。


「……待って」


　少女の声だ。サユカは驚おどろいて肩かた越ごしに彼女を見た。


　少女はまだ青ざめたままだ。サユカはやや緊きん張ちようしながら、彼女に向き直った。


「……このぬいぐるみ、あなたが動かしてるの？」


「いいえ。私じゃないわ。私も、そいつがなんで動くのかわかってないの。でも安心して。嚙かんだりしないから」


　もう一度、今度はさっきより真ま面じ目めに、優しく笑ってみる。少しだけ少女の緊きん張ちようが解けたようだった。嚙むわけなかろう、と言いたげにバウワウが抗こう議ぎしているが、そちらは無視する。ソファに座すわる少女の前にしゃがみ込こんで、彼女の顔をのぞき込んだ。


「恐こわい目に遭あったわね。でも、安心なさい。もう大だい丈じよう夫ぶだから。見てた通り私は吸血鬼だけど、あなたを襲おそったりしない。夜外に出るのは危き険けんだから、どうか大人しくしててちょうだいね」


「……どうして？　あなたは、命を助けてくれる代わりに、その人の血を吸すってる吸血鬼なんでしょ？」


「あら。知ってたの？」


「コミュニティの大人たちが話してた。襲ってくる吸血鬼たちと違ちがって話が通じる吸血鬼がいるって。態たい度どは冷たいけど約束は守ってくれる、すごく綺き麗れいな女の吸血鬼だって」


　ぽつりぽつりと少女は言った。まだ中学生ぐらいだろう。探さぐるような目つきで、サユカを見つめてくる。サユカは牙きばが見えないよう注意しながら苦く笑しようした。


「ふふ。そうなんだ。そんな噂うわさが流れてたのね。恐きよう縮しゆくだわ」


「だったら、わたしの血も吸ってください。危あぶないところを助けてもらったんだから」


「いいのよ。気にしないで。子供から血を吸おうとは思ってないから」


　しかし、少女はぶんぶん首を横に振ふった。


「お礼がしたいんですっ。だって、あなたは全然関係ないわたしを、あんな目に遭ってまで助けてくれたんだもん」


　サユカが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に痛いためつけられるところを、少女は見ている。サユカが吸血鬼だから緊張はしているが、感かん謝しやしているのは本当だし、本気でお礼がしたいと思っているらしかった。


　真しん摯しな眼まな差ざしに、サユカは『渇かわき』が刺し激げきされるのを感じた。


　戦いには勝ったが、サユカの負ったダメージは大きい。早く確かく実じつに回かい復ふくするには、血を吸うのが一番だ。また、巨きよ大だいな力を使った分消しよう耗もうも激はげしく、いまのサユカは普ふ段だん以上に『渇いて』いるのである。


「あ、あなたに血を吸われても、吸血鬼になったりしないんでしょ？　だったらいいから。し、死んじゃわない程てい度どに、好きなだけ吸って下さい」


　少女はそう言うと、震ふるえる指先でシャツのボタンを外した。幾いく分ぶん頰ほおを赤らめ、目を逸そらしながら首くび筋すじを晒さらした。


　簡かん単たんに折れてしまいそうな細い首に、若わかく張はりのある健康的な肌はだ。少女の首筋を目にした瞬しゆん間かん、ぐわん、とサユカの脳のうが揺ゆさぶられた。飛びかかりそうになる自分を、サユカは必死に自じ制せいした。


　ちらっ、とバウワウに視し線せんを投げる。バウワウは頷うなずいた。力を使ったあとは、血を摂せつ取しゆする。これも、普段からバウワウが指し示じしていることのひとつだ。少女も許ゆるしているのだから、問題はない。


「……ありがとう。正直、助かるわ。少しだけ、吸わせてもらうわね」


　そっと手を伸のばす。それだけで、触ふれてもいないのに少女がビクッと震えた。やはり、本ほん能のう的に怖こわがっている。なんと言っても、牙で嚙まれるのだ。


　気が引けるのは、まだ吸きゆう血けつが未み熟じゆくなサユカは、血を吸うとき傷きずを付けてしまうことだった。痕あとになるほど酷ひどくはないと思うが、当分は消えないに違いない。せめてリラックスさせたくて、サユカは凶きよう暴ぼうな『渇き』を必死に抑おさえ込んだ。


「大だい丈じよう夫ぶよ。気を楽にして」


　サユカがささやくと少女は頷うなずくが、彼女の身体からだは強こわ張ばったままだ。自分がゼルマンに初めて血を捧ささげたときも、こんな風だったのだろうか。少なくとも、ゼルマンならサユカに傷を付けるような真ま似ねはしなかったが。


　と、


　──ゼルマン様なら？


　思いついた瞬間、サユカの指先は素す晴ばらしく洗せん練れんされた手つきで少女のおとがいをつまんでいた。驚おどろいて目を開ける少女の瞳ひとみをのぞき込み、不ふ敵てきな──あるいは不ふ埒らちな──笑えみをうっすらと唇くちびるに浮うかべた。


「私を信じなさい。痛いたいのは、ほんの一瞬だけよ」


「え？」


　少女の頰がさらに熱を持ったときには、サユカは彼女の身体を腕うでの中に抱だきしめていた。「えっ？　えっ？」と狼ろう狽ばいして耳まで赤くなる少女を、ソファに横たえるようにして上からのぞき込む。


　そうだ。ゼルマンなら、こういうときは。


「力を抜ぬいて。それとも、まだ私が恐こわい？」


「そ、それは……!?」


「可愛かわいい子。あなた、とても素す敵てきよ。魅み力りよく的だわ」


　指と指を絡からませつつ、耳元に甘あまくささやいた。


　どこまでも優やさしく。それでいて傲ごう慢まんに。皮ひ肉にくと冷れい笑しようをスパイスに使いながら、全体的にはエレガントで、その上デカダンスで、さらには格かく調ちよう高く且かつ美しく。おいおいお前な、と言いたげに心しん臓ぞうが脈みやく打うったがスルー。これぐらい当然だ。だってゼルマン様なのだから。


「少しだけ目を閉とじていて。あとは私に任まかせて」


　魔ま法ほうにかかったように少女が目を閉じた。バウワウが呆あきれた顔で立ちつくしている。サユカは横目にバウワウをにらむと、力場思念ハイド・ハンドで部屋から叩たたき出し、ゆっくりと少女の上に覆おおい被かぶさった。


　首筋に口づけをする。


　処しよ女じよの血が本当に美お味いしいということを、サユカは初めて知った。





４







「葛城ミミコだ。もはやこれ以上、放置することはできない。今度こそ彼女を仕し留とめる」


　居い並ならぶ姉弟きようだいに向かって、開口一番、ザザは宣せん言げんした。


　特とつ区く第八地区エイト・ヤードにある、旧『カンパニー』本部。少しずつ設せつ備びを復ふつ旧きゆうし、一部改かい造ぞうを加えながら稼か働どうするハイテク・ビルは、現げん在ざい九クー龍ロン王おうの本ほん拠きよ地ちとして流用されている。その中の第一情じよう報ほう管かん制せい室しつに、王の将しようたちが揃そろっていた。


　姉弟の一番目。元『魔女モーガン』の血けつ統とうの異い端たん児じにして、『黒蛇』の異名を持つ九クー龍ロン王の副ふく将しよう、カサンドラ・ジル・ウォーロック。


　姉弟の二番目。『ウォーカーマン』の名で古いにしえより恐おそれられてきた謀さく略りやく家か。現在は『東の龍王』の身体を九クー龍ロン化させ、端たん末まつとしている、ザザ。


　姉弟の三番目。元『舞姫バサラ』の血統に連なり、かつては『アラビアの賢人』と評ひようされた舞ぶ踏とう戦士、ダール・ディーン。


　姉弟の四番目。元『老牙ニザリ』の天才暗殺者であり、『橙蜂オレンジ・ビー』の異名で知られる、ナブローシュカ・バラライコフ。


　姉弟の五番目。口数少ない居い合あいの達人、ハンス・李リー。


　姉弟の六番目。血族の破は壊かい工作担たん当とうである、マーベリック・ベンク。


　姉弟の七番目。若じやく輩はいながら着々と力を積んでいる、ヤフリー・趙チヤオ。


　そして、姉弟の八番目。九クー龍ロン王の実じつ弟ていであり、この中で唯ゆい一いつの人間である、ラウ・王ウオン。


　末っ子のワイン・王ウオンを除のぞく九姉し弟ていの八人が一堂に会していた。


　参さん謀ぼうザザの発言に、真っ先に反はん応のうしたのはカーサだった。シンプルなカットソーに細身のブラック・ジーンズと普ふ段だん通りのモノトーンなスタイルだ。それが冷ややかな彼女の美び貌ぼうを引き立てている。


　テーブルに頰ほお杖づえをついていたカーサは、ザザの台詞せりふを聞いた瞬しゆ間んかん、翠みどりの瞳ひとみをピクリと動かした。


　切れ長の双そう眸ぼうを弟に向け、


「また暗殺部隊を出すつもりか？　前回の無様な失敗を忘わすれたんじゃあるまいな？」


　冷ややかな口くち振ぶりで指し摘てきしたのは、まだミミコが謎なぞの『乙メイ女デン』だったころ、ザザが手配した暗殺計画のことだった。結局この計画は、『豪王』ギルバート・フォワードと、彼に従したがう『壮剣ローラン』のジャネット・ハーゲンダルフによって阻そ止しされている。


　前回のミミコ暗殺はザザが独どく自じに進めた計画で、カーサは事前に聞かされていなかった。カーサが個こ人じん的にミミコを好ましく思っていると知っていたザザは、姉には秘ひ密みつにしていたのだ。


　しかし、カーサの皮ひ肉にくを受けても、ザザはまったく悪びれなかった。


「いや」


　と、サングラスをかけた幼おさない顔を、冷然と姉に向けた。


「すでに彼女は世界のＶＩＰだ。これを暗殺した場合、彼女の掲かかげた理念──人と吸血鬼ブラツク・ブラツドの共きよう存ぞんという理念が、かえって波は及きゆうし、浸しん透とうする可か能のう性せいがある。理念の浸透自体は我われ々われに直ちよく接せつ的害をもたらさないとしても、『カンパニー』の台頭は、そのまま特とつ区く奪だつ還かんの動きを早めるだろう。正体不明の『乙メイ女デン』ならともかく、葛城ミミコの暗殺は、現げん状じようではリスキー過すぎる」


「じゃあ、どうやって仕し留とめるっていうんだ？」


「彼女を九クー龍ロン化する」


　ザザは平然と言った。


　カーサのみならず、他の弟たちも目を剝むいた。


「……なんだと」


「葛城ミミコは、いまや『カンパニー』の看かん板ばんだ。暗殺すればその存そん在ざいは神しん格かく化して、死せる『乙女』を旗はた頭がしらとする『カンパニー』は、世界中の同情と支し持じを集めるだろう。彼女の存そん在ざい価か値ちにダメージを与あたえるためには、彼女の『名めい誉よ』を失しつ墜ついさせる必要がある。だが、その手の情報工作を地じ道みちに行うより、遥はるかに効こう果か的で絶ぜつ対たい的な手段を、僕ぼくたちは持っている。これを利用しない手はない」


　と、ザザはそこで一度言葉を切り、トントンとテーブルを指先で叩たたいて、姉弟きようだいの一人に顔を向けた。


「そして、そのためにうってつけの人材が、僕たちには、いる」


「……つまりボクの出番という訳わけか」


　指名されたナブロは、悠ゆう然ぜんと頷うなずいた。


　愛用するレイピア同様、無む駄だを削そぎ落とした瘦そう身しんの青年である。吸すい付くようなストライプ・スーツをきっちり着こなし、足と手を組みながら椅い子すに座すわっていた。


　貴き公こう子しの面おも持もちすらある整ととのった美貌の持ち主なのだが、オレンジ色に近い赤毛は、鳥の巣の如ごとき壮そう絶ぜつな癖くせ毛げだ。滅めつ多たに感情を見せない青年で、色しき素その薄うすい瞳ひとみは、与あたえられた大役にも些いささかの揺ゆらぎも見せなかった。


　ナブロは、血族社会における暗殺の大家『老牙ニザリ』の血統に属ぞくしていた吸血鬼だ。それも、一族においては千年に一人とまで称しようされ、『橙蜂オレンジ・ビー』と恐おそれられた才能の持ち主だった。前回ザザが手配したミミコの暗殺も、ナブロが直接出向いていれば成功していた可能性は高い。


「殺さず血を吸えというのは迂う遠えんだが──まあいい」


「うん。今回はくれぐれも殺してしまわないように。肝きもに銘めいじておいてよ、ナブロ君？」


　淡たん々たんと、だが凄すごみのある笑えみがザザの唇くちびるに浮うかんだ。他の姉弟は息をのんでいた。


　ヤフリーが隣となりのハンスに横目を向け、


　──やっぱ、最近ザザ兄あに貴き、気合い入ってるよな？


　──無駄口を叩くな。


　ヤフリーはハンスにだけ念話を届とどけたつもりなのだろうが、もともと巧たくみではない上に動揺していたためか、他の者にももれていた。しかし、ヤフリーの意見に反対する姉弟はいなかっただろう。


　ミミコの演えん説ぜつがあって以来、ザザの態たい度どには変化が現あらわれていた。普ふ段だんは相変わらずおちゃらけていても、時々容よう赦しやのない側面を見せる。物事に対する辛しん辣らつさが、以前に比べていや増ましている気がするのだ。


　カーサは幾いく分ぶん姿し勢せいを正して、落ち着き払はらった弟をにらんだ。


「しかし……ミミコを九クー龍ロン化してどうするつもりだ？　血族に迎むかえ入れるつもりか？」


「そうなるだろうね。葛城ミミコが九龍化すれば、『カンパニー』は彼女を殺害し、その死を最さい大だい限げん政せい治じ的に利用するだろう。それこそさっき言ったように、経けい緯いや死し因いんは伏ふせたまま死せる『乙メイ女デン』として祭り上げる、とかね。彼女が死ねば『カンパニー』には大きなダメージになると思うが、長期的に見ればむしろ彼らの理想実現を早める結果にもなりかねない。そうさせないためには、九クー龍ロン化かした彼女を確かく保ほし、特区に連れて来る必要がある」


　そして──と、ザザは少し声を潜ひそめ、辺りをはばかるような口調になった。


「これはまだ構こう想そう段階だが……場合によっては、封ふう印いん中の『賢けん者じや』の側そばにおいてもいい。彼女ならあるいは、『賢者』をもこちら側に取り込こんでしまうかもしれない。これがもっとも理想的な形だ」


「…………」


　さすがのカーサも口を閉とざした。この手の謀略で『ウォーカーマン』の右に出る者はいない。特区を陥かん落らくできたのも、彼の策さく略りやくがあってこそなのだ。


　ぴゅぅ、と場の空気をほぐすように、マーベリックが口笛を吹ふいた。もっとも、彼の表ひよう情じようも硬かたい。予期せぬ提てい案あんについて、それぞれがそれぞれなりに全力で検けん討とうしていた。


　ラウがひと言、


「……兄さんはなんて？」


「王の許きよ可かは得ている」


　それを確かく認にんすると、ラウは頷うなずいてそれきり口を閉ざした。ならば何も問題はない、と考えているのだろう。


　黙だまって聞いていたダールが、おもむろに口を開ける。


「……詳くわしく聞かせてくれ」


「うん。まず、シンガポールの状じよう況きようについて確かく認にんしておこう」


　そう言って、ザザは姉弟きようだいたちを見回す。全員が彼の話に集中しているのを確認して、説明を開始した。


「敵てきの戦力は大きく三つ。ひとつは人間だ。『カンパニー』の鎮ちん圧あつチームと、十字軍の対吸血鬼ブラツク・ブラツド部隊。だが、彼らの戦力は戦場でこそ役に立っても、暗殺の妨さまたげにはならない。人間の警けい護ごなど、ナブロ君なら訳わけもなく出し抜ぬける。ただ、唯ゆい一いつ注意が必要なのは神父だ。彼は過か去こにも、ナブロ君の手から逃にげきった実じつ績せきがある。現げん在ざいは立場上フットワークも重くなっているはずだが、障しよう害がいになる可か能のう性せいは高い」


　神父の話が出ると、ナブロは不服そうに口を尖とがらせた。


「ザザが途と中ちゆうで止やめさせたからだ。それに、今度の標的ターゲツトは奴やつじゃない」


「けど、葛城ミミコの側に控ひかえているのは間ま違ちがいないさ。可能なようなら彼も九龍化してくれて構かまわないよ」


　ザザがあっさりと言った。ナブロは本気で考え込む顔になった。


　そこでマーベリックが手を挙げた。


「ねえ、ザザ兄ちゃん。いっそ十字軍本部に『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を放つってのはどう？　兄ちゃんが言ったとおり、あいつらは攻せめることは慣なれてても、守ることには慣れてない。手軽に陥落できると思うけど」


　これまた恐おそろしい案だ。尾根崎などが聞けば、ぞっとしたことだろう。マーベリックは茶色い巻まき毛と鳶とび色いろの瞳ひとみをした気のよさそうな青年だが、ザザの片かた腕うでとして毎回彼の謀略に深く関かかわっている。他の姉弟にはない視し点てんを持っていた。


　だが、ザザの返事はにべもなかった。


「駄だ目めだ駄目だ。そんなことをすれば、世よ論ろんを完全に敵に回すことになる。現時点では僕たちの問題──『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の問題は、特とつ区く内のみに限げん定ていしておかなくちゃならない。忘わすれるなよ。僕たちはなんとしても、各国政せい府ふに積極的介かい入にゆうをさせてはならないんだ。そのために、お姉ちゃんの演説で不老不死をちらつかせたんじゃないか」


　少しは考えて物を言え、とマーベリックにはとことん厳きびしいザザである。正論なのでマーベリックは大人しく引き下がり、ザザに見つからないよう、ちろっとハンスやヤフリーに舌したを出した。


　ゴホン、とザザが咳せき払ばらいをする。


「話を戻もどすよ？　敵のふたつめの戦力は、『豪王フォワード』の血族だ。とはいえ、彼の吸血鬼化特殊部隊ブラツク・ブラツド・フオース『赤い牙レツド・フアング』は本国にいる。何しろ、世間の耳じ目もくがシンガポールに集中しているからね。まだ招しよう聘へいできてないんだ。つまり、実じつ質しつ的に戦力と呼よべるのは、『豪王』本人と、彼に付き従したがってシンガポールに来ている数名の血族。特に、『壮剣ローラン』の古血オールド・ブラツド、ジャネット・ハーゲンダルフだね。『豪王』の後見人をしてるヨシュア・ダーニーが来てたら少し厄やつ介かいだったが……あの血族はまだまだ人材が足りてない。彼も、すぐにはアメリカを離はなれられないだろう」


「『豪王』本人の実力は？」


　と、再ふたたびダール。


「不明だね。おそらく、戦せん闘とう能のう力りよくそのものは脅きよう威いではないだろう。とは言うものの、なんといっても一血けつ統とうの祖そであられる。彼だけでなく、『豪王』陣じん営えいとは可能な限かぎり事を構かまえないのが得とく策さくだ」


「可能なのか？　お前の情じよう報ほうだと、彼は葛城ミミコに求きゆう婚こんまでしたそうではないか。つまりは、完全に『カンパニー』と手を組んだということではないのか？」


　ダールが重ねて質しつ問もんすると、「お前、じゃなくて、ザザお兄ちゃん、でしょ？」と膨ふくれてみせてから、ザザは肩かたを竦すくめた。


「あいにくギルバート青年は振ふられたみたいだよ。『豪王』と『カンパニー』の共闘も、現時点では保ほ留りゆうってことになったらしい。とはいえ、彼らは『カンパニー』側に付いたと考えた方が無ぶ難なんだけどね」


　ザザの情報収しゆう集しゆうに抜かりはない。勝つためには知ることという考えを、遥はるかな過去より実じつ践せんしてきた吸血鬼なのだ。


「しかし、今回の計画に関して言えば、『豪王』陣営は重大な障しよう壁へきとはならない。ミスター・ギルバートは始祖ソース・ブラツドとはいえ、吸血鬼としての経けい験けんが浅い。百戦錬れん磨まのナブロ君なら、問題にはならないだろう。幸い、ナブロ君てば古血オールド・ブラツドのくせに、始祖ソース・ブラツドに対する畏い敬けいの念も薄うすいことだし」


「放ほうっておけ」


　ナブロがぼそりとつぶやく。ひょっとすると憮ぶ然ぜんとしているのかもしれないが、何しろ表情がないに等しいので、本人以外にはわからなかった。


「また、ジャネット・ハーゲンダルフの方もだ。彼女は腕の立つ剣けん士しだけど、彼女の血統の傾けい向こう的に、暗殺に備そなえるといった任にん務むには適てき性せいがない。実じつ際さい、その通りなんだろ？　彼女は？」


　尋たずねられたダールは表情を消したまま、「ああ」と首しゆ肯こうした。


「あれの父に似にて──だが、比くらべるべくもなく未み熟じゆくだ。いまはまだな。実直な奴やつだから『乙メイ女デン』の警けい護ごを任にんじられれば真昼であろうと張はり付いて離はなれないだろうが──」


「そう。彼女はまず『豪王』を守らなければならない。無む視ししていいとは言わないが、クリアできる問題だ」


　ザザが淡たん々たんと続ける。姉弟きようだいの瞳ひとみに、計画実じつ現げんへの絵図がひとつひとつ引かれていくようだった。


「最後に、三つ目の戦力。これは、特とつ区くから脱だつ出しゆつした吸血鬼たちだ。特区組とでも言おうかな。しかし、この勢せい力りよくも警けい戒かいには値あたいしない。目立つところでは、龍王の腹ふく心しんだった古血オールド・ブラツドの月ユエ梅メイ女史だが、彼女はあくまで実じつ務む家だ。同じく、『魔女モーガン』の血統でウォーロック家縁ゆかりのアルバート・キャンベルというのがいるが、彼もまあ相手になるまいね。『銀刀』も不ふ在ざいだし、ここはまったく怖こわく──」


「待て」


　カーサが遮さえぎった。


「怖くない？　肝かん心じんなのが抜ぬけているだろう。奴ならナブロの『霧化フオグ・ラン』も察知するぞ。無む論ろん、妨ぼう害がいすることもできる。現に、ナブロが苦戦した一番の相手は、『緋ひ眼がんのゼルマン』を別にすれば、奴やつだったんだろう？」


　厳きびしい響ひびきで、カーサは指し摘てきした。「別に苦戦してない」と小声でナブロ。


　しかし、ザザはその質しつ問もんを待っていたかのように、人の悪い笑えみを浮うかべた。


「言うと思ったよ、お姉ちゃん。ところがだ。いま、ケイン・ウォーロックはシンガポールにいない。何度も確かく認にんした。間ま違ちがいない」


「なに？」


　意表を突つかれて、カーサは身を乗り出した。ケインは当然『カンパニー』と行動を共にしていると思っていたのだ。


「では……いま奴はどこにいる？　何をしているんだ？」


「さあ。あいにく彼の居い場ば所しよまではわかってない。どうも、特とつ区く陥かん落らく後、一度ロンドンに戻ったようなんだけど、いまはそこにもいないようなんだよね。それから先は、さすがに追つい跡せきしきれてないんだ」


「……ロンドンに」


　ロンドンには『魔女モーガン』の血族の長おさたちがいる。ケインの、そしてかつてはカーサの長だった三姉妹だ。


　しかし、カーサとケインは血族の中でははみ出し者だった。混こん血けつ児じのカーサは忌いみ子として厭いとわれていたし、ケインはその目付役を命じられたため、あまりロンドンに寄よりつかなかった。特区ができてからはウォーロック家の極東代表者として『マリーン・バンク』の支し配はい人にんに収おさまり、本家の意向を気にすることなく采さい配はいを振ふるってきた。いわば、ほとんど本家から独どく立りつしていたのだ。


　もちろん、特区が陥落した以上、本家に戻もどるという選せん択たく肢しがないわけではない。むしろ、普ふ通つうに考えればそれが妥だ当とうだろう。


　だが、カーサには納なつ得とくがいかなかった。立場だけではない。心しん情じよう的にも、ケインは本家の三姉妹とは隔へだたりを持っている──そうに違いないと思っていたのだ。


　カーサの思案を余よ所そに、ザザは話を続ける。


「とにかく、ケイン・ウォーロックの不在は好材料だ。警けい戒かいすべきは神父のみ。また、いまのシンガポールには、僕ぼくら『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の気配を経けい験けんし、察知できるのが、実質ジャネット・ハーゲンダルフ一人しかいない。まさに好機だ」


　力強く断だん言げんする。姉弟の下の三人、ハンスやマーベリック、ヤフリーは、兄の自信に生なま唾つばを飲んだ。


　しかし、


「待てよ、ザザ。まだ検けん討とうしてない『戦力』があるぞ」


　発言したのは、王の意い思しを確認したあとは黙だまって説明を聞いていたラウだった。彼は、抜け目のない目つきで、斬きりつけるようにザザを見み据すえた。


「お前が『あれ』を計算に入れないはずがない。どうするつもりなんだ？」


「……うん。実は、それが一番のネックでね」


　とザザも痛いたいところを突かれた顔になる。


「なんのことだよ？」


　とヤフリーが問いかけた。ザザは肩かたを竦すくめて白はく状じようした。


「決まってるでしょ、ヤフリー君。真銀刀だよ。あれはいま、シンガポールにある。しかも、吸血鬼ブラツク・ブラツドに対する備そなえという観点から考えても、要人の──つまりは葛城ミミコの側そばに置かれていると考えるべきだ。あれにかかっては、千年に一人と言われた『老牙』の逸いつ材ざいも、転びたてアンダー・イヤーと変わらない。おまけに、鞘さやに収おさまってる間は、どこに置かれてるかも不明で──まあ当然向こうにしてもトップ・シークレットだしね。まだ探さぐり出せてない」


　ふう、とため息をついてザザは頭に手を置いた。


　ザザの現げん在ざいの身体からだは元はセイのもので、十歳さいぐらいの少年の姿すがたをしている。外見だけ見れば、スラスラ解とけていた宿題の中に、苦手な計算が含ふくまれているのを発見した小学生のようだった。


　真ジエン銀イン刀タオは、吸血鬼にとって致ち命めい的とも言える真銀で作られた武ぶ具ぐだ。「真しん祖そを八つに裂さいた」と伝えられる伝説の武具で、特とつ区くでは、龍王の手によって九クー龍ロン王の封ふう印いんに用いられていた。王復ふつ活かつの際さい、一度はラウが奪だつ取しゆしながら、その後ミミコたちの手に渡わたったのだ。


　あらゆる黒い血を滅ほろぼす究きゆう極きよくの剣けんであるだけに、扱い方は難むずかしい。が、『カンパニー』側にすれば大きなアドバンテージだろう。


「万ばん全ぜんを期すなら、真銀刀の所在が判はん明めいしてから計画を発動すべきだ。それはわかってる。でも、さっきも言ったとおり、いまは好機なんだよ。世界情じよう勢せいにしても、現在は際きわどいバランスで停てい滞たいしているが、いつ『カンパニー』に世よ論ろんが傾かたむくかわからない。先手を打ちたいんだ」


　ザザの言わんとすることは、他の姉弟にも十分理り解かいできた。特区を占せん拠きよし、世界に対して独どく立りつを宣せん言げんしたところで、彼らは少数の異い端たん者しや集団だ。広い視し野やに立って考えれば、その立場は吹ふけば飛ぶほどに脆もろい。特に『カンパニー』が特区奪だつ還かんを目指して活動している限かぎり、破は滅めつはいつ訪おとずれてもおかしくないのである。


「わかった。俺おれもシンガポールに飛ぼう」


　ザザの沈ちん黙もくを破やぶり、ラウが請うけ合った。


　ザザも、もともとそのつもりだったのだろう。真銀刀に対たい抗こうできるのは、人間であるラウしかいない。彼の台詞せりふに驚おどろく様子はなく、済すまなそうに末まつ弟ていを見た。


「お願いできるかな？」


「他に誰だれがいる？　第一、いまの説明を聞いたんじゃ、これは明らかに取るべきリスクだ。出たとこ勝負には慣なれてるし……一度は手にした剣さ。また取ってきてやるよ」


　あご先に傷きず跡あとの残る顔で、ラウは太ふて々ぶてしく笑う。


　だらしなく着き崩くずしたダーク・スーツにノータイと、一見するとちんぴらにしか見えないラウだが、若わかさに似に合あわぬ数の修しゆ羅ら場ばをくぐってきている。ザザが任まかせる気になるだけの、実力の持ち主なのだ。


「本当なら、縮しゆく地ち法ほうを使える僕も行きたいところだけど、特区の『結界』を解くわけにはいかない。となると僕の特とく技ぎの方まで使えないから、同行しても結局役に立てない。全部任せるしかないんだ。よろしく頼たのむよ」


　ザザは、セイがそうだったように、特区に『結界』を張はることで力の大半を使ってしまっている。その上、『結界』を閉とじている間は、その代だい償しようとして視し力りよくを失っているのだ。サングラスの下の両目は、閉じたままなのである。もともとセイが組んだ術じゆつを利用しているため、まったく条じよう件けんが同じになっているのだった。


　ただ、この条件はザザにとっては、かなり大きな枷かせだった。もともとザザは視経侵攻アイ・レイドを得意とし、他者の身体を乗っ取るときにも視線を媒ばい体たいとしていたのだ。現在はそれが封じられてしまっているのである。


　一度乗っ取った端たん末まつなら視線を介かいさずとも移い動どうできるが、『結界』を張っているいまはセイの身体から移動することもできない。神出鬼き没ぼつを武器としたザザの飛び抜ぬけた機動力が、まったく利用できない状じよう況きようなのだ。これは、セイを倒たおすために仕方がなかったとはいえ、ザザとしては──迂う闊かつにも──事前に想定していなかった巨きよ大だいなハンディキャップだった。


　と、


「……私も同行する」


　カーサだった。姉弟きようだいの視線が集中した。


　面おも白しろがって参加を表明したにしては、ずいぶん細い声だ。しかも、カーサには珍めずらしく、目を逸そらしたままだった。


　ナブロは無む表ひよう情じようなまま。しかし、ラウは意外そうな顔をし、ダールら他の弟たちも、らしくない姉の態たい度どに驚いた様子を見せた。


　しかし、ザザだけはこの展てん開かいも予想していたらしい。


「いいよ」


　と、澄すまし顔で即そく答とうした。カーサがびっくりしてザザを見た。


「いいのか？」


「もちろん。お姉ちゃんはナブロ君直じき伝でんの陰おん形ぎよう術じゆつが使えるし、『化身メタモーフイシス』の名手でもある。現地での情じよう報ほう収しゆう集しゆうには最さい適てきだ。何より、今回の計画における不ふ確かく定てい要よう素そに対処するには、魔ま術じゆつのサポートが不ふ可か欠けつだ。今回はターゲットを連れ帰る必要もあるしね。暗殺するだけならナブロ君一人の方が動きも取りやすいしこちらのリスクも最さい小しよう限げんで済すむが、今回はそうはいかない。かといって、実行人数が増ふえれば増えるほど、敵てきに気づかれる可か能のう性せいも大きくなる。お姉ちゃんとナブロ君とラウ君。この三人がベストだ」


　小気味よいほどにきっぱりと、ザザは言った。


　それから、今度はいかにも彼らしい、何もかも心得ているというしたり顔になり、


「ただし、葛城ミミコを自分で転化することにこだわり過すぎないでよ？　別に、自分の娘むすめでなくても、僕らはみんな家族なんだから」


　カーサは一いつ瞬しゆんムッと顔をしかめた。が、すぐさま暴ぼう力りよくで仕返ししないところを見ると、こだわっているというのは図星だったのだろう。


　もともと、カーサはミミコに妙みような執しゆう着ちやくを見せていた。だから前回の暗殺計画は黙だまって進めたのだが、九クー龍ロン化して血族に迎むかえ入れるとなれば話は別になるだろう──と、その程てい度どのことは、ザザはとっくに計算済ずみだった。


「今回の作戦。僕が絶ぜつ対たい上う手まくいくと思ってる一番の理由はね。お姉ちゃんがやる気を出してくれるだろうってことなのさ」


「またずいぶんとアバウトな根こん拠きよじゃないか、弟よ」


「人事を尽つくして天命を待つ。これ、すべての謀はかりごとの、最後の結けつ論ろんなんだよね」


　ザザは大げさに両手を広げて、天を仰あおいでみせた。カーサは冷ややかな眼まな差ざしを向けていたが、やがて肩かたを竦すくめた。


「少しやる気が出てきた」


「それを聞いて安心したよ。じゃあ、引いん率そつよろしくね。おねーちゃん」


　それが、作戦開始の合図となった。姉や弟たちの表情が引き締しまるのを、ザザは頼たのもしげに眺ながめていた。





　かくして、九クー龍ロンの牙きばは遥はるかシンガポールへと、その鎌かま首くびをもたげ始めた。


　ザザをはじめ、そのとき他の誰もが予想しなかった結末に向けて。









　　二章　放たれた牙きば










１







　まるで鬼き神しんだ、と『西の虎こ仙せん』は密ひそかに感かん嘆たんした。


　百やそこらの若わかい牙きばとは、もはや誰も思わぬだろう。否いな。すでにあれは、百年生きただけの吸血鬼ブラツク・ブラツドとは、まるで別の存そん在ざいだ。『賢者』の背せ負おう業ごうの深さを、まざまざと見せつけられる思いだった。主あるじの優すぐれた統とう制せいを失い、歪いびつに膨ふくれあがって、猛たける。あれこそが、普ふ段だんは豊ゆたかな海の底で眠ねむる、『賢者イヴ』の血けつ統とうの宿しゆく業ごうなのだ。


　そしていま、あの青年はそれをひと振ふりの剣けんで御ぎよしている。


「累るい卵らん、じゃのう……」


　虎仙は嘆息し、くわえた煙管キセルをくゆらせた。


　崑こん崙ろん。大陸の奥おく深ふかく、『真しん祖そ混こん沌とん』によって隔かく離りされた地。資し格かくなき者は近づくことさえ叶かなわず、古くより仙せん境きようとささやかれてきた聖せい域いきだ。高所であり、四方には霞かすみとも雲海ともとれぬ白い靄もやがかかっている。ヴェールのような霞の隙すき間まから、天高く聳そびえる塔とうの如ごとき山やま影かげがいくつも見えた。


　天候は一年を通して安定し、霞が晴れることもない。時が止まったかのような錯さつ覚かくを与あたえる場所だった。生物を見ることは少ないが、生命の気配は大気そのものの中に豊ゆたかに溶とけ込こんでいた。


　だが、その崑崙が、いま荒あれている。


　頭上には黒雲が立ち込めて大だい蛇じやの如く蠢うごめいており、雲間にはときおり稲いな光びかりすら走っていた。風は強く、霞のヴェールを引き破やぶらんばかりの勢いきおいで砂すな埃ぼこりが立っている。乱らん流りゆうに巻まかれた大気が、地じ響ひびきかと疑うたがうほどに轟ごう々ごうと唸うなりを上げていた。


　虎仙は、もともと細い糸目をさらに鋭するどくし、荒あれる大気の中心を注ちゆう視ししていた。視し線せんの先にあるのは、天に突つき出した針はりのような岩山。そして、その突とつ端たんで剣を振るう、ひとりの青年だった。


　望もち月づきジローだ。


　ジローは血にまみれていた。腕うでを振り、足を鳴らすたびに鮮せん血けつが噴ふき出して、赤黒い羽は衣ごろものように四し肢しにまとわりついている。飛び散る血ち飛沫しぶきは霧きりと化して煙けむり、灰はいと化して吹き飛ばされ、あるいは不気味にうねって、のたうっている。身にしているのはもとは赤かったスーツだったが、汚よごれ、すり切れ、血に染そまって、それ自体が血ち煙けむりであるかのように変じていた。


　そして、ジローが一心不乱に振るう刀。


　その刀身は、水銀の池にでも浸ひたしたように、うっすらと濡ぬれて見えた。荒あれ狂くるう赤黒い血飛沫の中、どこまでも涼すずやかに、ひやりと光っている。その銀色の輝かがやきは、天地を揺ゆるがさんばかりの「剛ごう」なる動きの中にあって、息をのむような静せい謐ひつさを秘ひめていた。


「……ふん。この距きよ離りからでも、にらむと目が痛いたいわい……」


　虎仙はそうぼやきつつ、しかし視し線せんは逸そらさなかった。


『銀ぎん刀とう』望月ジロー。その二つ名は、彼の愛刀に由ゆ来らいする。


　彼の日本刀は、あらゆる吸血鬼ブラツク・ブラツドにとって毒となる銀を用いてコーティングされた業わざ物ものだ。銀刀と呼よばれ、その名がそのまま持ち主の二つ名にもなった。


　しかし、ここ崑崙で、ジローの銀刀は鍛きたえ直された。激げき戦せんの傷きず痕あとを修しゆう復ふくすると同時に、新たなコーティングを施ほどこされたのである。コーティングに用いた銀の中に、真ジエン銀インを混まぜたのだ。その威い力りよくたるや絶ぜつ大だいなもので、ジローはこの刀に頼たよることで、ようやく暴ぼう走そうする『血』の力を抑おさえ込むことができていた。


　もっとも、力ちから尽ずくで抑え込んでいるのではない。


　何しろ、いまジローの中にあるのは、ただの『血』ではないのだ。『賢者イヴ』から護衛者に一時的に譲じよう渡とされている『血』。『賢者』が幾いく星せい霜そうをかけて集めた、世界中の血けつ統とうのエッセンスだ。オリジナルの真ジエン銀イン刀タオならともかく、真銀の欠片かけらでは完全に封ふうじることは不ふ可か能のうである。


　そこでジローは、闘牛士マタドールが赤布ムレタで闘とう牛ぎゆうを操あやつるように、真銀を混ぜた銀刀で、暴走し自じ壊かいする寸すん前ぜんの『血』を操っていた。それも、威力を弱めるのではなく、相そう剋こくすることでより高めようとしている。いわば、猛たける奔ほん馬ばの力を、真銀という鞭むちでさらに引き出そうとしているのである。


「まったく、見とる方の肝きもが冷えるわい」


　未み熟じゆくなジローが身に余あまる事じ態たいを打だ破はすべく選んだ道。一歩間ま違ちがえれば破は滅めつする、危あやうい手法だった。


　虎仙が見守る彼方かなたで、ジローは剣けんを振り続ける。ジローから立ち上る闘とう気きと血煙は、燃もえ盛さかる炎ほのおのようだった。


　まるで鬼き神しん。ただし、命を削けずり、魂たましいを懸かけて荒あらぶる、哀かなしい鬼おにだ。


「とはいえ、それもだいぶ洒しや落れでは済すまん力になってきたわ」


　山や羊ぎひげの伸のびる口元をすぼめ、ぽわあ、と煙管キセルの煙を吐はき出す。


　それから不意に、虎仙は煙管の先を横に振った。遠近を無む視しし、金かな槌づちに見立てた煙管で、視線の先にある岩山の頂ちよう上じようを叩たたいたのだ。


　が、煙管の火皿が岩山に重なった瞬しゆん間かん、まるで天界の大おお槌づちが真横から叩き付けられたような凄すさまじい衝しよう撃げきが起こった。虎仙の念動。岩山の頂上が粉こな々ごなに砕くだけ散り、砕けた岩がん塊かいが砲ほう弾だんサイズの散弾と化して、衝撃波すら発しながら空気を切り裂さいて吹き飛ばされた。爆ばく音おんが崑崙に鳴り響いた。


　それでも、虎仙の不意打ちにジローは反はん応のうしていた。とっさに銀刀で『血』の力を誘ゆう導どう。ぶつかってきた念動を、敵てき刃じんを跳はね上げるように頭上へと逸そらしてみせた。力と力の凄まじいせめぎ合いに、ジローは踏ふん張ばって、耐たえた。


　しかし、そこまでだ。


　ジローの反応で力の制せい御ぎよが乱みだれた。急きゆう激げきな動きが力のベクトルを攪かく拌はんし、コントロールが失われたのだ。


「くっ!?」


　ジローは、銀刀で攻撃を掬すくい上げた姿し勢せいのまま、崩ほう壊かいする岩山に呑のまれた。


　粉ふん塵じんが膨ふくれあがる。岩山の先が崩壊していく。その間、虎仙はずっと真剣な眼まな差ざしで、崩くずれる岩山を凝ぎよう視ししていた。彼が肩かたから力を抜ぬいたのは、もうもうと立ち上った粉塵がすっかり収おさまってからだった。


「……ふむ。それでも、暴ぼう発はつまではいかんようになったの」


　煙管の口を吸すい、楽しんで、ぽわあと吐き出す。


　そして、傍かたわらに立てかけてあった刀の鞘さやをつかむと、次の瞬しゆん間かんには縮しゆく地ち法ほうを使って、形を変えた岩山へと移い動どうしていた。
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「まだまだ安定せんのー。あの程てい度どで転ぶようでは、とても実戦には耐たえられんわい。敵は、お主の素す振ぶりに威い嚇かくされるようなタマではあるまい？」


「……はい」


　ジローは、弱々しい返事を虎仙の足あし下もとから返した。


　やがて、砕くだかれた大小の岩石が揺ゆれ動き、持ち上がって、下からジローが顔を出す。這はい出たジローは、そのままひと抱かかえはある岩に抱だきつくようにもたれかかった。


　右手には抜き身の銀刀を握にぎり締しめたままだ。それを見て、虎仙はやれやれとため息をもらした。


「お主のせいで、儂わしまで真銀に耐たい性せいができてきた気がするわい。ぞっとせんな」


　とは言うものの、ここまで近づいただけでも黒い血はざわつくらしい。虎仙は落ち着かない様子で「ほれ」と鞘を差し出した。ジローは弱々しく鞘を受け取ると、銀刀を収おさめ、再ふたたび岩に突つっ伏ぷした。虎仙はもう一度ため息をついた。


「力を引き出す方は、正直かなりの進歩じゃが……どうにも乱れとるの。焦あせりが見える」


「焦りもしますよ……」


　岩に突っ伏したまま、ジローは珍めずらしく愚ぐ痴ちるような口を利きいた。


「こうしている間にも、ミミコさんは特とつ区くを取り戻もどすため、世界中を巻まき込んで気き炎えんを上げているんですよ？　なのに、私はまだこんなところで足あ搔がいている。力を満足に操あやつることすらできず」


「『こんなところ』とはなんだ。この無礼者め」


　虎仙が鼻息を荒あらくする。もっとも、ジローを見下ろす双そう眸ぼうは、至いたって冷静だ。


「まあ、その減へらず口を見るに、回かい復ふくの早さも際きわだってきたわい。もっとも、これを回復と呼ぶべきかは微び妙みようじゃが……」


　一度でも制御を失えば、ジローの身体からだにはその反動が来る。周りに力を暴発させることこそ少なくなったが、行方ゆくえを失った力がジローの負荷になっていることは変わっていないのだ。


　現げん在ざいのジローは、身体が傷きずついても『血』が回復させる。その回復力は、吸血鬼ブラツク・ブラツドの基準で考えても尋じん常じようではないほど強力だ。そして、尋常でない回復は本来の姿すがたを歪ゆがめ、度たび重かさなることによってジローの肉体を変へん異いさせていた。


　もっとも変異が顕けん著ちよなのが、銀刀をにぎる右手だ。ぼろぼろになった手て袋ぶくろの下は、皮ひ膚ふではなく血色をした瘡かさ蓋ぶたのようなものに覆おおわれている。変異は、手首から膝ひじ、二の腕うでにまで及およんでいた。


　虎仙はジローの状じよう態たいを確かく認にんすると、煙管キセルをくゆらせながら、視線を遠方に向けた。


　虎仙はひょろりとした中年男だん性せいで、決して威い厳げんを感じさせる外観ではないのに、不ふ思し議ぎな風ふう格かくを持っている。口は悪いが陰いん気きな感じはしない。むしろ、カラリとして聞く者の心を傷つけないのだ。泰たい然ぜん自じ若じやくとして遠景を眺ながめる様さまは、俗ぞつ界かいを彼方かなたに望む仙せん人にんそのものだった。


「ミミコという人間が、それほど気になるか」


「……はい」


「ずいぶんな入れ込みようじゃの。たかが人間に」


「私の、主あるじですから」


　ジローの言い様に、虎仙の眉まゆがピクリと跳はねた。


　再び視線がジローに戻もどる。薄うすく開いた目ま蓋ぶたの下から、それまでとは違ちがう、底冷えするほど迫はく力りよくに満ちた眼がん光こうがジローを刺さした。


「貴き様さま、おのが祖そを差し置いて、主と抜かすか。その不ふ敬けい、なんとする」


　虎仙の声は平へい坦たんだった。力もこもっていない。が、それが逆ぎやくに恐おそろしい。


　虎仙は、世界でもトップクラスの実力を誇ほこる吸血鬼だ。月げつ下かの歴史上最高の始祖ソース・ブラツドとされる『真しん祖そ混こん沌とん』の直ちよつ系けいであり、しかもその筆頭である。並なみの長老とは格かくが違ちがう。表に現あらわれる力や威い風ふうなど、まったく参考にならない。秘ひした力の規き模ぼが、桁けた違ちがいなのである。


　しかし、ジローは動じなかった。


「……事実ですから。私は彼女に雇やとわれていた身。いや、いまもまだ、彼女の護衛者クローザーだ」


　ジローはのろのろと顔を上げ、凍いて付く虎仙の眼光を、正面から受け止めた。気負いも何もない。ただ正直に心情を告げた。


「第一、彼女を主と呼よんだところで、我わが君がお怒いかりになるはずがない。我が君もまた彼女を好いていましたし……何より、我が君にしても、彼女は雇い主だったんですからね。彼女は、私たち兄きよう弟だいの『ボス』なんです」


　そう言ったあとジローは、過か去こを懐なつかしむかのような顔になった。


「特とつ区くで。私と我が君は、彼女と共に暮くらしました。私たち『賢者』の血けつ統とうは、彼女を介かいして人間と共きよう存ぞんしていたのです。彼女は私たちに、新しい世界を見せてくれた。彼女は、あのとき見た光景を、今度は世界中の人間に提てい示じしようとしている。虎仙。私は、自分が不ふ甲が斐いないのです。何もできない自分が」


　気がつけば、ジローの手がきつく握にぎり締しめられていた。


　立ち上がる。よろけながらも、二本の足で立つ。『血』の力ではなく、自らの意志で。望月ジローの信念で。


「……苛いら立だたしいですよ。彼女が一番大変なときに、側そばにいることもできないなんて！」


　だから、一いつ刻こくも早く。少しでも早く、『血』を統すべてみせねばならないのだ。


　ミミコが世界に向けて演えん説ぜつをしたとき、それを知った『真祖混沌』は、虎仙を通じてジローに教えてくれた。その後虎仙も、彼に仕える人間の一族を使い、世界情じよう勢せいを調べてくれた。彼らの報ほう告こくを受けて、ジローはようやく、現げん在ざいミミコが置かれている状じよう況きようについて知ることができたのだった。


　そうして知らされた「現状」は、ジローの想そう像ぞうを遥はるかに超こえていた。


　ジローがミミコと別れたのは、炎えん上じようする特区でだった。あのときミミコは、シンガポールに移うつって『カンパニー』を再さい建けんすると言っていた。しかしその後の『乙メイ女デン』の件けんも、代表の件も、あの演説が持っていた歴史的意味も、すべてはジローの想そう像ぞうの埒らち外がいにあったことだ。ついこの前まで共に暮くらしていた十八歳さいの少女は、いまや世界の歴史を動かそうとしているのである。


　俄にわかには信じられない。と同時に、あるいは彼女なら、と思ってしまう。ミミコに大たい器きの片へん鱗りんがあったという訳わけではなく、彼女ならどんな立場に立たされても、己おのれの信じるままに行動すると思うからだ。


　そして、ミミコはいま、戦力を、仲間を、支ささえを、欲ほつしている。ならば、応こたえないわけにはいかないではないか。


　一方、ジローの言い分に耳を傾かたむけた虎仙は、洒しや落ら臭くさいと言いたげに唇くちびるを歪めた。


　それでも一いち応おうはジローの言わんとすることを理り解かいしたらしい。普ふ段だんの嫌いやみな態たい度どに戻もどり、「へっ」ととても高貴な大吸血鬼とは思えない仕草で肩かたを竦すくめた。


「ボス、じゃと？　よう言うわい──と虚こ仮けにしてやりたいところじゃが、自覚のない者をからかうこともできんか。つまらん奴やつじゃ」


「え？」


「ボスだの主だのと……誤ご魔ま化かしとるなら可愛かわいげもあるが、本気で言うとるから始末が悪い。朴ぼく念ねん仁じんというか唐とう変へん木ぼくというか。これでは『賢者』も、かえって気苦労が絶たえんわな。面めん倒どうな青あお二に才さいじゃ」


　戸と惑まどうジローの視し線せんを、虎仙はあからさまに無視した。もしいまは亡なき陣じん内ないが二人のやり取りを見ていれば、虎仙に同意して大いに頷うなずいたかもしれない。


　虎仙は煙管キセルをふかし、


「しかし……特区、のう。龍りゆう王おうめがずいぶん入れ込こんどったが、あれもまたなるべくしてなったことじゃったか……」


　龍王の名を聞いて、ジローは気を取り直した。


「虎仙。龍王の魂たましいは、まだ特区から戻らないのですか？」


「左さ様よう。魂こん胆たんは読めるが……ハッ。あやつも愚おろか者よ」


　ジローの問いに、虎仙は苦々しく答えた。


　龍王セイは特区での戦いで、身体からだを『ウォーカーマン』に奪うばわれた。しかし、彼の魂は死んでいない。彼は過去にも身体を失ったことがあるが、その度たびに異ことなる身体へと転生を遂とげてきたのだ。そのシステムについても、ジローは虎仙から説明を聞いている。実じつ際さい、セイの転生準じゆん備びは、ここ崑崙で整ととのっているのだ。


　ところが、肝かん心じんのセイの魂は、いまだ特区に残っている。虎仙の言げんによれば、『馬ば鹿かげた物』に取り憑ついているらしい。それも、彼自身の意思によって。


「あやつめ、『人渡り』の技わざを見み様よう見み真ま似ねで用いたらしいが……前ぜん提ていに無理がありすぎる。長くは保もつまいに意地を張はりおって。昔からそうじゃったが、頑がん固こな愚か者じゃわい」


　虎仙のぼやき声は、いかにも憎にく々にくしげだ。だが、言葉と裏うら腹はらに弟の身を案じていることは、朴念仁呼よばわりされたジローにも察することができた。


　それに、


「長くは保たない？　それは、いまの状況のままでは、セイの魂まで損そこなわれるということですか？」


　恐おそる恐る尋たずねるジローに、虎仙は返事をしなかった。もっとも、この場合無言がそのまま返答のようなものだ。


　つまりは、セイもまた戦っているのだ。我わが身を懸かけて。


　やはり、グズグズしていることはできない。


「……虎仙。離はなれていて下さい。また始めます」


　ジローが言うと、虎仙はちらっと目を向けた。


　すでにジローのダメージは回かい復ふくしている。しかし、気息はまだ整っていない。


　すると、虎仙はおもむろに口調を変え、


「あのミミコという人間は、歴史に選ばれた」


「え？」


「たまに出てくるよ。ああいう輩やからはな。本人の資し質しつもあろうが、要は巨きよ大だいな時じ勢せいの流れにのみ込まれたに過すぎぬ。たまたま、そのとき、そこに、いたということじゃ。そして、世の変へん遷せんとはつまるところ、その繰くり返しに過ぎぬのさ」


　突とつ然ぜんの台詞せりふに、ジローはマジマジと虎仙を見直した。すぐにも修しゆう練れんを再さい開かいしたいが、無視できる内ない容ようでもない。


「……では虎仙は、ミミコさんが関かかわらずとも、世界の流れはこう動いたと？」


「いまとそっくり同じとは言わん。が、大きく逸それることもなかったろうさ。九クー龍ロン王おうの出しゆつ現げんが、いまあるこの流れを作った。而しかして、九クー龍ロン王の出現もまた、幾いくつかの偶ぐう然ぜんが積み重なった末の必然であり、全体としての流れに沿そった出来事でもある。ま、急ではあったがの。とかく下界は騒さわがしいわい」


　飄ひよう々ひようと虎仙は語る。しかしジローは聞き捨ずてならなかった。


「九クー龍ロン王の出現が必然だった？　なぜです？　世界が彼を求めたとでもいうのですか？」


「当たり前じゃろ。世に新たなる血が生まれるとは、すべからくしてそういうことじゃ。もっとも、大きな節目であることは認みとめるがな。ひょっとすると、月下の歴史上、もっとも大きな節目となるのやもしれん」


　何気ない物言いだが、虎仙の台詞だと思うと事の重大さが想そう像ぞうできる。


「現げん在ざい、西国は『犬』の血族らを中心に、全世界的な会議の場を設もうけようとする動きがある。議題に上るのは、九クー龍ロン王の件けん。そして、お主のボスの件となろう」


「なっ!?　ほんとうですか？　それはいつ!?」


『犬』というのは、欧州系けい吸血鬼ブラツク・ブラツドたちを指す古い呼び名だ。目を剝むいて食ってかかるジローから、虎仙は嫌いやそうに身を引いた。


「間もなくと言うておろうがっ。しかも……どうも事は西国の連中に留とどまらん。それこそ、月下にあまねく存そん在ざいする血族すべてに関わってきそうな流れでな……」


「そ、それはつまり、大陸系の『蛇』や、『闇』に属ぞくする血族も参加するということですか？」


「その通りじゃが……おそらくは、いまお主が考えとることより、遥はるかに大事よ。……まったく、どなたも気まぐれでいらっしゃる。いや、これぞ『賢者』の人望か」


　後半の台詞はジローに伝わらない、ごく小さなつぶやきだった。だが、希け有うなことに、その台詞を口にするとき、虎仙はなんと「弱った」顔をしていたのだ。ジローが気づいていれば、目を丸くしたことだろう。


　しかし、ジローには虎仙の顔色を気にしているゆとりはなかった。


「虎仙！　その会議、私も参加することはできないでしょうか？　どうか私を、そこに連れて行ってください」


「ああん？　貴き様さま、それがどういう意味かわかっておるのか？」


「はい。本来なら百やそこそこの若じやく輩はい者ものが顔を出せる席でないことは、重々承しよう知ちしております。しかし、我わが君が囚とらわれの身であるいま、『賢者』の血けつ統とうで参加できるのは私だけだ。虎仙の仰おつしやる通り、その会議が月下にあまねく存在するすべての血族に関わってくるのなら、私にも参加する資し格かくはあるはずです。そうでしょう？」


　その席で、人と吸血鬼が共存し得るという理想を説くことができれば。また、九クー龍ロン王の打だ倒とうと特とつ区く奪だつ回かいの協力を得ることができれば。ミミコや『カンパニー』にとって、これ以上はない掩えん護ご射しや撃げきになるはずだ。ミミコの力になることができる。


　意気込むジローの腕うでを躱かわし、虎仙はわざとらしい空から咳ぜきを打った。


「図に乗るのも大たい概がいにせい──と言いたいところじゃがな。忌いまわしいことに、お主の言にも一理ある。おまけにこの件、混沌様が乗り気でな」


「では！」


「まったく、どうなることやら。いまから頭が痛いたいわい」


　虎仙は嘆たん息そくして言った。


　それから急に膨ふくれ面つらになると、煙管キセルを手に持ち、腕を伸のばして、目を輝かがやかせるジローの脳のう天てんに力ちから任まかせに振ふり下ろした。


「そら！　いつまでぼさっとしとるんじゃ。さっさと修練を始めんか。言っておくが、いまの如ごとき見苦しい様で会議に参加させるつもりはないからな」





２







　シンガポールは常とこ夏なつの国だ。一年を通して温度差があまりなく、冬でもコートや上着を着る者はいない。そのため、屋台の集まり──ホーカーズ・センターは、真冬でも住人の食しよく卓たくとして活かつ躍やくしていた。


　そんなホーカーズ・センターのテーブルに座すわっていた男が、缶かんビールを持ったまま立ち上がった。そのまま出口に向かっていったが、足あし下もとがひどく覚おぼ束つかない。表ひよう情じようも、魂たましいを抜ぬき取られたかのように虚うつろだった。


　男が席を外すのを見て、ナブロは入れ替かわりにテーブルに近づいた。男が座っていた席に腰こしを下ろし、正面で仏ぶつ頂ちよう面づらを浮うかべる姉に目をやった。


　カーサは不ふ機き嫌げんそうに、


「不ふ愉ゆ快かいだ。時間の無む駄だだった」


　去っていった男──視経侵攻アイ・レイドで暗あん示じを受けている──の名は、フランク・蘇ソー。『乙メイ女デン』の初会見を妨ぼう害がいし、そのまま十字軍を抜ぬけた彼は、今年に入ってから再ふたたびシンガポールに舞まい戻もどっていた。十字軍が世界中から批ひ難なんされるのを好機と見て、再さい起きを図はかるべく行動を開始したのだ。そのことを嗅かぎ付けたザザが、カーサに接せつ触しよくを促うながしたのである。


　しかし、


「頭の中を総そうざらいしたが、ろくな情じよう報ほうはなかった。もともと『カンパニー』の人間には信用されていなかったらしい。いきなり当たりを期待した訳わけじゃなかったが、真ジエン銀イン刀タオの真の字も出てこなかったよ」


　そう愚ぐ痴ちって、カーサは行ぎよう儀ぎ悪く両足をテーブルに載のせる。背せ中なかを反らして椅い子すを傾かたむけると、黒くろ髪かみがさらりと滑すべり落ちた。


　カーサの顔は全世界に放ほう映えいされているのだが、気配を消しているため、存そん在ざいに気づく者すらいなかった。同じことはナブロにも言える。この二人は、『老ろう牙がニザリ』の暗殺者が使う特とく殊しゆな気配の消し方──陰おん形ぎよう術じゆつをマスターしているのだ。さもなくば、白はく皙せきの美女と貴き公こう子し然ぜんとしたオレンジ頭の組み合わせは、嫌いやでも人目に付いただろう。


　シンガポール入りしたカーサたちが真っ先に求めたのは、現げん地ちの情報だった。ザザも事前に下調べをしているとはいえ、特区にいたのでは入手できる情報は限かぎられる。特に、現在の『カンパニー』と十字軍の内情、ミミコの状じよう況きようや真銀刀に関する情報は、ぜひとも欲ほしいところだ。


「殺すだけなら楽」


　とナブロが口にしている通り、ミミコを殺害するだけなら、いますぐに敢かん行こうしても不ふ可か能のうではないだろう。しかし、血を吸すって転化させ、しかも特区まで拉ら致ちしてくるとなれば、それなりの段だん取どりを整える必要があった。そのためには、まず情報がいる。だから、元十字軍の幹かん部ぶだった蘇にまで接触を試こころみたのだ。


「精せい神しん支し配はいで手て駒ごまにしたところで、真銀刀に近ちか寄よれば魔ま術じゆつも解とける。第一あの程てい度どの男では使い道もあるまい。まったくの無駄骨ぼねだ」


　あーつまらん実にくだらんと唇くちびるを尖とがらせて、カーサは唸うなった。外見こそ見み目め麗うるわしい美女だが、このあたりの言動はただの駄だ々だっ子こだ。


「せめて、晩ばん飯めしでも食って帰るか。ナブロ。何か、美う味まそうな物買ってこい」


「自分で買え」


　ふて腐くされたように命令する姉に、ナブロは冷れい淡たんな返事をした。


　柱にかけられた時計を確かく認にんして、


「そろそろラウもこっちに着くころだ」


　今回、カーサとナブロは先行してシンガポール入りした。ラウは遅おくれて特とつ区くを出ている。なんと言っても人間であるため、シンガポールまでの旅りよ程ていも吸血鬼ブラツク・ブラツドの二人とは違ちがうルートなのだ。


　ナブロの台詞せりふにカーサも思し案あん顔がおになった。


「……そうだな。次の手は、ラウと合流してから考えるか。とはいえ、やはり直接接触するしかないだろうな。『カンパニー』の人間に」


「『化身メタモーフイシス』で近づいても、真銀刀があれば術は消える」


「玄げん関かんに抜き身で飾かざってあるとも思えんだろ。いきなりミミコに会いに行く訳でもなし」


　面おも白しろくもなさそうに、カーサが言った。いきなり会いに行くのも、それはそれでいいか──と思わないのは、それだけ今回の計画の重要性せいを認にん識しきしているためだ。


　真銀刀の威い力りよくは、香港に引き続き、去年特区でも痛つう感かんさせられている。あれは、吸血鬼である以上、意い志しや感情の強さで太た刀ち打うちできるものではない。となれば、不本意であっても慎しん重ちように動く必要があった。


「しかし」


　と、別に姉の機嫌を気にしたわけでもないだろうが、ナブロが急に話題を変えた。


「ザザの読んだ通りだな。敵てきの膝ひざ元もとでこれほど自由に動けるとは」


　カーサとナブロがシンガポール入りを果たしたのは三日前だ。しかし、二人はすでに『豪ごう王おうフォワード』やジャネット・ハーゲンダルフの気配を察知していた。


　他ほかにも、セイの片かた腕うでであった月ユエ梅メイや、ケインの部下のアルベルトといった、主立った立場にいる吸血鬼たちの居い場ば所しよも把は握あくしている。逆ぎやくに、彼らは誰だれ一人として、カーサやナブロの気配をつかんでいない。同じ都市に敵の侵しん入にゆうを許ゆるしながら、まったく感づいていないのだ。二人の潜せん入にゆうが巧こう妙みような証あかしでもあるが、立場が逆なら、カーサやナブロはなんらかの兆候程度は抱いだいていただろう。


　弟の意見にはカーサも同意した。


「さすがは、というべきか。こうしてみると龍王の存在がいかに大きかったかよくわかる。自分で嚙かんでおいてなんだが、よく勝てたものだ」


　特区には『東ひがしの龍王』セイがいた。彼が守しゆ護ごしていたからこそ、カーサたちは何年もの間、特区を攻せめ倦あぐねていたのである。また、セイのみならず、特区には『緋ひ眼がんのゼルマン』がおり、ケイン・ウォーロックがおり、『銀刀』がいた。情報戦という観点に絞しぼってみても、張雷考ジヤン・レイカオ率ひきいる『カンパニー』の情報部が目を光らせ、調停部の調停員コンプロマイザーたちと、彼らのトップである陣内ショウゴが、常つねに警けい戒かいを怠おこたっていなかった。協定血族との間にも、緊きん密みつな情報のやり取りが為なされていた。特区とは、極きわめて高度な防ぼう衛えい網もうが敷しかれた都市だったのだ。


　それに比くらべると、このシンガポールなど話にならない。何しろ、格かく上うえの吸血鬼どころかカーサと対等に争える者すらいないのだ。


「真銀刀だな。ザザの言うとおり──というのがやや癪しやくだが──やはり真銀刀さえ封ふうじられれば、あとはどうとでもできる。明日にでも『カンパニー』の人間に接せつ触しよくしてみよう。おそらく、真銀刀の情報を知っているのはごく一部の人間に限かぎられるはずだ。いかに早くそいつらに辿たどり着くか、だな」


　現げん在ざい『カンパニー』は、十字軍本部の『キャッスル』で活動している。そこには、『豪王』やジャネットもいる。敵の本ほん拠きよ地ちに近づくほど感づかれる危き険けん性せいは増ますが、カーサには自信があった。


「まあいい。とにかく食事だ。ナブロ。私はカレーがいい。辛からいの」


「自分で買え」


　再ふたたび姉きよう弟だいの不毛な会話が繰くり返される。


　と、そのとき携けい帯たいが鳴った。カーサの携帯だ。ラウからだった。「来たか」とつぶやき、カーサは携帯に出た。


　しかし、話し始めてすぐに、カーサの顔色が変わった。


「──はあ？」


　と、もれ出た声にナブロが驚おどろくのにも気づかず、カーサは携帯を握にぎりしめたまま、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔で絶ぜつ句くした。
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「ごめんなさい！」


　深々と頭を下げる妹を前に、『黒くろ蛇へび』と恐おそれられる九クー龍ロン王配下きっての猛もう将しようは、言うべき言葉を失っていた。


「本当にごめんなさいっ。でも、どうしても来たかったの」


　そう言って、九姉し弟ていの末っ子──九クー龍ロン王の実の娘むすめ、ワイン・王ウオンは勢いよく頭を下げた。


　三つ編あみに編んだお下げ髪がみが、申し訳わけなさそうに肩かたから垂たれる。カーサは幾いく度どか口を開かい閉へいさせたのち、後ろに控ひかえるラウをにらみつけた。並なみの人間なら凍こおり付きそうな剣けん呑のんな視し線せんに、ラウはなんとも言えない表ひよう情じようで肩かたを竦すくめた。


「他の連中もこぞって反対したんだがね。兄さんが許きよ可かしたんだ。仕方がない」


「仕方がない訳があるかっ」


　と思わず唾つばを飛ばす。カーサが弟妹きようだいの前でこうまで取り乱みだすのは珍めずらしいことだ。


　三人──結果的に四人になったが──が落ち合ったのは、海上でのことだった。シンガポールの都心部を横おう断だんするシンガポール川。その川が流れ込こむ、マリーナ湾わんの水上だ。後発の二人は、ラウが手配したバムボートで都心部に移い動どうしてきたのである。


　深夜のため、海上は暗い。しかし、シンガポールの高こう層そうビル群ぐんは目ま映ばゆい光を点ともし、水を吐はくマーライオン像ぞうも美しくライトアップされていた。


　ただ、熱帯の気候とはいえ、真冬の海上ではさすがに風が肌はだ寒ざむい。バムボートというのは船底が平たい小型の舟ふねで、屋根はあるものの吹ふき抜ぬけだ。カーサの黒髪も、彼女の心情を表あらわすかのように乱れていた。


「アダムの阿あ呆ほめっ！　いったい何を考えている。自分の娘に刺し客かくの片かた棒ぼうを担かつがせる気か？」


「違ちがうの、お姉ちゃん。わたしが無理を言ってお願いしたの」


　とワインは必死に食い下がった。


「わたし、みんなの役に立ちたくて……ちゃんと、お姉ちゃんに教えてもらった魔ま術じゆつだって使えるようになったよ？　もちろん、戦いの役に立てるなんて思ってないけど、せめてお手伝いしたいの。絶ぜつ対たい邪じや魔まはしないから」


「ワイン……」


　カーサは、血と間違えて腐くさった葡ぶ萄どう酒しゆを飲んでしまったように、顔をしかめた。頭を搔かき、散さん々ざん言うべき言葉を選んだ末に、上う手まい言い方が見つからないまま唸うなり声をもらした。


「お前は今回の任にん務むがわかっていない」


「そんなことない」


「いいや、そうだ。正直に言うが、今回の任務は特とつ区くを攻せめたときに比べれば、危き険けんは遥はるかに少ないだろう。しかし、同じほどに慎しん重ちようさを求められる任務だし、何より、あのときのように正面から戦いを仕し掛かけるという類たぐいのものじゃないんだ。今回は──」


「葛かつら城ぎミミコを──あのお姉ちゃんをわたしたちの血族に迎むかえ入れるんでしょ？　無む理り矢や理りにでも」


　一歩も引かない構かまえで姉の両目を見つめながら、ワインは言い放った。


　カーサが唇くちびるを嚙かむ。二人の傍かたわらに座すわるラウは、居い心ごこ地ちが悪そうに座ざ席せきに座り直した。事情を説明する必要があったとはいえ、ナブロと船の運転を代わってもらったのが悔やまれるようだった。


　しばらくして、カーサは肩の力を抜いた。


　感情を抑おさえ、平へい常じよう心しんを取り戻もどしたらしい。両手をワインの肩に置いて、彼女と同じ目線になるようしゃがみ込んだ。


「……いいか、ワイン。確たしかにお前の言うとおり、私たちはミミコを血族に迎え入れるために来た。しかし、実じつ態たいは暗殺や拉ら致ち、テロと変わらない、汚よごれ仕事だ。私は、お前にこの手の仕事に関かかわってほしくないんだよ」
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　真しん剣けんな口くち振ぶりで、心を込めて伝えた。視経侵攻アイ・レイドなど使わなかったが、姉の心情は十分ワインに届とどいた。


「ありがとう、お姉ちゃん」


　とワインは素す直なおに返事をする。


「お姉ちゃんが心配してくれて、とても嬉うれしいよ。でも、そうやってずっと危き険けんなことや汚きたないことをお姉ちゃんたちに押おしつけて、わたし一人が違ちがうところにいるのは嫌いやなの。お姉ちゃんたちはきっと気にしないし当然と思ってくれるのかもしれないけど、そんなのわたしが嫌。戦力になれるなんて自うぬ惚ぼれてないわ。ただ、ちゃんと知っておきたいの。知らないままでいたくないの。その……みんなのためじゃなくて、自分自身のために」


　ワインの述じゆつ懐かいを、カーサは黙だまって、一度も遮さえぎることなく最後まで聞いた。ラウもだ。ラウがワイン──自分の実の姪めいに当たる少女を見つめる目つきが、驚おどろいたように、そして少し誇ほこらしげなものに変わっていた。兄が許可した訳を、なんとなく理り解かいできたらしい。


　カーサはワインが話し終えたあとも、長いこと黙ってワインの瞳ひとみを見つめていた。


　それから、小さく吐と息いきをもらし、彼女らしいニヒルな微び笑しようを見せた。


「……我わが儘ままだな。ワイン」


　緊きん張ちようの面おも持もちで姉を見つめ返していたワインが、そのひと言で破は顔がんして頷うなずいた。


「お父さんも言ってたわ。お姉ちゃんの側そばにいてやりなさい、って」


「私の？」


「うん。お姉ちゃん。さっき『自分の娘むすめに』って言ってたけど、お姉ちゃんだってお父さんの娘なんだよ？」


「もっともだ。とはいえ、真剣に考えると少しゾッとするので、普ふ段だんは意い識しきしないようにしているんだがね」


　パチリ、とカーサがウィンクする。ワインは一いつ瞬しゆん目をまん丸にし、それから楽しげに笑った。ラウが安あん堵どのため息をついた。


　しかし、その次の瞬間だった。


　カーサの悪いた戯ずら顔がおが凍こおり付いた。


　カーサは驚きよう愕がくのあまり自失する一方、反はん射しや的に恐きよう怖ふし、絶ぜつ望ぼうすら漂ただよわせた。その変化たるや劇げき的てきなほどだ。目の前のワインから外れた視し線せんが虚こ空くうを彷徨さまよい、ワインの肩かたに置かれた手が彫ちよう像ぞうのように固まっていた。


「お姉ちゃん？」


　あまりの変化にワインまで驚きつつ声をかけた。しかし、カーサは反はん応のうしない。まるでワインの声が聞こえていないようだ。


「おい、カーサ？」


　異い変へんに気づいたラウも身体からだを起こすが、カーサは彼も無む視しした。


「馬鹿な」


　死人のような声でつぶやき、ゆっくりと立ち上がる。生気を失った翠みどりの双そう眸ぼうが、ふらりふらりと辺りを漂い、やがて視線につられるように、カーサの足が船ふな縁べりに向かった。ワインとラウはそれ以上声をかけることもできず、九姉弟長ちよう姉しの尋じん常じようならざる様子を、息を詰めて見守った。


　カーサが船縁から頭上を見上げる。


　赤道直下の、漆しつ黒こくの夜空。それでも、大都市の明かりから少し離はなれたためか、海上からは真冬の星空が目にできた。


　その中を──


　点てん滅めつするひとつの光点が、ゆっくりと横切っていく。次し第だいに速度を落とす光点は、航空機のものだ。カーサの視点が、上空の光点に焦しよう点てんを結んだ。翠の瞳に意い志しが戻り、バキバキと牙きばが伸のびて歯ぎしりをする。


「なぜ、ここに……」


　我われ知しらずこぼれ落ちたつぶやき。そのときカーサの横顔には、怒いかりと憎にくしみ、そして紛まぎれもない懐旧と畏怖が浮うき上がっていた。ワインとラウは啞あ然ぜんとして、全身を震ふるわせ立ち尽つくす姉を、言葉もなく見守った。
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「……怪あやしい」


　コタロウが変化に気づいたのは、見み張はりの面メン子ツが替かわったからだ。


　特とつ区く第五地区フイフス・ヤード。『カンパニー』調停部事じ務む所しよ跡あとの地下にある石室に、コタロウは封ふう印いんされている。とはいえ、本来なら時間を凍とう結けつされた形で宙ちゆうづりになっていたはずだったのに、どういう訳わけか目が覚めた上に、普ふ通つうに話すこともできるようになってしまった。


　封印が解とけかかっているのかもしれないというのは、コタロウを封印したザザの弁べんだ。術じゆつの二重がけなども検けん討とうされたが、コタロウは──本人は知らぬとはいえ──仮かりにも始祖ソース・ブラツドである。下へ手たな刺し激げきがどんな結果を呼よぶかわからないということで、そのまま放置されている。


　この件けんに関し、詳くわしい事じ情じようを知らないコタロウ自身は、


「ぼくの方が、若じやつ干かんリード」


　と解かい釈しやくしていた。虜りよ囚しゆうの時点でリードも何もないのだが、コタロウ的には「特区に留とどまり戦い続けている」つもりなのだ。いつの日か、兄やミミコたちが彼と特区を助けに来る、そのときまで。


　そして、孤こ高こうの戦いを続けるコタロウにとって、目下最大の強きよう敵てきが「退たい屈くつ」だった。


　幸か不幸かお腹なかは一向に減へらないのだが、いかんせん身体がまったく動かせないので退屈で退屈で仕方がないのである。必然的に、話し相手──つまりコタロウの見張り役は、戦意昂こう揚ようの観点から見ても極きわめて重要なポイントとなる。


　その見張り役が、ここ数日おかしなことになっていた。


　悪者たちは、どうやら持ち回りで順番に見張り役を務つとめているらしい。もっとも、ダントツで回数が多いのはワインだ。積極的にコタロウの相手をしてくれる訳でもないのに、ふらりとやってきては宙づりになっている彼の足あし下もとで本を読んだり、時には編あみ物を編んだりして時間を過すごすのである。最初は話しかけても無む視しされていたが、最近は──少なくともコタロウの考えでは──結構打ち解とけてきた感じだった。オセロやチェスやボードゲームにも、普ふ通つうに──まあ、表面上渋しぶ々しぶという感じだったことは認みとめるが、あれはきっと照れ隠かくしだ──付き合ってくれていたのだ。


　なのに、そのワインがバッタリ顔を見せなくなった。


　異い変へんは他ほかにもある。カーサの姿も見なくなったことだ。


　カーサは「忙いそがしい忙しい」と言いながらも、二、三日に一度はコタロウの様子をうかがいに現あらわれる。軽い嫌いやみと悪口の応おう酬しゆうから始まり、最後は散々からかって帰っていくというパターンだ。どうも、ストレス解消と暇ひまつぶし──忙しいなんて口だけだとコタロウは確かく信しんしている──をしに来ているらしい。一度など、ワインが見張りをしていたところに押しかけ、差し入れと称しようする大量のホットドッグをコタロウがよだれを垂たらす目の前で食い散らかしていったこともあった。あのときほど他人を恨うらめしく思ったことはなかった。


　なのに、そのカーサがちっとも姿すがたを現さなくなった。


　カーサが来ないのは、むしろ朗ろう報ほうである。しかし、ワインが来ないのは寂さびしいし妙みようだ。


　ここ数日、見張りとして出向いてくるのは他の悪者たちだった。一番多いのがヤフリーだ。オセロでコタロウに連敗した彼は、とうとう対戦を拒きよ否ひするようになった。それでも、卑ひ怯きよう者ものの弱虫だの、頭悪いだの挑ちよう発はつするとすぐに乗ってきてくれる。最近では、案外可愛かわいい奴やつなのかもしれないと、コタロウは彼に対する見けん解かいを改めつつあった。


　ヤフリーの次に多く顔を見せるのがハンスだ。彼はコタロウが頼たのめばいつでもゲームに付き合ってくれるが、いかんせん話が面おも白しろくない、というかほとんど喋しやべらない。コタロウが退屈していても、平気で禅ぜんなど組んで瞑めい想そうしているので、苦手な相手だ。


　次に多く──というか、たまに顔を出すのがマーベリック。彼は話術が巧たくみでゲームも強いので、コタロウとしてはお気に入りの見張りと言える。明るく気さくだが、ときどき暗い影かげのような寂しい表ひよう情じようを垣かい間ま見みせることがあった。過か去こについて尋たずねてもいつもはぐらかされてしまうのが、唯ゆい一いつの難なん点てんだろう。


　ザザとダールも一度ずつ来た。とはいえ、ザザは封ふう印いんの点てん検けんに来ただけらしい。どうもコタロウのことが苦手らしく、何を言ってもそそくさと返事をして、早々に帰っていってしまった。


　ダールの方は、コタロウが退屈を訴うつたえると少し困こまった顔をした末、何百年も昔の吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの話をしてくれた。『聖せい騎き士し』と呼よばれた剣けん友ゆうのこと。共に旅した追放者のこと。欧州各地にいまも住んでいる、古ふる馴な染じみの吸血鬼たちのこと。他にも、どこまでも荒こう涼りようと広がる夜の砂さ漠ばくの風景や、広大な砂漠を旅して回る古い民たみのことも話してくれた。どれも大変興きよう味み深く、コタロウは彼に対する評ひよう価かを大おお幅はばに上方修しゆう正せいしたほどだ。


　そんなこんななので、結果的にいえば、コタロウは見張りの面メン子ツが替わっても退屈せずに済すんでいる。


　しかし……


「怪しい」


　ひとつ無む視しできないことがあった。コタロウがワインやカーサのことを尋ねると、みんな判はんで押したように「いま忙しくて来られない」と答えるのだ。そのくせ、詳くわしく尋ねようとすると答えを曖あい昧まいに濁にごしたり、完全に無視したり、あるいは適てき当とうなことを口にするのである。


　そして、それぞれの回答──というか言い訳わけの内ない容ようは、細部が微び妙みように異ことなっているのに全員から伝わるニュアンスが一いつ緒しよなのだ。彼らは隠しているのである。ワインとカーサのことを。


　コタロウは考える。


　なぜ悪者たちはワインとカーサのことを隠そうとしているのか。決まっている。自分に知られたくないからだ。でも、なぜ？　いまコタロウは不本意ながら封ふう印いんされていて、文字通り手も足も出ない状じよう態たいだ。たとえ秘ひ密みつを知られたところで、悪者たちにすれば痛いたくも痒かゆくもないはずなのに。


　にもかかわらず、悪者たちは一いつ致ち団だん結けつして隠し事をしている。なぜか？　自分が秘密を知ったとして、いったい何ができるというのか？


　コタロウは考えた。ヒントは、以前カーサがコタロウに告げた台詞せりふにあった。


　──『アダムの奴やつを出し抜ぬいたそうじゃないか。やるなあ。身動きひとつできないくせに』


　あれは、コタロウがジローとミミコの思念を呼び寄よせ、三人で再さい会かいした次の日のことだった。


　つまり、


「……あいつら、ぼくが兄あに者じややミミちゃんに知らせちゃうことを恐おそれてるんだ」


　ざわり、と胸むねの奥おくがざわめいた。


　思い出す。そういえば、ワインが最後にコタロウの前に来たとき、彼女は自分に聞いたではないか。葛城ミミコとは、どんな人間なのかを。以前、互たがいの立場も知らないままに出会って別れた少女は、コタロウにとってどんな人物だったのか。それを、ワインはやけに詳しく知りたがったのだ。


　あのときは特に疑ぎ問もんを持たなかった。見み張はりの時間は長い。二人は、色んな話題を見つけては、それについて話し合ったりしていた。突とつ飛ぴな話題について延えん々えん語り合うことも少なくなかったからだ。


　しかし、いま思えば、あのときのワインはいつもと雰ふん囲い気きが違ちがった。会話のための話題を提てい供きようしたというよりは、はっきりとした目的意い識しきで質しつ問もんしていたように思う。
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　どうしてワインは、急にミミコのことを詳しく知りたがったのか？


　カーサはいまどこにいて、何をしようとしているのか？


　ざわりざわり、と胸のざわめきが止まらなくなった。ざわめきは間を置かず、嫌いやな予感に変化していった。


　あのときのように、ミミコの思念を呼び寄せたい。そうでなくとも、この予感を伝えたい。しかし、ひとりでは無理だ。あのとき自分がどうやってミミコと兄を呼んだのかは、コタロウ自身にもわかっていない。ただ、あのとき自分にあんな真ま似ねができたのは、ミミコがそれを強く──とても強く、強く、望んでいたからだ。


「……どうしよう」


　予感は刻こつ々こくと強くなっていく。


　コタロウは考え続けた。
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「いかんっ」


　いつになく強い口調で、神父はミミコの意見に反対した。


「真銀刀を遠ざけ、隔かく離りする？　ノー、ミミコ。とんでもないことだ。わざわざ危き険けんを増ますようなものではないか」


　日ひ頃ごろ温おん厚こう──というより寛かん大だいな彼には珍めずらしい態たい度どだ。会議に参加する何人かは、小さく息をのんだ。


　神父は背せの高いスマートな黒人男だん性せいで、トレードマークの神父服をまとってサングラスをつけている。よく響ひびく声や魅み力りよく的な容よう貌ぼうが相まって、強いカリスマ性を喚かん起きさせる人物だ。実じつ際さい、その名声と人じん格かくは、『カンパニー』や十字軍に強い批ひ難なんが寄せられるいまも、世界中で支し持じされ続けている。


　しかし、対するミミコは頑かたくなだった。


「ですが、あの刀が身近にあっては、吸血鬼ブラツク・ブラツドの方々の印象を悪くします」


　と、いつになくきっぱり断だん言げんした。


「あたしたちはいま、世界中の人間に吸血鬼との共きよう存ぞんを訴うつたえかけています。同時に、吸血鬼たちにも人間との共存を呼よびかけているんですよ？　なのに、肝かん心じんのあたしが真銀刀を側そばに置いてたんじゃ、説得力がなくなってしまいます。あの刀は黒い血にとって、もっとも危き険けんで忌いむべき存そん在ざいなんですから」


　力強いミミコの声とは対照的に、会議の場は沈ちん黙もくに包まれた。司会を務つとめる尾お根ね崎ざきが困こん惑わくと困こん窮きゆうの入り交まじった顔で、一同を見回した。


『キャッスル』中央センターの会議室には、『カンパニー』と十字軍の主要メンバーが顔を揃そろえていた。


『カンパニー』代表である葛城ミミコ。最高責せき任にん者しやとして執しつ務むを司つかさどる尾根崎ミタカ。十字軍永えい久きゆう名めい誉よ元げん帥すいであり鎮ちん圧あつチーム隊長も兼かねる神父。十字軍──正式名めい称しよう『世界吸血鬼対たい策さく委員会』の委員長であるジョン・羅ロー。同じく委員会幹かん部ぶのウィリアム・スミスと、『吸血鬼学』の第一人者でもあるサマンサ・ロイド教きよう授じゆ。他に、ミミコの秘ひ書しよを務める楠くすのきヒバリも末席を温めている。


　また、『豪王』ギルバート・フォワードと、その護ご衛えいジャネット・ハーゲンダルフ。龍王セイの血族をまとめる月ユエ梅メイと、『マリーン・バンク』の支配人代行アルバート・キャンベルといった吸血鬼たちも会議に列席していた。


　その中の月梅が、場の空気を読みつつ慎しん重ちように手を挙げた。


「発言していいでしょうか？」


「どうぞ。ミズ・月梅」


　尾根崎の許きよ可かを取り、月梅はミミコに目を向ける。


「葛城代表。先日私は、確たしかに真銀刀の扱あつかいについて意見させて頂いただきました。その件けんについて素す早ばやい対たい応おうを示しめして頂き、誠まことに感かん謝しやしています。ですが、私は何も真銀刀を隔離して欲ほしいとお願いしたわけではありません。あくまで、他の血族に協力を請こう手前、その存在を外部にはわからないようにして欲しいとお願い──というより、そうした方が良いのではないかと提てい案あんしたまでです。神父の仰おつしやる通り、真銀刀を遠ざけて身の危険を招まねくようでは、本ほん末まつ転てん倒とうではありませんか」


　月梅の苦言に、しかしミミコは即そく答とうした。


「いいえ、月梅さん。人間のあたしは言われるまで気づきませんでしたが、吸血鬼の方々が真銀刀を快こころよく思うわけがないというあなたの意見は、まさにその通りなんです。自分たちの最大の弱点を武ぶ器きとして保ほ有ゆうしている勢せい力りよくが、共存のために力を貸かして欲しいと願ったところで快く承しよう諾だくできるはずがない。悪用を防ふせぐ意味でも、真銀刀の管理は行き届とどかせる必要があるでしょう。しかし『カンパニー』や十字軍──特に、協力を訴うつたえかけている当人であるあたしの側に置いていてはならない物なんです」


　月梅を見つめ返すミミコの視し線せんには迷まよいがない。吹ふっ切れた人間の眼まな差ざしだ。月梅はわずかにたじろぐ様子で口を閉とざした。彼女は調停員コンプロマイザー時代のミミコとも面めん識しきがあるが、彼女の目には別人のように映うつっているかもしれない。


　月梅だけではない。最近ミミコの周りにいる者たち──特に特とつ区くのころから彼女をよく知っている者たちは、全員似にたような印象を持っているのである。殉じゆん教きよう者しやのよう、というヒバリの密ひそかな感想を聞いたなら、おそらく皆みな頷うなずいたであろう。表に出せなくても、胸きよう中ちゆうでこっそりと。


「ミミコ君」


　と、再ふたたび重くなった空気を押おしのけるように、尾根崎が話しかけた。


「君は、また自分自身の重要性を忘わすれているんじゃないだろうか？　何度も言ったが、いま君は自分を過か小しよう評ひよう価かしてはいけない。それは、君のためにならないばかりか、組そ織しき全体にとっても大変なマイナスになる」


「しかし、会長。あたしの存在が重要なのは、あくまで『人と吸血鬼の共存』のためです。この理念を疎おろそかにしてまで『乙メイ女デン』を過か剰じように保ほ護ごしたのでは、それこそ本ほん末まつ転てん倒とうになってしまいます」


「かといって、君の安全を軽視できる訳わけがない。理念は大切だが、いまやその理念実じつ現げんのために、君の存在は欠くことができない要よう素そだ。身辺の警けい護ごには万ばん全ぜんを期す必要がある」


　尾根崎の風ふう貌ぼうは、特区時代よりさらに鋭するどさを増ましている。しかし同時に、特区時代以上の懐ふところの深さも感じさせるようになっていた。ミミコに語りかける態たい度どは、年長者の威い厳げんを備そなえつつも、彼女を軽かろんじる素そ振ぶりはまるでなかった。


　尾根崎の台詞せりふに、神父も強く頷いた。


「ましてや、ミミコ。現段だん階かいの我われ々われは戦力に不安がある。万が一の事態に備えるには、真銀刀こそがもっとも有ゆう効こうなんだ。これは、対吸血鬼ブラツク・ブラツド戦せん闘とうのエキスパートとして、断だん言げんさせてもらうよ」


　ミミコの後見人とも言える二人が、揃そろって彼女を説き伏ふせようとしている。演えん説ぜつ前のミミコならば、一も二もなく折れていたはずだ。


　しかし、いまのミミコはまったく納なつ得とくした様子を見せなかった。苛か烈れつとすら表現できそうな表ひよう情じようで、凜りんとして二人を見返している。


「いいですか──」


　と口火を切りかけたが──しかし、阻はばまれた。


「失礼」


　口を挟はさんだのは、ギルバートだった。


　気き勢せいをそがれたミミコだったが、気を悪くする様子もなく頷き、彼に発言を譲ゆずった。そうした態度などは、以前とは比くらべものにならぬほど堂に入っている。


　ミミコの許ゆるしを得て、ギルバートは滑なめらかに話し出した。


「先ほど神父が戦力の不安ということを仰ったが、我わが血族は『乙メイ女デン』のためなら、本国の『赤い牙レツド・フアング』より要人警護の熟じゆく練れん者しやを数名、ただちに招しよう聘へいしてかまわない。『カンパニー』指し揮き下かに預あずけ、そちらの都合で運用していただいても結けつ構こうだ。ま、経けい費ひは折せつ半ぱんにしてもらいたいですけどね。僕ぼくは、振られた相手とのデートで全ぜん額がく払はらうほど吸血鬼ができてないもので」


　最後のひと言に、末席のヒバリがクスリと笑った。多少自じ虐ぎやく的だが、陰いん湿しつな感じが少しもしないので、尾根崎や神父といった面々も思わず苦く笑しようを浮うかべている。もっとも、従じゆう者しやのジャネットはこっそり額ひたいにしわを寄よせていたが。


　銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの始祖ソース・ブラツドは外見こそ十代後半と若わかく見えるが、血族の長おさとして、また財ざい閥ばつの最高責せき任にん者しやとして長年重じゆう責せきを担になってきた。この手の会議に参加していても、まったくそつがない。スマートな外見同様、声も口調も心ここ地ちよく、参加者たちの緊きん張ちよう感を適てき度どにほぐしてみせた。


「ただ、個こ人じん的な感想を述のべさせてもらえば、なぜ『乙メイ女デン』が真銀刀なる物にそれほどこだわるのか、いまひとつ理り解かいできませんね。真銀刀の威い力りよくについては、疑うたがうつもりはありません。我が身で確たしかめようとは思わないまでも、ね。ただ、真銀刀は鞘さやから抜ぬかない限かぎり、僕たちにも無害なのでしょう？　現に、いま現げん在ざい僕たちは、こうして不自由なく『キャッスル』を訪おとずれています。真銀刀の存そん在ざいなど、言われなければ脳のう裏りに浮かぶこともない。──神父？　警護上の理由でお答えできないなら結けつ構こうですが……いま真銀刀はどこに保ほ管かんされているのですか？」


　ギルバートが気さくに尋たずねた。


　ミミコにプロポーズを断ことわられて以い降こう、彼と『豪王』の血族は、『カンパニー』とは一定の距きよ離りを置き、限られた範はん囲いでのみ援えん助じよを行っている。しかし、セイやケインの部下は例外としても、他の多くの血族が様子見に徹てつしている状じよう況きようにあっては、実じつ質しつ的な『カンパニー』派はといえるだろう。この会議に列席しているのが、何よりの証あかしだ。


　実じつ際さい、神父は承しよう諾だくして、


「ミミコの私し室しつだ」


　と躊躇ためらうことなく答えた。ギルバートは軽い調子で口笛を吹ふいた。


「乙おと女めの寝しん室しつに忍しのび込こむのは古こ今こんを問わず吸血鬼のロマンと思っていたが……今度『乙メイ女デン』をデートに誘さそうときは、剣けんの存在を常つねに念頭に置くとしよう」


「……ギルバート殿どの」


　難むずかしい顔をしたジャネットが、とうとう横から苦言するように言った。


　以前はラッフルズ・ホテルに寝ね泊とまりしていたミミコも、『キャッスル』に拠きよ点てんを移うつしたあとは、こちらで寝ね起おきするようになった。私室に使っているのは、あてがわれた執しつ務む室しつの奥おくで、ミミコは一日の大半を真銀刀の側そばで暮くらしているのである。これは鎮ちん圧あつチーム隊長としての神父の指し示じであった。


　ギルバートは、従者の批ひ難なんに茶ちや目めっ気けのある仕草で手を振り、改めてミミコを見た。


「いかがです、『乙メイ女デン』？　僕はあなたがいつも真銀刀を抱だいて眠ねむっていることを、いまのいままで知らなかった。行ぎよう儀ぎ良く鞘に収おさまっている限り、真銀刀とはいえそんなものですよ。何も、わざわざ遠ざける必要はないのではありませんか？」


　ギルバートの後を引き継つぐように、月梅も再び発言する。


「私が真銀刀について提てい案あんしたのも、先日葛城代表の執務室に出向いた際さい、壁かべ越ごしにあの剣の存在を感じられたからです。私は、『カンパニー』が真銀刀の存在を公おおやけにするつもりはないと知っていました。だから、執務室に吸血鬼を招まねく際は気をつけるべきだと思い、意見させてもらったのです。失礼ですが、代表は私の申し上げたことを誤ご解かいなさったのでは？　言葉が足りなかったのだとすれば、私の方こそお詫わび致いたします」


　冷静な表情で、月梅は丁てい寧ねいに言った。淡たん々たんとした論ろん理り的な言動は、いかにも彼女らしい。長年にわたり龍王をサポートしてきただけあって、公の場では私心というものを無む意い識しきに殺しているのである。


　月梅が話し終えると、一同の視し線せんがミミコに集中した。


　ミミコは全員が注目するのを待った上で、突とつ然ぜん、ニコリと微笑ほほえんだ。会議の参加者たちは意表を突つかれた。


「月梅さんの意図はわかっていました。ただ、あたしは月梅さんの話を聞いて、気づいたんです。これまで、真銀刀のことを軽く考えていたということに」


「軽く？」


「はい」


　問い返す尾根崎に、ミミコは笑え顔がおのまま柔やわらかく頷うなずく。しかし、顔は笑っていようと、瞳ひとみは笑っていない。強い光を宿してはいるが、むしろ何かしら切せつ迫ぱくしたものを感じさせる目つきだ。


「真銀刀を遠ざけるというのは、あたし自身の心こころ構がまえの問題なんです。あたしたちは、人間から隠かくれて生きる世界中の血族に、共存への協力を求めている。これはある意味、彼らに白はく日じつの下もとへ出てくることを要求しているのと変わりません。自分のみならず、血族全体を危き険けんに晒さらす選せん択たくを迫せまっているんです。そんなときに、たとえ安全面の理由がどうだろうと、あたしだけ真銀刀を隠かくし持っていることに、あたし自身が抵てい抗こうを感じているんです」


「ミミコ君。それは……」


「いいえ、会長。会長や神父さん、他の皆みなさんの意見が間ま違ちがいじゃないことぐらい、あたしにもわかります。それでも、あたしはやっぱり思うんです。真銀刀を携たずさえたまま命がけの彼らと向き合うことはフェアじゃないって。我わが儘ままなことかもしれませんし、皆さんに余よ計けいな手間をかけさせることかもしれない。でも、あたしは打算抜ぬきで、誠せい心しん誠意彼らのためを思って、彼らに理解と協力を求めたいんです。少なくとも『乙女』はそうあるべきだと思うんです。違いますか？」


　決して大きくも乱らん暴ぼうでもない喋しやべり方にもかかわらず、ミミコの台詞せりふは激はげしさに満ちていた。尾根崎や神父が口をつぐみ、あえて沈ちん黙もくを貫つらぬいたサマンサが思わずため息をつくほどに、曲がらない芯しんのようなものを感じさせた。


　結局妥だ協きよう案あんとして、真銀刀はミミコの私室から尾根崎の手元に移されることになった。もっとも一時的な処しよ置ちだ。近いうちに真銀刀を隔かく離りすることを、ミミコは最後まで譲ゆずらなかった。


　会議の終しゆう了りよう後ご、真っ先に部屋を出て仕事に戻もどったのはミミコだ。彼女のあとを追う形で退たい出しゆつする参加者の胸むねには、言葉にならない息苦しさが絡からみついていた。まるで、寝ね苦ぐるしい、シンガポールの真冬の熱帯夜のように。
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「頼たのもしくなった……と評ひよう価かすることもできるのが、この場合かえって複ふく雑ざつね」


　そう言って周りの賛さん同どうを得たのは、さっきの会議では結局一度も発言しなかったサマンサだった。


　理想的な年ねん齢れいの重ね方をした感がある、上品な老ろう婦ふ人じんである。世界的な吸血鬼ブラツク・ブラツド研究の大家である一方、その豊ゆたかな見けん識しきからミミコの個こ人じん的相談相手にもなっている。ただ、今年に入ってからは、二人で話す機会もなくなっていた。いまも表情は穏おだやかだが、ミミコを心配しているのは明らかだった。


　サマンサと一いつ緒しよにいるのは、会議に参加していた尾根崎と神父とヒバリ。それに、スワンだ。会議後、尾根崎と神父は相談の上、サマンサに意見を求めた。すると、偶ぐう然ぜんそこにヒバリが顔を出し、どうせならとスワンも呼よんだのだった。


　五人は、リラクゼーション・ルームの片かた隅すみで、鬱うつ々うつとしながら額ひたいを付き合わせていた。とはいえ、老ろう若にやく男なん女によが揃そろったところで、出てくるのは唸うなり声ばかりというていたらくだ。誰だれしも、そこはかとない不安は抱かかえているものの、具体的論ろん点てんが存そん在ざいしないため話にならないのである。


　そのうち、神父を捜さがしていた朱と鷺き籐とうサキが、リラクゼーション・ルームに顔を見せた。普ふ段だんはあり得ない面々が面めん妖ような顔を並ならべる光景にぎょっとしつつ、五人に近づいてきた。


「……どうされました？　『カンパニー』の中ちゆう枢すうを担になうお歴々が、揃そろいも揃ってサボりですか？」


「ある意味、会議室で話す以上に重大な問題について考えていたのだよ、シスター・サキ。どちらかと言えば、礼れい拝はい堂どうで頭こうべを垂たれてる気分だがね」


　珍めずらしくも疲ひ労ろう感を漂ただよわせながら、神父は軽口を叩たたいた。


「……で？　ミミコはどうだった？」


「どうもこうも。喜んで承しよう諾だくしてくれましたよ」


「そうか。ありがたい」


　サキの返答を聞いた神父が、ようやく顔を明るくした。


　実は尾根崎と神父は、ここに集まる前にサキをミミコの許もとに向かわせていた。サキをミミコの護ご衛えいとして近辺に置くよう、彼女自身の口から提てい案あんしてもらうためだ。


　特とつ区くではミミコの先せん輩ぱいだったサキは、男だん装そうすればさぞ栄はえそうなハンサムな美女だ。しかし右目が人と違ちがい、カナリア色の細長い瞳どう孔こうをしている。これは、彼女が吸血鬼と人間から生まれたダンピールであるためだった。


　ダンピールであるだけに、サキの身体能のう力りよくは多くの部分で人間を上回っている。吸血鬼相手では十分ではないかもしれないが、彼女を護衛にというのは悪くない人選だろう。何よりミミコとは気心も知れているので、単なる護衛だけでなく、ヒバリと同じような話し相手も務つとめてもらう予定なのだ。


「しかし、神父。さっきの話をうかがった身としては、私一人では荷が重いというのが正直な気持ちです」


「ああ。ミミコ君の警けい護ごに関しては、『豪王』ギルバートとも相談中だよ。さっき提案してもらった『赤い牙レツド・フアング』以外に、シスター・ジャネットの協力も願い出ようと思っている。もっとも、こちらは可か能のうな限かぎりということになるだろうが」


　神父が真しん剣けんな口くち振ぶりで言うと、「さっきの話？」とヒバリが質しつ問もんした。


　神父とサキ、それに尾根崎が、とっさに目配せを交かわした。教えていいものかどうか、すぐに判はん断だんできなかったのだろう。


　結局神父は肩かたを竦すくめて、


「実は……さっきの会議中、特区に潜せん入にゆうしているブラザー・リンスケから定期連れん絡らくが入っていてね。その中に、少し気になる報ほう告こくがあったんだ」


　特区からの連絡と聞いて、ヒバリやスワンは身を乗り出してきた。


「リンスケさんたち、上う手まくいってないんですか？」


「いや。レジスタンスの組織化自体は予定以上に順調だ。特区内のレジスタンスは、着実に勢せい力りよくを増ぞう強きようしている。香港でもそうだったが、あいつはあの手の地下運動を煽せん動どうするのが実に巧うまい。練兵に関してはブラザー・バドリックがいるから間ま違ちがいないし、彼らにはかなり期待できるかもしれない」


「じゃ、じゃあ、気になる報告っていうのは？」


「それが……最近どうも、敵てきの動きが鈍にぶいらしくてね。転化して間もない『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の統とう制せいが弛ゆるんでいる節があるそうなんだ」


　神父は深しん刻こくそうな口振りで言ったが、聞いたヒバリはきょとんとした。


　スワンも、いまいちわからない様子で首を傾かしげ、


「済すみません。それがどうして気になるのですか？　敵の動きが鈍いなら、むしろ好都合なのではありませんこと？　あ、それとも、統制が取れてない分、かえって厄やつ介かいということかしら？」


　素しろ人うと二人の反はん応のうに、神父は苛いら立だつことなく首を横に振った。


「違うんだ。これは向こうにいるブラザー・リンスケたちの意見──というより『勘かん』に近いのだが……敵の指し揮き官かんクラス、つまり、九クー龍ロン王おうの直ちよつ系けいたちが、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の統制に手が回らなくなっている。その兆ちよう候こうではないかと危き惧ぐしているわけだ」


「え？　あの……それはどういう？」


「つまり、九クー龍ロン王の直系たちが、何か他ほかの仕事に手を割さかれている。もしくは、特区を離れている可能性もあるのではないかと疑うたがっているわけだ」


　神父の説明に尾根崎が頷うなずいて、彼の後を引き継ついだ。


「仮かりに九クー龍ロン王の直系が特区を離はなれているとして、その行き先でもっとも可能性が高いのは、ここシンガポールだ。そして、現げん状じようで彼らが何らかの関心を持つ対象となると……思いつく限かぎり一人しかいない」


　そこまで聞かされて、ヒバリとスワンは息をのんだ。


「……ミ、ミミコ先輩が狙ねらわれるかもしれないって言うんですか？」


「あくまで可能性の問題だ。しかし、用心に越こしたことはない。実じつ際さい、奴やつらは去年、ミミコ君を狙って刺し客かくを放っているんだからな」


　むしろ自らに言い聞かすように言ったあと、尾根崎は二人を安心させるべく微笑ほほえんだ。


「とはいえ、ミミコ君の安全については、我われ々われが責せき任にんを持って引き受ける。君たちが必要以上に気にすることはない。それと、このことはミミコ君本人には秘ひ密みつにしておいてくれ。これ以上彼女の負ふ担たんを増ふやしたくないからね」


　尾根崎の頼たのみに、ヒバリとスワンは強こわ張ばりながらも頷いた。


　こういう話を聞かされると、かつて机つくえを並ならべて働いたミミコが立たされた立場の辛つらさが、改めて思い知らされる。いや、何もミミコだけではない。彼女たち二人にしても、歴史が激げき動どうする分ぶん岐き点てんにいることは変わらないのだ。


　時の流れは常つねに一定で変わることはないのかもしれない。しかし、その中で生きる者たちにとって、その密みつ度どは変化するのである。おそらくは、人と吸血鬼ブラツク・ブラツドの区別なく。


　尾根崎は続ける。


「君たち二人にはできる限り彼女の側そばにいて力になってやってほしい。何も、警護だけじゃない。彼女はいま、色々張はり詰つめすぎている」


「はい、会長。もちろんです！」


「勝手に突つっ走って潰つぶれられるのも、迷めい惑わくな話ですものね」


　ヒバリとスワンは、幾いく分ぶん青ざめつつも胸むねを張って即そく答とうした。彼女たちの顔に浮うかぶ鮮あざやかな決意に、二人の上司は満足そうな表ひよう情じようを見せた。


　ただ、サマンサの顔は晴れなかった。


「気の置けない話し相手が側にいるのは、ミミコさんの精せい神しん安定にもマイナスにはならないでしょう。しかし、いまの彼女は、自分で自分を厳きびしく律りつしているのよ。それこそ身を削けずる勢いきおいでね。彼女が自分自身に休息を許ゆるさない限り、周りが何をしても根本的な解かい決けつにはならないわ」


　と、ため息をつく。


「そして、哀かなしいことに、彼女の決けつ断だんは決して過あやまちではないの。彼女は自分の──それにわたくしたち全員の悲願を達成するために、身を犠ぎ牲せいにしようとしている。自じ己こ犠牲をすることと悲願達成に努力することは別のことですけど、どのみちわたくしたちは、彼女に無理を強しいねばならないわ。無理をし過すぎるな。しかし可か能のうな限りは無理をしてくれ──なんて、それこそ無理な話ね」


　初めにサマンサが口にした通り、ミミコには「頼たのもしく」いてもらわねばならない。代表の座ざを任まかせたのも、彼女に期待したからこそだ。そして、ミミコはその期待に応こたえようとしている。そのやり方も、決して間ま違ちがってはいないのである。


　というより、本来尾根崎や神父の立場ならば、「よくやってくれてありがたい」と満足して然しかるべきなのだ。それが、逆ぎやくに彼女の無理を案じるというのは、彼らの方こそ組そ織しきのトップとして失しつ格かくだと言うべきなのかもしれなかった。


　その矛む盾じゆんを自覚しているのか、「確たしかに」と尾根崎は苦々しくつぶやいた。


「……教きよう授じゆの仰おつしやる通りかもしれません。いや、おそらくその通りなんでしょう。それでも、何もしないよりはいい。彼女の才能は、目先の困こん難なんを乗り越えるためだけに磨すり潰していいものではないはずです。彼女が倒たおれそうになったとき、彼女の支ささえになりそうなものは、なんでも用意しておく。それが私たちの仕事でしょう」


「ブラザー・ミタカの言う通りです。あとはただ、神のご加か護ごを信じるのみ」


　尾根崎が口元を引き締しめ、神父が厳おごそかに十字を切る。


　サマンサはようやく頰ほおを綻ほころばせ、気品に満ちた微び笑しようを浮かべた。


「あなたたちも、だいぶ男っぷりがあがってきましたね。大変結けつ構こうですよ」
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　頑がん張ばらなきゃ。


　それが、今年のミミコの目標だった。


　自分がやろうとしていることがどれほど大それたことか、ミミコはよくわかっている。少なくともわかっているつもりだった。あの陣内が十年かけてようやく最初の一いち段だんを上がることができた階段だ。それを、自分は一気に駆かけ上らねばならないのだ。


　これは、普ふ通つうの感覚では到とう底てい不可能なことだろう。というより、常じよう識しき的に考えれば──なまじ吸血鬼ブラツク・ブラツドに関かかわる事情を知っている分余よ計けいに──夢ゆめ物語としか思えないことだった。大だい胆たんにも、人と吸血鬼が何千年もの間続けてきた関係を、わずか数年で変えてしまおうというのだから。実じつ現げんすれば史上空前にして最大の大だい革かく命めい。しかし、叶かなわなければ誇こ大だい妄もう想そう。それも、あまりに大それた、質たちの悪い妄想で終わってしまう。


　だから、頑張らねばならない。


　自分にできることなど、頑張ることぐらいなのだから、ならば精せい一いつ杯ぱい頑張るべきだ。


「……おまけに、動機は結構不ふ純じゆんかも……だもんね」


　クスリ、と。


　悪いた戯ずらっぽい透とう明めいな──だが、見る者が見れば背せ筋すじを粟あわ立だたせる何かを含ふくむ苦く笑しようをもらし、ミミコはノートパソコンに向かい続けた。


　部屋の明かりは消してある。以前、廊ろう下かにもれる明かりで、起きていることがヒバリにバレてしまったことがあるのだ。


　ノートパソコンのディスプレイが放つ青白い光が、ミミコの顔を下から照らしている。幽ゆう鬼きのようなその姿すがたを、ミミコは意い識しきしていなかった。


「そうよ……」


　ジローとコタロウに、また会いたい。


　そんな個こ人じん的な理由で世界をひっくり返そうというのだから、自分も大した悪女に成長したものだと思う。しかし、そんな個人的な理由で大おお勢ぜいの人々を巻まき込こんだ以上、自分には頑張る義ぎ務むが生じる。そこには、いかなる言い訳わけが介かい在ざいする余地もない。文字通り死ぬ気でやるしかないのだ。


　だから、日付が変わったいまも、ミミコはヒバリに内ない緒しよで執しつ務む室しつに籠こもり、延えん々えんと仕事を続けていた。


「……いまが……正しよう念ねん場ばよ……」


　先日ヒバリに言った言葉を、意識せずに口にする。


　実じつ際さい、ネット上で無む責せき任にんな人間がどれだけ叫さけぼうと、社会的地位にいる人間が公おおやけに発言すれば、多くの一いつ般ぱん人じんの意識はそちらに向かう。そして、各国の指し導どう者しや層そうにいる人間たちは、ミミコの演えん説ぜつや特とつ区くの陥かん落らく以前から──それどころか、香港聖せい戦せんや『九クー龍ロンショック』よりさらに以前から、有力な血族と接せつ触しよくを保たもってきている。彼らは、吸血鬼というものを昔から知っているはずなのだ。知っていながら事実を伏ふせ、秘ひ密みつ裏りに対たい応おうし続けていたはずなのだ。


　ミミコが提てい示じした提案に、彼らがどんな答えを返すか。それで、世界の動きは決まってくるだろう。彼らが答えを出すときこそ、息を呑のんで様子をうかがっていた世界が、勢いきおいよく動き出すときなのだ。


「だから……いまが……正念場……」


　彼らが動き出すきっかけ。彼らが動き出すための手がかり。


　せめて、彼らとコネクションを持つ有力血族が、積極的アプローチをしてくれれば……いや、有力血族にしても迷まよっているはずだ。彼らを説得し、突つき動かす力が、『カンパニー』やミミコにありさえすれば。


　ミミコ一人ではどうにもできない現実。


　せめて頑張らねば。


　頑張って、頑張って……


　……それで、本当にどうにかなるのだろうか？


「……ジローさんやコタロウ君。いまごろ……何してるかな？」


　ぽろりとつぶやく。


　その瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん込み上げてきた強きよう烈れつな吐はき気に、ミミコは目眩めまいを覚えた。


　口を押おさえて席を立つ。部屋の隅すみにある屑くず入いれの上に、倒たおれ込むようにかがみ込んだ。


「……うっ。……うえ……」


　苦しげな嗚お咽えつがもれた。嘔おう吐と感は消えないのに、何も吐くことができない。考えてみれば食事をしたのは六時間以上前で、それもハンバーガーを半分齧かじっただけだ。涙なみだににじんだ視し界かいが、地じ震しんのように揺ゆれている。もっとも、焦あせりはしなかった。最近ではよくあることなのだ。


　屑入れにしがみつきながら、体調が戻もどるのをじっと待つ。呼こ吸きゆうが落ち着き、怖おぞ気けが消えると、ミミコは深呼吸をして立ち上がった。


「……さ」


　頑張らなければ。


　つぶやくミミコの唇くちびるには、さっきと同じ微び笑しようが張はり付いている。


　無む茶ちやをしていることなんか、わかっている。最初から、自分のキャパシティを超こえることは明らかだった。


　しかし自分は──たとえ夢ゆめの中であっても──ジローとコタロウに少しだけ再さい会かいできた。二人から元気と希望をもらった。そして覚かく悟ごを決めて、あの演説を行った。


　もうあとには引けない。力ちから尽つきて、ぐしゃりと潰つぶれて、指一本ぴくりとも動かせなくなるまで、ただ、ただ、頑張るのだ。


「泣いてる暇ひまなんか……ないってーの……」


　精せい一いつ杯ぱい不ふ敵てきにつぶやいて、ミミコは椅い子すに座すわり直した。


　そのときだ。静まりかえっていた執しつ務む室しつに、乾かわいたノックが二度鳴った。


　ギクリとミミコの手が止まった。


　ヒバリだろうか？　急な用よう件けんなら携けい帯たいに連れん絡らくするはず。わざわざ来てノックしたとすれば、もしかして起きてやしないかと確かく認にんに来たのだろう。だったら、ドアには鍵かぎがしてあることだし、このまま黙だまっていれば行ってしまうはずだ。


　ミミコは、こっそり夜よ更ふかししているのが見つかった小学生のように、じっと息を潜ひそめた。しかし、ノックした何者かが立ち去る足音は、いつまで経たっても聞こえてこない。


　やがて再びノックがした。コン、コン、と二度。それでもミミコはじっとしていたが、ノックの主が立ち去る気配はなかった。


　仕方がない。ミミコは観念して椅子から立ち上がった。


　デスクと応おう接せつセットを回り込んでドアに向かい、


「……ヒバリちゃん？」


　鍵を外してドアを開けた。


　誰だれもいなかった。


「あれ？」


　廊ろう下かに顔を出して左右を確かく認にんする。廊下の明かりはまだ点ついているが、人の気配はなく、静せい寂じやくだけが立ち込めている。ミミコは首を捻ひねりながらドアを閉しめ直した。デスクに戻もどろうとして──心しん臓ぞうが止まりそうになった。


　執務室に置いた、応接用のソファとテーブル。


　そのソファに、ひとりの女じよ性せいが腰こしを下ろしていたのだ。


　座っていてもはっきりとわかるほど、長身の女性だった。歳としの頃ころはわからない。薄うす暗ぐらいせいもあるが、五十、六十にも見えるし、同時にもっと若わかく──三十代のようにも見える。質しつ素そな印象の黒服の上に、シンガポールではまず見ない、黒いケープをまとっていた。黒くろ髪かみは丁てい寧ねいに結ゆい上げており、脱ぬいだ黒い帽ぼう子しが、揃そろえた膝ひざの上に乗せられていた。真っ直すぐに伸のびた背せ筋すじと落ち着いた風ふう貌ぼうには、洗せん練れんされた麗れい人じんの気品があった。


　吸血鬼ブラツク・ブラツド。それも、ただ者ではない。過か去この経けい験けんと培つちかわれた直感が、薄うす闇やみの中に座る吸血鬼の「格かく」をミミコに告げていた。


　そして、もうひとつの記憶が。


「夜分に失礼します、『乙メイ女デン』」


　女吸血鬼が口を利きいた。


　冷たい響ひびきの声。また、高度な知ち性せいを感じさせる声だ。


「突とつ然ぜんの訪ほう問もんをお詫わびします。最終的な判はん断だんを下す前に、どうしても私自身の目で確認しておきたかったのです。あなたという『人間』を」


　女吸血鬼はそう言って、ドライアイスの如ごとき双そう眸ぼうを、針はりのように細めた。ミミコは息を呑のみつつ、ゆっくりとソファに近づいた。


　女吸血鬼が立ち上がる。


　彼女は優ゆう雅がな仕草で腰こしを屈かがめ、


「初めまして、『乙メイ女デン』。私は──」


「ようこそ、アンヌ・ウォーロック。お会いできて光栄です」


　女吸血鬼──『魔ま女じよモーガン』の血族の長おさにして、ウォーロック家三姉し妹まいの長女アンヌ・ウォーロックは、にこやかに笑い手を差し伸のべるミミコに無言のまま目を瞠みはった。









　　三章　英国の魔ま女じよ
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「どうしても行くの？」


「ええ。どうしてもよ」


　金きん髪ぱつの女性の嘆たん願がんじみた確かく認にんに、黒くろ髪かみの女性は苦く笑しようを浮うかべた。少し呆あきれ、少し閉へい口こうしたような、しかし親愛に満ちた苦笑だ。


　ウェールズの森の奥おく深ふかく。一年中霧きりの晴れない澄すんだ湖の畔ほとりに、その館やかたは建っていた。生おい茂しげる蔓つる草くさや蜘く蛛もの巣に覆おおわれ、近きん隣りんの猟りよう師したちが魔女の館と呼よんで恐おそれ敬うやまう古い建物だ。主あるじは黒髪の女性である。館は幾いく度ども修しゆう繕ぜんし改かい築ちくされているが、彼女はここに、もう千年近くもの間住んでいた。


　二人がいるのは湖こ畔はんの庭だ。辺りには水気を含ふくんだ重たい空気が漂ただよい、苔こけや薬草のにおいが立ち込こめている。周辺の木々は森の中でも特に古く大きいもので、館や湖の上に枝えだ葉はを伸ばし、天然の屋根のように覆っていた。


「たぶんこれが最後になるわ。色々、ありがとう」


　そう言って、黒髪の女性が金髪の女性を抱だきしめる。


　妖よう艶えん、という形けい容ようがこれほど見事に当てはまる女性も少ないだろう。長い黒髪は大だい胆たんに波打ちながら、漆しつ黒こくのドレスとともに成せい熟じゆくした身体からだを覆っている。アーモンド形の大きな双そう眸ぼうは長い睫まつ毛げに縁ふち取どられ、肉にく厚あつな唇は紅べにを差した訳わけでもないのに若わか々わかしい朱しゆ色いろに染そまっている。大きく開いたドレスからのぞく胸むな元もとや背せ中なかは、染しみひとつなく滑なめらかに淡あわい月光をまとっていた。


　もう一人の女性も、美しい女性だ。黒髪の女性が妖艶なら、彼女は可か憐れんと称しようすべきだろう。身にしているのは黒髪の女性と好対照を成す白い服。ウェーブする金髪は黄金の糸のようで、白い肌はだは大理石のように輝かがやいて見える。円つぶらかな青い瞳ひとみが見る者の心をつかむが、その瞳もいまはうっすらと涙なみだに潤うるんでいた。


　黒髪の女性を、ぎゅっ、と抱きしめ返し、


「……寂さびしいよ」


「ごめんね。でも、それはあなたが自分で選んだ宿命でしょう？　泣いてちゃ駄だ目めじゃない。ね？」


　黒髪の女じよ性せいが、金髪の女性の顔をのぞき込む。金髪の女性はグスグスと鼻を鳴らして頷うなずく。黒髪の女性はもう一度苦笑した。


　二人はゆっくりと互たがいを離はなした。黒髪の女性は振ふり返って湖に向かった。


　湖の中央部には小さな島がある。大たい樹じゆの枝葉もそこまでは届とどかず、島には真っ直すぐ落ちる月光が注がれていた。


　島には祭さい壇だんがあって、樫かしの木を削けずって作ったひと振りの杖つえが祀まつられていた。黒髪の女性が手を伸のばすと、杖は宙ちゆうを舞まって、彼女の手の中に収おさまった。その杖を握にぎった瞬しゆん間かん、彼女の美び貌ぼうが厳きびしく引き締しまった。


「ぼくにできることはない？」


「ええ。ない。……いや、ひとつだけあったわ」


　黒髪の女性が向き直り、金髪の女性の背はい後ご──館に向かって叫さけぶ。


「子こ供どもたち！　別れのときよっ」


　一いち陣じんの霧が舞った。


　その霧が晴れたとき、庭には三人の少女が跪ひざまずいて、金髪の女性に頭こうべを垂たれていた。


　黒髪の女性は少し得意そうに、


「私とあいつの子」


　予期せぬ台詞せりふに、金髪の女性が目を丸めた。「あの馬ば鹿かは知らないけどね」と、黒髪の女性は素す晴ばらしく魅み力りよく的な仕草で片かた目めをつぶった。


「転化する前に産んだ子たちよ。血を与あたえたのも、ずいぶん前。お願いというのは、この子たちのこと。決して、甘あまい顔を見せないで。あなたの優やさしさは、時に毒になる。甘くて暖あたたかい、危き険けんな毒に」


　黒髪の女性はそう言うと、不服そうに反はん論ろんしようとする金髪の女性を、人差し指を立てて黙だまらせた。


「他の血けつ統とうは知らずとも、『魔女』の毒は苦くなきゃ」


　そう告げて、澄すまし顔で微笑ほほえんだ。


　それから、少女たちの一人に、


「アンヌ」


　と優しく声をかけた。


「妹たちを、よく見なさい。そして、あなたの息むす子こや娘むすめ、孫たちを。こちらの方は知っているね？　彼女の助言を耳にすることは許ゆるすが、お前から助言を求めることは許さない。甘えることなく、『血』の声に従したがうの。いい？」


「……はい。お母様」


　少女は行ぎよう儀ぎ良く答えた。その声は、外見に反し老成している。黒髪の女性は一瞬誇ほこらしげな微び笑しようを見せた。


「あいつの一番弟で子し──ビビアンと言ったっけ？　あれは、ずいぶん出来がいい。この地にあいつの血が残るなら、私の血は遠からず絶たえるでしょう。けど、それならそれもいいわ。私は好きに生き、たぶん、好きに死ぬ。あなたたちもそうするの。良いわね？」


　そう言い残し、一族の長おさたる偉い大だいな魔ま女じよは、杖を振り、魔法を放った。


　彼女の身体が鷹たかの羽の如ごとく軽くなり、宙に浮うかんで風を捉とらえる。それまで我が慢まんしていた少女たちが、ついに顔を上げ母親を見上げた。金きん髪ぱつの女性は、こぼれる涙なみだを堪こらえながら叫ぶ。


「マーリン君にもよろしく伝えて。二人とも、せめて悔くいが残らないように」


「ええ。本当にありがとう、イヴ。あなたの導みちびきがあったことを光栄に思う。心から感かん謝しやするわ」


　その言葉を最後に、『魔ま女じよモーガン』は森の夜空へ消えた。そして、帰ってこなかった。彼女が愛し、生しよう涯がい競きそい続けた、月げつ下かの大だい魔ま術じゆつ師しと共に。


　金髪の女性は、透すき通るような哀かなしみに胸むねを痛いためた。


　哀しい。ひどく哀しい。


　その哀しさの残ざん滓しは、いまもミミコの中に残っている。夜ごと見る夢ゆめ。遥はるかな過か去こへ『賢けん者じや』と共に歩む、旅のひとつとして……
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　歩きましょうというミミコの提てい案あんを、アンヌは受け入れてくれた。


　最近では、気分転てん換かんの散歩すら叶かなわぬ贅ぜい沢たくになりつつあるミミコである。しかし、アンヌがミミコの気配まで隠かくしてくれれば、他人の目を気き遣づかう煩わずらわしさからも解かい放ほうされる。二人は中央センターと隣りん接せつするビルへ移い動どうした。


　背せの高い中央センターとは逆ぎやくに、七階建ての横に長い施し設せつだ。そのビルの屋上には、センターから連れん絡らく橋きようで直接アクセスできる空中庭園がある。そこが、夜の散歩にはうってつけの場所なのだ。


　幸い、今夜は月が綺き麗れいだ。


「特とつ区くにいたころ、あたしの護衛クローザーがよく夜の散歩をしてたんです。いまになって、あたしももっと付き合えばよかったって思うようになりました」


　夜明けまであと数時間となっても、『キャッスル』は活動を続けている。施設の明かりはあちこち灯ともされ、眼がん下かの中庭からも人の行き来は絶たえない。しかし、さすがにこの時間屋上の庭園を訪おとずれる者はいなかった。


　憩いこいの場として設置された庭園は、夜風に揺ゆれる椰や子しの木の枝えだが、南国の優ゆう雅がさをかもし出している。濃こいエメラルド・グリーンの木々は、月明かりの下でも目を癒いやした。小さな噴ふん水すいや、白はく亜あのモニュメント。丁てい寧ねいに手入れがされた色とりどりのヘリコニア。『カンパニー』代表と『魔女モーガン』の長おさは、邪じや魔まされることなく月夜の静せい寂じやくを楽しんだ。


「……『賢けん者じや』の記き憶おくが」


「ええ。といっても、ほんとに断だん片ぺん的なんですけどね」


　初対面で正体を見み抜ぬいた秘ひ密みつを、ミミコはアンヌに説明した。実は以前にも似にたようなことがあった。しかも、同じ『魔女モーガン』の血をひく吸血鬼ブラツク・ブラツド──カーサが相手だ。あのときは、ジローに血を吸すわれた共鳴現げん象しようの名残なごりで、彼の記憶を夢に見て、カーサの顔と名前を知ることができたのだ。今回はそれが、ジローの血ではなくコタロウの血、ジローの記憶ではなくコタロウの──『賢者イヴ』の記憶だったわけである。


　特区でコタロウに血を飲ませて以来、ミミコはいまでも夢の中で、『賢者』の記憶を共有することがあるのだ。毎まい晩ばんというわけではなかったが……いや、覚えていないだけで、ほとんど毎晩夢に見ているのかもしれない。


　おそらく共鳴現象の一種だろうと考えているが、ミミコがコタロウに血を吸わせてから、すでにかなりの時間が経けい過かしている。また、与あたえた血も、ごくごく少量である。にもかかわらずまだ共鳴が続いているのだとすれば、始祖ソース・ブラツドの力故ゆえなのか、あるいはコタロウが何かしているのか。


「色々勉強になるから、ありがたいですけどね。それに──」


　──こんなに『頑がん張ばる』ことができるのは、たぶんあの夢のおかげなんだ……


　夢の中で我わが事のように共感する『賢者』の思い。その優やさしさや豊ゆたかな感かん受じゆ性せい、おおらかな心の持ちようが、無む意い識しきの裡うちにもミミコのストレスを和やわらげ、精せい神しんを癒いやしてくれているのだろう。毎晩のように吐はき気を覚えるほど追い込まれても、睡すい眠みんを取ったあとは頭がすっきりしているのがいい証しよう拠こだった。


「では、『賢者イヴ』の記憶の中に、私のことまで？」


「まあ、見た目はかなり変わられてましたけど……なんとなくわかりました」


　とミミコは自分でも不ふ思し議ぎに感じつつ告白した。


　アンヌはわずかに目線を落とし、黙だまり込んだ。


　屋外に出たアンヌは、さっきは手にしていたクラシカルな帽ぼう子しを被かぶって、薄うすいヴェールを垂たらしている。そのヴェールが邪魔をして、彼女の反はん応のうはわかりづらい。ただ、この沈ちん黙もくはひょっとすると感動しているのかもしれない、とミミコは思った。血けつ統とうが違ちがっていても、始祖ソース・ブラツドの存在は吸血鬼ブラツク・ブラツドにとって特別なのだ。


　──特に、『賢者イヴ』はほとんどの血族から敬けい愛あいされているみたいだしなあ。


　コタロウをよく知るミミコだけに、なんだか苦笑いしてしまう心しん境きようだ。


　南国の植物が茂しげる月夜の空中庭園を、日本の少女とイギリスの吸血鬼は並ならんでゆっくりと歩く。初めて会う吸血鬼。それも、『魔女モーガン』の血族を統すべる長老などという大物と二人きりだというのに、ミミコは妙みようにリラックスしていた。


「……あの、アンヌさん。お聞きしていいですか？」


「ええ、『乙メイ女デン』。何か？」


「ケインさんは、いまどうされてるんですか？」


　並んで歩いていたアンヌは、ミミコの質しつ問もんを聞いて落ち着いた視し線せんを向けた。


「……彼は、ウォーロック家を出ました」


「えっ？」


「私どもの血統に伝わる禁きん術じゆつを学び──自らに施せ術じゆつしたようです。その後の経けい過かまでは不明ですが、いまは『北の黒くろ姫ひめ』と呼よばれる隠いん遁とんした吸血鬼の許もとに身を寄よせています」


「き、『北の黒姫』!?　それって──」


　香ホン港コン聖せい戦せんのあと、ジローが幼おさないコタロウと共に世話になっていた古血オールド・ブラツドだ。確たしかセイの姉にあたる大吸血鬼のはずである。


　なぜケインがそんな場所にいるのか、すぐには見当が付かなかった。セイから聞いていたのか──いや、ケインとて長く生きてきた古血オールド・ブラツドだ。世界各地を旅していたらしいし、昔から親しん睦ぼくがあったのかもしれない。だが、それにしても目的がわからない。


「どうしてですか？　ケインさんはなんでウォーロック家を出てそんな場所に……」


　続けて尋たずねかけたミミコだったが、途と中ちゆうで理り解かいし、口を閉とざした。


　──決まってるわ。ジローさんと同じよ。


　特とつ区くを取り戻もどす。崩ほう壊かいする特区から脱だつ出しゆつせざるを得なかったとき、ケインはミミコの前で、はっきりとそう明言した。そのために必要な力を、ケインは身につけようとしているのだ。禁術を学んだというのも、自らの力を増ますために違いない。


　──ケインさんも頑張ってるんだ。諦あきらめてなんか、いないんだ。


　ミミコの胸むねの奥おくが、じわりと熱くなった。特区奪だつ還かんを目指す仲間の存そん在ざいが、言葉にできないほど嬉うれしく、頼たのもしかった。


　一方、感かん激げきするミミコの様子を、アンヌは冷静に見守っていた。


　飾かざらない口くち振ぶりで、


「意外ですね」


「え？」


「私に対する質問で、まずケインのことを聞いたことがです。いまのあなたの立場なら、わざわざ訪ほう問もんしたウォーロック家の代表者に聞くことなど、他にも数えきれぬほどあるでしょうに」


「あ、それは……」


　アンヌの言うとおりだった。『カンパニー』代表として、『魔女モーガン』を率ひきいるウォーロック家の存在は決して軽かろんずることができない。ケインの動向も重要には違ちがいないが、ミミコが質問したのは私し的てきな感かん情じように従したがった結果だ。


　特に、いまミミコたちが置かれてる状じよう況きようを考えれば、欧州有力血族の長おさとの会見は、『カンパニー』の今後を左右しかねない重大な事じ件けんである。アンヌの登場があまりに唐とう突とつだったとはいえ、その現げん実じつをミミコは失念していた。


「も、申し訳わけありません。アンヌさんが来訪なさった意味を軽けい視しするつもりはなかったんですが……って！　よく考えたらあたしってば、『アンヌさん』なんて気安く呼よんで！　か、重ね重ね済すみませんっ」


　ミミコは顔を赤らめ、しどろもどろに弁べん解かいした。もっとも、アンヌの方は狼ろう狽ばいするミミコを前にしても、あくまで冷静だ。


「お気になさらず。アンヌと呼んで下さって結けつ構こうです、『乙メイ女デン』」


　と、嫌いやみなほど平静な声で言った。


「それに、誤ご解かいなさらないで下さいね。私は責せめているのでも皮ひ肉にくを言っているのでもありません。ただ純じゆん粋すいに、意外に思っただけのことです。率そつ直ちよくに言わせて頂きますが、会議のときのあなたよりはいまのあなたの方が、個こ人じん的に好感が持てますよ」


「会議？　まさか、さっきの会議のことを？」


「はい。聞かせて頂きました。その点はこちらこそ謝しや罪ざいせねばなりませんね」『魔女』の長老は、悪びれた風でもなく白はく状じようした。


　アンヌは、昨夜遅おそく──正せい確かくには日付の変わった本日の未明にシンガポール入りしたらしい。今日は日中から『キャッスル』に移い動どうし、ほぼ一日ミミコや『カンパニー』と十字軍の幹かん部ぶを観察していたという。


　ミミコは複ふく雑ざつな気分で口を結んだ。会議を盗ぬすみ聞きされたことも複雑だが、会議の席での自分の言動を否ひ定ていされたのも不本意だったのだ。


「……アンヌさんは、会議であたしが言ってたことに賛さん同どうしてもらえないんですか？」


「あなた方の議ぎ論ろんそのものには、正直興きよう味みが持てませんでした。真ジエン銀イン刀タオのことは聞いていますが、その扱あつかい方が私どもの今後に大きく関かかわってくるとは思えませんので」


「じゃあ……」


「私が言っているのは、あなたという人間についてですよ」


　再ふたたび、アンヌはヴェール越ごしの視線をミミコに向けた。


　偉い大だいな吸血鬼ブラツク・ブラツドの長老。その威い圧あつ感は自じ制せいされているようで感じないが、ミミコはなんとなく、古めかしく厳げん格かくな女教きよう師しと向き合っている気分になった。


「先ほど個室でも繰くり返し口にされていましたが、確たしかにあなたは頑がん張ばっているのでしょう。会議でも、あなたは頑張っていた。ただ──失礼ながら個人的見解を述のべさせて頂けば、あなたのような小娘が世界や歴史、血族社会すべてをどうこうしようと『頑張る』など、不ふ遜そんを通り越して滑こつ稽けいです」


「こっ──」


　ミミコは思わず怯ひるんだ。もっとも、反論はしようがない。実じつ際さい、アンヌから見ればミミコなど小こ娘むすめとしか言い様がないのだ。『乙メイ女デン』などと持ち上げられていると忘わすれがちだが、ミミコはまだ十八の少女に過すぎないのである。


「何をどうしようと、地球の自転は止まりませんし変わりません。歴史の流れも、その後を決定づける節目があるように見えて、実は大きな流れはすでにそこにあるものです」


　と、情なさけない顔をするミミコに、アンヌはわずかに唇くちびるを綻ほころばせた。


「とはいえ、せいぜい百年生きるに過ぎぬ人間ならば、滑稽に生きるより術すべがないのも真理でしょうか？　そして、滑稽な人間が成した世に、我われらもまた生きている。滑稽にも懸けん命めいに、知ち恵えを巡めぐらせて。つまりは、それらすべての集まりが、彼女の言う『脈動』というものなのかもしれません」


　そう言って、アンヌが空を見上げる。月を見ているらしい。遠く小さい月は、間もなく──おそらく明日の夜には、満月になろうとしていた。


　ミミコは不意に思う。この人は、ジローより遥はるかに多く、あの月を見上げてきたのだ。半ば伝説の中に埋うもれる、遠い遠い昔から。


　気がつくと背せ筋すじが伸のびていた。


　この人に協力して欲ほしい。古いにしえから人の世を見つめてきた吸血鬼の長老。彼女の理解と協力が、ミミコは欲しかった。彼女に、自分の理想をわかってもらいたかった。


「……あたしが頑張っても、所しよ詮せん何も変わらないとお思いですか？」


　ミミコの問いかけを受けて、吸血鬼は静かに彼女を見下ろした。


「その質問には答えがありません。あなたが頑張って何かが変わるかもしれないし、結局何も変わらないかもしれない。また、あなたの頑張りとはまるで無関係なところで、大きな変動が起きるかもしれない。実際、現げん在ざい欧州の血族社会では、多くの血族に呼よびかけて話し合いの場が持たれています。あなたの演えん説ぜつ。その影えい響きようと、自分たちが取る選せん択たくに関して話し合うために」


「え？」


　と瞬まばたきするミミコに、アンヌは平静に続ける。


「それだけではありません。近々さらに大だい規き模ぼな──全世界規模の会議を開かい催さいする動きも出てきています。おそらくは、もう間もなく実現すると思いますが……月下の歴史を繙ひもといても他たに例のない事じ態たいとなるでしょうね」


「……本当ですか？　世界中の吸血鬼が……!?」


　ミミコは絶ぜつ句くした。


　すぐには信じられない情じよう報ほうだった。吸血鬼が他の血族と積極的に関かかわることすら珍めずらしいのに、世界中の吸血鬼が自分の提てい案あんを真しん剣けんに考こう慮りよするというのだ。もちろん、そうした展てん開かいを夢ゆめ見みて努力しているわけだが──いざ実現すると聞かされても、すぐには現実味がわかない。


「人の世といかに接せつするか。その問いは、月下でも度たび々たび繰くり返されてきました。前世紀からは特に頻ひん繁ぱんに。あなたの演説は大きなきっかけでしたが、それだけではないのです。世情の根本に流れる潮ちよう流りゆうというものは、さらに長い時間をかけて作られてきたのです」


　そう言って、アンヌは最後に付け加える。


「皆みな、『頑張って』いるのですよ」


　そのひと言が、ミミコの目を開かせた。


　ミミコが頑張っているように、世の変動に潰されないよう頑張っている者は大おお勢ぜいいる。何百年と生きた吸血鬼たちも、同じように頑張っている。


　ひとりではないのだ。


　瞳ひとみが急に輝かがやきを増ましたかのようだった。ミミコは生気に満ちた眼まな差ざしで、長身のアンヌを見上げた。アンヌは──人間にはまずわからない程てい度どに──わずかに身じろぎした。


「……よかった」


「え？」


「アンヌさん。アンヌさんは先ほど、私や他の人たち、あなた自身や他の吸血鬼たちも、みんな滑稽に生きていると仰おつしやいました。滑稽に、頑張っていると」


「はい。確たしかに」


「世界中の頑張りが集まって世界の行方ゆくえを少しずつ決めていくのだとすれば──」


　とミミコは健すこやかに笑え顔がおを見せる。


「それは、とても素す敵てきなことだと思います」


「…………」


　アンヌは静かにミミコを見つめた。


　──呆あきれられたかな？


　ひょっとすると、無む邪じや気きな楽天家と思われてしまったかもしれない。しかし、いま言ったことはミミコの本心だ。世界の行方を変えるために、世界中の頑張りを集める。世界中の頑張りを調停する。それこそが、自分たちの仕事なのかもしれない。


『乙メイ女デン』とは、人々や吸血鬼ブラツク・ブラツドたちを指し導どうし、教育する存そん在ざいではない。同じ理想を追う者たちと共に、人と吸血鬼を調停する調停者コンプロマイザーの象しよう徴ちようであるべきなのだ。


　ミミコは、霧きりが晴れたような清すが々すがしさで、アンヌの瞳を見上げていた。アンヌもまた、ミミコの目を正せい視しした。


「……あなたは目を逸そらさないのですね」


　吸血鬼と目を合わせることは、相手の前に裸はだかで立つのと同じほど無む防ぼう備びなことだ。しかし、指し摘てきされてもミミコは目を逸らさなかった。


「だって、アンヌさんはあたしを見定めるために来られたんでしょう？」


　その答えに、アンヌは沈ちん黙もくした。


　見つめ合う二人の間を、涼すずしい夜風が吹ふき抜ぬけていった。純じゆん白ぱくのスーツを着たミミコと、漆しつ黒こくのスーツを着たアンヌ。太陽の子と月の民たみは、互たがいの思いを胸むねに抱いだいたまま静せい寂じやくを共有した。
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「……ケインが報ほう告こくしていたことが、少し理り解かいできました」


　ミミコは頷うなずき、問いかける。


「アンヌさん。人と吸血鬼は共存できると思われますか？」


　赤い血レツド・ブラツドの問う声に、黒い血ブラツク・ブラツドは静かに答える。


「わかりません。ですが、私は『頑がん張ばって』みることにしましょう。『乙メイ女デン』葛かつら城ぎミミコ。私たち『魔女モーガン』の血けつ統とうは、あなた方の理念に賛さん同どうします」





　それは、また一歩、太陽の歴史と月下の歴史が歩み寄よった瞬しゆん間かんだった。


　直後に待ち受ける悲ひ劇げきを、二人が知る由よしもなかったにせよ。





２







　ウォーロック家の長おさ、アンヌ・ウォーロックの突とつ然ぜんの来らい訪ほうは、『カンパニー』及および十字軍の上じよう層そう部ぶを揺ゆさぶった。しかも、彼女は正式に『カンパニー』と立場を同じくする意い志しを表明したのだから、彼らが沸わき立つのも当然であった。


「感かん謝しやします、ミズ・アンヌ。あなたの決けつ断だんは、私どもの未来にとって、忘わすれがたい嚆こう矢しとなるでしょう」


　翌よく日じつ開かれた会談の場で、尾お根ね崎ざきは感かん激げきも露あらわにアンヌの手にキスをした。


　同席していたギルバートが、大おお仰ぎように首を振ふり、


「おやおや、皆みなさん。誰だれよりも早く『カンパニー』にラブコールを送ったアメリカの血族がいたことは、もう皆さんの記き憶おくから消えてしまったのでしょうか？　人の世が儚はかないとはいえ、これはあまりに寂さびしいことです」


「お止よしなさい、ブラザー・ギルバート。我われ々われの友ゆう情じようにとっても、彼女の協力は喜ばしいことだ。新たな関係を妬ねたんで過か去この関係を疑うたがうなどあなたらしくない。賢けん明めいな大人の対たい応おうとは言えませんぞ？」


　わざとらしく嘆なげくギルバートに、神父が横からニヤリとやり返した。二人の人ひと柄がらによるところも大きいが、こんな会話が平然と交かわされているのは、互たがいの関係が良好である何よりの証あかしだ。もっとも、サマンサは呆あきれ顔になり、ジャネットは眉み間けんに深いしわを刻きざんでいたが。


　とはいえ、アンヌも長年血族社会の荒あら波なみにもまれ、己おのれの血族を導みちびいてきた長老だ。間ま違ちがっても始祖ソース・ブラツドに対する礼を欠くことはなかった。尾根崎や神父、委員長の羅ローと挨あい拶さつを交わしたあとは、真っ直ぐギルバートの前に歩み寄って膝ひざをついたのだ。


「……お目にかかれて光栄です、『豪ごう王おうフォワード』。若わかく春秋に富とむ新王。因いん習しゆうを打だ破はする者。過すぎし時への挑ちよう戦せん者しや。新たな流れを作る者よ。御おん身みのもとに月下の栄光がありますことを、また御身に相応ふさわしい健すこやかなる大望を手にされますことを、卑ひ賤せんの身ながらお祈いのりいたします。私は『魔女モーガン』の血を継つぐ、アンヌ・ウォーロック。イギリスはウォーロック家を束ねる三姉し妹まいの長女でございます。ご挨拶が遅おくれたこと、どうぞお許ゆるし下さいませ。また、王と同じ道を歩むことを、どうぞご容よう認にん下さいませ。『豪王』と陣じん営えいを同じくできること、光栄の極きわみにございます」


　アンヌの口から流りゆう暢ちような言上が告げられる。吸血鬼や『カンパニー』の人間は厳げん粛しゆくな面おも持もちで見守っていたが、十字軍の幹かん部ぶたちは些いささか驚おどろいて背せ筋すじを伸のばした。委員長の羅にしても、吸血鬼が格かく上うえの相手にする言上を耳にするのは、香港以来だったのだ。


　ギルバートもスマートな仕草でアンヌに返礼した。


「かたじけない、アンヌ・ウォーロック。知っての通り、僕ぼくは血族社会の古い慣かん習しゆうに不ふ慣なれだ。無礼があればお詫わびするが、まずは貴女あなたのお気持ちを頂ちよう戴だいする。豊ゆたかな経けい験けんをお持ちの年長者を盟めい友ゆうに得て、僕も心強く思います」


　気取るところも構かまえるところもないギルバートの態たい度どは、彼の洗せん練れんされた佇たたずまいに似に合あっていた。あれを振ふったのかと思うと、ミミコは自分がいかに身の程ほど知しらずか改めて思い知らされる。


　──いやいや！


　悪いのは全部、赤スーツの朴ぼく念ねん仁じん。誰がなんと言おうと、そこのところは間違えてはいけない。自分はちっとも悪くないのだ。


　──ジローさん、ちゃんと『頑がん張ばって』る？　あたしの方は心強い味方がまた一人増えたけど……一番はジローさんなんだからね。


　尾根崎に神父。ギルバートにアンヌ。彼らを見やるミミコの視し線せんが、嬉うれしげに、そして少し切なげになる。その、昨日までとは違うミミコの横顔を見て、後ろに控ひかえるヒバリが驚いたように目をぱちくりさせた。護ご衛えいとして側そばにいるサキも、ヒバリと同じ発見に唇くちびるを綻ほころばせている。


　ともあれ、『カンパニー』と十字軍はアンヌの参加表明を大いに歓かん迎げいしたが、彼らとは少し違う意味で立場が救われた者たちもいた。特とつ区くからシンガポールに移うつった、ケインの部下たちだ。


「ご無ぶ沙さ汰た致いたしました、長老。長きにわたり本家の意向を伺うかがうことなく勝手な行動を取ってきたこと、心よりお詫わび致します。ただ、ケイン様に従したがったのは、あくまで私ども自身の意い志しです。私どもの進しん退たいに関しましては、ケイン様にお咎とがめなきよう、伏ふしてお願い申し上げます」


　そう言ったのは、ケインが去ったあと彼の地じ盤ばんを預あずかるアルバートだ。血族の長おさを前に恐きよう縮しゆくしきっていたが、アンヌは素そっ気けなく彼らを咎めるつもりはないと告げた。状じよう況きようが変わったいま、『魔女モーガン』の血族における彼らの立ち位置は重要さを増ました。彼らの責せき任にんを追つい及きゆうすることは血族全体の不ふ利り益えきとなるし、血族全体の不利益になるような真ま似ねを、アンヌがするわけがないのだ。


　また、ケインの動向を聞いて心を乱みだす者もいた。密ひそかに──しかし誰よりもケインの帰りを待ち侘わびていたジャネットだ。


「アンヌ様。ケイン殿どのが求めた禁きん術じゆつというのは、まさか……」


「彼が自ら選んだことです」


「そんな……」


　アンヌの簡かん潔けつな返答を耳にして、ジャネットは幼おさなさの残る容よう貌ぼうを青ざめさせた。


　ジャネットはケインに匹ひつ敵てきするほど長く生きた吸血鬼ブラツク・ブラツドだが、外見は十四、五の少女で、性せい格かくも外見に相応しく純じゆん粋すいだ。ケインを慕したう気持ちに噓うそはないとしても、彼が進むと決めた道には、吸血鬼として嫌けん悪お感、忌き避ひ感を感じずにいられないのだろう。また、そんな自らの反はん応のうにもショックを受けた様子だった。


「ケイン殿。それほどまでに……」


　暗あん澹たんとつぶやくジャネットの顔は、苦く悩のうに満ちている。「どういうことですか？」と気になったミミコやアルバートが尋たずねたが、アンヌは何も答えなかった。


「ともあれ、私はしばらくの期間、こちらに滞たい在ざいさせていただきます。ただし、本国の妹に指し示じし、可か及きゆう的速すみやかに闇内閣シヤドウ・キヤビネツトとの会談を設もうけるようにさせましょう。彼らの意向は、イギリス政せい府ふにも大きな影えい響きようを及およぼすはず。彼らがどのような結けつ論ろんを出すかはわかりませんが、可か能のうな限かぎり尽じん力りよく致しましょう」


　人間たちの世界が情じよう報ほう化社会と化す流れに、血族社会からいち早く追つい従じゆうしたのが、『魔女モーガン』のウォーロック家だ。その長だけあって、アンヌの行動は古血オールド・ブラツドらしからぬほど早い。単身ミミコの人ひと柄がらを確かく認にんしにシンガポールまで来たフットワークの軽さも、彼女ならではといえるだろう。普ふ通つうなら歳とし経へた吸血鬼──ましてや血族を率ひきいる長ともなれば、ひとつの決けつ断だんに数十年を費ついやすことも珍めずらしくはないのだ。


　むろん、そうしたアンヌの資し質しつは、人間たちにとっては願ってもないものだった。彼らはさっそく、今後の行動、その指し針しんについて、話し合いを開始した。すべては噓のように順調に進んでいく──かに見えた。
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「驚おどろきましたわね。ウォーロック家の長老が？」


「まったくだ。あんなのがある晩ばん突とつ然ぜん訪おとずれて来るというのでは、護衛を任まかされた身としては気が気でないよ」


　話を聞いて感心するスワンに、サキは幾いく分ぶん悄しよう然ぜんとしながらぼやいた。


　最近息いき抜ぬきの場として定着してきたリラクゼーション・ルーム。会議はまだ続いているが、一度休きゆう憩けいを挟はさんでいるところだった。


「そういうサキさんは、ミミコの側にいなくてよろしいんですの？」


「ミミコはまだ会議室だ。アンヌ・ウォーロックとジャネット・ハーゲンダルフが同席している。神父まで一いつ緒しよなんだ。私の出る幕まくはないよ」


　サキはへの字口で肩かたを竦すくめてみせた。ただし、彼女の顔は楽しげだ。このところ停てい滞たい気味だった『カンパニー』のムードが、アンヌの登場で明るくなった。そのことが素す直なおに嬉うれしいのである。


「そんなことよりっ」


　と、サキと一いつ緒しよについてきたヒバリが、紙コップ片かた手てに身を乗り出した。


「ミミコ先せん輩ぱいの顔色が晴れたのが、何よりの成果です！　アンヌさんが『カンパニー』の理念に賛さん同どうしてくれたのが、よっぽど嬉うれしかったんですね」


「確たしかに、憑つき物が落ちたような顔をしていたな。昨晩二人だけで話をしたらしいが──何か感じることがあったのかもしれない」


　興こう奮ふん気味のヒバリに、サキも同意して頷うなずいた。会議に参加していないスワンは、ふーんと二人の様子を眺ながめながら、紙コップの紅こう茶ちやをすすった。


「ウォーロック家の長老ねえ。ケインさんから聞いた限かぎりではあまり良い印象は持っていませんでしたが……やはりひとかどの人物なのですか？」


「風ふう格かくはあったな。なんといっても、セイ殿どのと同じ、一族の長おさだ。歳としもかなりのものだろうし」


「ちょっと堅かた苦くるしそうでしたけどね。まあ、ギルバートさんみたいに軽けい薄はくな感じよりはいいですけど」


　ヒバリがニヒヒと笑いながら言った。現あらわれて早々にミミコに求きゆう婚こんし悩なやませたこともあって、彼女のギルバートに対する評ひよう価かは不当に低い。サキとスワンは顔を見合わせ、呆あきれたように苦く笑しようした。


「こうしてみると、昨日の内に真銀刀の場所を移うつしたのは、結果として正解でしたわね」


　とスワンは少し話を変えた。


「ウォーロック家の長老さんは、ミミコの執しつ務む室しつに現れたのでしょう？　もし隣となりの私し室しつに真銀刀が置きっぱなしだったら、心しん証しようが悪くなってたかもしれませんもの」


「まあその点は結けつ果か論ろんだがな」


「そういや、サキ先輩。結局あの刀、どうすることになったんですか？」


　ヒバリの質しつ問もんに、サキは「ああ」と答え、


「『キャッスル』の外に隔かく離りする案は没ぼつになった。ミミコも納なつ得とくしたみたいだよ。ただし、自分ではなく尾根崎会長と神父が管理するという条じよう件けんだ。神父はそれでも不服そうだったが──これ以上、真銀刀のことでミミコとの仲がぎくしゃくすることを思えば、落としどころとしては妥だ当とうじゃないかな？」


　多少は力りきみが抜けたミミコだが、真銀刀に関する意見は基き本ほん的に変わっていない。やはり、吸血鬼ブラツク・ブラツドとの歩み寄よりこそ肝かん要ようで、吸血鬼を制せいする力などは求めていないのだ。


「さすが生きつ粋すいの調停員コンプロマイザーじゃないか」


　と、どちらかと言えばミミコの意見に賛成しているサキは、誇ほこらしげに言った。安全面に関しては、その分自分が身体からだを張はる覚かく悟ごなのだ。


　そのうち、時計を見たヒバリが「あらま」とつぶやき、


「もうこんな時間だ。戻もどりましょう、サキ先輩。会議が再さい開かいされますよ」


「おっと。本当だ。じゃあな、スワン。先に失礼する」


「はい。二人とも、頑がん張ばってくださいね」


　席を立ちながら紅茶を飲み干ほす二人を、スワンは笑え顔がおで見送った。スワンの方も、そろそろ仕事に戻らねばならない。アンヌの来らい訪ほうと『魔女モーガン』の歩み寄りは、現げん時じ点てんでは一いつ般ぱん職員にまでは知らされていない。それでも、上じよう層そう部ぶが勢いきおいを持つと自然と下にも伝わるのか、『キャッスル』の各部ぶ署しよも昨日までより活気があるようだった。


　スワンは休憩しながらその後のスケジュールを確かく認にんし、紅茶を飲み終えてテーブルを立った。


　そこへ、


「スワン先輩ー！」


　まさに仕事に戻ろうとしたところに、慌あわてた様子のヒバリが駆かけ寄ってきた。


「あら？　ヒバリちゃん、どうしたの？　忘わすれ物はないみたいだけど、何かあった？」


「す、済すみませんっ。ちょっとこっちに──」


　ヒバリは息を切らしながらスワンに近づき、そのまま腕うでをつかんで部屋の端はし──観葉植物の陰かげに引っ張ぱっていった。スワンは怪け訝げんな顔になったが、大人しく従したがった。


　周りの目につかないようになってから、


「なんなの、いったい？」


「はい。実は──」


　とヒバリは内ない緒しよ話ばなしでもするように、スワンに顔を寄せる。


　スワンも、いったい何事かとヒバリに顔を近づけ──


　目を合わせた。





　ふと気づいたとき、スワンは空になった紙コップを持ったまま、観葉植物の陰に突つっ立っていた。


「……あ、あら？」


　きょときょと辺りを見回す。首を傾かしげ、顔をしかめた。


「へ、変ですわね。わたくし、こんなとこで何をやってたんでしょう？」


　時計を確認する。仕事に戻ろうとテーブルを立って、まだ二、三分しか経けい過かしていない。スワンは頻しきりに首を傾げたが、とりあえずリラクゼーション・ルームを出て自分の仕事に戻っていった。
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「……危あぶない真ま似ねをする」


　ホテルに戻った姉に、ラウは苦い顔で苦言を呈ていした。


「なんのバックアップもなく一人で敵地のど真ん中に潜せん入にゆうなんてのは、ハリウッドの中の話だぜ？　しかも、あんたの感覚が確たしかなら、いま『キャッスル』にはあんたのことを熟じゆく知ちした、あんた以上の魔ま術じゆつの使い手がいるってことになる。軽けい率そつすぎる行こう為いだ」


「……やかましい。上う手まくいったんだ。ごちゃごちゃ言うな」


　振ふり向きもしないまま、カーサが返事をする。低く抑おさえられてはいるが、渇かわいた、剣けん呑のんな声だ。


　九クー龍ロン王の刺し客かくたちが潜せん伏ぷくしているのは、シンガポール市内のビジネス・ホテルである。ツインルームを二つ。ひとつをカーサとワインの女じよ性せい陣じん、ひとつをナブロとラウの男性陣が使用しているが、いまは全員後者の部屋に集まっていた。


　カーサと口こう論ろんするラウ。椅い子すに座すわってレイピアの手入れをするナブロ。ソファで黙だまり込こみながら姉や兄たちの態たい度どを見つめるワイン。


　カーサは、ベッドの上に『キャッスル』の見取り図を広げ、それに見入っている。ついさっき、ラウが猛もう反対するのも聞かず、単身で『キャッスル』に乗り込んで来たところだ。しかも、調停者コンプロマイザーのスワン・鍾チエンに接せつ触しよくし見事に内部情じよう報ほうを入手してきた。


　しかし、それでもカーサらの計画は暗あん礁しように乗り上げる寸すん前ぜんまで追い詰つめられていた。たった一人の予期せぬ登場人物によって。


　かざしたレイピアを見上げながら、ナブロが確認する。


「それで？　やはりいたのか？」


「……ああ。いた」


　ぽつり、とカーサは答えた。


「さすがというか、ものの見事に気配を絶たっていたが──奴やつの存そん在ざいを間ま違ちがえたりしない。ウォーロック家三姉し妹まいの長女、アンヌ・ウォーロックだ」


　カーサが最初にアンヌの気配を察知したのは、ラウやワインと合流したマリーナ湾わんの海上だ。遥はるか上空を通つう過かする飛行機から、そこに搭とう乗じようしている彼女の気配を偶ぐう然ぜん察知したのである。アンヌも機上では油ゆ断だんしていたといえるが、カーサの卓たく越えつした魔術センス、第六感の為なせる技わざ。そして、両者の因いん縁ねんの賜たまものだろう。


「魔術の大家ウォーロック家の長老。『魔女モーガン』の直ちよつ系けい──か」


「……まさか、こんな所で再さい会かいするとはな。フフ。つくづくあのババアどもとは縁えんがあるらしい」


　渋じゆう面めんのラウが口にした台詞せりふに、カーサは陰いん気きな笑い声をもらした。鮮あざやかな翠みどりの瞳ひとみが、凍いてつくような暗い輝かがやきを点ともしていた。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまる以前、カーサは『魔女モーガン』の血統として、五百年の時を生きていた。それも禁きん術じゆつによって生み出された忌いまわしき混こん血けつ児じとして、同じ血族からさえ忌き避ひされ、厭いとわれ、恥はずべき存在として扱あつかわれてきたのだ。カーサにとって、『魔女モーガン』の血族は決して「仲間」ではなかった。その長老である三姉妹も、彼女の自由を奪うばい、血と力で己おのれを押おさえつける暴ぼう君くんでしかなかった。


　そうしたカーサの過か去この事じ情じようは、ナブロやラウといった姉弟きようだいたちも聞き及およんでいる。しかし、長姉の胸むねの奥おくに秘ひめられたかつての血族に対する情念を、実じつ際さい目にする機会は──幸運にも──これまでなかった。


「聞いて良ければ……」


「なんだ」


「あんたを禁術で転化したのは、いまこっちに来てるアンヌってのか？」


　ラウの問いを、「いや」とカーサは短く否ひ定ていした。


『魔女モーガン』の血族は、アンヌ、マーハ、ネヴァの三姉妹がおよそ百年の周期で順に長老を務つとめてきた。カーサを混血児として転化したのはアンヌではなく、姉妹の中でももっとも強い魔力を誇ほこるネヴァだ。


　しかし、転化直後から強い魔力を有したカーサを、一族の「戦力」としてもっとも効こう果か的に活用したのはアンヌだった。当時イギリスで敵てき対たいしていた『術じゆつ聖せいマーリン』の血族を追いやり、欧州血族社会に確かつ固こたる地位を築きずく過か程ていで、実力を必要とする汚よごれ仕事の多くをカーサに押しつけてきたのだ。アンヌは妹二人より遥はるかに優ゆう秀しゆうな政せい略りやく家かだった。有ゆう能のうで、且かついつ切り捨すててもかまわないカーサは、血族の繁はん栄えいを己おのれに義ぎ務むづけるアンヌにとって、都つ合ごうの良い「駒こま」だったのである。


「それはもう、ずいぶんいいように扱われたものさ。まあ、仕方がない。あのころの私は力でも知ち恵えでも奴やつの足あし下もとにも及ばなかった。あれは実際、偉い大だいな長老だったからな。第一、どれほど血族から疎うとまれようが、私には他に行く場所などなかった。奴の指し示じに従したがうしかなかったんだ」


　カーサの独どく白はくは、感かん情じようの混じらない淡たん々たんとしたものだった。しかし、それでも耳にした弟二人は、ばつが悪そうな顔をした。彼らにしてみれば、唯ゆい我が独どく尊そんを地でいくカーサが「いいように扱われた」など、およそ想そう像ぞうできない事じ態たいだ。


「だが、いまは違ちがう」


　とカーサの独白は続く。


「アダムの血を受けて、私の力は一気に飛ひ躍やくした。ましてや、あいつが復ふつ活かつしたいま、私の中の『導主』の血は、その恵めぐみを最さい大だい限げんに受けている。アンヌだろうとマーハだろうと、忌いま々いましいネヴァだろうと、決して引けは取らない」


　静かなささやきの中に氷点下の冷気と劫ごう火かの炎えん熱ねつが入り混じっている。ナブロが首を竦すくめ、ラウはいよいよ渋しぶい顔つきになった。姉たちの邪じや魔まにならぬよう黙だまってソファに座すわっているワインまで、ぶるりと身体からだを震ふるわせた。


　携けい帯たいが鳴ったのは、そんな沈ちん黙もくの最さ中なかだった。


　ラウが携帯を取り、電話に出る。そして「……ああ」と電話の相手に相づちを打った。


「カーサは無事戻もどった。しかし、昨日言った件けんは、当たりだったようだ」


「誰だれだ？」


「ザザさ」


　ラウが答えると、カーサは顔色を変えた。


「話したのか!?」


「当然だ。事態は大きく変わった。計画の立案者に報ほう告こくしない訳わけにはいかない」


　厳きびしい口調で応おうじるラウに、カーサは激はげしく舌した打うちした。


　しばらくして、


「代われ、とよ」


　とラウが携帯を差し出した。繫つながったままの携帯とその持ち主を忌々しげににらんだあと、カーサは渋々受け取った。


「……私だ。切るぞ？」


『いきなり!?　いや、待ってよ、お姉ちゃん！　大事な話でしょっ？』


　電話の向こうのザザは、相変わらずだった。カーサの険けんがわずかに弛ゆるみ、黒いルージュを塗ぬった唇くちびるが、少しだけ綻びを見せた。


『本当なの？　アンヌ・ウォーロックがシンガポールに来たというのは？』


「ああ。間ま違ちがいない」


『マジかー。なんとまあ、タイミングの悪い』


　携帯越ごしにザザが頭をかきむしる音が聞こえてくる。さすがの彼も、このような事態は想定していなかったらしい。


『どの有力血族も日ひ和よってるってのに、この状じよう況きよう下かで真っ先に独どく断だん専せん行こうとはね。ウォーロック家らしいっちゃらしいが、相変わらず果か敢かんなことだ。……ちなみに、こっちのことはバレてないだろうね、お姉ちゃん？』


「ああ。幸い、私の方が先に気づいたからな」


　とはいえ、実はカーサにも、自分の存そん在ざいが気づかれていないという確かく証しようはなかった。アンヌの魔ま術じゆつは深しん淵えんだ。その多くを知るカーサだが、すべてを知っているわけではない。アンヌの動きを見る限かぎり、バレているとは思えない。しかし、カーサの知らぬ魔術を用いて、すでにこちらを把は握あくしている可か能のう性せいは否ひ定ていしきれないのだ。


　しかし、そんな内心はおくびにも出さず、


「ザザ。計画は続行する」


　とカーサは告げた。


「いまの私は、力でアンヌに匹ひつ敵てきする自信がある。お前の言ったとおり、敵の陣じん営えいで注意すべきは神父のみだが、その神父とて所しよ詮せん人間だ。私がアンヌを封ふうじる隙すきにナブロがミミコを転化してしまえば、こちらの勝ち。勝算はある。十分いける」


　力強いカーサの意見に、ザザはすぐには答えなかった。


　少しの間の沈黙を経へて、


『……真銀刀は？』


「確かく認にんした。真銀刀は現げん在ざいミミコの側そばにない。『カンパニー』会長と神父が管理している」『神父が？』


「ああ。だが、神父にはラウをつければいい。襲しゆう撃げきの間だけ動きを封ふうじれば事は足りる」『……管理と言ったね？　場所は？　具体的にどう管理している？』


「それは──これから調べる」


『どうやって？　間違いなくトップ・シークレットだ。その情報を知る人間に近づくということは、それだけアンヌ・ウォーロックの側に近づくということだよ？』


　ザザの指し摘てきに、カーサは軽く唇を嚙かんだ。


　今回ザザは冷静だ。カーサの答とう弁べんの方が感情的になっている。二人のやり取りを聞くだけでも、ナブロやラウ、そしてワインには、カーサが常つねとは違うことが明らかだった。


『カーサ』


　とザザの声がいつになく知的に響ひびく。


『ここまでだ。計画は中止する。戻もどっておいで』


「ザザ!?」


『いいかい、カーサ。「カンパニー」にとって葛城ミミコが最大の武ぶ器きにしてアキレス腱けんであるのと同じく、僕ぼくたちにとっても君は欠くことができない人材なんだ。万が一にも失うことはできないし、そのようなリスクを背せ負おうつもりはない』


「ふざけるなっ。私は常つねに最前線に立ってきた！」


『今回は事じ情じようが異ことなる。葛城ミミコを処しよ理りするとしても、より万ばん全ぜんの手を模も索さくする余よ裕ゆうがあるんだ』


「…………」


　携帯を握にぎりしめたまま、カーサは虚こ空くうをにらんで歯ぎしりした。黒くろ髪かみがひと筋すじ、額ひたいから垂たれる。魅み惑わく的な唇くちびるから、鋭するどい牙きばがのぞいた。


「……やらせてくれ、ザザ。頼たのむ」


　まるで縋すがるかのように、カーサの口から懇こん願がんがもれた。息を詰つめて見守るラウたちが、驚おどろいて姉を見つめた。


　だが、ザザはあくまで現実的だ。情に流されることはなかった。


『アンヌ・ウォーロックは強敵だ』


「勝つ自信はあるっ。奴やつのことなら、私はよく知っている！」


『僕だって知ってるさ。それも、君より昔から』


　その瞬しゆん間かん、ザザは九クー龍ロン王の直ちよつ系けいではなく『ウォーカーマン』の口くち振ぶりに戻っていた。カーサの両りよう肩かたがピクリと痙けい攣れんした。


『正直にいえば、出てきたのが「狼ろう王おう」の長おさルイ・マルファンや、「豪王」の元にいる「流離さすらい人ヨシュア」なら、僕は止めない。勝負に勝つ必要はないんだからね。君の実力なら相当の大物でも相手取ることができるはずだし、無事生せい還かんすることもできるだろう。だが、君の昔の長老たちは駄目だ。彼女らが相手となった場合、君の実力云うん々ぬんではなく、君の判断力が損そこなわれる』


「ザザ！」


『いいから聞きなって。この計画は、敵地の真ん中で行う、極きわめてデリケートな計画だ。だからこそ、カーサ。僕は君を送った。君はトラブルに直面したとき、上手くやり抜くハツクする術すべを持っている。魔術だけじゃなく、君の柔じゆう軟なん性せいや対たい応おう能のう力りよくを見み越こしてのことなんだ。だが、君はアンヌが現あらわれたというだけで、いつになく動どう揺ようし、浮うき足立ってしまっている。違ちがうとは言わせないぞ。こんな議ぎ論ろんをしつこく続けてるだけでも、僕が危き惧ぐするには十分な材料だ。今回僕が君を投入したポイントは、君の「クールな判はん断だん力りよく」。その利点が活かせない相手が出てきた以上、計画は中止。それが、参さん謀ぼうとしての僕の判断だ。君が何をどう頼たのもうと、状じよう況きように新たな要因フアクターが加わる、もしくは消えない限かぎり、僕の判断は変わらない』


　大おお鉈なたを振ふるうが如ごときザザの言に、カーサは死人のように青ざめた。


　九クー龍ロン王の長ちよう姉しと長ちよう兄けいはそのまま、どちらも口を閉とざし、無言の綱つな引ひきを続ける。


　カーサを相手にここまでザザが譲ゆずらないのも珍めずらしいことであり、同時に、ザザの言い分に理を認みとめながらカーサがここまで頑かたくななのも希け有うなことだった。「武ぶ」と「智ち」。九クー龍ロン王の両りよう翼よくを担になう二人のせめぎ合いは、彼ひ我がに五五〇〇キロの距きよ離りを置いて均きん衡こうした。


　が、均衡を破やぶったのはカーサだった。


　彼女は不意に、ハッとして、


「アダムは？　奴やつはなんと言っていた？」


『黒蛇カーサ』の直感と称しようすべきか、その問いはザザが伏ふせていた急所を突ついた。


　ザザは──少なくとも声の響ひびきは──平然と、


『……お土産みやげはマーライオンのキーホルダーがいい』


「殺すぞ貴き様さまっ。言え！　我われらが王は、計画の中止を是ぜとされたのか!?」


『いや、あの、ね、お姉ちゃん？　ほら？　あの人は、この手の謀ぼう略りやくには向いてないというかなんというか──』


「言えっ！」


　これが最後通つう牒ちようだとばかりにカーサが吠ほえる。苦虫を嚙かみ潰つぶしたようなザザの顔が目に浮かんだ。携けい帯たいから、観念したザザの、実に不本意そうな声がもれてくる。


『「何を言ってもカーサは聞くまい」と仰おつしやってた。正直、父王として娘むすめに甘あますぎる発言だと思うね。僕ワ』


「……かもしれないな。だが、実に卓たつ見けんだ」


　血の気をなくしていたカーサの面おもてが、鮮あざやかに甦よみがえる。瞳ひとみに熱く凍いてつく翠みどりの炎ほのおが燃もえ、黒い唇くちびるが艶あざやかに笑えんだ。


『カーサ！　まともに戦う必要はないんだからな？　くれぐれも無理はするなっ？』


　必死なザザの声が携帯から届とどく。


　カーサはひと言、


「──弟よ。私を信じろ」


　痺しびれるほど甘いささやき声で告げ、ザザが何か言うより早く携帯を切った。


　ラウがわざとらしく諸もろ手てを挙げる。


「ザザの恨うらめしげな声が聞こえてくるようだ。『信じられね～』ってな。ちなみに、俺おれの意見も同じだぜ、カーサ？」


　とはいえ、そういって愚ぐ痴ちるラウの顔にも、すでに諦てい観かんが漂ただよっている。カーサはラウの愚痴など聞こえなかったかのように胸むねを張はった。


「確かく認にんするぞ？　真銀刀はミミコの側そばにない。確実に障しよう害がいとなるのはアンヌ・ウォーロックのみだが、奴が側にいる以上、秘ひ密みつ裏りに接せつ近きんして標的ターゲツトだけを狙ねらう初期案は通用しない。そこで、まずは奴を標的ターゲツトから遠ざける。これは私がやる。奴も、私の存そん在ざいを察知すれば、絶ぜつ対たいに放置できないはずだからな。つまり、陽動だ」


　とそこでカーサはナブロに目を向ける。


「私が奴の動きを封ふうじる。その間にナブロがミミコを転化しろ」


「……ボクが嚙かむ役で文もん句くはないんだな？」


「ある……が、この際さいだ。可愛かわいい弟が娘にするなら、目をつむるさ」


　もともと、ミミコを襲おそうのは暗殺者たるナブロが適てき任にんなのだ。カーサがこだわっていたのは、単なる我わが儘ままなのである。


「『豪王』やジャネット・ハーゲンダルフはどうする気だ？　奴らが実じつ際さいにどれほどの手て練だれかは未知数だが、お前とウォーロック家の長老がやり合ってるのに、のんきに寝ねてるとは思えんぜ？」


　ラウはまだ納なつ得とくいかない様子で言った。


「『豪王』陣じん営えいが私の方に来たときは、私がそのまま奴らの足も止める」


「長老とやり合いながら？」


「奴とやり合いながらだ。ナブロの、つまりミミコを守ろうと動いた場合は──」


　カーサが再ふたたびナブロを確認。ナブロは意を汲くんで、悠ゆう々ゆう肩かたを竦すくめた。


「標的ターゲツトに接触する分には、その二人は障害とは言えない。何しろボクは天才だ」


「なら問題はない。ミミコを確かく保ほしてしまえば、人ひと質じちとしても盾たてとしても使える。やりようはいくらでもある」


　きっぱりとカーサが断だん言げんする。ラウは額ひたいに汗あせを浮うかべて苦笑いした。


「……危あやういな」


　実際、カーサがアンヌを押おさえ込こむというだけでも、かなりの賭かけになる。『豪王』やジャネットの動きも読めないし、何より真銀刀がどう関かかわるかまったく予よ測そくできない。真銀刀は、ミミコの側にないというだけで、『キャッスル』の中には存そん在ざいするのだ。


　それらの「危うさ」はカーサも承しよう知ちの上だった。それでも彼女の闘とう志しは、暗黒の炎の如く燃えている。そこには、狂きよう気きじみた執しゆう着ちやく──血を染そめ変えてなお消すことのできない、過か去この怨おん念ねんがあった。そして、それこそが、日ひ頃ごろ弟きよう妹だいたちが触ふれることのない、カーサの芯しんであり、「核かく」なのである。


「……待っていろ、アンヌ。お前たちが産み落とし、運命が鍛きたえた私の牙きばを、いまこそ見せてやる……」


　カーサは、嗤わらう。


　もしこの場にジローがいれば、ああ、と悲しみと哀あわれみ、諦観の入り混まじった暗い表ひよう情じようを浮かべただろう。カーサが見せているのは、彼女が九クー龍ロンに染そまる直前──煮に詰つまり、身動きの取れなくなっていた香港時代に見せていたのと同じ顔だった。皮ひ肉にくなことにその笑えみは、カーサの美び貌ぼうが一いち段だんと妖よう艶えんさを増ます笑みでもあった。


　と、


「……お姉ちゃん」


　か細い声に、カーサの全身が震ふるえた。


　それまでずっと黙だまっていたワインが、初めて口を利きいたのだ。カーサは呆ぼう然ぜんとしてソファに座すわるワインを振ふり返った。


　妹の存在を完全に失念していたのである。作戦行動中とはいえ、本来のカーサならあり得ないことだった。


「ワ、ワイン？」


「お姉ちゃんっ。わたし──！」


　何やら覚かく悟ごを決めた眼まな差ざしで、ワインが訴うつたえかけようとする。しかし、カーサは瞬しゆん間かん顔色を変え、「ワインっ」と驚おどろくほど厳きびしい声を出した。


「向こうの部屋に戻もどっていろ。さあ」


「でも……」


「行くんだ！」


　険けわしい顔でカーサが言った。ワインは殴なぐられたかのように目を見開いた。


　ソファから立ち上がり、見るからに悄しよう然ぜんと肩を落として、大人しく部屋を出て行く。ワインが隣となりを通り抜ぬける間、カーサは彼女の方が叱しかられたかのような表情で妹から顔を背そむけていた。だから気が付かなかった。ワインは落ち込んでなどおらず、うつむいた幼おさない顔には、小さな決意が宿っていたことに。


　ワインが部屋を出ると、弟二人の視し線せんが姉に突つき刺ささった。二人とも口に出しては何も言わないが、視線は雄ゆう弁べんに姉の大人げない態たい度どを責せめている。


　カーサは八つ当たりでベッドを蹴けり、


「以上だ！」


　と乱らん暴ぼうに告げた。


「決行は？」


　とナブロ。ラウも姉に注目する。


「満月の夜」


　カーサは即そく答とうした。


「つまり、今夜だ」
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　お姉ちゃんの側にいてあげなさい。


　ワインが特とつ区くを出る際さい、父が言ってくれた言葉だ。その意味が、ようやくわかったような気がした。


「……わたしに、できること」


　部屋に戻ったワインは、自分の鞄かばんから一枚まいの用紙を取り出した。


　隣りん室しつでカーサがにらんでいた『キャッスル』の見取り図。姉と兄たちの目を盗ぬすんで、こっそりコピーを取っておいたのだ。


　ワインは見取り図のコピーを見つめ、細部まで頭に叩たたき込み始めた。





４







　きっかけは些さ細さいなひと言だった。


　その日、コタロウの見み張はりは、珍めずらしくダールが担たん当とうしていた。ダールの顔色はいつになく曇くもっていた。悩なやみ事でもあるのかと尋たずねると、ダールは苦く笑しようして「気になさらないで下さい」と答え、心配してくれた礼まで述のべた。ダールはいつもコタロウに丁てい寧ねいなのだ。そのあとは、いつかのようにコタロウに請こわれるまま、古い時代の話を聞かせてくれた。


　そこに、見張りの交こう替たいに来たヤフリーが現あらわれた。


　そして言った。


「兄あに貴き！　姉貴の奴やつ、やっぱりやるってよ」


　本当に些細なひと言だ。それでもダールは、


「ヤフリー」


　と厳きびしい面おも持もちで失言を咎とがめ、ヤフリーも慌あわててその話題を口にするのを止やめた。


　しかし、そのひと言で十分だった。


　コタロウはずっと考えていたのだ。ワインの居い場ば所しよを。カーサが不ふ在ざいの訳わけを。


　ヤフリーは、カーサがやる、と言った。


　やるとは何を？　カーサは何をやるというのか？


　ダールが話を終え、続きは次の機会にと言って、コタロウの前から離はなれた。ヤフリーがダールと言葉を交かわし、代わってコタロウの側に近づいてきた。


「よっ。相変わらずだな、お前さん。ま、相変わらずでなきゃ困こまるけどよ。今日は何する？　またオセロか？　それとも、こないだみたいに──」


「ヤフリー」


　コタロウは言った。石室を出ようとしていたダールの足が止まった。


「カーサは何をしようとしてるの？」


「……え？」


　ヤフリーが棒ぼう立だちになった。コタロウの目が、ヤフリーの目を直ちよく視しする。


　青い瞳ひとみが日輪の如ごとく輝かがやいた。凄すさまじい力の奔ほん流りゆうがヤフリーを襲おそい、少年の身体からだが射い貫ぬかれたように痙けい攣れんした。


「ヤフリー！」


　ダールが叫さけび、一いつ瞬しゆんで弟の許もとに舞まい戻もどった。肩かたをつかみ、身体を揺ゆさぶる。ヤフリーは息を吹ふき返したように、止めていた息を吐はき出した。


　ヤフリーの身体が、ガタガタ震ふるえていた。「あ、兄貴……」と自分でもわからない感情に血の気をなくしていた。ダールは弟を抱だきかかえて、宙ちゆうづりのままのコタロウを振ふり返った。


　が、そのときコタロウは、もう九クー龍ロンの兄きよう弟だいにいかなる関心も払はらっていなかった。


　コタロウの唇くちびるが、小さく動く。





「……兄あに者じや」





　心しん臓ぞうが、ドクン、と脈打った。









　　四章　毒どく牙がの行方ゆくえ
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「──え？」


　とジローは閉とざしていた両目を開いた。


　崑こん崙ろんに林立する岩山の頂いただき。四方を雲海に覆おおわれた高所に、屋根もない、庵いおりとも呼よべないような粗そ末まつな石いし床ゆかが敷しかれている。その上で、ジローは座ざ禅ぜんを組んでいた。座したジローの目線の先には、突つき立てられた銀ぎん刀とうがある。


　すでにジローの修しゆ行ぎようは、次のステップに進んでいた。まだ荒あれ狂くるう『血』の力を制せい御ぎよできた訳わけではないが、そのための新たなアプローチに取り組んでいる。銀刀の力と向き合いながら、己おのれの身体からだ、己の剣けん、脈打つ『血』と会話していたのだ。


　しかし、その声はジローの集中を貫つらぬいて、彼の許もとに届とどいた。ジローの集中が弱かったのではない。その声は、いついかなるときも、ジローの中心に最優ゆう先せんで届けられる声なのだ。


「……コタロウ？」


　いつかのように、特とつ区くに封ふう印いんされている主あるじに呼ばれたような気がした。思わず足を崩くずして立ち上がる。しかし、いつかと比くらべ、コタロウの声はずっとか細い。空耳かと疑うたがうほどだ。それでもジローは素す早ばやく銀刀を鞘さやに収おさめ、精せい神しんを集中させた。


　遥はるかな特区からの声。


　必死に伝えようとするその想おもい、イメージは──警けい告こく。


　ぎくっ、とジローが虚きよを突つかれた。


「ミミコさん？　と、これは……カーサ!?」


　その直後、突とつ然ぜんコタロウの声──思念が搔かき乱みだされた。慌あわてて波長を合わせようとしたものの、どうにもならない。ちょうど、特区にて機転を利きかせたダールが全力で思念の妨害ジヤミングを行ったのだが、むろんジローには知る由よしもなかった。


「くっ……コタロウ！」


　擦かすれて消えそうな思念に手を伸のばす。しかし、結局触ふれることはできなかった。ジローは天を衝つく岩山の突とつ端たんで、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。


「これは……？」


　コタロウから届いたイメージは三つ。ひとつはミミコ。もうひとつはカーサ。そして、強い警告──目前に迫せまる危き機きを叫さけぶ声だ。これらが正せい確かくに何を意味しているのかまではわからない。だが、ジローの胸きよう中ちゆうを搔き乱すには、十分すぎる材料だった。


　──まさか……ミミコさんの許もとに、カーサが？


　ミミコはシンガポールにいるはずだ。特区のカーサがなぜ？　それともカーサは特区を出たのだろうか。虎こ仙せんの情報では、ミミコの演えん説ぜつ以来、世界情じよう勢せいに劇げき的変化は現あらわれていないはず。しかし、人間社会に関する虎仙の情報には、かなりのタイムラグもある。コタロウがあれほど必死に危き険けんを訴うつたえているのだ。何かあったのは間ま違ちがいない。


　しかし、


「……ど、どうすれば？」


　ジローは崑崙。大陸の奥おく──現げん世せとの繫つながりすら漠ばく然ぜんたる『真しん祖そ混こん沌とん』の聖せい域いきにいる。対して、ミミコは東南アジアのシンガポールだ。彼ひ我がの距きよ離りがどれほどになるか、想そう像ぞうもつかない。彼女の許に駆かけつけようにも、術すべもないのである。しかも、コタロウの思念は切せつ迫ぱくしていた。時間の猶ゆう予よすらほとんどないのかもしれない。


「なんてことだ……！」


　せめてミミコに、コタロウからの警告を伝えることができれば。


　しかし、警けい鐘しようを鳴らすことすら困こん難なんだ。コタロウは長大な距離を飛び越えてジローに警告を伝えたが、ジローにそんな真ま似ねはできない。コタロウにしても、ミミコではなく兄に伝えたのは、直ちよく接せつミミコに危険を知らせることが不ふ可か能のうだからだろう。というより、これだけの空間を跨またいでわずかなりとも意思の伝達が成功したのは、兄弟の絆きずなを支ささえる『賢けん者じや』の血があってこそなのだ。


　身体からだを歪ゆがめるほどに己を鍛きたえ、宿しゆく敵てきに背せを向けて崑崙に籠こもってみても、火急の際に為なす術がない。怒いかりや情なさけなさよりも、泣きたくなった。何度も、何度も、何度も、何度も、血を吐はくほどに思い知らされる。己がいかに無力かということを。


　ジローは青ざめて唸うなり声を上げた。


　そこへ、


「うっとうしい声を出すな。清らかな崑崙の空気が汚よごれるわい」


　ふらり、と縮しゆく地ち法ほうを操あやつり、虎仙が姿すがたを見せた。


「虎仙！　いま──」


「ふむ。どうやら気のせいではなかったようじゃの。またしても『賢者』から便りがあったと見える。しかし、お主らの『血』はほとんど反はん則そくじゃのう。その気になればできぬことなどないのではないか？」


　煙管キセルをくわえ、山や羊ぎひげをしごきながら、飄ひよう々ひようとしたいつもの口調で虎仙は言った。ジローは虎仙に縋すがり付くように、「虎仙っ」と頭を下げた。


「いますぐ私を奇き門もん遁とん甲こうでシンガポールに送ってください。お願いします！」


「馬ば鹿かを言え。なんで儂わしがそんな骨ほねを折らねばならん」


「そこをどうか！　一いつ刻こくを争うやもしれないのですっ」


　ジローは両りよう膝ひざをついて、頭を下げた。虎仙は切願するジローを見下ろし、ああやれやれと憎にく々にくしげに口を曲げた。


「いずれにせよ、すぐには無理じゃ。奇門遁甲は万ばん能のうではない。今こ宵よいは満月故ゆえ龍りゆう脈みやくの流れは強いが、それにしても限げん度どがある。シンガポールは大陸ではないしな。朱あけ姫ひめに中ちゆう継けいさせたとしても、海を越こえるのは一苦労じゃて、急ぎの用には間に合うまいよ」


　朱姫というのは、インドシナ半島に暮くらす『南の朱姫』のことだろう。『西の虎仙』、『北の黒くろ姫ひめ』、『東の龍王』と並ならぶ『真祖混沌』の直ちよつ系けいだ。虎仙の言葉は世間話のように軽々しいが、その内ない容ようは、実は凄すさまじい。そして、それほど大がかりなことをしても、いますぐジローをシンガポールに行かせることは無理なのだ。


「ならっ。ならせめて、ミミコさんに警告してください。カーサが近づいているかもしれないことを知らせたいのです！」


「どうやって？　言っとくがここには国こく際さい電話なぞ存そん在ざいせんぞ。電話線も通っとらんし、携けい帯たい電話とかいう道具の電波も入らん。衛えい星せいを使った電話もあると聞くが、むろんそんな便利な物もない……混沌様とて、いまは準備にお忙しいしな」


　虎仙が渋じゆう面めんで切り捨すてた。


　何しろ、場所が場所だ。基き本ほん的に崑崙は外界と切り離はなされた世界なのである。崑崙に仕える人間たちも、ほとんどは山さん岳がく民みんだ。中近世より変わらぬ暮らしを続けており、彼らに頼たよったのでは、シンガポールへの報しらせなど、それこそ半年以上かかるだろう。


　ジローは歯を食いしばった。


　そして、


「……わかりました。せめて行けるところまで奇門遁甲で送っていただけますか？」


「そのあとはどうする？」


「走ります」


「阿あ呆ほう。間に合うわけがあるか」


「じっとしている訳わけにはいきません」


　頑かたくなに、ジローは言った。わざわざ確かく認にんするまでもなく、何があろうと我がを曲げない決意がひしひしと伝わってくる。


「……暑苦しい奴やつじゃのう」


　と辟へき易えきしつつ虎仙がぼやいた。


「まあ待て。焦あせるな。とりあえず、シンガポールにも『真祖』の血を引く者はおろう。誰だれかに念が届とどかぬか試ためしてやる」


「虎仙！」


「ケッ。犬みたいにしっぽを振ふるでないわ。儂がどれほど偉い大だいじゃろうと、受け取る側がしょぼくては伝わらん。龍王がおるならともかく、距きよ離りにこれほど開きがあっては……」


　と、そこで虎仙は言葉を切り、「ふむ？」と考え込こむ顔つきになった。


　腕うで組ぐみして煙管をくゆらせ、


「……そうか。特区にもまだ人間どもは残っとるはずじゃな。通信機器もあるはず。ならば、そちらの方が、見込みがあるか」


　言うと、左手は煙管に添そえ、右手の人差し指を伸のばして、眉み間けんに触ふれた。


「どれ」


　直後、とんでもない出力を持つ思念の大爆ばく発はつに、ジローがひと溜たまりもなく押おし潰された。


　辺りを遮さえぎっていた霞かすみが、一いつ瞬しゆんで爆散する。崑崙がすっぽり覆おおわれるほどに虎仙の思念が膨ふくれあがり──


　それが、するりと──魔ま法ほうの瓢ひよう簞たんが、大海を飲み干ほすように──小さな塊かたまりになった。


　思念が、天あま翔かける白い虎とらを想おもわせる形を取る。虎は東方へ。遥はるか彼方かなたの特区めがけて巨きよ大だいな咆ほう哮こうを放ち、弾道弾の如ごとく駆け出した。





　まだほとんどの者が気づいていない。


　歴史を動かす、カウントダウンが始まった。





２







　大切なのはイメージだ。そして、血を信じること。自分の中にも間ま違ちがいなく流れている、姉や兄たち、そして父と同じ血を。


　ワインはゆっくりと呼こ吸きゆうを整ととのえながら、自らの鼓こ動どうに意い識しきを集中した。やり方はカーサから教わっている。視経侵攻アイ・レイドを仕し掛かけてもらい、直ちよく接せつ感覚を教えてもらったのだ。


　心を落ち着ける。精せい神しんを集中させる。脳のう裏りに刻きざみ込んだ、姉の残した感かん触しよく。その感触を、慎しん重ちように、慎重に、心でなぞらえていく。


　そして、イメージ。


　トクン、と心しん臓ぞうが脈打った。鼓動と共に血が血管を巡めぐり、魔力が波は紋もんのように身体からだを覆う。その波を捉とらえ、意い志しの力でコントロールする。大だい丈じよう夫ぶ。できる。自信を持つのだ。血を信じて──


　唐とう突とつに。


　魔力の波動がくっきりと鮮せん明めいになった。波動に干かん渉しようし、操そう作さする手て応ごたえをつかんだ。身体を覆った魔力の波紋を、特定のパターンに合わせる。血がザワリと騒さわぎ、神しん経けいを電流が通り抜けていく。


　イメージ。


「できた……！」


　思わず弾はずむ声がもれたとき、ホテルのドアがノックされた。





　カーサがホテルの部屋に戻もどったとき、ワインは大人しくベッドに腰こしかけていた。カーサは一瞬足を止めた。


　戦いに備そなえて血を吸すってきた帰りだ。返り血がどこにも付着していないことを素す早ばやく確認し、カーサは神しん妙みような面おも持もちで妹の側そばに近寄った。


　ワインが顔を上げて姉を見上げる。カーサはとっさに目を逸そらした。


「その……さっきは悪かった。謝あやまるよ」


「ううん」


　ワインが首を横に振ふる。そして、ベッドから降おりて両手を伸のばした。カーサは安あん堵どの色を浮うかべて腰を屈かがめ、妹の身体からだを抱だきしめた。


　ワインは両りよう腕うでを姉の首に回し、頰ほおを頰に押おし当てた。冷たく滑なめらかな感かん触しよくと、姉の髪かみのにおいがする。それに、微かすかに残る血のにおいが。しかし、ワインは気にならなかった。


「もう行くの？」


「ああ。作戦開始は日が落ちてからだが、そろそろ出るよ」


　カーサはワインの抱ほう擁ようを解とくと、頭を撫なでて腰を伸のばした。


「行ってくる。良い子にして待っててくれ。朝になっても戻らない場合は、とにかく一度ザザに連れん絡らくをするようにな」


　姉の言いつけに、ワインは「うん」と頷うなずいた。


　カーサは笑顔でドアに戻った。部屋を出る直前、


「お姉ちゃん。気をつけて」


　ワインが声をかける。カーサは肩かた越ごしに頷いて、ドアを閉しめた。


　残されたワインは大きく深呼吸をした。


　そして、自らもホテルを出る準備を開始した。
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「わかった。わかったから、とにかく一度落ち着きなさいよ、このクマ」


　うんざりと牙きばをならすサユカの前で、バウワウは、これが落ち着いていられるか、と言わんばかりに盛せい大だいに慌あわてていた。あっちでバタバタ、こっちでパタパタ。例によって表ひよう情じようは変わらないが、とにかく、青ざめて焦っているのだけはよくわかる。


　サユカたちがいるのは、特区第十地区テン・ヤードにある隠かくれ家だ。その日の人助け──と報ほう酬しゆうの吸きゆう血けつ──を済すませて、今日は休むか、もう少し辺りを巡じゆん回かいするかと迷まよいながら一度戻ってきたところだった。すると、留る守すを預あずかっていたバウワウが、何やら珍ちん妙みような踊おどりを踊っていたのである。それが、ダンシング・ベアへの転身ではなく、急いでコミュニケーションを取ろうとしているのだとサユカが気づくまでには、しばしの時間を必要とした。


「まったく。しょっちゅう電池が切れるようになったかと思えば、今日はまたずいぶんと元気じゃないの」


　最近──というより、本当は最初からなのだろうが──バウワウの動きが弱まっているのを、サユカは如によ実じつに感じていた。バウワウが動く原理はいまだに謎なぞのままだが、そのエネルギーは有ゆう限げんなのだ。限かぎられたエネルギーを慎重に消費しつつ、バウワウは活動している。その事実が、サユカはようやくわかってきた。


　そのため、ここ数日は人助けの巡回にもバウワウを連れ歩かないようにしていた。幸い、すでにサユカは、その辺をうろついている『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に後おくれを取ることはまずなくなった。サユカとしても、この正体不明の──しかし、いまや確かく信しんをもって自分を「強い吸血鬼ブラツク・ブラツド」に導みちびいてくれているとわかる──ぬいぐるみの身を案じているのだ。だから、少しでもエネルギーの消費を抑おさえてやろうとしているのだった。


　なのに、帰ってみると、この始末。


「ちぇ。心配して損そんしたわ」


　とサユカが愚ぐ痴ちるのも無理はないことだろう。


　一方バウワウは、身み振ぶり手振りでサユカに何かを伝えようと必死だ。『血』の導きもあって、サユカは念話や視経侵攻アイ・レイドを扱あつかえるようになりつつあったが、いかんせん、相手がぬいぐるみではそれらの魔ま術じゆつで意思伝達をすることもできない。


「もどかしいわね」


　クールな仕草で肩かたを竦すくめ、サユカはソファに、ぼすっと座すわり込こんだ。


　もどかしいのはこっちの方だ、とバウワウは座るサユカの前でダンスを続ける。サユカはやむなく「んー」と額ひたいにしわを寄せ、難なん解かいなパズルに挑いどむ調子でバウワウの意図を読み解とこうとした。


　すると奥おくの部屋から、


「お姉様！　こんなの作ってみましたぁ」


　若わかい弾んだ声がした。サユカの顔が渋しぶくなる。


　奥から現あらわれたのは、以前サユカが危あぶないところを助けた少女だった。しかし、吸血鬼のサユカに怯おびえていた面おも影かげは微み塵じんもない。それどころか、サユカを見る瞳ひとみは熱く潤うるみ、頰はほのかにバラ色に染そまっている。彼女の年とし頃ごろにだけ可か能のうな、好き好き大好きと全身で主しゆ張ちようするピンク色のオーラが目に見えるかのようだった。


「……ナナちゃん。まだいたの？　さっき私、帰りなさいって言ったわよね？」


　サユカは新たな頭ず痛つうの種に、疲つかれた声で話しかけた。もちろん、少女──ナナは、サユカの心情など気づきもしなかった。


「でも、もう日も暮くれちゃいました。夜は出歩くなって、いつもお姉様、仰おつしやってるじゃないですか」


「……この辺にはもう『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は出ないわ」


「万が一ってこともありますもの。それに、お姉様、身の回りのこと全然なさらないじゃないですか。お洗せん濯たく物もの、たまってましたよ？」


「…………」


「あ、ご心配なく。全部洗あらって、乾かわかして、畳たたんでおきましたから」


「……………………」


　ナナがまったく衒てらいのない満面の笑えみを浮うかべる。サユカは小さくため息をついた。


　ナナを助け、彼女の許きよ可かを得て血を吸すった。それはいい。しかし、あの晩ばん以来、サユカはすっかり彼女に懐なつかれてしまっていた。供血中毒デイナー・ホリツクにしては大変と、以後はほとんど血を吸っていないのだが、ナナの情熱は冷める気配を見せない。いったい何がいけなかったのだろうとサユカは胸きよう中ちゆうで反省した。


　ちなみに、ゼルマンの血はこの状じよう況きようを、おかしそうに眺ながめている。なんとなく、因いん果が応おう報ほう、とか言っているような気さえする。まさか、ナナの態たい度どをかつてのサユカと重ねているのだろうか？　そんな馬ば鹿かな。自分は一人前の大人だ。ゼルマンのことは愛していたが、いくらなんでもこんなにお花畑だったはずは……


「それよりお姉様。これ。これでこの子の言いたいこと、わかるんじゃありませんか？」


　ナナが持っていたのは、大きな用紙にマジックで「あいうえお」──つまり平ひら仮が名なの五十音を書いた物だった。目にしたサユカとバウワウが、思わず揃そろって、ぽんっと手を打った。


「我われながら間が抜ぬけてたわ。最初っからそういうの用意すれば良かったんじゃない」


　ナナが、「はい」とバウワウの前に用紙を広げた。


　バウワウは、かたじけないとばかりにナナに頭を下げた。広げられた用紙をにらみ、喜び勇んで、一点を手先で押おす。サユカとナナは身を乗り出して、ぬいぐるみの手元をのぞき込こんだ。


「──『ひ』」


　バウワウは派は手でに地じ団だん駄だを踏ふんだ。


「ちょっ……何よ、違うの？　じゃあ、どれ？　『ひ』じゃなくて、『み』？　ったく、あんたの手、無む駄だに大きいから紛まぎらわしいのよ」


「お姉様。もっとおっきいの書きましょうか？」


「いいわよ。これでも用は足りるわ。とにかく、最初は『み』でいいのね？　次は──『ひ』？　って、もう！　わかったから暴あばれないでよ！　じゃあ、また『み』なのね？　『み』が二回。それで？　三つ目が……」


　三つ目の文字を見たサユカが、ゆっくり用紙から顔を上げた。バウワウを見つめる目から、さっきまでの気楽な態度が消えている。


「……『こ』。ミミコ？」


　これ以上ないほど真しん剣けんな表ひよう情じよう──といっても、顔は変わらないが──で、バウワウが頷うなずいた。サユカの美び貌ぼうが一いつ瞬しゆんにして引き締しまった。


「続けて」


　がらりと変わった口振りでサユカが先を促うながす。隣となりのナナは目を瞠みはって、サユカとバウワウの変化を見守った。


「『か』……『あ』……『さ』。カーサ!?　カーサってあの『黒くろ蛇へびカーサ』？　ちょっとあなた、どういう……『き』……『け』『ん』!?　危き険けんですって？　どういうこと!?」


　サユカは思わずバウワウの首根っこをつかんでいた。バウワウは苦しげに何度も頷いた。


　ミミコ。カーサ。危険。言葉は足りないが、意味は伝わってくる。カーサがミミコに何かしようとしているのだ。しかし、ミミコはいまシンガポールにいるはずである。いったいどういう事なのか？


「あんた……ほんとにいったい、何者なのよ？」


　首根っこをつかまれたままのバウワウが、よろよろと腕を伸のばす。その手が「さ行」の二つ目辺りに届とどこうとしたとき、


「いいえ」


　とサユカがバウワウを下ろした。


「あなたが何者かは、この際さいどうでもいい。私はあなたを信じるわ。ミミコさんに危険が迫せまっている。『黒蛇カーサ』の魔ま手しゆが迫っている。あなたはそう言いたいのね？」


　バウワウが首しゆ肯こうした。サユカの頭が高速で猛もう回転し始めた。


　カーサがいまどこで何をしようとしているのかはわからない。それを阻そ止しすることも、自分には不ふ可か能のうだ。ではどうする？　このことを──我わが身に危き険けんが迫っていることを、ミミコは知っているのか？　いや、もし知っているなら、バウワウがこれほど取り乱みだすとは思えない。


「報しらせなきゃ……」


　だが、どうやって？　携けい帯たい──駄目だ。そんな物、とうになくした。第一、現げん在ざいのミミコの携帯に繫つながるかもわからない。とにかく、ミミコの方の所しよ在ざいははっきりしているのだ。シンガポールの十字軍。たぶん、その本部『キャッスル』にいる。ではどうやって、『キャッスル』と連れん絡らくを取る？


「特区は封ふう印いんされている……けど、情報の伝達は可能だったはずね」


　特区に残されたマスコミは、いまも海外と情報をやり取りしている。彼らに接せつ触しよくして『キャッスル』と連絡を取ることは可能だろう。


　しかし、マスコミの者は人間である。吸血鬼のサユカと素す直なおにコンタクトを取ってくれるかは、厳きびしい賭かけだと言えた。また、仮かりに『キャッスル』と連絡が取れたとしても、直ちよく接せつミミコに繁がるわけではない。それどころか、怪あやしげな一いつ般ぱん人じん──どころか、転びたてアンダー・イヤーの吸血鬼の言うことが、いまや世界のＶＩＰたる『乙メイ女デン』まで届とどくはずがないのだ。特区から脱だつ出しゆつした人間で、サユカのことを知り、且かつサユカの情報を信用する人物まで話が伝わることすら、相当な幸運を必要とするに違ちがいない。


「もっと直接──ミミコさんとホットラインを繫げるには……」


　自分でも気が付かないうちに、サユカは立ち上がり、うろうろと部屋を歩き始めた。ナナは賢けん明めいにも、じっと黙だまってサユカの邪じや魔まをしない。バウワウもハラハラしながらサユカを見守っている。


「私の情報を信しん頼らいする──少なくとも、真ま面じ目めに検けん討とうしてくれる人物。やはり『カンパニー』しかいない。『キャッスル』というよりは、『カンパニー』の誰だれかと連絡を。誰？　調ちよう停てい部ぶ？　それとも……」


「あの」


　と、それまで黙っていたナナが、恐おそる恐る声をかけた。サユカがスッと鋭するどい視し線せんを向ける。ナナは怖こわがるどころかいよいよ顔を赤くしながら、しかし舞まい上がることなくはっきり告げた。


「コミュニティの大人が話してたんですけど、いま特区のレジスタンスが、ひとつにまとまりつつあるみたいなんです。それを指し揮きしてるのが、『カンパニー』っていう組そ織しきの人たちらしくて」


　サユカが目を剝むき、バウワウがぴょんと飛び跳はねた。


「本当っ？」


「はいっ。封ふう印いんされた特区に、自分から戻もどってきたそうです。『カンパニー』には、特区を脱だつ出しゆつするときも命を犠ぎ牲せいにしてまで助けられた人がいっぱいいるらしくって、コミュニティの人たちも信用してるみたい……わたしは見たことないけど、東南アジア系けいのセリバンって男の人と、変な格かつ好こうした赤あか井いっていう──」


「鎮圧チームのバドリック・セリバンと、査察部の赤井リンスケ！」


　願ってもない。その二人ならばサユカのことを知っているし、たとえ吸血鬼に転化したいまでも、彼女の言葉に耳を傾かたむけてくれるはずだ。


　サユカの双そう眸ぼうが強い力を放った。ナナは、自分がサユカの役に立ったことを素直に喜びながら続ける。


「今日レジスタンスは、第九地区ナイン・ヤードに移い動どうしてるはずです。参加を呼よびかけるレジスタンスの人が、昼間コミュニティに来てたから」


　それを聞いたサユカは、突とつ然ぜん吸血鬼の動きでナナを抱だき上げ、抱きしめた。「えっ？　えっ？」と慌あわてつつ、ナナの顔が茹ゆで蛸だこのように真っ赤に染そまる。


「ありがとう、ナナちゃん。あなたやっぱり、とっても素す敵てきよ！」


　頰に熱ねつ烈れつなキスをする。そして、ほわんと脱だつ力りよくしたナナをソファに下ろし、かけてあった新しい──しかし以前と同じデザインの──黒いジャージをつかんだ。


　袖そでに腕うでを通しながら、サユカはバウワウに視線を向けた。熱い視線。比ひ喩ゆでなく火を噴ふきそうな視線だ。彼女の血けつ統とうに相応ふさわしく、燃もえさかる生命の輝かがやきが、そのまま美となって彼女を包んでいる。


「行くわ」


　バウワウは、うむ、と誇ほこらしげに『弟で子し』を見上げた。
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　幸運にもカーサがその情報を得たのは、『キャッスル』に侵入した直後だった。


「神父が不ふ在ざい？」


「ああ。たぶんまだ、鎮ちん圧あつチームの訓練中だと思うよ。そろそろ帰るころだと思うけど、急ぎなら練兵所の方に行ってみな」


　腕時計を確かく認にんしながら、その職しよく員いんは丁てい寧ねいに教えてくれた。彼の同どう僚りように姿すがたを変えたカーサは、自らの強運に身み震ぶるいした。


　──練兵所は施設キヤツスル内とはいえ、一番外れ。中央センターとは直接アクセスもできない。


　頭の中の見取り図を確認し、即そく座ざに連絡ルートを割わり出す。ここを押さえておきさえすれば、神父は中央センターから切り離はなせる。カーサは冷笑を嚙かみ殺した。


　──吉きつ兆ちようだ。


　すぐにラウに連絡を。しかし、直後、今度は自らの不運に、


「なっ？」


　と悪あく態たいをついてしまった。


　携けい帯たいの電でん源げんが切れていたのだ。


　──おいおい、何をやってるんだ私は!?


　事前に最終確認を怠おこたったせいだ。カーサには極きわめて珍めずらしい類たぐいのミスだった。


　もっとも、アンヌとの対決に注意を集中していたせいもあるが、カーサだけの責せき任にんとは言い難にくい。いまカーサが持っている携帯は、ラウから渡わたされた物。つまり、直前にザザとの国こく際さい電話をしていた携帯なのである。現地で調達した使い捨すて前ぜん提ていの粗そ悪あく品ひんだ。おそらく、ザザとの会話で、充じゆう電でんを使い切ったのだろう。


　──ラウの間抜けめ。ザザの大間抜けめ。


　出来の悪い弟たちを罵ののしりつつ、カーサは真しん剣けんに考えた。


　普ふ段だんなら、この距きよ離りの会話など念話を使う方が遥はるかに勝手が良い。カーサが事前に確認しなかったのも、これまで作戦中に携帯に頼たよる機会がほとんどなかったからだ。


　ただ、いまは事情が異ことなる。自分だけに作用する『化身メタモーフイシス』や近距きよ離りで行う視経侵攻アイ・レイドと異なり、念話は魔力の空間的放出が大きいのだ。すでに『キャッスル』に侵入した以上、ここで念話を使えばアンヌに察知される可能性があった。


　直接話しに行くことも考えたが、ラウの方も行動を開始している。居い場ば所しよを探さぐるために感覚を解かい放ほうすれば、結局は念話を使うのと同じことだった。何しろ『キャッスル』は広い。おかげで神父を切り離すこともできるが、カーサたちにしても互たがいの連れん携けいは慎重に行う必要があるのである。


　どこかで電話を借りることまで考えたが、ラウがすべて用意した携帯だったので、いまラウが持っている携帯の番号がわからない。第一、さっきの職員は、神父が「そろそろ帰る」と言っていたのだ。余よ計けいな手間をかける時間はない。そうでなくとも、事は速すみやかに運ぶことが望ましい。


「……いいだろう」


　カーサはニヤリと不ふ敵てきに笑った。


　精せい神しんを研とぎ澄すませ、自らの中の、魔力の内圧を高める。


　そして、必要最さい小しよう限げんの魔力でラウの居場所を探り、同時に神父の不在と連絡ルートの遮しや断だんを指し示じした。瞬まばたきする間もない、刹せつ那なの魔ま術じゆつだ。


　腕うで利ききの魔術師にのみ可能な、繊せん細さいで正確な技わざ。


　しかし、カーサより遥かに長く生きる魔女の長おさは、かつての血族の見せたあるかなきかの「弛ゆるみ」を見み逃のがしはしなかった。
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　ピクッ、とアンヌは受話器を離し、顔を上げた。


　普段から厳きびしい面おも差ざしに、特別な変化は見られない。しかし、そばめられた双そう眸ぼうは、確たしかに何かを捉とらえていた。


　中央センターにほど近いビル。アンヌがいるのは、来らい賓ひん用に設しつらえられた客室だ。部屋には彼女以外誰もいなかった。


『──アンヌ姉様？　どうかした？』


　手にした受話器から幼おさない、甲かん高だかい声がもれた。アンヌは何事もなかったかのように、受話器を耳に当て直した。


「なんでもありません、ネヴァ。話は以上です。マーハには、早さつ急きゆうに闇内閣シヤドー・キヤビネツトと連絡を取るよう伝えなさい。くれぐれも間違いのないよう」


『わかってるってば、そんなのぉ。てか、姉様せっかち過すぎー。そんなに「乙メイ女デン」のこと気に入ったわけ？　人間の、それも小こ娘むすめでしょ？』


　電話の相手は、ロンドンの『アザミ邸てい』にいる妹のネヴァ・ウォーロックだった。性せい格かく的に問題は多いが、長老の一人として長年重責を担になってきた大吸きゆう血けつ鬼きである。


「かつて英国は、人間の小娘一人に敗北したこともありますよ」


　同じく『乙メイ女デン』と呼ばれた少女を思い起こしているのか、アンヌの視し線せんが遠くなった。彼女は、何百年と人間社会の歴史を見守ってきた吸血鬼だ。その人ならざる視点には、ミミコもまたフランスの乙女おとめと同列に並ならぶ──彼女ら月げつ下かの住じゆう民みんにとっては、それ以上に重要な──特別な人間として見えているのだった。ミミコ個こ人じんというよりも、彼女に象しよう徴ちようされる様々な事象が。


「ともあれ、私は『カンパニー』は信用に足ると判はん断だんしました。ウォーロック家、及および『魔女モーガン』の血族は、彼らと共に『新世界』の可能性を模も索さくします。ネヴァ。あなたもそのつもりで」


『人間と共存ねー。あんま興きよう味みないけど、姉様がそう言うんなら……』


「あと、もうひとつ。私の身に何かあったときは、もう眠ねむりにつくのはお止やめなさい。常つねにあなたとマーハの二人で、血族を導みちびくのです。よろしいですね？」


『ハ？　何ゆってんの、姉様？』


　ロンドンのネヴァが、呆あきれた声を出す。アンヌは構かまわず淡たん々たんと続ける。


「また、その場合でも『カンパニー』との協調路線を取り続けること。時代は変わろうとしています。一時的な世せ情じようがどうあれ、流れる方向はもはや変わりはしない──」


『ちょ、ちょっと姉様？　何言ってるの!?』


　怒おこったように、また微かすかに怯おびえたような口調で、ネヴァが声を震ふるわせた。


　何か感づいたのかもしれない。ネヴァは姉し妹まいの中でも、擢ぬきん出た強力な魔力を誇ほこり、姉たちでは操あやつれない複ふく雑ざつな魔術を行使できる。センスがあるのだ。彼女たちの闇の母ナイト・マム──始し祖そモーガンの才さい能のうをもっとも色いろ濃こく受け継ついだ魔術師だった。反目し合っていたが、一番あの子に似にているのも彼女だろう。


　アンヌの唇くちびるにうっすらと微び笑しようが浮うかぶ。


「あとのことは任まかせましたよ、ネヴァ」


『姉様!?　いい加か減げんに──』


　そこで、アンヌは電話を切った。受話器を置き、椅い子すから立ち上がったとき、彼女の表情は普ふ段だん通りの冷れい徹てつさを取り戻していた。


　昼間はまさかと思い、捨すて置いた。『キャッスル』にはアルバートをはじめ、彼女の血族は大おお勢ぜいいる。しかし、いま一いつ瞬しゆん感じた魔力は、同じ『魔女モーガン』のものとは、似にて異ことなった。そのわずかな差が、逆ぎやくに魔力の持ち主を特定させた。


　まだ確信はない。


　だが、ネヴァには譲ゆずるとも、卓たく越えつした魔術の使い手──何より、老ろう熟じゆくし、完成されたアンヌ・ウォーロックの直感が告げていた。かつて血族を裏うら切ぎった、有能な混こん血けつ児じの存在を。


　もちろん、カーサは特とつ区くにいるはずだ。しかし、仮かりに彼女がシンガポールの、しかもこの『キャッスル』内にいるとすれば、その目的はなんなのか。優すぐれた政せい治じ家かでもあるアンヌにとって、答えは明白だった。


　アンヌは静かに精神を集中しながら、ゆっくりと部屋を出た。


　最初に向かったのは──
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　特区第九地区ナイン・ヤードは、かつての『マリーン・バンク』も本社を置いていた、高こう層そうビルの連なるオフィス街だ。機能的にデザインされた街まち並なみは、人気の消えたいまも完全には失われていない。人の死し滅めつした未来都市の様相で、月明かりの下もとに佇たたずんでいる。


　だが、いまその街角が戦火に燃もえていた。


　予期せぬ敵てきの攻こう勢せいに、バドリックは悲鳴をのみ込んだ。


「くそっ。直ちよつ系けいの不在を好機と見たのが裏目に出たか……それとも、そもそも不在と疑うたがったのが甘あまかったか？」


　声を嗄からしてレジスタンスを指し揮きしつつも、バドリックの顔は苦く渋じゆうに歪ゆがんでいた。


　現在『カンパニー』が支し援えんするレジスタンスは、本部の備そなえを整ととのえつつ、幾いくつかの部隊を特区の各地区に出して人々の移い動どうを誘ゆう導どうしていた。バドリックの指し揮きする部隊も、そんな部隊のひとつだ。


　特区陥かん落らくから数か月。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に転化した転びたてアンダー・イヤーたちも、直後の凶きよう暴ぼうさはひとまず収おさまり、幹かん部ぶクラスの指し示じがなくとも組そ織しきだった行動を取るようになっていた。現在九クー龍ロン王おうは元『カンパニー』本部ビルを拠きよ点てんとしているらしく、その周辺の第八地区エイト・ヤードは特に敵の陣じん容ようが厚あつい。隣りん接せつする第九地区ナイン・ヤードもまた、そういう意味では危き険けん地帯だった。


　それでも、この地区にいまも人々が隠かくれている可能性は無視できなかった。また、ここ最近の敵の動きの鈍どん化かから、いまならまだしも危険は少ないと判断したのだ。選せん抜ばつされたのはレジスタンスの中でも精せい鋭えいの部隊だし、バドリック自身が指揮を執とっているのも、万一に備えてのことだった。


　だからこそ、全滅せずに済すんでいる。


「退ひけっ！　この区く域いきから撤てつ退たいする。弾だん幕まくを途と切ぎれさせるんじゃない。奴やつらを近づけさせるな！」


　バドリックは最さい善ぜんの命令を下しているが、ひと通り鍛きたえたとはいえ、レジスタンスのメンバーは戦せん闘とう──ましてや対吸血鬼戦は素しろ人うとだ。シンガポールにいる彼の部下たちのようにはいかない。反はん応のうは鈍にぶく、明らかに浮うき足立っていた。


　経けい験けんの薄うすい新兵部隊。深夜の奇き襲しゆう。しかも満月。条じよう件けんは極きわめて悪い。見通しの甘さに憤ふん死ししたいほどだが、とにかくいまは踏ふん張ばるしかない。


「増ぞう援えんは要よう請せいしてある。最後まで諦あきらめるな！」


　半ば自分に言い聞かせるように、バドリックは兵を鼓こ舞ぶする。ガッツだけはプロ並みのレジスタンス・メンバーたちは、恐きよう怖ふを振ふり払はらって彼の叱しつ咤たに返答した。


　それでも、敵の攻撃は一向に勢いを弛ゆるめない。それどころか、戦闘をかぎつけて付近の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が集まってきてさえいる。


　かつては人々の暮くらしを吸血鬼たちから守った街。その同じ風景で、バドリックは蹂じゆう躙りんされつつあった。


「……リンスケ。お前は下へ手たを踏ふむなよ」


　思わず諦てい観かんし、そうつぶやいたときだった。


　突とつ然ぜん、敵てき陣じんの一角が崩くずされた。目ま映ばゆい──月夜を照らし闇やみを押おしのける、閃せん光こうが膨ふくれあがった。


　炎ほのお。


　暗闇を切り裂さき敵を焼き尽つくす、紅ぐ蓮れんの火柱が、戦場に立った。


「なっ!?」


　バドリックと、レジスタンスたち。そして『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちの動きが止まった。瞬間的に銃声が途と絶だえ、辺りに静せい寂じやくが横たわった。


　誰だれかが顔を上げた。頭上を仰あおぎ見る。高層ビルに切り取られた夜空に、満月が輝かがやいている。満月を背せに、ビルの壁へき面めんから大きく跳ちよう躍やくする人ひと影かげがあった。


　黒いニット帽ぼう。


　翻ひるがえる、黒いジャージ。


　降こう下かするシルエットの中で、見る者の心に焼き付くほど鮮あざやかな深しん紅くの双そう眸ぼうが閃ひらめいた。次の瞬間、何もない空中で炎が渦うずを巻まき、蕾つぼみが花開くように辺り一面に火か炎えんが狂くるい咲ざいた。


　炎に呑のまれた吸血鬼たちが、けたたましい絶ぜつ叫きようを上げる。そのただ中に、人影は優ゆう雅がに舞まい降おりた。


　そして、動いた。


　銀の刃やいば──逆さか手てに持ったナイフが一閃するたび、血が飛び、新たな悲鳴が上がる。しなやかな四し肢しが躍やく動どうし、吸血鬼たちを蹴け散ちらしていく。レジスタンスのメンバーたちはもちろん、経験豊ほう富ふなバドリックですら、しばし動きを止めた。次々敵を屠ほふっていく人影に見入っていた。


　圧あつ倒とう的な訳わけではない。凄すさまじいともいえない。


　しかし、黒い衣ころもをまとう人影の姿は──その野や性せい的な、力感に満ちた躍動は、間違いなく「美し」かった。たとえあれが敵であっても、同じように感じただろう。その黒い人影は、人を超ちよう越えつする存在が持つ純じゆん粋すいな美しさを──少なくともその一面を──身体からだで体現していたのだ。


　炎を操あやつる吸血鬼。


　ゼルマン亡なきあと、それは一人しかいない。しかし──


「馬ば鹿かな。あれが……白しら峯みねサユカ？　転びたての吸血鬼だというのか？」


　バドリックが口にした感かん慨がいは、吸血鬼の専せん門もん家かたる彼に相応ふさわしいものだった。事実、いまサユカが発はつ揮きしている力は、いわゆる転びたてアンダー・イヤーの範はん疇ちゆうからは明らかに逸いつ脱だつしていたのだ。


　しかし、バドリックは知らない。サユカを転化させた血が、ゼルマンが死の直前、己おのれのすべてを託たくした黒き血だということを。いまも彼の血が、サユカの中で濃のう厚こうに脈打っているということを。


　また、バドリックには想そう像ぞうすら及およばない。いまサユカの側そばに誰がいて、彼女が何者の指し導どうを受けているのかを。膨ぼう大だいな知ち識しきと経験を有する徳高き魂たましいが、彼女を導みちびいているということを。


　サユカはいま、かつての特区を象徴する二つの力から、加か護ごされ、鍛きたえられているのである。月下の歴史を顧かえりみても、転化して間もない牙きばが、これほど恵めぐまれた環かん境きように置かれたことはないのだ。


「……掩えん護ごする」


「え？」


　バドリックのつぶやきに、側にいたメンバーが顔を向けた。


「あの──あの、炎ほのおを操あやつる吸血鬼と呼こ応おうし、敵てきの戦線を突つき崩くずす！　撃うてっ」


　戦いの趨すう勢せいは、その瞬間に逆転した。レジスタンスの銀頭弾シルバー・チツプが、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を駆く逐ちくする。メンバーの顔に力が戻った。彼らの雄お叫たけびが敵の叫きよう喚かんを圧あつし、ビル街に木こ霊だました。


　サユカは、敵てき陣じんを散々搔かき乱みだしながら、その中央を突とつ破ぱした。レジスタンスのメンバーたちが、火線を逸そらして彼女を迎むかえ入れる。彼らがサユカを見る目つきは、感かん謝しやや尊そん敬けいを通り越こして、もはや信しん仰こうに近かった。バドリックもまた、彼らの反応を不ふ思し議ぎとも大げさとも思わなかった。


「『カンパニー』の人間はいる？」


　返り血に汚よごれながらも月下になお美しく。女吸血鬼は凜りんとして問うた。


「白峯サユカ！　鎮ちん圧あつチームのバドリック・セリバンだ。窮きゆう地ちを救ってもらって、心から感かん謝しやする。君のその力は──」


　息せき切って駆かけ寄よったバドリックに、「話はあとよ」とサユカは鋭するどく言い放った。


「大至し急きゆうシンガポールに連れん絡らくを取ってちょうだい。『黒くろ蛇へびカーサ』が葛かつら城ぎミミコを狙ねらっている」





４







「……っぷう」


　肩かたの力を抜ぬき、ミミコは大きく息をついた。応おう接せつ用ソファに座すわって仕事の資し料りようをめくっていたサキが、首を捻ひねらせてミミコを振ふり返った。


「やあ。終わったか？」


「まだです。でも、一段だん落らくかな？」


　サキに笑え顔がおで答えて、ミミコは肩の凝りをほぐした。


　執しつ務む室しつの窓まどの外は、すでに真っ暗だ。二人の会話にヒバリも手を休めて、ミミコの方を向いた。


「ひと息入れて来たらどうですか、先せん輩ぱい？　根こんを詰つめすぎるのは、かえって効こう率りつが悪くなりますよ？」


「んー。そうねえ。そういやちょっとお腹なかも空すいたかな」


　ミミコはアヒル口を尖とがらせてつぶやいた。彼女がこんな返事をするのも、リラックスした表情を見せるのも久ひさしぶりだ。ヒバリはこっそり、サキと視線を交かわし合った。


　やはり、アンヌの来らい訪ほうがミミコにもたらした効果は、相当大きかったらしい。特にミミコの側そばにいたヒバリは、胸むねをなで下ろしていた。


「こんな時間に食べたら太りますよ」


　とヒバリが釘くぎを刺さす。自然にこんな軽口が叩けるのも、先日までを思い出せば嬉うれしくて仕方がない。


「どうする、ミミコ？　一階のデリカは二十四時間営えい業ぎようだ。代表権けん限げんで出前でも取るか？」


「出前？　地味な権限ですね、それ」


「そうか？　きっとスゴイ豪ごう勢せいなのが届とどくぞ。鮨すしとか、鰻うなぎとか、天ぷらとか」


「和食が!?　それは魅み力りよく的かも」


　サキが並ならべるレパートリーに、ミミコとヒバリが吹ふき出した。それからミミコは「よしっ」と立ち上がり、


「下で何か買ってきましょう。軽くつまんで──ちょっと腹ごなしに散歩でもすれば、余よ分ぶんなカロリーは消費されるはず」


「散歩でですか？」


「計算では」


「何計算だ。それは」


「クイーン計算」


「うわ。問答無用な響ひびきです」


　三人は再び笑い、サキもソファから立ち上がった。ミミコの護ご衛えいをしているので、トイレに行くときでも側についているのだ。


「では私も付き合うか。幸いなるかな、我わがダンピールの肉体は、夜の食事などものともしない」


「いけない。いま、尊そん敬けいするサキさんのことを、少し憎にくたらしく思ってしまいました」


「気にするな『乙メイ女デン』。私は、乙おと女め心ごころの理り解かい者しやだ。──さ、行くか」


「はい。ヒバリちゃん、こんな時間だし何もないと思うけど、留る守す番ばんお願いね」


　ミミコの台詞せりふに、ヒバリは機き嫌げん良よく返事をする。そして二人が連れだって執務室を出るのを見送った。


　シンガポールの夜は、穏おだやかだった。


　まだ、このときまでは。
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「──なんだと？」


　中央センターの情じよう報ほう管かん制せい室しつ。折良く立ち寄よっていた尾お根ね崎ざきは、特区にいるリンスケから緊きん急きゆう連絡を受けて、疲労と眠ねむ気けを吹き飛ばした。


「確たしかなのか!?」


『済すみません、会長。どうも情報源ソースははっきりしません。でも、無む視しできる類たぐいの情報じゃありませんからね。時間も相当切せつ迫ぱくしてるみたい。それに、先日報ほう告こくしたとおり、私たちは現げん在ざい敵てきの指し揮き官かんクラスが特区を空けている可か能のう性せいは高いと見てるんです。この時期奴やつらが打つ手として、ミミコちゃんを狙ねらうというのは、十分な信しん憑ぴよう性せいがあります』


　雑音ノイズ混まじりに届くリンスケの音声は、淡たん々たんとしているようで不安と焦しよう燥そうが滲にじみ出ている。尾根崎の隣となりで同じ報告に耳を傾かたむけていたウィリアム・スミスも、特区の意見に同意した。


「皆みなさんの報告でも、敵の狡こう猾かつさと積極性は明白です。去年も、敵は『乙メイ女デン』に刺し客かくを差し向けている。一度失敗した以上、次は万ばん全ぜんを期すでしょう。力のある幹部を送り込こむことは大いに考えられます」


　スミスは、フレームレスの眼鏡めがねをかけ、長ちよう髪はつを後ろで結んだ線の細い白人男性。十字軍幹かん部ぶの一人だ。情報部門を総そう括かつしている責せき任にん者しやで、本人も名うてのハッカーらしい。委員長の羅ローの片かた腕うでであり、彼の信しん任にんも厚あつい。尾根崎も、死んだ張ジヤンを彷ほう彿ふつとさせる彼の才覚は認みとめていた。


　尾根崎の決けつ断だんは早かった。


「ミスター・スミス。すぐに非常警戒エマージエンシーを出してくれ。神しん父ぷはまだ戻もどっていないのか？」


「まだです」


「すぐに呼よび戻せ」


　言いながら、尾根崎は備そなえ付けの電話を取り上げ、内線をダイヤルした。ミミコのデスクだ。コール音が三回鳴ったところで、内線が切り替かわる音とともに、秘ひ書しよのヒバリの声が聞こえた。


『はい。代表執しつ務む室しつです』


「ヒバリ君、尾根崎だ。ミミコ君はどうした？」


『会長？　ミミコ先せん輩ぱいなら、サキ先輩と一階のデリカに行きました』


「なんだと？　いつだ？」


『ちょっ、ちょっと前……二十分か三十分ぐらい前ですけど。何かあったんですか？』


「緊急事じ態たいだ。彼女の安全を確かく認にんしたい。携けい帯たいは所持しているな？」


　尾根崎の緊迫感が伝わったのだろう。息を呑のむ気配とともに、椅い子すから立ち上がる音が聞こえた。


『……済すみません。先輩、携帯をデスクに置いたままです。サキ先輩は持ち歩いてないはずですし』


　思わず舌した打うちがもれた。が、いま毒づいても意味はない。少なくとも、ミミコの側そばにサキがついていることはわかったのだ。


「わかった。戻り次し第だい、私の携帯に連絡をくれ」


　と告げて、内線を切った。厳しかった表情が、いよいよ鋭するどさを増ます。すぐに内線表を引っ張ぱり出し、一階にあるデリカテッセンを探さがす。今度は一回のコールで繫つながった。


『はい。「ジャッキーズ・スタンド」です』


「『カンパニー』会長の尾根崎だ。そちらに葛城代表はいるか？」


『は？　か、会長ですか？　えっと……「乙メイ女デン」ならさっきまでいましたけど』


　電話の主──おそらく店員だろう──は、啞あ然ぜんとしつつも質しつ問もんに答えた。入れ違ちがいになったらしい。再ふたたびもれそうになる舌打ちを堪こらえ、


「側にいないか捜さがしてみてくれ。見つけたらすぐ情報管制室まで連絡を。緊急事態だ」


　とだけ告げ、受話器を置いた。


「神父は？　連絡はついたか？」


「いいえ。やはりまだ訓練中のようです。練兵所の者が報告に向かっています」


「訓練中──ということは携帯も繫がらんな、くそっ。では先に、鎮ちん圧あつチームにスクランブルを。あと、誰か警けい備びの者を一階のデリカにやってくれ。それから、ミスター・ギルバートとミズ・ジャネットは？」


「おそらくホテルです。すぐに救きゆう援ごを要よう請せいしましょう」


「頼たのむ。ああ、あとミズ・アンヌにも協力を請こいたい。そちらにも連絡を」


　ミミコは『カンパニー』と十字軍の生命線だ。なんとしても守らねばならないし、そのためなら打てる手はすべて打っておかねばならない。


　特区との通信に戻り、


「リンスケ君。他ほかに報告は？」


『とりあえずは』


「わかった。ご苦労だったな。君たちの報を無む駄だにはしない」


　リンスケに約束して通信を切り、尾根崎は敢かん然ぜんと顔を上げた。その隣で、スミスは速すみやかに各種の伝達事じ項こうを指し示じしていく。


　スミスの手て並なみを確認すると、尾根崎は側を離はなれた。


「尾根崎会長？　どちらへ？」


「真銀刀だ。この場を頼たのむ」


　尾根崎が部屋を出るのと同時に、中央センターに不ふ吉きつなサイレンが鳴り響ひびいた。まだセンター内で働いていた職しよく員いんたちが、にわかにざわめき始める。尾根崎は歯を食いしばった。忍しのび寄よる嫌いやな予感を振り払いつつ、足早に廊ろう下かを歩いた。


　そこに、


「尾根崎会長？」


　尾根崎の足が止まる。振り返り、


「教きよう授じゆ。委員長──」


　呼び止めたのはサマンサ教授。それに、委員長の羅だった。


　サマンサは尾根崎と羅を見ながら、


「ちょうどいまそこで羅委員長と一いつ緒しよになったの。尾根崎会長。これはいったい何事ですか？　このサイレンは、確たしか非常警戒エマージエンシーの──」


「『黒蛇カーサ』がミミコ君を狙ねらっているという報告がありました。特区からです」


　尾根崎は簡かん潔けつに告げた。サマンサと羅の顔色が変わった。ただ事ではないと思っていたのだろうが、予想を上回る事態だったらしい。


「間違いないのですか？」


　と羅。さすがに動揺は隠せないが、十字軍最高責せき任にん者しやとして、トラブルに対たい処しよしようとする強い意い志しがうかがえる。


「裏うらは取れていません。しかし、放置はできない」


「もっともです。神父はもう？」


「いや。まだ練兵所らしい。サマンサ教授はひとまず安全な場所に避ひ難なんして下さい。羅委員長は──」


「会長に同行します。真銀刀を取りに行くのでしょう？」


　反はん射しや的に反はん論ろんしかけた尾根崎が、考えを変えて口をつぐんだ。


　羅は健康的な体たい格かくをした壮年の男性だ。いまでこそ十字軍トップの座ざに納おさまっているが、香ホン港コン聖せい戦せんでは神父の右みぎ腕うでとして勇戦し、幾いく度ども実戦を──それも地じ獄ごくのような修しゆ羅ら場ばを、経けい験けんしている。真銀刀は鞘さやから抜ぬきさえすれば十分な効こう果かを発はつ揮きできる武ぶ器きだが、まともに振ふれるかもわからない尾根崎よりは、羅の方が扱あつかいに向いていた。


　そんな尾根崎の考えを正せい確かくに読み取ったのか、羅は力強く頷うなずきかけた。


「『キャッスル』内の指し揮きはスミスに任まかせて問題ありません。中年二人が剣けんを担かついでも様さまになりませんが、一人で引きずるよりは良いでしょう？」


　羅の太ふて々ぶてしい冗じよう談だんに、尾根崎は苦く笑しようした。サマンサに目礼すると、「行きましょう」と羅を連れて歩き始めた。


　エレベーターではなく階段を四階分駆け下りる。中央センターの十五階へ。その間にも、尾根崎の携けい帯たいには次々にスミスからの報ほう告こくが寄よせられる。


　鎮ちん圧あつチームは対古血オールド・ブラツド装そう備びで一階を中心に展てん開かい開始。ギルバートとジャネットもすでに『キャッスル』に向かっているらしい。ただし、アンヌは部屋にいなかったようで、まだ連絡が取れていない。また、ミミコの所在もいまだ不明だ。「わかった」と引き続き全体の指揮を任せて、尾根崎は携帯を切った。


「……フルキャストですね」


「当然の配はい慮りよです」


　尾根崎たちが向かったのは、十五階にある資し料りよう室しつだった。二人が入ると、警けい備び員いんが心得た顔で敬けい礼れいした。非常警戒エマージエンシーが下された時点で、事じ態たいをある程てい度ど把は握あくしているのだ。


「異い常じようは？」


「ありませんっ」


　警備員の返事に頷き、部屋の奥おくへ。突つき当たりにあったのは、壁かべ一面がドアとなった巨きよ大だいな金庫──重要な資料を管理する保ほ管かん室しつだった。手前に設せつ置ちされた端たん末まつに掌てのひらをかざす。静脈認にん証しようがクリアされ、身み震ぶるいするようにドアが微び動どうした。


　そのとき、再び尾根崎の携帯が鳴った。ヒバリからだ。即そく座ざに応おう答とうする。


「ヒバリ君っ。ミミコ君が戻ったか？」


『ごめんなさい。違います、会長。ただ、スミスさんからミミコ先輩の居場所がわからないって聞いて、心当たりを』


「心当たり？」


『はい。先せん輩ぱい、軽く食事したら散歩して戻もどるって言ってました。最近の先輩の、夜の散歩コースは、隣となりのビルの空中庭園です』


　緊きん張ちようしつつも淀よどみなく、きびきびとヒバリは言った。「隣の屋上か」と尾根崎は窓まどもないのにそちらを振り向いた。


「管かん制せい室しつにはそのことは？」


『伝えました。すぐそっちにも鎮圧チームを向かわせるそうです』


「ご苦労。引き続き、待機してくれ」


　携帯を切り、羅を振り返る。


「少しずつ運が向いてきたか？」


「とんでもない。致いたれり尽つくせりだ、ミスター・尾根崎」


　羅は両手を大きく広げ、牙を剝むいて笑っていた。尾根崎の動きが止まる。否、止められた。視経侵攻アイ・レイド。尾根崎の脳のう裏りを痛つう恨こんの思いが埋うめ尽くした。


「……『黒蛇カーサ』か？」


「ご名答だ。初めてお目にかかる、特区を築きずいた人の王よ。お会いできて光栄だ」


『化身メタモーフイシス』を解といたカーサの肩かたに、艶つややかな黒くろ髪かみがマントの如ごとく翻ひるがえる。姿をさらした妖よう艶えんな美女に、尾根崎は歯を食いしばった。


　後方で、警備員が息を呑のみ、腰こしの拳けん銃じゆうに手をやった。カーサは振り向きもせず、彼を念動で打ち倒たおした。


　尾根崎は必死に活路を探さぐる。しかしそれは、あまりに絶ぜつ望ぼう的な挑ちよう戦せんだ。


「……私を殺したところで、『カンパニー』は屈くつしない……」


「同感だな。あなたの存そん在ざいを軽けい視しするのではなく、手しゆ腕わんを認めるからこそ、その意見には同意する。我われ々われ──特に我らが王は、あなたの思想と能のう力りよくを高く評ひよう価かしていたよ。もっとも、あなたや『カンパニー』の説く『共存』には、我らは含ふくまれないようだが」


「……狙ねらいはミミコ君か？」


「いかにも。特区から届とどいたという警告通りさ。とはいえ、あなたを前ぜん座ざ扱あつかいするつもりはない」


　カーサは艶あでやかに微笑ほほえみつつ、非ひの打ち所がない優ゆう雅がな仕草で、動けない尾根崎の左手を取った。


「神父は気にくわんが、あなたには恨うらみもない。未来の姪のためにも、顔見知りを用意してやるのは一いつ興きようだ」


　カーサは尾根崎の手の甲こうをそっと口元に近づけ、口づけをするように、小さく、嚙かむ。


　血をすする。


「くっ──!?」


　尾根崎が絶句した瞬しゆん間かん、カーサの相そう貌ぼうが引き締しまり「来たか」とささやいた。直後、尾根崎は、首くび筋すじに鋭するどい衝しよう撃げきを感じ、絶望の裡うちに意い識しきを失った。
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　尾根崎に手刀を打ち込こんだカーサは、すぐさま半開きになったドアに近づき、保管庫を開けた。中には、壁に据すえつけられた大小のボックスがあり、中央に、長い長方形をしたケースが横たえられていた。


　すでにこの状じよう態たいでも、ケースの中身は明らかだった。カーサは近づいてケースの蓋ふたを蹴けり開けた。


　ケースに入っていたのは、鞘さやに収おさまり、布ぬのにくるまれた、長大なひと振ふりの剣けんだ。


「……ビンゴ」


　カーサの唇くちびるを微び笑しようが彩いろどった。


　特区のザザから作戦行動中のラウに警けい告こくが飛んだのは、リンスケから尾根崎に連れん絡らくが届とどく二十分前──カーサがラウに思念を送る、まさに直前だった。ダールから『賢けん者じや』の異い変へんを聞かされたザザが、すぐさまカーサに連絡。彼女の携けい帯たいが繫つながらないことを大いに大いに罵ののしりながら、続けてラウの方に連絡したのだ。まさにその電話の最中に、カーサはラウに思念を送ったのである。


　ラウは念話を返すことはできないが、脳のう裏りに思い浮うかべることでカーサに思念を読み取らせることはできる。吸血鬼ブラツク・ブラツドの兄きよう姉だいと共に数々の作戦をこなしてきた彼は、そうした思考法に熟じゆく練れんしていた。ラウは、カーサの思念を感じるや、即そく座ざにザザの報告を彼女の側に伝え返した。「『賢者』を起点に彼らの計画が『カンパニー』まで伝わる可か能のう性せいが出てきた」ということを。そこで、カーサは予定を変へん更こうし、組そ織しきのトップ──尾根崎を見つけ出して、側に張り付いていたのだ。


　特区から警告が来るなど、カーサらにすれば、まさに不ふ測そくの事じ態たいだ。だが、不測の事態を切り抜けるためにこそ、ザザはカーサを選び、計画を任まかせたのである。


「実じつ際さい冷や冷やしたが……甲か斐いはあったな」


　本当に特区から連絡が来るのか。また来るとしてもどのタイミングになるのか。不確定要素はあまりに多かった。しかし、今回の計画はラウが最後まで反対していた通り、もともと不確定要素だらけの計画だったのだ。敵てきがどう反はん応のうするか。状じよう況きようがどう推すい移いするか。わからないことばかりだった。


　だが、仮かりに『カンパニー』が特区からの警告を受けた場合、直後に取る初動は、容よう易いに推すい測そくできた。そればかりか、『カンパニー』は全体の指し揮きを執とる過か程ていで、現げん在ざいの状況を正確に知る必要が生じる。その「正確な現在の状況」こそ、計画遂すい行こうの上で、カーサたちが喉のどから手が出るほど欲ほつする情じよう報ほうなのだ。


　リスクはあった。貴き重ちような時間を失うこと。魔ま術じゆつの行使が増ふえること。何より、敵にカーサらの存そん在ざいを知られるということ自体、大変なリスクになる。実際、報告を受けた『カンパニー』は非常警戒エマージエンシーを敷しき、カーサらの行動には、大きな制せい限げんがかけられることになってしまった。


　が、それらと引き替かえにして余あまりあるリターンを、カーサは得た。作戦開始時の不確定要素は、いま、すべて彼女らに有利な形で確定したのだ。


「そして、ここからは計画通り……」


　腰こしまで伸のびる黒くろ髪かみを揺ゆらし、カーサがゆらりと振り返る。


　挑ちよう戦せん的な翠みどりの瞳ひとみが、鋭するどい視し線せんを資し料りよう室しつの入り口に飛ばした。


　開いたままのドアの向こうに立っていたのは、背せの高い黒衣の魔女。アンヌは、硬かたい面おも差ざしにいかなる感情も交まじえず、カーサの視線を受け止めた。


「……お久ひさしぶりです、カーサ」


「……ああ」


　ほんのひと言、カーサは返事をした。


　のどが干ひ上あがり、声が擦かすれる。心しん臓ぞうがドクンと脈を打つ。自らの反応に、カーサは少し驚おどろいた。緊きん張ちようしている。そして、武む者しや震ぶるい。まるで、親を前にした反はん抗こう期きの子こ供どものようだ。軽く唇を嚙かんだ。


　アンヌの前で、カーサはじっと立ち尽くす。


　言うべき台詞せりふは、もっと色々あるはずだった。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』として生まれ変わって以来、これが初めての再さい会かいである。かつての長との再会を、カーサは幾いく度どとなく想そう像ぞうしていたのだ。


　混こん血けつ児じ、忌いみ子として、カーサを月下に産み落とした長。彼女を押おさえつけ、束そく縛ばくし続けた長。最後まで、彼女を疎うとみ続けた長。カーサにとってウォーロック家の三姉し妹まいこそ、混血である自分を差別し、卑いやしんできた、『血族社会』の象しよう徴ちようだった。その『血族社会』を打だ破はする革命に、カーサは身を投じた。その自分を見せつけてやりたいと、ずっと思っていた。自分を見て、憎にくしみに歪ゆがむだろうその面おもてに、気の利きいた皮ひ肉にくをぶつけてやるつもりだった。


　しかし、いざアンヌを前にしたカーサからは、あらゆる台詞が消えていた。長を挑ちよう発はつするどころか、話しかけることすらできなかった。「ああ」と擦れ声で答えたあとは、相手の反応を、ただ待った。


　アンヌもまた、沈ちん黙もくしていた。


　カーサはアンヌの思考を想像した。彼女が何を口にするか。


　なぜ、と長は尋たずねるだろうか？　なぜ裏切ったのか、と。


　あるいは激げき怒どするのだろうか？　血族の誇ほこりを穢けがした恥はじさらしめ、と。


　アンヌが口を開けた。


「ケインはウォーロック家を去りましたよ」


　その台詞は、カーサの想像とまったく違っていた。なのに、想像していたどの台詞よりも、カーサに予期せぬ衝しよう撃げきを与あたえた。


「な、に……？」


　完全に意表を突かれる。しかし、アンヌはその隙すきに付け入る素そ振ぶりは見せなかった。


「彼は彼なりの答えを出した。あなたと同じように」


「貴き様さま……」


「しかし、カーサ。あなたは間違っている」


　淡たん々たんと突きつけられた言葉が、信じられないほど胸むねを揺ゆさぶった。視し界かいが揺ゆれ、膝ひざが震ふるえた。ふざけるな、と叫さけんだ。いや、叫んだつもりが、声になっていなかった。もう一度。息を吸すい、はき出す。牙きばを剝むき、大気を震わす大声で──


「──ふざけるな」


　こぼれ出た声は、耳を疑うたがうほど小さく弱々しかった。


「貴様に、何がわかる」


「…………」


　アンヌは答えなかった。再ふたたび沈黙が落ちた。


　カーサは不本意だった。短いやり取りが。アンヌの態度が。自分自身の態度が、不本意だった。


　気持ちを切り替かえる。


　呼こ吸きゆうを整ととのえ、鼓こ動どうを意い識しきする。力を巡めぐらせ、魔ま力りよくを膨ふくらませる。今度こそ、はっきりと。怒ど鳴なりはしないが芯しんのある──彼女の剝き出しの声で告げた。


「貴様には何もわかりはしない。わかったところで、何もできない」


「……かもしれません」


　乱みだれるカーサの心理と対照的に、アンヌの精せい神しんはどこまでも平静だった。余よ裕ゆうがあるのではない。慢まん心しんしてもいない。ただ、長く生き、様々なものを目にすることで培つちかわれた、静かな達観があるだけだった。


「だからあなたは、わからせるべきだったのです。私たちに。ケインに。そして、あなたの側そばにいた、あの、『賢けん者じや』の二人に」


『賢者』の二人。アンヌにそう言われたとき、カーサは逆ぎやくに定まった。『魔女モーガン』の哀あわれな混血児ではなく、『黒蛇カーサ』が目を覚ました。


　なぜなら、アンヌが口にしたことは──


「──もう、終わったことだ」


　戦せん闘とう準じゆん備び。


　切れ長の翠みどりの双そう眸ぼうが、力をたわめるが如ごとく半はん眼がんに落とされる。アンヌを凝ぎよう視ししつつ、念話を放った。


　──ラウ。真銀刀はここにある。神父はいい、すぐ取りに来い。ナブロ。標的ターゲツトは空中庭園だ。『豪ごう王おう』たちが向かっている。急げ。


　もう遠えん慮りよはいらない。カーサは弟たちと思念を繫つなげ、入手したすべての情報を伝達した。場数を踏ふんできた二人だ。もう、カーサのサポートがなくとも、それぞれの使命を果たすだろう。


　カーサもまた、自分の使命を果たすのみ。


　アンヌはカーサの思念を妨ぼう害がいしようとはしなかった。歳とし経へた魔女は、息づかいひとつ変えることなく、呪のろわれた魔女と対たい峙じする。


「あなたが得た力がどれほどのものか、私が確たしかめてあげましょう」


　声こわ音ねにも変化はない。しかし、その声が『魔女モーガン』に関かかわる、因いん縁ねんの戦いの幕まく開あけを告げた。


「来なさい、カーサ」





５







　尾根崎の電話を受けたあと、ヒバリはミミコの執しつ務む室しつで待機し続けていた。


　ミミコが無事かどうか確かく認にんしたいが、この緊きん迫ぱくした状じよう況きよう下かでは尾根崎や情じよう報ほう管かん制せい室しつに余よ計けいな連絡をする真ま似ねはできない。まだミミコが見つかっていないなら、彼らの捜そう索さくを邪じや魔まするだけだからだ。


　せめて自分もミミコを捜さがしに行きたかったが、尾根崎はヒバリに待機を命じた。入れ違いになる可か能のう性せいを考こう慮りよすれば妥だ当とうな指し示じだろう。しかし、センター内にサイレンが鳴り響ひびく中、不安を抱かかえて一人待ち続けるのはひどい苦く痛つうだった。


　じっと内線電話をにらむ。ミミコの無事を伝える連絡が来るよう祈いのったが、尾根崎からの連絡以い降こう、執務室の内線は鳴る気配をみせない。


　衝しよう撃げきが来たのは、そんなときだった。


　──爆ばく発はつ!?


　大きくはない。しかし、地じ震しんとは違う衝撃に建物が揺ゆれた。階下からだ。魔女二人の戦いの幕まくが切って落とされた影えい響きようなのだが、むろんヒバリにわかるはずはない。とうとう耐えきれなくなってデスクから立ち上がり、執務室を飛び出した。


　が、


「ミミコ先せん輩ぱい！」


　廊ろう下かに出た途と端たん、我が目を疑った。飛び出したヒバリと鉢はち合あわせしたのは、爆発の震動に青ざめるミミコだったのだ。


「い、いまの……？」


「それどころじゃありません！　いったいどこにいたんですかっ？」


　狼ろう狽ばいするミミコに、ヒバリは思わず抱だきついた。それから、感かん激げきしている場合ではないことを思い出し、


「とにかく、部屋に！　サキ先輩はどうしたんですかっ」


「そ、それが……」


　ミミコの顔色は真っ青だ。ヒバリは不ふ審しんに思ったが、まずは彼女の腕うでを取り、執務室の中に引っ張ぱり込こんだ。





　その二分後。


　執務室から飛び出してきたヒバリが、


「隣となりのビル……屋上……！」


　とつぶやきながら、全力で廊下を走っていった。
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　カーサの思念を受けたあとのラウの行動は極きわめて素す早ばやかった。が、それでもやはり、非常警戒エマージエンシーで警けい備びが強化された中央センター内を移い動どうすることは、困こん難なんを極きわめた。どれほど秀ひいでた能力を有しようと、ラウは兄や姉たちと違い、単なる人間なのだ。


　廊下を、銃じゆうを手にした一いち団だんが通り過すぎる。ラウは慌あわてて身を隠かくしながら、小さく舌した打うちした。


「気の利きかない女だぜ。どうせ『魔ま女じよ』の長おさとやり合うなら、ビルの指し揮き中ちゆう枢すうを破は壊かいするぐらい派は手でにやり合えばいいものを」


　カーサとアンヌの戦いの余波は、まだ断続的に続いている。時折──おそらく鎮ちん圧あつチームだろう──銃声も混まじっていた。ただ、二人は場所を変えて戦っているらしく、戦火の響きもあちこちから聞こえていた。


「ま、真銀刀の側でやり合う訳ねえもんな」


　だからこそ、カーサもラウに、真銀刀を取りに来るよう指し示じしたのだ。真銀刀を確かく保ほできれば、敵てきの脅きよう威いは大きく減る。逆に、こちらにとっては得え難がたい切り札となる。敵の一団をやり過ごし、ラウはさらにセンター深部へ侵しん入にゆうした。


　階かい段だんを使って、十五階へ。体力はともかく、緊きん張ちよう感から息が切れそうになる。もう一度姉の杜ず撰さんさを罵ののしって、集中力を取り戻す。


　資し料りよう室しつの位置は頭に入っていたが、思い起こすまでもなくそれとわかった。部屋から辺りの廊下、さらに外壁までぶち抜いて、大きく破は壊かいされていたからだ。


　避ひ難なんしたのか人はいない。ラウは破壊された資料室の入り口まで、一気に駆かけ寄った。


　資料室の中は、空爆を受けた瓦が礫れき跡あとの如き惨さん状じようを見せていた。入り口脇わきに倒たおれたまま動かない警けい備び員いん。これは無害と見てラウが奥おくに進んだとき、彼の足はぴたりと止まった。


　真銀刀が抜ぬかれていたのだ。


　しかも、抜いているのは……


「──！　尾根崎会長か？」


「貴き様さま……フォックス!?」


　保ほ管かん庫この床ゆかに座すわり込こみ、抜き身の真銀刀を抱きかかえていたのは、血まみれの尾根崎だった。


　ラウは以前、フォックスというコードネームで『赤い牙レツド・フアング』に潜せん入にゆうし、『カンパニー』上じよう層そう部ぶと接せつ触しよくしていたことがある。当然尾根崎とも面めん識しきがあった。


　ラウは最初、尾根崎が取っている行動に目を疑ったが、すぐにその訳を理り解かいした。


「あんた……カーサに嚙かまれたな？」


「…………」


　尾根崎は血の気の失うせた顔で、床に座り込んだままラウをにらんだ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に嚙まれた者は、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そめられる。また、感かん染せん直後は往おう々おうにして理り性せいを失い、吸血鬼ブラツク・ブラツドの獣じゆう性せいを剝むき出しにするものだ。


　しかし、ラウをにらむ尾根崎の目は、まだ正気を保たもっていた。彼は、意識を失ったあと、カーサとアンヌの最初の衝しよう突とつに巻まき込まれ、目を覚さました。そして、傷きずついた身体からだで真銀刀を抜き、カーサの嚙み跡あと──己おのれの左手の甲こうを、剣けんの切っ先で貫いていたのだ。


　真銀刀は吸血鬼にとって究きゆう極きよくの武ぶ具ぐだ。なぜなら、その刀身を作る真ジエン銀インが、ありとあらゆる月下の黒き血を破は滅めつさせるからである。尾根崎は、カーサに嚙まれながらも諦あきらめることなく機転を利きかせ、真銀の効こう果かで『九龍の血統クーロン・チヤイルド』への感染を抑おさえ込んでいるのだった。


　だが、真銀刀は剣とはいえ実じつ際さいは鈍どん器きに近く、刃やいばにも鋭するどさなどないに等しい。尾根崎の左手はほぼ完全に潰つぶれていた。それを自分で、しかも感染の恐きよう怖ふにさらされた状況で冷れい徹てつにやってのけたのだから、並なみはずれた胆たん力りよくと言えるだろう。


「ったく、マジに気の利かない女だぜ。可愛かわいい弟を呼よびつけといて、わざわざ置き土産みやげ、残していくなよ」


　ラウは冷や汗あせをかきながら拳けん銃じゆうを抜いた。


　銃口を尾根崎に向ける。


　尾根崎は──呆あきれたことに──ニヤリと笑った。


「……『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の感染力は凄すさまじい。私を殺したところで、真銀刀を取り上げた瞬間、転化して襲おそいかかるかもしれんぞ？　それとも、私の身体からだの生体反応が完全に消えるまでゆっくり待つか？」


「真銀刀さえ手にしていれば、転びたてアンダー・イヤーなど恐おそるに足らん」


「……ところが、この保管庫には最悪の場合に備そなえて自爆システムが組み込んである」


「ハッ。転化した直後のあんたは、ただの獣けものだ。そんな知ち恵えなど回らんさ」


「……なるほどな。では試ためしてみるか？」


　尾根崎が死人のような顔で太ふて々ぶてしく笑う。ラウは無言で銃を向け続けた。


　間違いなくハッタリだ。万が一事実だったとしても、剣を抜いたあとそのまま尾根崎の転化を待って、兆ちよう候こうが現あらわれた瞬間に真銀刀で斬きればいい。
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　問題なし。ラウは素早く判はん断だんして引き金を引こうとした──が、銃口の先にある尾根崎の自信が、彼の指をわずかに重くした。


　その直後だ。


「会長！」


　牽けん制せいだと頭で理解しても、身体は先に反応していた。身体を捻ひねり、床に身を投げ出しながら銃口を背はい後ごへ。こちらが撃うつより半はん瞬しゆん早く、肩かたに重たい衝撃がぶつかった。撃たれた。構かまわず撃ち返したが、狙ねらいは外れた。


　破壊された入り口の向こう。廊ろう下かを過よぎる、黒い、剽ひよう悍かんな人ひと影かげ。


　神父。


　ラウが床に倒れる。着ちやく弾だんしたのは左肩。右腕を伸のばし、伏ふせた姿し勢せいで引き金を引く。


　再び銃弾が交差した。


　耳元を灼しやく熱ねつの塊かたまりが掠かすめ飛んだ。


　ラウが激げき痛つうを無む視しして身を起こした。同時に、神父が部屋に飛び込んだ。肩のダメージで動きにキレがない。やられる、と思った瞬間、視界に尾根崎の姿すがたが入ったのか、神父の動きに乱みだれが生じた。


　刹せつ那なの判はん断だん。いまなら神父を殺とせれる。が、その場合、次の瞬間には自分も撃ち返され、殺される。結果、自分と神父が引き替かえになるだけで、真銀刀は敵の手に残る。現状で、この取り引きは是ぜか非ひか？


　真銀刀と引き替えなら、惜おしくはなかった。が、神父と引き替えにするには、自分の命は、ちと惜しい。ラウは全身を奮ふるい立たせ、飛び上がった。神父の隣となりを入れ替わるようにすれ違い、脱だつ兎との如ごとく資し料りよう室しつから飛び出した。
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　追えば確かく実じつに仕し留とめられた。だが、尾根崎を放置してまで仕留める価か値ちを、神父は賊ぞくに認みとめなかった。


「ブラザー！」


　顔色を変えて尾根崎の前に駆け寄る。尾根崎は、血の気のない顔で、それでもほっと息をついた。


「……遅おそいぞ、神父」


「何があった!?　これは……!?」


「……『黒くろ蛇へび』だ。報ほう告こくは聞いたな？　奴やつに嚙かまれた」


　神父が立ち尽つくした。「ジーザス」と朦もう朧ろうとしたつぶやきがもれる。だが、尾根崎は動じなかった。


「嚙み傷きずは小さく、血もほとんど吸すわれていない……真銀刀のおかけで、まだ転化の兆きざしはない」


「なんということだ……」


　神父はスミスから報告を受けて、真っ先に真銀刀の元を目指した。カーサの襲しゆう撃げきを撃退するには、真銀刀しかないと考えたからだ。尾根崎が同じ考えで行動することは予よ測そくできたが、まさかカーサに血を吸われていようとは思っていなかった。特区では陣内を、シンガポールでは尾根崎を失ったのでは、彼は自分を二度と許ゆるせなかっただろう。


　しかし尾根崎はまだ部下たちの元に逝ゆく気はなかった。スーツのポケットから錠じよう剤ざい──心しん臓ぞうを停止させる銀の混まじった錠剤を取り出した。


　かつての『カンパニー』幹かん部ぶがいれば誇ほこりに胸むねを震わせただろう、目を瞠みはるほどの冷静さと剛ごう胆たんさで、言う。


「神父。真銀刀で、私の左ひだり腕うでを切り落とせ。それで駄だ目めなら、自害する」


「なっ!?」


「時間がない。真銀刀はミミコ君に必要なんだ」


　尾根崎の提てい案あんは神父をして慄りつ然ぜんとさせた。が、神父とて『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に関かかわる修しゆ羅ら場ばは、吐はき気がするほどくぐってきている。彼の提案の可か能のう性せいを認めると、一瞬にして鬼おにの如ごとき形相となった。


　真銀刀の柄つかに手をかける。


　真銀刀の刃やいばはないに等しい代しろ物ものだ。切れない剣けん。それでも、黒い血の影えい響きようを断たつには、この世でもっとも適てきしている。


　切ればいいのだ。自分の技ぎ量りようで。


「──行くぞっ」


「頼たのむ」


　アーメン、と胸きよう中ちゆうで祈いのりを捧ささげ、神父は真銀刀を振り上げた。





　絶ぜつ叫きようはなかった。


　尾根崎は、真銀刀を鞘さやに収おさめても自分が転化しないことを確かく認にんした。そして、神父に剣を託たくし、ミミコに届とどけるよう厳げん命めいしてから意識を失った。その間、わずかな悲鳴ももらさなかった。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　ギルバートとジャネットが『キャッスル』に到とう着ちやくしたとき、すでにカーサとアンヌの対決は始まっていた。


「……なんという」


　ギルバートが絶ぜつ句くし、ジャネットが言葉をなくす。両者の戦いは、中央センターから他の建物の屋上や外がい壁へきへと場所を移うつしつつ、繰くり広げられている。倉庫が炎えん上じようし、ビルが半はん壊かいして崩くずれ落ちるほど、周囲に凄すさまじい被ひ害がいを与あたえていた。


　離はなれていても肌はだが粟あわ立だつほど、空間に魔ま力りよくが飽ほう和わしている。ギルバートもジャネットも魔ま術じゆつが得え手てとは言えないが、力の総そう量りようからして桁けた違ちがいなのだ。


　が、それも当然だろう。『魔女モーガン』の血けつ統とうは、月下に名高い魔術師の血統だ。『魔女』の血が秘ひめたる魔力は、他の血統の血とは比くらべられないとまで言われている。ましてや、カーサは始し祖そモーガンの再さい来らいと恐おそれられた魔術の名手。アンヌに至いたっては、『魔女』の血族を長年束ねてきた三姉し妹まいの長女である。現在の血族社会で最さい高こう峰ほうに位置する魔術の使い手が、全力で戦っているのだ。


「加か勢せいします」


　とジャネット。しかし、ギルバートは彼女を止めた。


「『乙メイ女デン』の安全確保が優ゆう先せんだ。敵は奴やつ一人とは限かぎらない」


　そう言いつつ携けい帯たいを操そう作さ。中央センターのスミスに連れん絡らくする。情じよう報ほう管かん制せい室しつ内は戦場と化しているはずだが、ギルバートのコールは即そく座ざにスミスに直結した。


「ミスター・スミス。到着した。『乙メイ女デン』は見つかったか？」


『ミスター・ギルバート！　それが、ついさっき彼女の秘ひ書しよから「見つけた」という連絡があったのですが、その報告の途と中ちゆうで内線が切れたのです。断だん線せんしたのか電話を切ったのかは不明。いま、執しつ務む室しつに人を向かわせたところです！』


「彼女の執務室か？　了りよう解かいした」


　素す早ばやく視線を交差させ、ギルバートとジャネットは混こん乱らんする『キャッスル』の中庭を直進した。屋内には入らず、中央センターの外壁を駆かけ上がる。ミミコの執務室があるのは、センター最上階だ。他の吸血鬼の気配に十分注意を払はらいつつ、二人は窓まどを破やぶって執務室に飛び込こんだ。


　目に入ったのはミミコではなく、彼女の椅い子すに座すわる秘書──ヒバリの方だった。しかも、彼女はぐったりと目を閉とじている。意い識しきがない。


「……なに？」


　ギルバートが驚おどろく間に、ジャネットは隣となりの私し室しつも確かく認にんする。しかし、そちらにもミミコはいなかった。


「駄だ目めです。誰だれもいません」


「くそっ。どういうことだ」


　ヒバリの息はある。情報管制室に連絡してきたのも彼女のはずだ。しかし、彼女が見つけたと報告したはずのミミコの姿だけ見当たらない。この状じよう況きよう下かでミミコが意識のないヒバリを残して立ち去る──それもなんの連絡もなくいなくなる理由など思いつかない。


　最悪の可能性に、ギルバートは青ざめた。


「まさか、連れ去られたのか？」


　しかし、直後に再びスミスからの携帯が鳴り、ギルバートの予感を払ふつ拭しよくした。


『申し訳わけない、ミスター・ギルバート！　たったいま、「乙女」を確保したという連絡が、入りました。鎮ちん圧あつチームからです！』


「なに？　しかし──」


『どうやら、襲撃で停止したエレベーターに閉とじこめられていた模も様ようです。現げん在ざい、中央センターの七階。情報が錯さく綜そうしていますが、間違いありません。情報管制室こちらのモニターでも姿を確認しました。無事です！』


　スミスの声が弾はずんでいる。しかし、ギルバートは気を抜ぬかなかった。鎮圧チームを甘あまくみる気はないが、敵てきは特区で彼の『赤い牙レツド・フアング』をものともしなかった強敵だ。


「ジャネット。この下──七階だ。行け」


　ジャネットが頷うなずいて執務室を飛び出す。ギルバートも向かいたかったが、ヒバリをこのまま残していくわけにもいかない。戦せん闘とう経けい験けんの浅い自分は、下へ手たをするとジャネットの足手まといになる可能性もなくはないのだ。


　とりあえず、ギルバートはヒバリを看かん病びようすることにした。





　ヒバリが目を覚ましたのは、それから十分もあとだった。彼女の口から、ギルバートが「真実」を聞き出したときには、すでに事じ態たいは手て遅おくれになっていた。





６







「お、お、お騒さわがせしてます」


　エレベーターから這はい出たミミコは、歓かん声せいを上げる鎮圧チームの隊員たちを見て顔を赤らめた。


　ミミコとサキがエレベーターに閉じこめられたのは、センターにサイレンが鳴った少しあとだった。非常警戒エマージエンシーが敷しかれたのが、空中庭園を散歩していたとき。慌あわてて屋上から連れん絡らく橋きようを渡わたり、中央センター七階に戻もどった。そして、執務室に戻ろうとエレベーターに乗った直後、センターを揺ゆるがす衝しよう撃げきに襲おそわれて、エレベーターが停止したのだ。


　しばらくは復ふつ旧きゆうを待っていたが、エレベーターは作動しなかった。非ひ常じよう時じ用のボタンを押おしても連絡すらつかない。やむなくサキが独ひとりでエレベーターを脱だつ出しゆつ。ミミコを捜さがしていた鎮圧チームを見つけ、救助を要よう請せいしたのだった。


　間の悪い事じ故こだった。しかし、緊きん迫ぱくした事態に面し、仮かりにも『カンパニー』代表ともあろう者がなんとも格かつ好こうがつかない気がして、ミミコは身の置き所がなかった。


　もっとも、そんなミミコの余よ裕ゆうなど、サキの言葉で跡あと形かたもなく吹ふき飛んだ。


「ミミコ。落ち着いて聞いてくれ。この非常警戒エマージエンシーだが──カーサが襲撃を仕掛けてきたらしい。狙ねらいはお前だそうだ」


　ミミコが目を剝むいてサキを見つめる。「本当ですか？」と問う彼女に、サキは重々しく頷うなずいた。


「……いま、アンヌ殿どのが迎むかえ撃うっている。さっきからの衝撃は、二人の戦いの余よ波はだ。だが、敵がカーサ一人とは限かぎらん。いや、一人であるはずがない。すぐに移い動どうするぞ」


　一足早くエレベーターを脱出したサキは、すでに事態の深しん刻こくさを知らされている。彼女の表情には焦しよう燥そうが色いろ濃こく浮うかんでいた。いまも、鎮圧チームから渡されたインカムを使って、情報管制室と連絡を取り合っている。


「い、移動ってどこへ？」


「いま尾根崎会長が真銀刀を取りに行っているらしい。我われ々われも会長と合流──と、え？　ちょ、ちょっと待て。──失礼、スミス殿どの？　いまなんと……連絡が取れない？　尾根崎会長と？」


　話を聞く裡うちにサキの顔色が悪化した。表情が強こわ張ばり、ついには呻うめき声までもれる。


　やがて、サキはインカムを押おさえ、険けわしい眼まな差ざしでミミコを見つめた。


「……ミミコ、状況が変わった。尾根崎会長が向かったのは十五階の資し料りよう室しつらしい。おそらく、そこに真銀刀があったんだろう。ただ……最初の爆発があったのが、どうもその辺りらしいんだ」


「そんな！　まさか会長──」


「まだわからない。いま職しよく員いんが確認に向かっているらしい。しかし、真銀刀がそこにあったことは、ごく一部の人間しか知らなかったはずだ。カーサが偶ぐう然ぜんそこを爆破したとは考えづらい。とすれば、あの爆発はむしろ会長を狙ったものだったのかもしれない」


　そうだとするなら、最悪の場合、尾根崎は殺され、真銀刀すら敵の手に渡っている可能性がある。目の前が暗くなるような事態だ。


「そ──」


　そこに行きましょう、という台詞せりふを、ミミコは必死の思いでのみ込んだ。


　ミミコも、自分の立場はわかっている。会長やサキ、鎮圧チームやその他大勢の者たちが必死になっているのは、『乙メイ女デン』を守るためだ。その意い志しに反して、自ら危き地ちに飛び込むような軽けい率そつな真ま似ねはできなかった。


　サキはしばし唇くちびるを嚙かんでいたが、熟じゆつ考こうののち方ほう針しんを固めた。


「……予定変へん更こうだ。中央センターを──いや、『キャッスル』を出よう。会長が無事とわかれば、真銀刀と一いつ緒しよに跡あとを追って合流してもらえばいい。行くぞ」


　サキが促うながす。


　ミミコが震ふるえながら頷いたとき、


「『乙メイ女デン』！」


　廊ろう下かを駆かけ、疾風はやてのように飛来した人ひと影がたがあった。鎮圧チームが一いつ斉せいに銃口を向けたが、人影が誰かわかると、すぐに逸らされた。


　サキが思わず安あん堵どの息をつき、ミミコが歓かん声せいを上げる。


「ジャネットさん！」


「遅くなった。が、無事で何よりだ」


　駆けつけたジャネットは、貫かん禄ろくの面おも持もちで言った。


　まだ中学生程てい度どの少女の姿すがたが、この上なく頼たのもしい。しかし、サキが安心するのも当然で、ジャネットは三百年近く生きた力ある吸血鬼ブラツク・ブラツドだ。現げん在ざいシンガポールにいるミミコの協力者の中でも、戦せん闘とう力りよくでいえばアンヌに次ぐ実力を持つ古血オールド・ブラツドである。


　デニムの上下と軽けい装そうのジャネットだが、腰こしには愛用する十じゆう字じ剣けんを下さげていた。その柄つかに手を添そえながら、ジャネットはミミコに近づいた。


「『豪王』の命により馳はせ参じた。だが、ついいましがた着いたばかりで、状じよう況きようが把は握あくし切れていない。敵はカーサ以外に確認できたのか？　真銀刀はどうした？」


「それが──」


　ミミコが説明しかけたときだった。


　前まえ触ぶれもなく、ジャネットの小こ柄がらな身体からだが痙けい攣れんした。


　ゴフッ、と小さな唇から鮮せん血けつがこぼれる。右手が弱々しく、自分の胸むな元もとを探さぐった。その胸元──心しん臓ぞう付近から、細く鋭するどい、針はりのような切っ先が生えていた。


　非ひ現実的な光景に、ミミコの目と口が動きを止める。サキと近くにいた隊員たちが異い変へんに気づく。


　血に濡ぬれた切っ先が、ジャネットの胸の中に吸すい込まれた。ジャネットは振り返ろうとしかけたが、途と中ちゆうで力ちから尽つきてくずおれた。床ゆかに倒たおれたジャネットの上に、ひと振ふりのレイピアが浮うかんでいる。レイピアの周りを取り囲むように、うっすらと霧がかかっていた。


「……ジャネットさん？」


　どこか間の抜けた、ミミコの声。


　霧きりが蠢うごめき、形を成し始めた。


　現あらわれるオレンジの髪かみ。その下の貴き公こう子しのような顔は、なんの表ひよう情じようも浮かべないまま、ミミコを正せい視しし──


「ミミコ！」


　サキの反応は、まだしも的確だった。問答無用でミミコを担かつぎ上げ、その場を逃にげ出したのだ。鎮ちん圧あつチームもただちに連動し、サキの逃げた廊下を塞ふさいだ。


　一いつ斉せいに発はつ砲ぽう。不意打ちのような銃声が、幾いく重えも重なり爆音と化して廊下を圧あつする。しかし、打ち出された銀頭弾シルバー・チツプは残らず空中に食い止められた。


「──邪じや魔ま」


　とささやく声が聞こえたと同時に、人影は再び霧む散さんした。霧はあっという間もなく、鎮圧チームを覆おおい尽くした。
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　作戦開始後、アンヌの存在を考こう慮りよしたナブロは、陰おん形ぎよう術じゆつを用いて神しん経けい質しつなまでに気配を殺しながら『キャッスル』に潜せん入にゆうした。彼は暗殺者だ。この手の隠おん密みつ行動はもっとも得意とするところであり、事実アンヌは、カーサの魔術は感じ取っても彼の存在にはまったく気づくことができなかった。


『キャッスル』に潜入したあとは、カーサが動き出すまで中央センターの屋上──電でん波ぱ塔とうで待機。カーサがミミコターゲツトの居場所を伝え、予定通りアンヌとの戦闘を開始してから、速すみやかに行動を再開した。


　空中庭園をくまなく捜そう索さくして、すでにそこにミミコがいないとわかったあとも、ナブロは動じなかった。要人の位置を知るには、周辺の流れを読めばいい。標的ターゲツトの動きを推すい測そくしながら『霧化フオグ・ラン』を用いて身体を分散させ、予想される場所を残らず捜索した。身体を霧と化す『霧化フオグ・ラン』は『老ろう牙がニザリ』が得意とする高等魔術として知られている。だが、そのような形で応用できる者は、血族中でもトップクラスの数名だけだ。彼の天性の才能あってこそ可能なことである。


　ただ、標的ターゲツトが停止したエレベーターの中にいるとは、さすがに思い至いたらなかった。その意味では、カーサの計画は本来成功しているはずだったのだし、偶ぐう発はつ的に起こった事じ故こは、実はミミコを救っていたのである。


　結局ナブロがミミコの居い場ば所しよを知ったのは、情報管制室──言うまでもなく、真っ先にマークしていた──に彼女の情報が伝わったときだった。だが、そのときにはすでに、『キャッスル』内に『豪王』とその護ご衛えいが到とう着ちやくしていた。


　ここでナブロは判はん断だんを迫せまられた。


『豪王』の血族とは可能な限かぎりことを構かまえない。それが計画の方ほう針しんではあったが、この二名──特にジャネット・ハーゲンダルフの存そん在ざいに、ナブロは危き険けん性せいを感じていた。ナブロ自身の任にん務むにとってではなく、カーサの任務にとって障しよう害がいになり得ると見たのである。なぜなら、そのときカーサは、アンヌに押されていたからだ。辛かろうじて拮きつ抗こうしてはいたが、ナブロから見るとカーサの方に、より「余よ裕ゆうがない」ように感じられた。


　仮かりに、ジャネットがアンヌに加か勢せいするという状況が生じた場合、カーサは確実に負けるだろう。作戦は破は綻たんする。対して、真銀刀の問題が解決したいま、ナブロが自分の任にん務むを遂すい行こうできなくなる可能性は極きわめて低い。


　そこで、ナブロは段取りを修しゆう正せいした。真っ先にミミコを転化するのではなく、ジャネットを無力化することを優ゆう先せんしたのだ。


「ま、姉孝行も時には良し」


　沈ちん黙もくした鎮圧チームの前で、半ばほど実体化しつつナブロはつぶやいた。


　そして、逃げたミミコを追おうとしたが──床から声がかかり、呼よび止められた。


「……待て」


　普ふ段だんなら間ま違ちがいなく無む視ししていた。しかし、「ある思い」がナブロを止めた。


　弱々しい声はジャネットのものだ。彼女は床に倒たおれ伏ふしたまま、霞かすむ視線でナブロをにらんだ。


「貴き様さまが……『橙蜂オレンジ・ビー』……！」


　ジャネットの瞳ひとみには激はげしい憎ぞう悪おがあった。『橙蜂オレンジ・ビー』の名は、彼女にとって特別なのだ。その理由は、ナブロにもわかっている。彼女を転化した闇の父マスターである『聖せい騎き士し』ペンテウスを暗殺したのが、ナブロだからだ。いまから十二年前。香ホン港コン聖戦のときの話だ。


　ナブロは冷めた目でジャネットを見下ろした。


　ナブロは、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまったあとも、暗殺任務の遂すい行こう時には『老牙ニザリ』の流りゆう儀ぎに従したがっている。そして、『老牙』の暗殺者は、標的ターゲツト以外は基き本ほん的に手を下さない。ジャネットも、重要な血管を破は壊かいし甚じん大だいなダメージを与あたえているが、心しん臓ぞうを貫つらぬいてはいなかった。作戦遂行の邪じや魔まにならないよう、無力化させただけなのである。


　ジャネットの個こ人じん的感情がどうあれ、標的ターゲツトでない以上、ナブロは彼女に興きよう味みがない。


　しかし──


「……ペンテウス卿きようの暗殺は、『老牙』の仕事だった。依い頼らいがあったのは、香港聖戦の十年以上前。ボクはその間、ずっと彼の隙すきをうかがい続けた」


　突とつ然ぜんの告白に、ジャネットは目を剝むいた。


「……な？」


「つまり、依頼主はダールじゃない。誰だれの依頼だったのかは、ボクだって知らない」


「──！」


　ジャネットの口が声にならない喘あえぎをもらした。ナブロは構かまわず、一方的に続けた。


「ボクが命じられた標的ターゲツトの中で、ペンテウス卿はもっとも厄介な標的ターゲツトだった。十年以上機をうかがい、ようやく付け入る隙すきができたのは、彼が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまったダールと対たい峙じしたときだった。だから、二人が決けつ闘とうで傷きずつき、動きの鈍にぶった瞬しゆ間んかんを襲おそった。ボクはそのあと、理り不ふ尽じんにもダールに殺されかけたんだぞ？　真しん剣けん勝負を邪魔したとかで」


「そん……な……」


「事実だ。だから、お前がダールを恨うらむのは筋すじ違ちがいだ。ダールの名めい誉よのため、それだけは言っておく」


　言いたいことを言ってしまうと、ナブロは視経侵攻アイ・レイドを使い、弱っているジャネットの意い識しきを刈かり取った。そこまでせずとも動けるはずはなかったが、念には念を入れるのが彼のやり方だ。


「さて」


　と、ささやいたときには、すでにナブロの脳のう裏りからジャネットの存そん在ざいは抹まつ消しようされていた。


　ロスを取り戻もどすべく霧きりになってミミコのあとを追う。その間も、レイピアを念動で移い動どうさせるだけでなく、鎮ちん圧あつチームからインカムを奪うばっておくことも忘わすれない。戦局全体を把は握あくしながら、冷静に行動する。


　ミミコを担かついで逃にげている女は、吸血鬼ブラツク・ブラツドではなくダンピールらしい。ミミコはサキと呼よんでいた。彼女は、再ふたたび連れん絡らく橋きようを戻もどって、空中庭園の方に逃げている。ダンピールにしては身体能力が高いが、所しよ詮せんナブロの敵ではない。あっという間に追いついた。


　ココヤシをはじめとする、緑豊ゆたかな熱帯植物で飾かざられた空中庭園。植しよく樹じゆされた木々を縫ぬうように逃げるサキとミミコは、ジャングルで猛もう獣じゆうに追われる、哀あわれな獲え物もののようだ。


「サキさん！」


　担がれていたミミコが先にナブロに気づいて警けい告こくを叫さけんだ。逃げ切れないと判はん断だんしたのか、サキはミミコを降おろしてナブロと対たい峙じした。


「ミミコっ。逃げ──」


　言下に、ナブロは霧と化した身体からだで襲いかかり、サキを気き絶ぜつさせた。ミミコが悲鳴を上げる。ナブロは微み塵じんも慌あわてず顔面だけ半実体化して、ミミコと目を合わせた。


　視経侵攻アイ・レイド。瞬時にミミコの身体の機能を奪い取る。これでチェック・メイトだ。あとは、ミミコを転化させ、精せい神しん支し配はいを持続したまま『キャッスル』を離り脱だつ。カーサとラウに作戦終しゆう了りようを伝えればいい。苦戦中のカーサも、敵から逃げ切るだけなら問題はないだろう。ラウにしても、自分の身は自分で処しよせるはずだ。


　勝った。


　興こう奮ふんすることも油ゆ断だんすることもなく、ただ冷静にそう判はん断だんした瞬間だった。


「……があっ!?」


　ナブロの『霧化フオグ・ラン』が制せい御ぎよを失い、彼は庭園に墜つい落らくした。
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　目の前で霧きりが裸はだかの男に変わるのを見て、ミミコは我われに返った。一瞬意識が失われていた。視経侵攻アイ・レイドを受けたのだということを、少し遅おくれて理解した。


　目の前で苦しんでいるのは、オレンジ色の髪かみをした吸血鬼ブラツク・ブラツドだ。資し料りようにあった。おそらく、暗殺者の『橙蜂オレンジ・ビー』だろう。凄すご腕うでの殺し屋。その彼が、視経侵攻アイ・レイドまで仕し掛かけておいて、なぜいま庭園の芝しばに転がり、もがいているのだろうか。


　考えつく理由はひとつしかなかった。


　──そうか！　あのときアンヌさんが！


　実はミミコは、執しつ務む室しつを出て休きゆう憩けいに行く直前、アンヌの訪ほう問もんを受けていた。ミミコは知らないことだが、このときアンヌはカーサの存そん在ざいに感づいている。カーサの魔力の波動に気づいたアンヌが最初に向かった先が、ミミコの執務室だったのである。


　結局アンヌは、何か異い常じようがないかを確かく認にんしたあとは、戸と惑まどうミミコに何も告げず去っていった。しかし、そうではなかったのだ。あのときアンヌは、ミミコが視経侵攻アイ・レイド等による精神支配を受けた場合に備そなえ、前もって彼女の精神内にトラップをしかけておいたのだ。


　自らの魔術を他人の精神の中に残ざん留りゆうさせる視経侵攻アイ・レイドの高度な応おう用よう。皮ひ肉にくにもそれは、以前カーサがヤフリーに仕掛けてケインを出し抜いたのと同じ手法だった。


　とにかく、アンヌのおかげで、ミミコは命拾いをした。


　しかし、これで助かったわけではない。あくまで猶ゆう予よができただけだ。


「サキさん！」


　倒れたサキを叫さけびながら揺ゆさぶったが、彼女は身じろぎもしなかった。まだ脈はあるから死んではいない。


「…………」


　ミミコは唇くちびるを嚙かんで立ち上がった。『橙蜂オレンジ・ビー』は『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だが、元は『老牙ニザリ』の暗殺者だった。ミミコの知識では、彼らは標的以外は手出ししないはずだ。慚ざん愧きの念を堪こらえつつ、ミミコはサキを置き去りにして逃げ出した。


　しかし、


「──きゃっ！」


　背せ中なかに衝しよう撃げきを受け、前のめりに転てん倒とうした。振り返ると、ようやく呪じゆ的てきトラップから抜けた『橙蜂オレンジ・ビー』が、息を荒あららげて立ち上がろうとしていた。彼の力場思念ハイド・ハンドで突き飛ばされたのだ。


　吸血鬼がこちらをにらむ目つきは、いまだに激げきするところがない。ミスをミスとして受け止め、なお冷徹にミミコを仕留めようとしている。


　しかし、ミミコは不ふ審しんを抱いだいた。視線が合っているのに視経侵攻アイ・レイドを仕掛けないのは、さらなる罠わなを警けい戒かいしたからだろう。だが、さっきの力場思念ハイド・ハンドはなんだ？　彼の力があれば、さっきの一瞬でも簡かん単たんにミミコを殺せたはずだ。


　いたぶって楽しんでいるならともかく、彼の瞳ひとみにそんな感情はうかがえない。ひょっとして、敵の狙ねらいはミミコを抹まつ殺さつすることではなく──


「来ないで！」


　ミミコは自分の勘かんに従したがって叫んだ。


「来たら舌したを嚙むわっ。あたしが死んでもいいの？」


　際きわどい賭かけだったが、『橙蜂オレンジ・ビー』は動きを止めた。やはり、敵の目的は自分を捕とらえることなのだ。人ひと質じちにするつもりなのか、何かの交こう渉しように使うつもりなのか、それとも──


　と、


「……馬ば鹿かか？」


「な──」


　返事しかけた直後に、ガキリと顔面が──下あごが見えない万力で締しめ付けられた。続いて、手足の自由も完全に奪うばわれる。頭ははっきりしているが、指一本微び動どうだにできない。


　視経侵攻アイ・レイドによる肉体支し配はいではない。力場思念ハイド・ハンドで強ごう引いんに拘こう束そくされたのだ。ミミコは自分の迂う闊かつさに泣きそうになった。


　一方、ミミコを完全に捕らえて余よ裕ゆうができたのか、『橙蜂オレンジ・ビー』は「ふん」と鼻息を荒くすると、身体からだについた土つち埃ぼこりや芝しばを払はらい、庭園の一角に目をやった。すると、そこに隠かくしてあったらしいストライプ・スーツのジャケットとパンツが念動で飛来した。


　ふわり、と吸血鬼の上に被かぶさった瞬間、身体が一瞬にして霧と化し、かと思うとスーツを着き込こんだ姿すがたで実体化する。


「……恥はじをかいた。悔くやしい」


　特に表ひよう情じようを変えるでもなく独ひとりごちた。そして、レイピアを拾い、裸足はだしのままミミコに近づいた。


　ミミコの前に立ち、色素の薄うすい瞳ひとみで彼女を見下ろす。万ばん事じ休す。


　──ジローさん！


　ミミコがしがみつくように念じたとき。


　──え？


　立ち塞ふさがる吸血鬼ブラツク・ブラツドの背はい後ご。空中庭園の隣となりに高くそびえる中央センターのシルエットがある。こちら側に面した中央センターの壁へき面めんは、連絡橋で繫つながる七階以上がすべてガラス張ばりになっている。どの階からでも空中庭園を見下ろせる造つくりになっているのだ。


　その、月明かりに照らされる壁面に動きがあった。


　十五階。嵌はめ込み式のガラス窓まどが、内側から破やぶられた。ガラスを割わったのは、一人の男。彼は、手にしていた長い棒ぼう状じようの物をかざし、


「ミミコ！　受け取れ！」
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　尾根崎から真銀刀を受け取った神父は、彼に最さい低てい限げんの応おう急きゆう処しよ置ちを施ほどこして資料室を飛び出した。途と中ちゆうで鉢はち合あわせた職しよく員いんに資料室にいる尾根崎のことを伝え、自らはミミコの元に急いだ。


　情報は錯さく綜そうしていた。


　しかし、決め手となったのはサキが最後に届とどけた報告だ。


『敵の奇き襲しゆうだっ。ジャネット殿どのがやられた。空中庭園に避ひ難なんする！』


　直ちよく接せつ向かっても間に合わない。しかし、真銀刀を渡すだけならば？


　神父は空中庭園を見下ろせる場所まで走った。辿たどり着いた彼が目にしたのは、動けないミミコに吸血鬼が一歩ずつ近づいていく光景だった。


　走ってきた勢いきおいのまま、鞘さやで窓を突き破った。ミミコがこちらに気づくのがわかった。


　神よ。


　祈いのりながら、神父は真銀刀を眼がん下かに放ほうった。


「ミミコ！　受け取れ！」
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　満月の光を弾はじきながら、ガラスの破は片へんが舞まい落ちる。きらめく光の粒つぶに覆おおわれ、無ぶ骨こつなフォルムの長大な剣けんが、放物線を描えがいて回転しながら落下する。


　旋せん回かいする剣が、遠心力で鞘さやから抜け始めた。真銀の刀身が、月光をうけて脈打つように光った。


　神父の声に振り向いたナブロは、真銀の光を直ちよく視しした。全身の血流が凍こおり付き、両目が焼けて視界が塞ふさがれる。苦く悶もんの悲鳴がのどを突ついて飛び出し、魔ま術じゆつは一瞬で霧む散さんした。


　ミミコの拘こう束そくが解とけた。


　ミミコはまろぶように立ち上がり、ナブロの隣となりを駆かけ抜ぬけた。真銀刀の落下地点を見み極きわめ、全力で走る。背はい後ごで、ざわり、と空気が揺ゆれ動いた。ナブロが追ってくる。うなじが粟あわ立だち、背せ筋すじが凍った。奥おく歯ばを嚙かみ、一心不ふ乱らんに走る。


　落下する真銀刀は、ついには鞘から完全に抜けた。


　脈打つ水銀の如ごとき刀身を閃ひらめかせ、


　ガッ、


　と敷しき詰つめられた土の上に突き立った。


　ミミコが辿たどり着いた。ミミコは、真銀刀の柄つかを両手で握にぎりしめ、


「っ……りゃ！」


　背せ負おい投げのように、引き抜いて、構かまえた。


　自らの死すら賭かけたナブロの追つい跡せきも、そこまでだった。ナブロがどれほど優すぐれていようと、その覚かく悟ごが並なみはずれていようと、彼は吸血鬼だ。吸血鬼である以上、抜き身の真銀刀に抵てい抗こうすることは不可能だった。


　鋼はがねの壁に叩たたきつけられたように、ナブロは停止した。退たい却きやくしようとするが、足がまともに動かない。全身に課せられる尋じん常じようでない圧あつ力りよく。全身を蝕むしばむ、容よう赦しやない激げき痛つう。ナブロはよろめきながら必死に真銀刀から遠ざかった。少しでも離はなれようと、走り、歩き──ついには力尽きて倒れた。弱々しく震ふるえているが、もう立ち上がることすらできない。ついさっきまで圧あつ倒とう的存在感を持っていた敵の変へん貌ぼうを、ミミコは全身で息をしながら身動きもせずに見つめていた。


　これが真銀刀の威い力りよく。


　磨みがかれ、鍛きたえ抜かれた黒き血の力を、ただあるだけで無に帰す力。吸血鬼に対しては、あまりにも絶ぜつ大だいな力だ。


　だが、


　──助かった……


　とにかく窮きゆう地ちを免まぬかれた。ミミコは、身体からだが空っぽになりそうなほど、大きく息を吐はき出した。


　それから、


「……サキさんっ」


　ミミコの視線が、倒れたままのサキに向かう。サキはダンピールだ。吸血鬼ほど真銀刀の影えい響きようは受けないはずだが、人間であるミミコのように、影響が皆かい無むとはいかない。ミミコは近くに落ちていた鞘を見つけ、そろそろと手に取った。


　ナブロは動けない。真銀の怒いかりを前に、為なす術すべもなく平ひれ伏ふしている。しかし、真銀刀を鞘に収おさめると復ふつ活かつするだろうか？　それとも、ダメージは大きく、すぐに動くことはできないだろうか？　それに、カーサ。アンヌと戦っているとサキは言っていたが、彼女がやって来る可か能のう性せいは捨すてきれない。


　──……どうする？


　サキの状じよう態たいはわかっていない。一いつ刻こくも早くサキを避ひ難なんさせたいが、真銀刀を持ったまま近づけば、かえって彼女を傷きずつけてしまう。剣と鞘を手にしたまま、ミミコはしばし躊ちゆう躇ちよした。


　最良なのは、誰だれか人間を呼よんでサキをここから連れ去ってもらうことだ。誰か──とミミコは中央センターとの連れん絡らく橋きようの方を振り返った。


　すると、


「……コタロウ君？」


　頭の中が真っ白になった。


　連絡橋に入る手前の植え込み。その陰かげに、見知った少年が苦しそうに倒れていたのだ。


　コタロウが。


　──え？


　どうしてここに？


　──え？　うそ？


　視経侵攻アイ・レイドのはずはない。真銀刀を抜いているのだ。幻まぼろしでも、見み間ま違ちがいでもない。倒れているのはコタロウだ。でも、なぜ？　どうして？


　ミミコは混こん乱らんした。


　癖くせのある金きん髪ぱつが、震ふるえながらこちらを見た。


「ミミ……ちゃん……」


　懐なつかしい声で、コタロウが呼んだ。苦しげに。いまにも死んでしまいそうに。


　なぜ？


　決まっている。コタロウだって、吸血鬼なのだ。ミミコは反はん射しや的に真銀刀を鞘に収めていた。


「コタロウ君っ！　なんでこんなとこに!?」


　コタロウに駆け寄り、その小さな身体を抱かかえる。真銀刀の威力が途と切ぎれて、消え入るようだったコタロウの息が吹ふき返した。ぱちりと開いた青い瞳が、腕うでの中からミミコを見上げる。


　目が合った。


「離はなれろ『乙メイ女デン』！」


　連絡橋の向こうから叫び声が聞こえた。ギルバートの声だ。彼を見ようとしたミミコは、首が動かないことに気が付いた。


　──あっ。


　と思ったが、もう遅おそい。腕の中のコタロウが、ミミコの首に両りよう腕うでを伸のばした。


「君の秘書から聞いた！　そいつは、敵だっ。離れろ！」


　ギルバートの警けい告こく。しかし、彼の叫さけびに応こたえることは、ミミコにはできなかった。


　コタロウが、その姿すがたを変える。『化身』を解いたワインは、ほんの一瞬の迷まよいを振ふり切り、ミミコの首筋に牙を立てた。
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　ワインが感じたのは吐はき気だった。口に広がる生暖かさ。鼻を突つく生なま臭ぐささ。全身が裏うら返がえりそうな、言葉にできない異い様ようなおぞましさを感じた。


　反射的にえずきそうになる。が、強ごう引いんにのみ込こんだ。息を止めて、のみ干ほした。


　血を。ミミコの血を。


　ひと口で限げん界かいだった。ひと口のんだあと、ワインは口を離はなし、激はげしく咳せき込こんだ。


　それでも、ひと口。ワインはきちんと、ミミコの血をのんだ。のんだのだ。


　咳が止やむと、冷静さが戻もどってきた。ワインは顔を上げた。手を伸のばせば届とどく距きよ離りに、ワインに押おし倒たおされた格かつ好こうのミミコがいた。呆ぼう然ぜんとした顔でこちらを──口元を血で赤く汚よごしたワインを見つめている。


　ミミコの手がよろよろと持ち上がり、嚙まれた首筋に触れた。ミミコの首筋には、痛いた々いたしい嚙み痕あとがはっきりと残っていた。皮ひ膚ふが嚙み破やぶられた、乱らん暴ぼうな傷きず痕あと。襟えり元もとが血に染そまって赤黒く変色し、流れる血が一筋、シャツの中の胸むな元もとに滑すべり落ちていた。


　急に、ひどいことをしたという自じ責せきの念が込み上げてきた。


「ごめんなさい」


　とワインは本気で謝あやまった。


「あなた……いつかの……」


　ミミコが思い出して、まだ呆然とした表情のまま、つぶやく。


　その直後、ワインは激はげしい衝しよう撃げきに見み舞まわれた。全身を真横から叩き、力ずくで吹ふき飛ばす力。ギルバートの念動だった。ワインは、自分に何が起きたのかもわからないまま木の葉のように吹き飛び、ミミコから引き剝はがされた。


「『乙メイ女デン』!?」


　ギルバートがミミコの隣となりに駆かけつける。それでもなお、ミミコは呆然としたまま座すわり込んでいる。


　ワインは、途と中ちゆうにあった椰や子しの木の幹みきに激げき突とつして、落下した。痛い。息が詰つまるような、衝撃と苦く痛つう。しかし、自分がしでかしたことを思えば、当然の罪つみのような気がした。


　姉が口にしていた言葉の意味が、いまになってようやくわかった。「手を汚よごす」ということ。罪ざい悪あく感といたたまれなさの入り混まじる感情。全身を麻ま痺ひさせ、心の動きを鈍にぶくするショック。だから姉は、ワインを関かかわらせようとしなかったのだ。この気持ちを、味わわせたくなかったから。


　しかし、ワインは自ら選んだ。姉たちの役に立つため、手を汚すことを。


　そして、成功した。そうだ。自分は、見事に成功してのけたのだ。嬉うれしさは、まるでないけれど。


　木に激突してから、どれくらい時間が経たったかはわからなかった。しかし、次にワインが気が付いたとき、彼女は誰かの腕の中に抱だき上げられていた。


　頼たのもしい感かん触しよく。兄だ。真銀刀の影えい響きよう下かから逃のがれたナブロが、妹を拾い上げたのだった。


「……ナブロお兄ちゃん」


　ワインがナブロの名を呼んだ。ナブロは──いつも無表情で滅めつ多たなことでは感情を顔に出さない、あのナブロが──牙を剝き、歯を食いしばって、ミミコとギルバートを凝ぎよう視ししていた。


　この瞬間、ナブロの中に吹き荒あれた激しい懊おう悩のうは、ワインには想そう像ぞうが付かなかっただろう。彼は「いまならいける」とわかっていたのだ。いまこの瞬間を突けば、任にん務むを完かん遂すいできる確信があったのだ。


　いまこの瞬間、この隙すきに、ギルバートを無力化し、ミミコを転化させ、精せい神しんを支し配はいしてナブロたちの隠かくれ家まで移い動どうさせる暗あん示じをかける。その自信が、彼にはあった。もっとも、転化したばかりのミミコを逃にがすためには時間を稼かせぐ必要がある。駆けつけた人間たちに真銀刀を抜かれる可能性は十分にあったが──結果、彼は灰はいになるとしても、任務は完遂できたのだ。


　だがいま、彼の腕の中にワインがいる。


「……お兄ちゃん？」


　ワインが不ふ思し議ぎそうに尋ねた。その、か細くも他に代えがたい声を耳にした瞬しゆん間かん、ナブロは自らの任務失敗を認みとめた。一度認めたあとは、直ちにその場を離り脱だつした。


「ごめんなさい、お兄ちゃん。でも、わたしやったわ？　お兄ちゃんたちの目的は、ミミコさんの血をのんで、仲間にすることだったんでしょ？　わたし、ちゃんと役に立ったわ。ねえ？　そうでしょ、お兄ちゃん？」


　高速で移動するナブロの腕の中で、ワインは繰くり返し聞いた。まだショックから抜け切らないまま、何度も何度も兄に確かく認にんした。


　ナブロは、愛いとしい妹の問いかけに、答えることができなかった。前方をにらむ彼の横顔は、ひどく苦しく、そしてひどく哀かなしそうだった。





８







　カサンドラ・ジル・ウォーロックとアンヌ・ウォーロックの戦いは、『魔ま女じよモーガン』が誇ほこる魔ま術じゆつの粋すいを凝こらした、壮そう絶ぜつな魔術戦になった。


『キャッスル』の広大な敷しき地ちが残らず濃のう霧むで閉とざされたかと思えば、爆ばく発はつ的な突風が空気をすっかり入れ換かえる。精せい悍かんな狼おおかみの咆ほう哮こうが響ひびき渡わたった直後に、獰どう猛もうな黒くろ豹ひようが鋭するどい声で雄お叫たけびを上げる。空を埋うめ尽つくす蝙こう蝠もりの大たい群ぐんを時ならぬ雹ひようが打ち据すえれば、背後に忍び寄る狡こう猾かつな大だい蛇じやを旋せん風ぷうのかまいたちが切り裂さいた。「シンガポール協定」では到とう底てい網もう羅らしきれていない、古いにしえの秘ひ術じゆつと、その斬ざん新しんなアレンジ。黒い血が為なす奇き跡せきの数々が、『キャッスル』の人々を恐きよう怖ふと混こん乱らんに陥おとしいれた。


　しかし、次し第だいに両者の魔術は、よりシンプルで効こう率りつ的──つまり奥深いものへと移行し始めた。


　吸血鬼が戦闘に用いる魔術は、大別して二つ。瞳どう術じゆつと念動。つまり、視経侵攻アイ・レイドと力場思念ハイド・ハンドだ。そして、この二系けい統とうの魔術こそ、結局のところあらゆる魔術の根こん幹かんを成す技わざなのである。二人の戦いがそれらの比率を増ましていったのは、当然といえば当然の帰結だった。


　永えい遠えんにして一瞬。そんな、真っ白に白熱した時間に、カーサは没ぼつ頭とうしていた。常つねに限げん界かいまで引き出す魔力が、血に溶とけて血管を駆けめぐる。ドクン、ドクン、と心しん臓ぞうが脈打つ度たびに、力が滾こん々こんと湧わき出てくる。カーサが愛する、力の行使。脳のうの芯しんが痺しびれるほどの快かい感かん。


　力は、カーサにとって己おのれの一部だった。


　カーサが混こん血けつ児じとして転化させられたのも、長おさが力を求めたからである。混血児として生まれたあと、まともに生きるためには力がなくてはならなかった。さらには、他者から虐しいたげられないため、自らの誇りを守るため、自分が自分であり続けるために、カーサは力を必要としてきた。力は、カーサにとって必要不可欠なものであり、いくらあっても困こまるものではなかった。カーサは力を──力が象しよう徴ちようし表ひよう現げんするシンプルな価か値ち観かんを、愛していた。その価値観は、息をするのと同じくらい自然と肌はだに馴な染じむものだった。


　だから、力を。


　力を、カーサは求め続けた。


　そして、力以外のものを求めたとき、カーサの運命は狂くるい始めたのだ。


「──クッ!?」


　触ふれるものすべてをねじ伏ふせ磨すり潰つぶす、嵐あらしのような魔力の渦うず。魔術の衝しよう突とつが生み出す渦から、カーサは間かん一いつ髪ぱつ脱だつ出しゆつした。


　長い黒髪を振り乱みだしつつ、衝突する勢いきおいで手近なビルの壁面に着地。直後、カーサを追うアンヌもまた、渦から脱して壁面に現れた。


　だが、現れたアンヌは、もう壮年にさしかかる女の姿ではなくなっていた。


　黒くろ髪かみを結ゆい上げ黒いケープをまとう格かつ好こうは同じだ。だが、そこにいたのはカーサより若わかい、十七、八の少女だった。


　整ととのっているが厳いかめしい顔立ちも、何事にも動じず落ち着いた目つきも、アンヌのそれに間違いない。ただ、若い彼女の身体からだには、若さに相応ふさわしい躍やく動どう感が充みちていた。いまにもはち切れ、溢あふれ出そうな、瑞みず々みずしい魔力があった。カーサに劣おとらぬ真っ白な肌が、秘ひめたる魔力で燐りん光こうを発するように見える。


「……それがあんたの、真の姿か」


「…………」


　カーサは尋ねたが、予想通り返事は戻らなかった。代わりにアンヌは、正面から予備動作なしに、念動を叩きつけた。


　あっさりと放たれた念動はしかし、極きわめて純じゆん度どの高い思念をもとに極限まで練り上げられている。カーサも応おうじる。質しつ、量、共に劣おとらぬ威力の念動で、アンヌの念を粉ふん砕さいする。が、最初の一撃はほんの小こ手て調しらべだった。アンヌの魔力がうなりを上げ、念動の鞭むちが幾いく条すじもカーサに襲いかかった。


　空間が歪ゆがむかと思うほどの猛もう攻こうだ。同時に、精神に対する思念の攻こう撃げきも襲ってきた。視線は介かいさない、いわば念話の一種ながら、心が圧死するほどのプレッシャー。出力が並外れている。


　──面おも白しろい！


　カーサは、牙きばを剝むき、全身を燃ねん焼しようさせながら、かつての長老と技を競きそった。


　とはいえ、魔ま術じゆつ巧こう者しや同士の戦いは、駆け引きの戦いだ。魔力の強大さ、魔術の巧たくみさもさることながら、心理戦の占しめる割わり合あいが大きい。戦術を組む「思考」を妨さまたげる攻撃は、深しん刻こくなストレスとなってカーサを消しよう耗もうさせた。


　カーサとアンヌの一番の差。それが、互たがいが生きた歳さい月げつの長さだ。


　吸血鬼にとっての生きた歳月は、血に蓄たくわえられた力の差となり、培つちかわれた魔力の総そう量りようの差となって現あらわれる。カーサは混血児のため、転化直後から強い魔力を有していた。また、血けつ統とうの祖そと並ならび称しようされるほど卓たく越えつしたセンスを有していた。それでも、二人の間に横たわる、この差は大きい。


　──く……そっ！


　全ぜん霊れいをかけて、カーサがアンヌの猛もう攻こうに耐たえる。


　シンプルで直ちよく截せつ的なアンヌの攻撃は、下へ手たな小細工を許ゆるさない。いや、そう思わせることにこそ、敵の狙いがあるのかもしれない。敵は老練で狡猾だ。自分の何倍もの経験を積んでいるのだ。


　魔術戦では一瞬の読み違いが勝敗を決することが多い。精神に多大なプレッシャーを課せられたまま、カーサは懸けん命めいに敵の隙すきを捜さがし、敵のトラップ──怒ど濤とうの猛攻に隠かくされた、毒どく針ばりの如ごとく致ち命めい的な攻撃──を、際きわどく躱かわし続けた。魔術で発生する波動を読み、織おり込こまれたフェイントを見抜く。逆に、こちらの攻撃も魔術の波動を歪ゆがめ、真の狙いを隠しつつ攻め続ける。粘ねばり強く。執しつ拗ように。


　一瞬でも目が合えば、今度は即そく座ざに精神戦の始まりだ。互いに視線を介かいして相手の精神に攻勢を仕し掛かける。壮そう絶ぜつな視経侵攻アイ・レイドの綱つな引ひきである。むろん、その間も精神戦と連動して魔術の争いは続けられる。たとえるなら、剣けん戟げきで剣と剣が刃やいばを鳴らし、火花が飛ぶその瞬間ごとに、無数の攻防が繰り返されるようなものだ。わずかでも気力で劣おとれば、あっさり敵にのみ込まれてしまう。


　カーサがアンヌに勝まさる利点は、カーサが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまっていることだ。九龍の血、『導どう主しゆ』の血は、強い血である。感かん染せんした吸血鬼に大きな力を与あたえ、その力を解かい放ほうする術すべを教えてくれる。特に、いま九龍の血は祖そを擁ようしていた。始祖ソース・ブラツドを頂いただくとき、その血統の血は、より強化される。『魔女』に施ほどこされた力ではなく、カーサが自ら獲かく得とくした力。それこそが、対アンヌ戦における、カーサの最大のポイントになるはずだった。


　しかし、


「……しまっ!?」


　幾いく重えにも偽ぎ装そうされた魔術の波動の最さい下か層そうから、アンヌの戦術が襲いかかる。罠わなとして伏ふせられ、矢のように飛来したのは、なんと銀製の鎖だった。


　銀は黒き血の力を打ち払うため、魔力を媒ばい介かいすることがない。が、アンヌは自らの髪かみの毛を一本鎖くさりに絡からませ、その髪を操あやつることで銀に息を吹き込んだのである。


　他ほかでもない、カーサが得意とした戦法だ。


「おのれ──！」


　回かい避ひに失敗。カーサの足に絡みついた銀が、肌はだを焼き、激げき痛つうをもたらした。カーサはそれに耐たえたが、タイミングを同じくして仕掛けられたアンヌの攻撃を、捌さばき切ることまではできなかった。


　全身を強打し、ズタズタに切り裂さく念動。脳のう裏りが灼しやく熱ねつに焼かれるイメージ。五感がむしり取られる錯さつ覚かく。


　辛かろうじて体たい勢せいを持ち直したときには、カーサは『キャッスル』の中庭にある噴ふん水すいの上に叩たたきつけられていた。大たい砲ほうの直撃でも受けたように、噴水が破壊されて水柱が上がる。吹ふき上がった水が空に舞まい、重力に引かれて雨のように降ふり注いだ。降り注ぐ水すい滴てきの中、アンヌは軽かろやかに中庭に降おり立った。


　アンヌからの魔力の放出は、一向に止やむ気配がない。空間に充じゆう満まんした魔術の波動が、彼女の号令を待って待機している。


　破壊された噴水の中心から、ずぶ濡ぬれになったカーサが立ち上がった。ダメージは大きく、全身にひどい傷があった。戦いの流れの中で編あみ続けた魔術は、さっきの一撃で残らず吹き飛んでいた。辛うじて防ぼう御ぎよを固める魔力だけが身体からだに集中しているが、周囲を圧あつするアンヌの魔力に比くらべるとあまりにも頼たよりない。


「……くそっ」


　濡れた前髪を額ひたいにべったり貼はり付けたまま、カーサは翠みどりの瞳ひとみを半はん眼がんにしてアンヌをねめつけた。


「……ジローに備そなえて剣の修しゆう練れんばかり積んでたせいだ。くそっ、ジローめ。覚えてろよ」


　とことん理り不ふ尽じんな言い草で、カーサは吐はき捨すてた。しかし、彼女の声は、言葉の内ない容ようと裏うら腹はらに弱々しかった。


　勝るとも劣らない。アンヌと自分の差を、カーサは本当にそう思っていた。だが、いま目の前でアンヌが見せている姿──全ぜん盛せい期きの魔女の姿は、想定外だった。神話の時代から生き残る、本物の魔女。長老として血族のトップを守り続けた実力を、カーサはまだ見み誤あやまっていたらしい。


　──が、だからといって、おめおめ負けはしない。


　この期ごに及およんでも、カーサはまだ諦あきらめていない。アンヌの強大さを認みとめた上で、自分の可能性を信じている。


「──ええ」


　とアンヌが言った。


「あなたは強い。しかし、同時に脆もろい。あなたの強さと脆さは、表ひよう裏り一体のものなのです。どうしてそのことを、十二年前に気づかなかったの」


　唐とう突とつな物言いに、カーサは警けい戒かいしつつ気をそがれる。鈍にぶい頭を必死に巡めぐらせ、アンヌの表情を探さぐり続けた。


「……なんのことだ？」


「あなたはその強さで、自身の脆さと向き合うべきだった。裡うちなる矛む盾じゆんをのみ込み、糧かてとすべきだった。この未熟者」


　それは、憎ぞう悪おではなく真しん摯しな叱しつ声せいだった。血族の長老が、同じ血族の娘むすめに送る、失意と同情と哀かなしみだ。


　怒いかれ。とっさにカーサは、自らに命じた。しかし、


「……うるさい」


　飛び出した声は無様に震ふるえ、目には涙なみだすら浮うかんでいた。怒ることができず、泣きそうになった。まるで叱しかられた子こ供どもだ。


　だが、目は逸そらさなかった。胸むねは張はり続けた。惨みじめに叱しつ咤たされようと、カーサは決して、屈くつしなかった。


「その強さと脆さこそ、私の本質だ。矛盾と未熟が、私なんだ。それは、新たな力になり得るものだ。調和と定さだめでなく、破は壊かいと創そう造ぞうに。宿命ではなく、可能性にっ。見るがいい、アンヌ・ウォーロック。我わが闇の母ナイト・マムよ。私は、最後まで、私を貫つらぬく」


　覚かく悟ごを決めた。空の弾だん倉そうに銃じゆう弾だんを込こめるように、残った魔力のすべてを集結し、最後の一撃を練り上げる。


　混血児ではなく、『黒蛇カーサ』に相応ふさわしい一撃。敵に食らい付き、死してなお食い千切る。そんな、狂きよう暴ぼうな一撃をイメージ。九クー龍ロン王おうの九姉弟、その筆頭として恥はじることのない一撃を、カーサはイメージする。


　脳のう裏りに、二人の顔が浮うかんだ。


　アリス・イヴ。


　望月ジロー。


　見ていろ、と胸きよう中ちゆうで叫ぶ。


　叫び、飛び出した。


　アンヌがわずかに表情を引き締しめた。死活を決する、最後の攻こう防ぼう。
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　だが、





「カーサ！」





　ナブロだった。カーサの攻撃が大いに乱みだれた。対して、アンヌは鉄てつ壁ぺき。敵の援えん軍ぐんが現あらわれたというのに、その力と意思は小こ揺ゆるぎもしない。


　ナブロを見たときまでは。


　が、彼が腕うでに抱だく少女を見た瞬しゆん間かん、鉄てつ壁ぺきを誇ほこったアンヌの魔術が、初めて綻ほころびを見せた。彼女は目を瞠みはって、


「──リ」


　カーサは見逃さなかった。


　瞬時に軌き道どうを変えた一撃が、アンヌの防ぼう御ぎよをかいくぐって炸さく裂れつした。渾こん身しんの一撃。目も眩くらむダメージ。それでもアンヌはダメージに耐え、即座に対応しようとする。しかし、一瞬の読み違いが勝敗を決するのが魔術戦だ。続けてカーサが仕掛けた視経侵攻アイ・レイドを前に、アンヌはコンマ数秒、身体からだの機能を妨害された。


　無む防ぼう備びに。


　こじ開けた隙に、カーサは「文字通り」食くらい付いた。カーサの牙きばが、若わかいアンヌの首くび筋すじに埋うめ込まれた。


　アンヌの身体が激はげしく痙けい攣れんする。カーサは容よう赦しやなく血を吸すい上げる。魔力の源みなもとは、血。アンヌの魔力を、カーサは残らず吸い取っていく。敗北を悟さとったアンヌが、抵てい抗こうを止やめた。カーサは手を弛ゆるめず、血を吸い続けた。九クー龍ロンの呪のろいが逆流を開始。アンヌの『魔女』の血を、九龍──『導主』の血へと染め変えていく。


　それでもカーサは許さない。


　アンヌのすべてを吸きゆう収しゆうするかの如ごとく、また、放した瞬間置き去りにされると知った幼おさない子供のように、カーサは長おさにしがみつく。のどを鳴らして、その血を吸った。体内に流れ込む、莫ばく大だいな魔力を湛たたえた血。『魔女モーガン』を長年支ささえた、偉い大だいなる魔女の血と力、知識を、カーサは我が身に写し取った。


　そして、


「──！」


　突然激しく身を離した。アンヌから、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』として生まれ変わる直前に、自じ刃じんする意思を感じ取ったからだ。


「いいだろう」


　と吸血の昂こう揚ように突き動かされるまま、カーサは荒あら々あらしく言い放った。


「貴き様さまを血族に迎むかえ入れるつもりはない。せめて我わが手にかけてやる」


　完全に力を失ったアンヌが、大地に座すわり込んだ。主あるじを死から救うべく心しん臓ぞうが必死に脈打つが──その鼓こ動どうごとに、彼女は『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と化していく。最後の意志を奮ふるい立たせて、彼女はナブロが抱く少女──ワインを見、その視線をカーサに向けた。


「……あれは……リズ、の？」


「ああ、その通り。リズの残した子だ」


　その瞬間、アンヌの顔に理解が浮うかんだ。十二年前の、裏うら切ぎりの真相が。少なくとも、その一いち因いんが。


「カーサ」


　とアンヌは震ふるえる声で言う。


「哀あわれな……しかし……誇ほこり高い子……」


「……かもな」


　血に塗まみれたカーサの唇くちびるに、極ごつ寒かんの冷れい笑しようが閃ひらめいた。次の瞬間、カッ、とカーサの双そう眸ぼうが凄すさまじい光を放つ。迸ほとばしった念動は、至し近きん距きよ離りからアンヌを打ち据すえ、弱った身体を一瞬にして灰かい燼じんに帰した。
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　激戦の興こう奮ふんは容よう易いには冷めなかった。この上なく魔力に充みちた血を摂せつ取しゆしたとはいえ、傷きずもまだ癒いえきっていない。


　しかしカーサは、


「……どういうことだ、ナブロ。ミミコは？　それに……ワイン？　なぜ？」


　肩かたで息をしながら、弟に疑ぎ問もんをぶつける。答える代わりに、ナブロは瞬間的な念話を、カーサに叩たたき付けた。あらゆることの顚てん末まつを。


　カーサは瞬時に理解し、絶ぜつ句くした。双そう眸ぼうを見開いたまま、ナブロに抱かれるワインを凝ぎよう視しした。


「……お姉ちゃん？」


　ワインの声は掠かすれていた。この世のものとも思えぬ壮そう絶ぜつな戦いを目まの当たりにして、心が半ば麻ま痺ひしていたのだ。


　しかし、カーサが絶句する理由がわからず、震える声で問いかけた。


「……なんで？　なんで、そんな目で見るの？　わたし、駄だ目めだった？　でも、嚙かんだんだよ？　ちゃんとミミコさんの血を、のんだんだよ？　お兄ちゃんも、お姉ちゃんも、どうして何も言ってくれないの？」


　妹の必死の問いかけに、カーサは答えない。ナブロも無言のままだ。世界でもっとも信頼する姉兄きようだいの二人に挟はさまれながら、ワインの不安は際さい限げんなく膨ふくれあがっていく。


　そして、


「リズって誰だれ？　わたしの、お母さんのこと？」





　結局、ザザの立てた計画は、失敗の裡うちに幕まくを閉とじた。『キャッスル』を脱出したカーサとナブロ、ワインの三人は、シンガポール市内で単身脱出したラウと合流。態勢を立て直し次なる方ほう策さくを練るべく、特区へと帰き還かんした。


　帰ったらすべて話す、とワインに約束をして。
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　ひどく痛いたかった。


　心臓が脈打つたびに、首筋の傷はズキズキと痛んだ。あまりの痛みに、思考もまともに働かない。ミミコは必死に、何が起きたのか理解しようと努力した。


　──そうか。あたしは……


　あの子は以前──もう一年近くも前に、特区で会ったことのある迷まい子ごだ。名前を聞くのも忘わすれていた。一度だけ、当時住んでいた倉庫に泊とめて──その翌よく日じつに、あのロモスの事じ件けんが起き、あの子はいなくなったのだ。もう、何年も前のことのような気がする。まるで、長い夢ゆめでも見ていたような……


　──あたしは……あたし……


　どうしてあの子がここにいたのだろうか？　そうだ。ギルバートが何か叫さけんでいた。敵てき。あの子が敵だ、と。だからここにいたのだろうか？　カーサたちと一いつ緒しよに。


　それってつまり……


　──あたし……


　あの子は『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だったということだろうか？　でも、自分はあの子に──


「『九龍の血統』に、嚙まれた？」


　そんな馬ば鹿かな、と否ひ定ていしようとした。しかしできなかった。しばらくして足ががくがく震え始めた。何も見えず、何も聞こえない。身動きも取らず、息すら止めた。


　必死に、なかったことにしようとした。


　ズキン、と首筋の傷が疼うずいて、ミミコの努力を台無しにした。


　──待って……待って！


　あの子は確かダンピールだった。純じゆん粋すいな『九龍の血統クーロン・チヤイルド』ではない。なら、ひょっとして。ひょっとして平気なのではないだろうか？　『九龍の血統』になったりしないのではないか？　だって、そうでなければ。そうでなければ、自分は──


「『乙女』！」


　耳元で叫ばれた大声で、ようやくミミコは我われに返った。ギルバートがミミコの正面にしゃがみ込こみ、彼女の顔をのぞき込んでいる。


「しっかりしろっ。傷は大だい丈じよう夫ぶだ。軽くはないが、念動で止血した。十分助かる。深しん呼こ吸きゆうして、心を落ち着けろ」


「でも……でも、あたし！」


「わかっている。僕ぼくもヒヤリとしたが……身体からだに異い常じようはないだろう？」


　そう言われて、ようやくミミコは落ち着きを取り戻した。


　慎しん重ちように自分の身体を探さぐる。首筋の傷は気き絶ぜつしそうな程ほど痛いが、狂きよう暴ぼうな力が湧わいてくる気配はない。何より、意い識しきははっきりしている。ミミコは、ミミコのままだ。


　しかし、


「でも……どうして？　あたしはあの子に血を──」


「違ちがうんだ」


「違うって……あ！　ダ、ダンピールだから？　『九龍の血統クーロン・チヤイルド』でも、ダンピールなら嚙かまれても転化しないんですかっ？　それともまさか、単に変化が遅おくれるだけで──」


「違う。そうじゃない」


　ギルバートは根気強く繰くり返した。


　空中庭園には、新たな鎮ちん圧あつチームが到とう着ちやくしていた。ミミコのために担たん架かも用意されようとしている。インカム越ごしに連れん絡らくが飛び交かい、辺りは騒そう々ぞうしさを増ましている。


　やがてサキが目を覚まし、神父も現げん場ばに到着した。敵は退たい却きやくした、という言葉が、微かすかに耳に入ってきた。


　空には、満月が輝かがやいている。


「あの子は、『九龍の血統』じゃない」


　ミミコの前にしゃがみ込んだまま、ギルバートははっきりと断だん言げんした。


「え？」


「間違いない。去年君を襲おそった連中の気配は、まだはっきり覚えている。どこの血統のダンピールかはわからないが……あの子は、少なくとも『九龍の血統』の血は引いてない」









　　五章　roaring










１







　百年以上生きてきて、これほどのもどかしさを味わったことはなかった。あまりの歯がゆさに気が狂くるいそうだ。


「……虎こ仙せん」


　と唸うなる声に、不ふ遜そんや無礼より不ふ穏おんと気まずさを──あの虎仙が──感じてしまうほど、ジローの目は血走り、牙きばはギリギリと締しめ付けられていた。


「ミミコさんは……無事なのですか？　報ほうは届とどいたのですか？　いったいどうなったのです？　いや、そもそも何が起きたのですかっ？」


　そんなこと知るものか、と返すことを──あの虎仙をして──躊躇ためらわせる迫はく力りよくが、そのときのジローにはあった。


　遥はるか格かく上うえの者に問うているというのに、顔を合わせようともしない。岩の上に正せい座ざし、いまこのときにも特とつ区くのコタロウから、あるいはセイからでも思念が届とどきはしないかと、ひたすら東の方角をにらんでいる。背せ中なかに流れる黒くろ髪かみは逆さか立だち、体内を流れる血が、轟ごう々ごうと音を立ててマグマの如ごとく沸ふつ騰とうしていた。


　ジロー自身は気づいていないが、虎仙はむろん気づいている。そうして一心にミミコを案じるジローは、『血』の乱らん流りゆうを見事に統すべているのだ。『血』と一体になるというより、『血』がジローと同化して、彼の意い志しや感かん情じようと共鳴している。あるいはこの共鳴こそ、『賢けん者じや』が幾いく千せん年ねんもの長きにわたり数多あまたの『血』を保たもち続けている秘ひ訣けつなのかもしれない。そう、虎仙は密ひそかに考えた。


「虎仙！」


「あー、うるさいわい、うるさいわい。とにかく、龍りゆう王おうの奴やつには届いたはずじゃ。そこから先はまだわからん。貴き様さま、いい加か減げんにして、修しゆ行ぎようを再さい開かいせんか」


「…………」


　虎仙が促うながしても、ジローは従したがう気配を見せない。虎仙はうんざりと煙管キセルの紫し煙えんを吐はき出した。


　あれから──虎仙の機転で特区のセイにミミコの危き機きを伝えて以い降こう、ジローはただただ焦しよう燥そうに身を焦こがしていた。何しろ、崑こん崙ろんにいるジローには、ミミコの危機の実じつ態たいも、カーサがどう関かん与よしていたのかも、警けい告こくが届いたかどうかすらもわからないままなのである。もちろん、ミミコが無事かどうかもわからない。今回の件けんに関し、ジローはただの中ちゆう継けい点てんに過すぎなかったのだ。


　このままでは気が狂くるう。半なかば本気で、ジローはそう思っていた。


「とにかくじゃ。お主がここでおかしくなっても、事態の打開には一歩も近づけんぞ。儂わしの配下にもシンガポールの状じよう況きようを調べさせておる。いい加か減げん諦あきらめい」


「……その報告が来るのは、いつになります？」


「む？　そ、そうじゃな。まあ、早くて二、三か月……」


「…………」


　虎仙が頰ほおをかきながら答えると、ジローは押おし黙だまった。顔が苦く渋じゆうに歪ゆがみ、膝ひざ上うえで握にぎりしめた拳こぶしから、血がにじんで滴したたり落ちた。


　虎仙は「ああっ」と地じ団だん駄だを踏ふんだ。


「ええい、止やめんかっ。辛しん気きくさい！　すべては、貴き様さまの至いたらなさが招まねいた結果ではないか。この上一人前に落ち込むなどと……な、なに？」


　怒ど鳴なり散らしていた虎仙が、今度は急に糸目を見開いた。


　背中を向けるジローを回り込むようにして、


「き、貴様まさか、泣いておるのか!?」


「はい」


　驚きよう愕がくする虎仙に、隠かくすことなくジローは頷うなずいた。両目を見開いたまま、こぼれ落ちる涙なみだを拭ぬぐおうともしない。


　虎仙が真っ赤になって唾つばを飛ばした。


「あ、呆あきれた軟なん弱じやく者ものじゃわい。貴様、それでも古血オールド・ブラツドか？　いや、その前に大の男か？　恥はずかしゅうはないのか！」


「はい」


「この、情なさけない恥知らずがっ」


「はい」


「みっともない小こ童わつぱがっ」


「はい」


「それほど──それほど、己おのが身が、惨みじめかっ？」


「……はい」


　傷きずついた心しん臓ぞうから流れる血のように、双そう眸ぼうから熱い涙を流し、ジローは返事をした。遥か東方を縋すがるように眺ながめながら。


　混こん乱らんし、飽ほう和わした感情が、涙に溶とけて抜ぬけ落ちていく。ジローは唇くちびるを固く結び、両目を見開いたまま、涙を流し続けた。虎仙はじっとジローの横顔を見つめたが、結局泣かせるままにしておいた。


　やがてジローは訥とつ々とつと、


「虎仙……私は所しよ詮せん、『賢けん者じや』の護ご衛えいを任まかされるような器うつわではなかったのです」


　そう、独ひとり言を紡つむぐように言った。


「それどころか、特別な何者かですらなかったのです。山育ちの、少しばかり剣けんが使えるだけの、田舎いなか者ものに過すぎませんでした。あの時代、どこにでもいた凡ぼん庸ような人間でした」


「……なんじゃ。いまさら自分に言い訳わけか？」


「いいえ。でも、本当なのです。我わが君に剣を捧ささげ、月げつ下かに生きる決意をした。その決意に噓うそや悔くいはありません。しかし、それでもやはり、私は凡庸な吸血鬼ブラツク・ブラツドでしかなかった。我が君はむろんのこと、これまで出会った古血オールド・ブラツドたちのように、特別に秀ひいでた何かなど、何ひとつ持ってはいないのです。百年生きても、『銀ぎん刀とう』などと呼よばれても、私の実態は変わっていません。私は、凡ぼん夫ぷだ。剣士としての自負はあろうとも、英えい雄ゆうや豪ごう傑けつではない。哀かなしければ泣き、辛つらければ苦しみ、己の無力に打ちひしがれる。ありふれた、月つき並なみの、どこにでもいるような存そん在ざいなんです」


　ジローの言葉と感情は、止めどもなく流れていく。まるで堰せきを切ったように。


　課せられた使命と、定められた宿命。すべてを投げ出すことなく背せ負おい、正せい邪じや善ぜん悪あくが入り混まじる数多くのしがらみに絡からめ取られても、前を見て進んできた。


　だがしかし、ミミコの危機を伝えるだけで、あとは為なす術すべもなく無事を祈いのるいま──負うた荷に足を止められ、伸のばした手が空を切ったような気がして、ふと我に返ってしまったのだ。


　弟を取り戻もどし、ミミコを守りたい。その気持ちは変わらない。しかし、気持ちは変わらないとしても、それは果たして本当に──


「……虎仙」


　ジローは子こ供どものように問う。


「私は果たして、託たくされた過か分ぶんな命めいを、全まつとうすることができるのでしょうか？」


　できなくてもやる。その程てい度どの覚かく悟ごはとっくに定まっている。


　しかし、では、できるのだろうか？　これほどに無力な自分が、このような大きな難なん局きよくを乗り越えることができるのだろうか？　できなくてもやり通せば、それで自分は許ゆるされるのだろうか？　頑がん張ばって、死ぬまで努力すれば、それでいいのだろうか？


「虎仙、私は……」





「喝！」





　二人の周囲が、爆ばく散さんした。荒あれ狂くるい、乱みだし、揺ゆさぶり、叩たたきのめした。


　次いで、ストン、と消えた。


　麻ま痺ひ。


　衝しよう撃げきが駆かけ抜ぬけたあと、ジローの涙は止まっていた。思考と感かん情じようが強きよう制せい的に停止させられた。混こん沌とんとしていたジローが、虎仙の一いつ喝かつで、空になった。


　呆ぼう然ぜんと自失するジローに向かって、


「なるほど凡夫じゃ。悩なやみどころがズレとるわい」


「……え？」


　ジローが振り返る。無心に見上げるジローを、虎仙は透とう明めいな眼まな差ざしで見返した。


「特別だの凡庸だのと、所詮は貴き様さまの物差しじゃ。よいか、望月ジロー。個こは個の視点でしか世界を識しることができぬが、ひとつとして同一の個がないように、特別な個などというものも存在せぬ。ただ『違い』があり、『繫つながり』があるのみじゃ。世界とは、彼ひ我がの『関係性』で成り立っておるのだ。現げんに貴様のボスとやらは、ありきたりな個に過ぎぬやもしれんが、いまや『賢けん者じや』の言う『世界の脈動』とすら繫がったぞ。むろん、お主ともな。そして、世界はそこにあるのじゃ。そこに──また、その先に」


　そこまで喋しやべったあと、唇くちびるを横一文字にしているジローに、虎仙はニヤリと口元を歪ゆがめた。


「……わかっとらんな？」


「も、申し訳ありません」


「ケッ。馬ば鹿かに謝あやまられても仕方がないのう」


　最後はいかにも虎仙らしい悪あく態たいでまとめて、大吸血鬼はやれやれと腰こしを伸のばした。


　虎仙の大喝で空っぽになったジローの心に、不ふ思し議ぎな感かん慨がいが残された。


　自分とミミコの世界。自分と弟の世界。自分と仲間たちの世界。自分と、敵てきとの世界。そして、彼らと彼ら、彼女らと彼女らとの間にも同じように世界があり、それらの世界が重なり合わさったところにも、また次の世界がある。


　ミミコが世界を動かす理由がわかった。関係性──人と人との繫がりが世界だというのなら、それを繫げて広げる者こそ、世界を動かす者のはずだ。調停員コンプロマイザーとは、人の世界と吸血鬼の世界を繫げ、調整する者のことなのだ。


　太陽と月を繫ぎ合わせて、新たな次なる世界を紡つむぐ。


　それがミミコの──調停員コンプロマイザーの力なのだろう。


　すると、不意に虎仙が糸目をぱちくり瞬しばたたかせ、


「……なんと。混こん沌とん様も、お甘あまいことじゃ」


「混沌様？」


「この前言ったろう。そろそろ西方の古都で、例の会議が始まるのじゃが──」


「なんですって!?　これからですかっ？」


　例の会議というのは、世界の血族が一堂に会して、ミミコの呼びかけにどう応おうじるかを論ろんじる会議のことだ。月下の今後を占うらなう重大な会議である。ジローは虎仙に、『賢者イヴ』の血族の代表者として、その席に参加させてもらうよう頼たのんでいた。


「いまからでは間に合いませんっ。どうして言ってくれなかったのですか？」


「アホたれっ。ついさっきまで泣いて蹲うずくまっとったのは、どこのどいつじゃ。第一、間に合わんとは言っとらん。そもそも、儂わしが言おうとしたのは、そのことではないわ」


　一度に三つ反はん論ろんを返してから、虎仙はおもむろに「それより」と告げた。


「我わが寛かん大だいなる主あるじが、会議に臨のぞむのに憂うれいなきよう調べてくださったぞ。お主のボスは、生きておる」


　その言葉を耳にした瞬しゆん間かん、ジローは眦まなじりが裂さけそうなほど目を瞠みはった。


「本当ですか！」


「疑うたがう奴やつがあるか。混沌様の言うこと故ゆえ、万に一つも間違いはない。……まあ、結けつ構こうな傷きずを負ったようじゃがの」


　ぼそりと最後に付け足した途と端たん、天にも昇のぼりそうだったジローが、サッと青ざめた。


「傷!?　いったいどんな！」


「詳くわしくはわかっとらん。とにかく、命に別べつ状じようはないんじゃから、これ以上ガタガタ言うでない」


　虎仙は偉えらそうに言って、煙管キセルの灰はいをポンと落とした。


　しかし、そのあとジローが本当に何も言わなかったので、横目にちらりと盗ぬすみ見た。そして、ほう、という──虎仙自身は認みとめないだろうか──少し感心した顔になった。


　面つら構がまえが変わっていたのだ。


　ジローの表情が引き締しまり、合戦に臨む若わか武む者しやのような凜り々りしい面構えになっている。目に精せい気きがあった。泣き言を口にし、虎仙の喝を受け、さらにミミコ負ふ傷しようの報ほうに触ふれたことが、火にくべ、叩たたき、真水で冷まして焼き入れされた鋼はがねのような効こう果かを、ジローにもたらしていたのだ。


「……会議には、間に合うのですね？」


「当然じゃ」


「では、参りましょう」


　ジローが言った。


　霞かすみをはらんだ微び風ふうに、黒い婆ば娑さ羅ら髪がみがざわりと揺ゆれる。


　虎仙は満足げな忍しのび笑いを隠かくし、


「むろん」


　と術じゆつを発動させた。





２







『狼ろう王おうガルー』の長おさ、ルイ・マルファンの私し邸ていには、予想を上回る数の吸血鬼ブラツク・ブラツドたちが顔を見せていた。


　──まさかこれほど集まるとはな。


　今回の会議には、東西の様々な血族が使者を送ってきている。形式上議長を務つとめるルイが、当日になって驚おどろいたほどだ。


　これも『乙メイ女デン』の宣せん言げんが血族社会に大きな影えい響きようをもたらした証しよう拠こだろう。すでに応おう接せつ間まには収おさまりきらないため、一階のダンスホールを開放して椅い子すやソファを持ち込こんでいる。力のある吸血鬼たちが一いつ時ときにこれほど集合するなど、前代未み聞もんではないだろうか。
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　──これで揉もめでもした日には、パリが壊かい滅めつしかねんな。


　ルイは想そう像ぞうが現げん実じつとなる確かく率りつを弾はじき出そうとしたが──止めておいた。


「ルイ殿どの」


　壁かべ際ぎわでワインをなめていたルイに、声をかける者がいた。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる好漢は、『聖せい槍そうホリン』の大おお長おさだ。もちろん事前に存在は知っていたが、ルイは礼れい儀ぎ正しく驚いてみせた。


「ご無ぶ沙さ汰たしております、大長。一線を退ひかれたと聞いていたのですが？」


「いやなに。今こ宵よいの席は個こ人じん的に興きよう味みを惹ひかれたのでな。渋しぶる我が子を押おし切って、ついて来たというだけのこと。邪じや魔まをして申し訳わけない」


　見れば、大長の背はい後ごでは、前回の会議に血族の代表として参加していた隻せき眼がんの青年が控ひかえている。青年と目が合ったので、ルイは気安くニヤリとした。


「ただでさえ面めん倒どうな会議に、父ふ兄けいの『お守もり』付きとはね。ご同情申し上げる」


「おいおい、『お守り』はなかろう。隠いん居きよの楽しみなど物もの見み遊ゆ山さんがせいぜいだぞ？　これで闇の父マスターに孝行できるなら安いものよ。のう？」


「……出しゃばりめ」


「ん？　何か申したか、息むす子こよ？」


「いいえ、闇の父マスター。空耳でしょう」


　ガハハと大たい笑しようする大長に、隻眼の青年が冷れい淡たんに返事をする。相変わらずの大長に、ルイは苦く笑しようを押し隠した。


「……見たところ、同年代と呼べそうなのは、我ら二人だけのようだな。いや……『老牙』の『五ご針しん』が交じっているか？」


　周囲を見回した大長が、幾いく分ぶん声を抑おさえながら言った。


「よくお気づきで」


「茶ちや化かすな。先方も、本気で隠れるつもりなら、より完全に気配を殺しておろうよ。とはいえ、ほとんどの者は気づいておらんようだが」


「『老牙ニザリ』の元もと締じめがいるとわかれば、若わかい者たちは萎い縮しゆくしましょう。他にも、あちらにおられる『黒こく母ぼイシス』の使者とは初めてお目にかかったが、おそらく私より古い血であられる。『冥めい主しゆアナビス』の使者も、あるいは……」


「『闇やみ』の方々か。考えてみれば、空そら恐おそろしい事じ態たいになったものだ」


　大長がさらりと口にした感想に、ルイも深く同意した。


　会議といったところで、ここで行われる話し合いによってすべての血族の指針が決まるわけではない。前回の結論にもあったように、最終的にどのような道を選ぶかは、血族ごとの問題となるはずだ。


　それでも、今宵この場所で繰くり広げられる討論が、各血族の決定にもたらす影響は計り知れない。さてどうなるか、とルイは身み構がまえずにはいられなかった。


　すると、「そう言えば」と大長が思い出したように言った。


「ウォーロック家は今回も不参加か？　いい加か減げん、奴やつらも歩み寄よる姿し勢せいを見せてほしいものだが……」


「いえ、大長。それが──」


　説明するより早く、ダンスホールに新たな参加者が現れた。


　風船のように太った女じよ性せいだ。髪はおかっぱにし、灰はい色いろのドレスを着ている。美しいとは言い難がたい容よう姿しだが異い様ような存在感があり、周囲の者たちの注意をひいた。


　彼女は、捜さがす素そ振ぶりも見せないまま、真っ直すぐホールの隅すみ──ルイの前に移い動どうした。ルイは彼女の正体を知って、ゆっくりと姿勢を正した。


「確か、以前──それこそ何世紀も前になるが、一度お会いしたことがありましたね？　ようこそお越こし下さった、マドモワゼル・マーハ・ウォーロック」


　ルイの優ゆう雅がな挨あい拶さつに、マーハは礼れい儀ぎ正しく頭を下げた。


　もっとも、マーハの瞳ひとみは死人のように虚うつろだ。ルイを嫌きらっているのではない。情感がほとんど消え去り、感情の起き伏ふくが極きよく端たんに薄うすくなっているのである。長く生きる吸血鬼にはよく見られる症しよう状じようなので、ルイは気にしなかった。


　だが、次にマーハが言った台詞せりふは、気にしないわけにはいかなかった。


「姉が『黒くろ蛇へび』に敗北しました」


　ルイのみならず、隣となりにいた『聖槍』の二人や、もれ聞いた周辺の吸血鬼たちまで、一いつ斉せいにざわついた。ルイも思わず耳を疑うたがった。


「……なんですって？」


「シンガポールです。姉は、『乙メイ女デン』と盟めい約やくを結ぶべく、十字軍本部を訪ほう問もんした。その際、襲しゆう撃げきをしかけた『黒蛇』を迎むかえ撃うち、敗れ去ったのです」


「なんと……」


　衝しよう撃げき的な情じよう報ほうだった。マーハの姉、アンヌ・ウォーロックの魔ま術じゆつの冴さえは、古ふる株かぶの吸血鬼ブラツク・ブラツドでは知らぬ者がないほどだ。面めん識しきのない者でも、ウォーロック家が魔術の大家であることは既き知ちのことであり、その長老たる三姉妹の力は聞いているはずだった。


　そのアンヌが敗れたとマーハは言ったのだ。それも、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまったとはいえ、元は同じ『魔女』の血に連なる、あのカーサに。


　ルイや周囲の驚きよう愕がくを余よ所そに、マーハは淡たん々たんと先を続ける。


「これより、ウォーロック家及および『魔女モーガン』の血族は、『乙メイ女デン』と『カンパニー』に迎げい合ごうします。これは姉の遺ゆい言ごんでもある。姉の言葉を伝えましょう。『時代は変わろうとしている。一時的な世情がどうあれ、流れる方向はもはや変わらない』。最後に話した妹に、そう言い残したそうです」


　姉の最さい期ごを口にする間も、マーハの表情は無気力なままだった。だが、真に無気力な者がこの会議に参加するはずがない。ましてや、ルイや他の血族を前に、このような宣せん言げんをするはずがない。これは、彼女なりの姉への弔とむらいであり、同時に血族社会に対する『魔女モーガン』の意思表明でもあるのだろう。


　ルイは厳げん粛しゆくな面おも持もちで、マーハの言葉を受け止めた。


「『魔女』の意い志し、確かに聞かせてもらった。よろしい。すでに満月も天てん頂ちように届とどきつつある。そろそろ会議を始めるとしよう」


　ホールに響ひびく朗ろう々ろうとした声で、ルイは議長として宣言した。


　その瞬しゆん間かん、





　──では失礼するぞ？





　突とつ如じよとして現あらわれた思念が、ホールに詰つめる吸血鬼たちの脳のう裏りに、月光の如ごとく降ふり注いだ。


　それだけではない。ルイをはじめ、会議の参加者たちの思念が、ひとつの巨きよ大だいな魂たましい──その満月のような偉い大だいな何かを、魂と呼んでよいのなら──を核かくにして、一人残らず繫げられるのがわかった。ルイたちの意志とは無関係に、且かつ、抵てい抗こうする間もなく強きよう制せい的に。


　ルイの全身から血の気が引いた。戦せん慄りつどころの話ではない。まるで、なんの前まえ触ぶれもないまま、突とつ如じよ夢ゆめの中に連れ去られたようだ。


　謎なぞの思念は続ける。


　──煩わずらわせて申し訳ない。儂わしは『真しん祖そ混こん沌とん』に仕える牙きばじゃ。お主らには『西の虎仙』と言えばわかりやすいかの。聖地崑論より、我わが主あるじの力をお借りして、この界を創つくり、皆みなをお連れした。


　──に、『西の虎仙』!?


　──と、言うたはずじゃが、上う手まく聞こえんかったかな？


　思わず放ったルイの思念に、人を食った反はん応のうが戻る。


　もちろんルイは、その名を知っていた。『西の虎仙』──『東の龍王』や『南みなみの朱あけ姫ひめ』と同列に並ぶ、『真祖混沌』の直ちよつ系けい。『狼王』のルイや『聖槍』の大長、『魔女』のマーハなど、この場にいるどの長老よりも格かく上うえの大吸血鬼だ。隠いん遁とんして久ひさしいため、最近では実在を疑う者も多い、伝説の中の吸血鬼である。


　──あー、この際じゃから面めん倒どうな言ごん上じようは抜ぬきにさせてもらおう。無ぶ礼れい講こうというやつじゃな。でないと、儂も色々めんどくさいし、議論もまともに成り立つまい。そちらの皆様も、そういうことでよろしいですな？


　すると、会議に参加している者たちとは別の思念が現れた。遥はるか彼方かなた──ルイの私し邸ていではない遠く離はなれた場所から、遥はる々ばる届とどいてきた思念だ。





　──いーから、さっさと始めな、虎とら公こう。


　──いや、あと少しお待ちを。……ああ、よし。これであらかた繫がりました。ありがとうございます、混沌様。





　明めい確かくに意思を伝えてきた思念は二つ。しかし、その二つの近くには、他ほかの思念の存在も複ふく数すう感じ取れる。


　しかも、


「……どういうことだ？」


　二つの思念、特に最初に届いた乱らん暴ぼうな思念に触ふれた瞬間、ルイは全身の細さい胞ぼうが感電したような衝撃を受けた。もう片かた方ほうの思念も──いや、その二つの側そばにいる複数の思念は、どれも途と方ほうもない力を感じさせる。虎仙が口にした「界」というのがどういう仕組みかはわからないが、それらの思念から感じる力と風格は本物だ。


　それに、「界」なるものの広大さはどうだろう。まるで、地球をまるごと覆おおい尽つくしているような……


　──その通りじゃ、ルイ・マルファン。


　とんでもないことを、虎仙はあっさり認みとめた。


　──まるごとではないが、まあ、先ほどあちらの方が仰おつしやった通り「あらかた」と言ったところか。そもそも、お主の考えとる「空間」の概がい念ねんでは正確な理り解かいは難むずかしいでな。ここは形けい而じ下かの空間と無関係でないとはいえ……


　──待て待て待て。奇き門もん遁とん甲こうの解かい釈しやくはいいっつーの。さっさと本題に入れよ。


　再ふたたびさっきの思念が割わり込こんだ。虎仙は彼の思念に従したがったが、一瞬ムッとするのが、ルイたちにまで伝わってきた。


　──世界中の吸血鬼が繫がっているのですか？


　その問いはマーハだった。ルイは意識を身体からだに戻して驚いた。感情など枯こ渇かつしたと思っていたマーハの額ひたいに、汗あせが浮うかんでいる。


　しかし、この状じよう況きようが質たちの悪い悪あく夢むでないとすれば、マーハが緊きん張ちようするのも当然だった。そして、あいにくこれは質の悪い悪夢ではなく、質の悪い現実らしい。ルイはゴクリと生なま唾つばをのみ込んだ。


　──いまのはウォーロック家の次女じゃな？　姉のこと、混こん沌とん様よりうかがった。あの魔女の最さい期ごは、血に恥はじることのないものだったそうじゃ。


　──恐きよう縮しゆくです。


　──うむ。先ほどの質問じゃが、すべての吸血鬼に繫がっとる訳ではない。わかると思うが、このスケール感に精せい神しんが耐たえられる者でなくては、気が触ふれるでの。まあ現存する血けつ統とうからは、ひとりや二人は召しよう還かんしておるよ。これは、我が祖混沌の意向なのでな。


　虎仙の思念が偉ぶって言う。だが、それを偉そうに思う者は、ルイの私邸には一人もいなかった。


　またしても、遠方の思念が、


　──旦だん那なは昔っから、やることが豪ごう快かいだぜ。


　──普ふ段だんはそうでもないのにね。


　ひと言目は、あの乱らん暴ぼうな思念。ふた言目は、その側にあった別の思念──どこか稚ち気きを感じさせる思念の、初めての発言だ。どちらにせよ、思念から伝わる余よ裕ゆうと気楽さが、底知れず恐おそろしい。遠方に感じる思念の一いち団だんの、正体が気にかかった。


　だが、それよりも聞き逃のがせないのは、別の一事だ。


　──お、お聞かせください、虎仙。混沌様というのは……あの混沌様なのですか？


　自らの正気を疑うたがいつつも、ルイは問わずにいられなかった。かの始祖ソース・ブラツドは、八つに裂さかれて滅ほろび去ったというのが、月げつ下かで知られる伝説なのである。


　返事は直接来た。もはや人の意識では計れない何か。巨きよ大だいで深遠な存そん在ざいが、その一いつ端たんをわずかだけルイの思念に触れさせた。それで十分だった。


『真祖』。この世に現れた中で、もっとも古くもっとも偉い大だいとされる始祖ソース・ブラツド。気き絶ぜつするかと思った。そのとき感じた圧あつ倒とう的てき畏い敬けいと本ほん能のう的感動は、それ自体が爆ばく薬やくのようだ。ルイは、一気に千年の時を遡さかのぼり、自分が人間に戻もどったような気がした。


『西の虎仙』に、謎なぞの思念。世界を覆おおう力に、『真祖混沌』。


　しっかりしろ、とルイは自らを叱しつ咤たした。


　これは、途方もない状況だ。が、死を賭してでも本気で挑むべき時だ。自分たちが寄より集まって今後を議論しようとしたのは、間違ってはいなかった。『乙メイ女デン』の投げた波は紋もんは月下の歴史を変える。彼らも、そう判はん断だんしたからこそ、無む限げんに等しい力を用いてこれほど大がかりな舞台を整ととのえているのだ。


　──さて、急せかす方もおられることだし、本題に入るとしよう。といっても、議題はもうわかっていよう。過か日じつ、日本の特とつ区くが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に占せん拠きよされ、それに続く『黒蛇』の演えん説ぜつで、我われらの存そん在ざいが人間社会に公表された。これだけでも事は大おお事ごとじゃが、その後、今度は『乙メイ女デン』として知られる人間が、世界中の人間たちに対し「人と吸血鬼の共存」を訴うつたえかけた。この辺の経緯いきさつは、既すでに皆みな知っておるな？


　虎仙が確かく認にんする。当然既き知ちのことと思われたが、


　──知らない。いま聞いた。


　また遠方の思念だ。今度は女性らしい。すぐ隣となりの思念に、まったく悪びれた風もなく、


　──そうなの？


　──そうみたいだよ。


　──大変じゃない。


　──だよね。


　返事をしているのは、さっきの稚気を感じさせる思念だ。


　──だから、早くお起きなさいと申し上げたのです。混沌様にも失礼でしょう。


　そう苦言を呈ていしたのは、一番初めに届いた二つの思念の片方だ。他の思念に比くらべると、唯ゆい一いつ丁てい寧ねいな思念である。というより、他の思念が自由気まますぎるのだが。


　結局、注意された女性は、自分が注意されたことなど完かん璧ぺきに無む視しして、


　──いいや。続けて。


　と告げた。虎仙が咳せき払ばらいする気配が伝わった。


　──ともあれ、これが月下の一大事であることは確かじゃ。人間どもは『特区インパクト』と呼んどるが、実じつ際さい衝しよう撃げき的てきな展てん開かいよ。さて、それではこの一大事に際さいし、我らはいかに対たい応おうするべきか。それを論ろんじるため、混沌様はこの「界」を設もうけられた。皆、思うところを述のべるがよい。あ、そちらの皆様はしばらく黙だまっていて下され？　若わかい者どもが話にくうなります故ゆえ。


　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに虎仙が言う。遠方の一団からは一いつ斉せいに不満の声が上がったが、その声は急速に遠ざけられた。「界」を創つくっている混沌の操そう作さだ。


　──し、しかし……


　状況が状況だ。「述べろ」と言われてわかりましたと虎仙や『真祖』の前で意見できる者がいるだろうか？


　しかし、ルイがそう思ったとき、新たな思念が「界」に浮ふ上じようした。


　──お言葉に甘あまえ、作法は省いて発言させていただきます。わたくしは『氷ひよう牙がイーリャ』の者。すでに隠いん遁とんした身にございますが、『真祖混沌』の厚こう意いにより「界」に呼ばれましてございます。ひとつ質問をしてよろしいでしょうか？


　それは、強い意志を感じさせる、落ち着いた思念だった。女性の思念だ。


「先代イワンっ。生きていたか！」


『聖槍』の大おお長おさの叫さけびが耳に入った。そうだ、とルイも思わず頷うなずいていた。いまでは二代目に『千の目のイワン』の称しよう号ごうを譲ゆずった、『氷牙イーリャ』の先代の長。コンタクトを取ったことはあったが、正体は謎なぞに包まれていた。まさか女性とは思わなかった。


　──よろしい。何かな？


　──かの『乙メイ女デン』をこの「界」に招まねくことはできませんか？　血族の今後を決める上で、彼女の人となりは、ぜひとも知っておきたいのです。


　先代イワンの思念は、虎仙相手にも怯ひるんでいなかった。長老の座ざを退しりぞいたとはいえ、それ以前は北方ロシアの雄ゆうとして長年血族を導みちびいてきた有能な指し導どう者しやだ。彼女の力量と経けい験けんは、同じ有力血族の長である自分を上回ると、ルイ自身認みとめていた。


　しかし虎仙は素っ気なく、


　──人を招くことはできん。さっきもゆうたが、人の精神ではここは耐えられんのでな。代わりと言ってはなんだが、のちほど彼女を知る者を紹しよう介かいしよう──ああ、待て待て！　のちほどと言ったじゃろうが。まだ引っ込んどれっ。


　虎仙の思念が、返事の途と中ちゆうで少し乱みだれた。彼の側そばで何かあったらしい。


　すると、


　──私で良ければ。


　マーハがそう言って、『魔ま女じよモーガン』の『乙メイ女デン』に対する心象を「界」全体に伝えた。死したアンヌが考えたことや、決けつ断だんしたことのすべてを公こう開かいしたのだ。


　思念の交流は、膨ぼう大だいな情報を一いつ瞬しゆんで伝達できる。マーハ自身が抱いだく想おもいの強さまで、正確に。しかもそれを、「界」に繫つながるすべての者で共有することができるのである。


　──ありがとうございます。


　と先代イワンが感かん謝しやの念を送り返した。


　──『魔女モーガン』の血族の決意、確かに胸むねに納おさめさせていただきました。アンヌ様の件けん、遅おくればせながらお悔くやみ申し上げます。


　しかし、と先代イワンは続ける。


　──残念ながらこれらの情報だけでは、わたくしども『氷牙』の意思を決定するには足りません。なおの検けん討とうを要することになりそうです。


　──ご随ずい意いに。『魔女』は『氷牙』に干かん渉しようする意思はありません。


　二つの有力血族は、十分な敬けい意いを払はらいつつ、淡たん々たんと互たがいの思念を交流させた。それを皮切りに、「界」に繫がるあらゆる吸血鬼たちが、活発な意見交こう換かんを開始した。


　──誰だれがなんと言おうと、人間を信用することはできない！


　──同意だ。彼らの本ほん性しようは、『九クー龍ロンショック』後の反応で明らかだ。


　──かといって、このままでは……


　──『乙メイ女デン』個人はともかくとして、他の組そ織しきはなんともな。


　──『特区インパクト』直前の関係に戻すことはできないか？　可か能のう性せいを模も索さくすべきだ。


　──『カンパニー』の活動とは、具体的にどういうものだったのか？


　──それなら私が知っている。いま思念を伝えよう。


　精神と精神の交流は、目まぐるしい展開を見せる。ルイは、自らも意見し情報を公開しつつ、「界」全体の動向──つまり血族社会全体の動向に目を凝こらした。彼だけでなく、大おお長おさやマーハ、それに先代イワンなども同じだ。聡さとい者は、多くが様子見に回っている。


　大たい勢せいを占しめているのは、アンチ『乙メイ女デン』の意見だった。


『九クー龍ロンショック』から、まだ十二年。この場にいる歳とし経へた吸血鬼たちにとっては、昨日の出来事だ。あの事じ件けんのあと人間たちは世界中の吸血鬼を殲せん滅めつしようとした。その不信感が拭ぬぐわれるには、あまりにも時間が足りていない。共きよう存ぞんを呼びかけられても、おいそれと協力はできないと考えているらしい。


　そのうち、


　──やめとけ、やめとけ。


　沈ちん黙もくしていた遠方の気配が、再び「界」に接せつ触しよくしてきた。水を打ったように「界」が静まりかえった。皆、もう察しつつあるのだ。彼方かなたに潜ひそむ強大な思念の正体に。


　──俺おれらと人間じゃ、何もかも違ちがいすぎる。生き様も、頭ん中もな。仲良く共存？　上う手まくいくわけねえだろ、そんなの。なあ？


　──そうだね。普ふ通つうに考えると無理かな。


　乱らん暴ぼうな思念に稚ち気きの残る思念があっさりと同意してみせた。側にいる他の思念は、何も言わない。


　ただ、ルイはわずかな不ふ審しんを感じた。遠ざけられていた一いち団だんから、微かすかに──ほんの少しだけ、冗談めかした雰ふん囲い気きを感じたのだ。思念が芝居がかっているように思われたのである。むろん、思念で噓うそは吐つけないため、巧こう妙みように偽ぎ装そうされてはいる。しかし、彼らが伝える内ない容ようと、彼らから感じる情感には、確かに違い和わ感があった。不自然さがある。


　同じことは、大長とマーハ、先代イワンも感じたらしい。


「……挑ちよう発はつしている？」


　とマーハが独どく白はくするのが聞こえた。


　確たしかに、とルイも頷うなずく。より大だい胆たんに想そう像ぞうすると、混沌に遠ざけられた一団が少しばかりへそを曲げて、意い趣しゆ返がえしに悪いた戯ずらをしかけているような感じだった。マーハはそれを、挑発している、と受け取ったのだ。


　しかし、誰を？　彼らほどの力の持ち主が、いったい誰を挑発するというのか？


　答えはすぐに出た。反応は、「界」の外から返った。





　──　！





　それは、咆ほう吼こうだった。


　叫び声。まだ「界」に繫つながっていない何者かが「界」に向かって叫ぶ声だ。ルイはぎょっとした。「界」は、『真祖』が制せい御ぎよする広大な異い空くう間かんである。そこに、『真祖』の許きよ可かを待たずして強ごう引いんに割わり込こもうとしている者がいる。信じられなかった。『真祖』の意に逆さからうなど──どれほど控ひかえ目に表現しても──狂きよう気きの沙さ汰ただ。


　──こ、こらっ!?　何をするかっ。少し待てと言ったじゃろうが！


　虎仙の思念が大いに慌あわてた。彼の側にいるのだ。たちまち、遠方の一団が沸わき立った。


　──なんだあ？　身の程ほど知らずが一匹ぴき紛まぎれてやがるな？


　──ほんとだ。なんだろうね。吸血鬼のくせに人間の肩を持つつもりかな？


　再び、乱暴な思念と稚気のある思念が、「界」の真ん中で嘲あざけった。今度ははっきりと面おも白しろがっている。やはりこれは挑発だ。


　──『乙メイ女デン』なんて小こ娘むすめに惑まどわされるようじゃ、青あお二に才さいもいいとこだな。


　──若わかいんだよ、きっと。夢ゆめを見たい年とし頃ごろなんだろうね。


　──現げん実じつってもんがわかってねえよなあ。苦労が足りてねえ。


　──案外純じゆん情じようなのかも。それとも『乙メイ女デン』ってのが性しよう悪わるだったりして。


　あからさまにあざとい挑発が続く。虎仙が二人を嗜たしなめたようだが、二人は一向に言うことを聞かない。


　そして、





　──　！　──　！　──　！





　咆吼の主が猛たけり、その響きに意思が混まじり始めた。分ぶ厚あつく閉とざされた空間さえ貫つらぬいて、その声が聞こえ始めた。


　吠ほえ続ける何者かは、まだ「界」に繫げられていない。にもかかわらず、自力で思念をぶつけ、何かを訴うつたえようとしている。その必死さと迫力に、ルイは圧あつ倒とうされた。


　なんという実直な、一いつ徹てつな、思念だろうか。その思念は『真祖混沌』をも恐おそれず、悪意を含ふくむ巨大な思念の一団に、真っ向から嚙かみ付こうとしている。


　ルイだけでなく、他の長老たちも、外からの叫び声に耳を澄すませ始めた。「界」に繫がるすべての吸血鬼たちが息を呑のんでいる。虎仙が諦あきらめて、制せい止しするのを放ほう棄きした。謎なぞの一団も挑発を止やめ、ニヤニヤしながら注目している。


　そしてついに、





　──聞け！





　その声は、「界」に届いた。





　──憶おく測そくと経けい験けんで物事を語る者ども！　世界の「いま」から目を逸そらす者ども！　過か去こに囚とらわれ未来を信じぬ、古いにしえの亡ぼう霊れいども！　聞けっＨｅａｒ　ｉｔ！　私が教えてやるっ。お前たちが知らないことを。特区の姿すがたを。『乙メイ女デン』の真実を！　己おのが『血』の行く末を真に憂うれうなら、私の声を聞き、考えるがいいっ。無知と蒙もう昧まいに蝕むしばまれて滅ほろぶのか。それとも、世の不信と戦い、その手で未来を勝ち取るか！





　次の瞬しゆん間かん、その声の主が「界」に繫がった。皆、騒そう然ぜんとした。ルイも全身が総そう毛け立だった。


　現れたのは「怪物」だった。『血』の怪かい物ぶつ。途と轍てつもない数の血けつ統とうの『血』を──この場にいる者すべての『血』を身に宿せし、吸血鬼の権化だったのだ。


　怪物が吠える。


　──我わが名は望もち月づきジロー！　『賢けん者じやイヴ』の護衛者クローザーにして、『乙メイ女デン』と共に戦う者だ！


　ルイは愕がく然ぜんとした。ジローと名乗った吸血鬼ブラツク・ブラツドを、ルイは知っていた。


「『賢者』の!?　馬ば鹿かな！　あのときの……」


　前世紀に、『賢者イヴ』と共に旅していた、彼女の血族だ。一度だけ、彼女に連れられた彼と、会ったことがある。しかし、これが？　これがあのときの若い吸血鬼？　確たしか、まだ百年とそこそこの若者のはず。信じられない。


　──受け取れ、迷まよえる者ども。これが、真実だ！


　ジローの声が轟とどろいた。


　同時に、彼を中心として、全方位に思念が放たれた。ジローが放った思念。それは、彼自身の記憶だった。


　特区で過ごした日々。


　彼が『乙女ミミコ』と出会い、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に追われるまでの間の記き憶おくが、体験が、知ち識しきが、感動が、怒ど濤とうの勢いきおいで「界」を埋うめ尽つくしたのだ。


　吸血鬼たちは、それを受け取った。


　ルイは、ジローを勇気づけたミミコの血に、我われ知らず涙なみだをこぼした。


　大おお長おさは、ジローが酌くみ交かわした陣じん内ないやリンスケとの酒に、感かん嘆たんの唸うなりを上げた。


　マーハは、ジローと接せつしたヒバリ、サキ、スワンの人ひと柄がらに、大きく目を見開いた。


　イワンは、ジローが目にした『カンパニー』の心意気に、激はげしく心を揺ゆさぶられた。


　葛かつら城ぎミミコ。陣内ショウゴ。赤井リンスケ。楠くすのきヒバリ。スワン・鍾チエン。朱と鷺き籐とうサキ。尾お根ね崎ざきミタカ。張ジヤン雷レイ考カオ。バドリック・セリバン。白しら峯みねサユカ。その他、『カンパニー』の職しよく員いんたちや、特区で生きた大おお勢ぜいの人間たち。


　それだけではない。何気ない日にち常じようのシーン。食事の際さいに交かわされた会話。激はげしい口論。怒いかり。すれ違い。そして、数え切れない笑え顔がお。


　特区を襲った激しい嵐あらし。凝ぎよう縮しゆくされた時間に、吸血鬼たちは息を呑のんだ。


　特区に流れた穏おだやかな日々。変わらない毎日に、吸血鬼たちは胸むねを打たれた。


　人と吸血鬼が共存する都市、特区。


　その瞬間、彼らはジローを介かいし、特区で人間たちと共存したのだ。


　──さあ！


　ジローは吠える。吠え続ける。


　──足りなければ好きなだけ持っていくがいい。私の中から、知りたいことを残らず引っ張ぱり出せ。はっきりと理解できるまで、感じ、考えろっ。


　ジローの中にある幾いくつもの血統の『血』が、彼の精神と激しく共鳴して牙きばを剝むいた。まるで無数の首を持つ大だい蛇じやだ。ねじ伏ふせるのではない。異論のある者に食くらい付き、互いに完全に納なつ得とくするまでとことん調停する。その頑がん迷めいな意思が、痛いたいほど伝わってきた。


　しかし、その必要はなかったようだ。


　──ナイスだ、若わかいの。


　あの思念が、再ふたたび「界」に響ひびき渡わたった。もう挑ちよう発はつする響きは残っていない。代わりに、朗ほがらかに笑う陽よう性せいの思念が、温あたたかな波動を伴ともなって「界」を包み込んだ。ジローは思わぬ反応に出鼻を挫くじかれ、呆あつ気けにとられた。


　──見事な手て並なみだった。ま、我が子でなきゃ、ぶん殴なぐっているとこだがよ。


　──うん。面おも白しろかったね。僕ぼくも、自分の子がいなきゃ、ちょっとお仕置きしてたけど。


　ジローがぽかんと間抜け面づらを晒さらすのが、「界」に繫つながるすべての者に伝わってきた。


　──……子？　何を言って……？


　──ハッ。なんて面つらしてやがる。自分の胸むねに手を当ててみろよ。そこには、俺に連なる『血』だって流れてるんだぜ？　何も、怒ど鳴なり散らすことはねえのさ。吸血鬼にとって、『血』こそ真実。お前の思いは十分伝わってらあ。


　そして、彼らはようやく自分たちの正体を「界」に知らしめた。


　乱暴な思念の、『狼王ガルー』。


　稚ち気きの残る思念、『八はつ手しゆシヴァ』。


　丁てい寧ねいな思念、『義士ピクロテテス』。


　女性の思念、『黒母イシス』。


　他ほかにも、最後まで発言せず見守っていた、幾人かの始祖ソース・ブラツドたち。すでに途と中ちゆうから気づいていた者たちですら、畏い敬けいと戦せん慄りつに平ひれ伏ふした。


　──我が祖！


　堪たまらず、ルイが叫んだ。彼も、途中からすでに予感していた。しかし、それでも歓かん喜きは抑おさえがたかった。始祖ソース・ブラツドたちが自ら封ふうじていた気配を解かい放ほうしたいま、『血』の高鳴りはあらゆる思考を押し退のけた。


　──我が祖ガルー。偉大なる狼おおかみの王。あなたの血を受け継つぐ者です。私は、私は……あなたはとうに、身み罷まかられたものと……


　感かん激げきのあまり乱みだれる思念に、ガルーは豪ごう放ほうに応おうじて頷うなずいた。


　──ルイと言ったか。アンジュの子だな？　なに。ここにいる連中は、皆死んだようなもんだ。起きて来たのは何百年ぶりってのばかりだからな。


　──結局起きられなかった人も多いみたいだしね。


　とシヴァが茶ちや化かすように言った。


　──あいつら、もう二度と起きてこねえんじゃねえか？


　──考えられます。イシス様も危き険けんでした。


　──ちゃんと起きたじゃない。……眠ねむいけど。


　ガルーに、ピクロテテス。そして、『真祖』や『賢者』に匹ひつ敵てきするほど古いと伝えられる始し祖そイシス。シヴァもまた相当に古い始祖のはずだ。現在を生きる吸血鬼たちが、もう誰だれもその存命を信じていなかったほどに。「界」の吸血鬼たちは、居い合あわせた奇き跡せきの瞬間に魂たましいを震ふるわせた。


　──ともあれ、隠いん遁とんして久ひさしい俺おれたちは、いまを生きる『血』に口出ししたくねえ。


　──また、その必要もないでしょう。『賢者』の護衛者が口にした通り、過去の亡ぼう霊れいは去るのみです。


　──僕ぼくなんかもう身体からだもないことだし。


　ガルー、ピクロテテス、シヴァが、口を揃そろえて言う。イシスが欠伸あくびしながら頷いた。その他の始祖たちも。


『血』を生み、広めた、月下の神々。彼らは最後にジローに向かい、


　──楽しかったぜ？　その『血』を絶たやすなよ。身の程ほど知らずの、望月ジロー。


　そう言い残して、「界」から離り脱だつした。鮮あざやかな激げき励れいの思念──祝福を残して。


　ジローは、言葉もない。


　──さて。


　と虎仙が取りなすように思念を紡つむいだ。


　──ようやく静かになったかの？　会議を続けるが……皆、考えはまとまったか？





　かくして、月下に後々まで語り継つがれることとなる会議は、脈動を再開した。


　新しい世界に向かって。





３







　そこは、静かで厳げん粛しゆくな銀色の世界だった。


　あらゆる生命が老いることなく、美しい姿すがたのまま凍とう結けつされている。そんな幻げん想そうを抱いだいてしまいそうな、雪と氷の世界だ。そこでは、この世を支し配はいする「時の流れ」すら、その活動を停止しているように見える。外界から隔かく離りされ、閉とざされているかのように。


　そんな銀世界の中に、ひとりの男がいた。


　男は両目を閉とざし、空中に座ざしていた。深く積もる雪面から、離はなれること一メートル。その空間に固定された彫ちよう像ぞうのように、息づかいさえ伝わらない。


　男の足あし下もとには、巨きよ大だいな一頭のヒグマが寝ねそべっていた。こちらは、肩かたの筋きん肉にくの規き則そく正しい動きで、息をしていることがわかる。男の側に従したがっているのか。あるいは、男の用に付き合っているつもりなのか、健すこやかな寝ね息いきを立てていた。


　聖せい域いきと呼ばれる場所。ヒグマの名はバウワウ大公。そして、男はケイン・ウォーロックだった。


　不意に、バウワウが目を覚ました。鼻をひくつかせ、寝そべっていた頭をもたげた。


　その直後、ケインとバウワウを目指し、雪原を滑かつ空くうして小さな影かげが飛来した。


　少女だ。分ぶ厚あついダウンジャケットを着き込こみ、ファーのついたフードをすっぽりと被かぶっている。


　鳥のように飛来した少女は、一本の杖つえにまたがっていた。黒いタイツに包まれた枝えだのように細い足が、ケインたちの側まで来たとき、勢いきおいよく空気を蹴けった。


　クルリととんぼを切る。同時に体たい勢せいを整えて、少女は両足で雪面を踏ふんだ。


　バウワウが起きあがり、唸うなりを上げて威い嚇かくする。しかし、少女は怖こわがる様子もなく、被っていたフードを後ろに外した。


「……ケイン、か？」


　驚おどろいたような声だった。ケインは閉ざしていた両目を開けた。


「……ネヴァ様」


「ふん。ずいぶんと変わったじゃないのさ。混血児ケイン」


　アンヌの妹ネヴァ・ウォーロックは、血族を離れた男を暗い目つきで冷れい笑しようした。


　事実、ケインは変へん貌ぼうしていた。がっしりと逞たくましかった肉体は、驚くほどに瘦やせ細っている。頰ほおは瘦こけ、眼がん窩かがくぼみ、乱れた頭とう髪はつが額ひたいから首くび筋すじを覆おおっていた。


　しかし、真に変化したのは、外見ではなく内面だ。いまやケインは『魔女モーガン』の血族にして、『魔女モーガン』の血族ではなかった。その血の中に、『真祖混沌』の血が混じっているのだ。聖せい域いきの支し配はい者しや『北の黒姫』より授さずかった血を使い、禁きん術じゆつによって己おのれの身体に混入したのである。


　混こん血けつ児じ。


　それが、いまのケインなのだ。


　そして、ケインの魔力は飛ひ躍やくしていた。目にしたネヴァが、まさかこれほど、と内心驚きよう嘆たんしたほどに凄すさまじい魔力だ。


「……ネヴァ様。ここに、何を？」


　空中に座したまま、ケインは静かに尋たずねた。低く落ち着いた声にすら、底知れぬ魔力の波動が感じられる。ネヴァは小さく唇くちびるを嚙かんだ。


「……フンっ。何を、ですって？　えっらそうに。何様？　何様になったつもり？　誰だれのおかげで強くなれたと思ってんだよ、このデカブツ。私が禁術を授けてやったから、そこそこ魔力が増えたんでしょうが。しかも、なんなのその態たい度ど？　まさか私より強くなったつもりじゃないでしょうね。バーカ。そんな訳ないだろ。魔力が高まろうが、術がお粗そ末まつじゃ話になんないんだよ。たかだか三百歳さいそこそこの、ひよっ子のくせしてさ！」


「…………」


　口くち汚ぎたなく罵ののしるネヴァを、ケインは口答えせず聞いていた。灰はい色いろの瞳ひとみには、いかなる揺ゆらぎも生じない。ネヴァの指し摘てき通り、増ぞう長ちようしているのではなく、彼女の言っていることが正しいと認みとめているのだ。


　ただ──


「俺おれはもう、ウォーロック家を出た者だ。ネヴァ様。あなたには本当に感かん謝しやしています。しかし、どうかお引き取り下さい。ここは『北の黒姫』が統すべる、彼女の聖域です」


　緩ゆるやかなケインの言葉に、ネヴァの幼おさない顔が真っ赤になった。


　しかし、続くネヴァの言葉は、ケインの予期せぬものだった。


「……黒姫の許きよ可かは取ったっつーの。あんたを鍛える許可を、ね」


「鍛える？」


　ケインが驚いて問い返す。するとネヴァは、手にしていた杖をケインに投げつけた。


　ケインは反はん射しや的に杖をつかみ取った。ようやく、空中から降おりて雪原に立ち、かつての長老と向き合った。


「始し祖そモーガンが愛用した杖だ。お前に、くれてやる」


　ケインは慌あわてて手元を見直した。確たしかに、その杖には見覚えがある。ケインの身長と同じほどの長さの、樫かしの木を削けずって作った杖。特別な魔力が込められている訳ではないが、よく手に馴な染じみ、鋼はがねに勝まさる硬こう度どを持っている。ウォーロック家に伝わる秘ひ宝ほうだ。


　どうして、と問おうとしたケインだったが、驚きのあまり言葉をのみ込んだ。杖を渡したネヴァが、ケインをにらんでいる。その両目から、ぼろぼろと涙なみだがこぼれ落ち始めたのだ。


「ネヴァ様……？」


　ネヴァは、三姉し妹まいの中でも特に高たか飛び車しやで高こう慢まんな性せい格かくの持ち主だ。こんな風に格かく下したの者の前で弱みを見せるなど、普ふ通つうでは考えられなかった。


　唇くちびるを嚙かんだままひとしきり泣いたのち、ネヴァは震ふるえる声で言った。


「……アンヌ姉様が、殺された」


「こ!?」


「……ほんとよ。アンヌ姉様が殺された。殺したのは、あのカーサだ。血族の裏うら切ぎり者。私が作った混血児。姉様は……姉様はあの女に、シンガポールで……」


　そのあとは言葉にならない。再ふたたび目め尻じりから涙がこぼれる。口に出すことはできずとも、ネヴァの全身から身を千切るような悔くやしさが伝わってきた。


「仇かたきを討うちたい……いますぐにでも特区に行って、あの蛇へび女おんなを殺してやりたい。でも、マーハ姉様が駄だ目めだと言う。アンヌ姉様が死んだ以上、私まで失うリスクは絶ぜつ対たい冒おかせないって。だから……だから私は、ここに来た」


　泣きはらして赤く腫はれた目で、ネヴァはケインを凝ぎよう視しした。虫けらを見るようだった、以前の彼女の目つきとは違ちがう。対等の者を見る目。自分に匹ひつ敵てきする者──その可か能のう性せいを持つ者を見る目だ。


　ネヴァがケインに向かって口を開く。


「私はこれから、お前を鍛える。殺す気で鍛える。私の操あやつるすべての魔術を。私の得意とするあらゆる戦法を、残らずお前に叩き込む。お前を、誰にも何も文もん句くがつけられない、本物の魔術師にする。だから、ケイン。お願いよ。アンヌ姉様の仇を取って。『魔ま女じよモーガン』の血を引く者の手で、姉様を殺したカーサを殺して」


　それは、『魔女』の長老がケインに向かって口にした、最初で最後の懇こん願がんだった。


　ケインはしばらく無言のまま、小さなネヴァと対たい峙じし続けた。そして、手渡された杖を強く握にぎり締しめ、深く、頷うなずいた。
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　カーサたちの襲しゆう撃げきから、六十時間が経けい過かした。シンガポールの『キャッスル』は、ようやく機き能のうを回かい復ふくした。


　ミミコの傷きずは見た目ほど酷ひどくはなかった。それでも、診しん断だんの結果は全治十日。傷きず痕あとは完全には消えないかもしれないと告げられた。


　ジャネットは、『カンパニー』の志し願がん者しやから血を吸すい、翌よく日じつには回復した。彼女の回復力が優すぐれていたためでもあるが、ナブロの腕うで前まえが正確だったのも一いち因いんだ。サキの傷も軽けい傷しようだった。「護ご衛えい役やくはギリギリ合ごう格かくだったかな」と包帯姿すがたでミミコに微笑ほほえんだ。


　一番の重傷者は、片かた腕うでを失った尾根崎だ。


　尾根崎の意い識しきは、いまだに戻もどっていない。だが、一時は生死の境さかいを彷徨さまよった彼も、いまは状じよう態たいが落ち着いた。もう命に別状はないらしい。また、カーサに嚙かまれたことによる九クー龍ロン化かの兆ちよう候こうも現れなかった。あれなら大だい丈じよう夫ぶ、と彼を看みたジャネットはミミコに保ほ証しようした。


『キャッスル』が受けた痛いた手では、設せつ備び面では軽けい視しできないが、人的被ひ害がいは微び少しようだった。襲撃したカーサたちが、直前まで隠おん密みつに事を運んだためだ。特区が壊かい滅めつしたときに比くらべれば、被害はないに等しいといえる。何よりもミミコが助かった。その一事をもって、今回は彼らの「勝ち」なのである。


　しかし、『カンパニー』と十字軍の幹かん部ぶたちが受けた衝撃は、決して小さくはなかった。


　特に、ミミコの受けたショックは大きい。自分が狙ねらわれたショックや、周囲の者が傷ついたショックもある。しかし、一番応こたえたのは、自分のために犠ぎ牲せいになった英国の魔女の存そん在ざいだった。


　──アンヌさん……


『キャッスル』内にある病院施し設せつ。その病室のベッドに横たわり、ミミコは窓まどの外を眺ながめていた。


　窓から見える中庭では、いまも復ふつ旧きゆう作業が続いている。修復される噴ふん水すいを見つめながら、ミミコは胸に空いた空白を意識せずにいられなかった。


　アンヌが全力でカーサを食い止めていなければ、いまごろ自分は『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に転化していたはずだ。出会ってからわずか一昼夜。しかし、世論という得え体たいの知れない敵を相手に、いつ終わるとも知れない戦いを続けていた──少なくともそのつもりでいたミミコにとって、アンヌの来らい訪ほうは最初につかんだ手て応ごたえだった。頑がん張ばってみる、というアンヌの言葉は、ミミコに希望と活力をもたらし、崩くずれそうだった彼女を支ささえてくれたのだ。もういないという事実が信じられなかった。


　ウォーロック家からは、アンヌ亡なき後も『魔女モーガン』は『乙メイ女デン』を支し持じするという連れん絡らくがあった。アンヌがもたらした繫つながりは、途と切ぎれずに済すみそうだ。その事自体は朗ろう報ほうだったが、ミミコの気が晴れることはなかった。


　──シンガポールに来なければ……あたしの提てい案あんに賛同しなければ、アンヌさんは、死なずにすんだんだ。


　それは、他者を導みちびこうとする者が、必ず味わう苦く渋じゆうだっただろう。人の上に立つ者が、決して避さけては通れぬ痛みだ。


　特に、ミミコが掲かかげる「人と吸血鬼ブラツク・ブラツドの共きよう存ぞん」という理想は、今後も無数の犠牲を生むはずだ。アンヌは、その最初のひとりとなったと言える。アンヌ本人が聞けば否ひ定ていしただろうし、傲ごう慢まんな考えかもしれないが、ミミコの心は痛んだ。


　入院中、ミミコの病室には大勢の見み舞まい客が顔を見せた。ヒバリにスワン。サキ。神父。サマンサや羅ロー、スミスも病室を訪れた。月ユエ梅メイやアルバート、ジャネットもだ。全員、ミミコの無事を心から喜び、元気のない彼女を励はげましてくれた。


　ミミコの戦いは続いている。世界の大半の人々は、まだ吸血鬼を恐おそれている。世よ論ろんは『カンパニー』と十字軍に厳きびしく、吸血鬼たちも息を潜ひそめたままだ。正しよう念ねん場ば、と以前ミミコがヒバリに語った状況は、何ひとつ変わっていないのである。傷が治なおり次し第だい、ミミコはまた復帰せねばならない。


　なのに、


「……どうしちゃったんだろ」


　気力が湧わかない。ミミコを突き動かしていた力が、湧いてこないのだ。


　ヒバリたちは、いっそゆっくり休めばいいと勧すすめてきた。神父すら、急ぐことはないと言ってくれている。いまこの状じよう況きよう下かに、そんな怠たい慢まんが許ゆるされるはずはない。だが、このまま復帰しても、以前のように働く自信が、ミミコにはなかった。


　そうして、ミミコは久ひさしぶりにぼんやりとしながら、とりとめのない時間を鬱うつ々うつと過すごしていた。停てい滞たいの時間。まるで『乙メイ女デン』の理想を巡めぐる世界情勢みたいだ、と病室のベッドでミミコは思っていた。


　だが、急報は舞い込こんだ。


「ミミコ先せん輩ぱい！」


「シスター・ミミコ！」


　病室に飛び込んで来たのは、秘ひ書しよのヒバリと神父の二人だった。ぼんやり窓の外を見ていたミミコは、びっくりして首を振り向け、抜ばつ糸しも済すまない傷を大いに痛めた。


　しかし、涙なみだ目めになるミミコにすら気付かず、二人は立て続けに言う。


「たったいまニュースが入りました！　アメリカ政せい府ふとイギリス政府が、同じタイミングで公式発表したんです！」


「……は？」


「吸血鬼の血族からコンタクトがあったことを、マスコミの前で公おおやけにした。詳くわしくは伏ふせられているが、今後互たがいの種の共存について話し合いの場を設もうけることが決定した！」


「……はあ？」


「だから！　とうとう世論が動き出したんですよ！」


「当地の有力血族から、政府首しゆ脳のう部ぶにアプローチがあったんだ。『魔女モーガン』に続き、沈ちん黙もくしていた血族社会が、結論を出し始めている！」


　勢い込む二人が食ってかかる勢いでミミコに告げた。ミミコはまだ、ぽかんとしている。


　ようやく理解が追いつきかけたとき、


「──失礼、『乙メイ女デン』。傷の具合はどうだ？」


　念動で窓にカーテンが引かれ、病室にギルバートが入ってきた。サングラスを取る。ジローほどではないが、『豪ごう王おう』の血けつ統とうも日差しを苦手とするらしい。ギルバートが日中に外出するのを見たのは、これが初めてだった。


「ギ、ギルバートさん？」


　ギルバートは、遠い旅行から帰った直後のような疲ひ労ろう感を漂ただよわせていた。そう言えば、ジャネットは顔を出したのに、ギルバートが見舞いに来たのは、これが初めてだった。


　しかしギルバートは、そのことにはあまり触ふれず、


「悪かったね。少し、その──極めて質の悪いジェネレーション・ギャップを受けてたんだ。『繫つながる』のが精せい一いつ杯ぱいで……まったく悪あく夢むだったよ」


　と疲つかれた表情で口を濁にごした。病室に居い合あわせた三人の人間たちは、怪け訝げんな表情で顔を見合わせた。


「とにかく、あれのおかげで本国のヨシュアもようやく本ほん腰ごしを入れてくれてね。『魔女』の血族に先を越されずに済んだって訳だ」


「では、やはり『豪王』も正式にアメリカ政府に？」


「ああ。僕ぼくらだけじゃない。そろそろ始まるはずだから、テレビを点けてみてください。衛えい星せいチャンネルだ」


　神父の問いに、どこか達観した面おも持もちのギルバートが答えた。神父は急いでリモコンを操そう作さし、病室のテレビを点けた。


　飛び込んできたのは、カーサの演えん説ぜつを彷ほう彿ふつとさせるシーンだった。政府の公式声明を映うつしているようなライブ映えい像ぞうだ。


　ただ、決定的な違いは、放送局にあった。


　フランス・テレビジョン。フランスにおける公共放送機関が流している映像なのだ。


　映っているのは、二十代後半から三十代前半に見える、端たん整せいな顔立ちの伊だ達て男おとこ。ピエール・カルダンのオーダー・スーツを洒しや脱だつに着こなし、ウェーブのかかった長いブロンドを品よくまとめている。ミミコは見知らぬ男だん性せい。しかし、アンヌのときと同様、夢ゆめの中で会った覚えがあった。


　ミミコに緊きん張ちようが走る。


「噓うそ……」


　男は、カメラに向かって甘あまく微笑ほほえむと、鋭い牙を見せつけるように、堂々と話し始める。





『あー……』





　と、茶ちや目めっ気けたっぷりに言葉を選ぶ間を挟はさんだあと、ニヤリと笑った。





『……聞いてくれＨｅａｒ　ｉｔ、人類諸君Ｈｕｍａｎ。我わが名は、ルイ・マルファン。ご覧らんの通り吸きゆう血けつ鬼きだ。もっとも、以前諸君の前に登場したマドモアゼル・カサンドラとは違ちがい、「狼王ガルー」の血統に連なる者だ。この「血統」の概がい念ねんについて、すでに諸君は「カンパニー」の説明で知っていることと思う。知らない者はいますぐ「カンパニー」の公式サイトにアクセスしたまえ。そこには、長い間隠かくされてきた、我らの真実が記されている』





　ルイの声は電波を通し、世界中を駆かけめぐっていく。稲いな妻ずまのように。福ふく音いんのように。ミミコは息を止めて、画面に見入った。その間にも、神父の携けい帯たいに次々と着信が入る。そのすべてが、世界中にいる血族たちの新しい動きを伝えてくる。





『だから、いまここで我らの過か去こについて詳くわしく話すのは止よしておこう。それはそれは長くなることだしな。それよりも、いま我々は未来について──諸君と我々のこれからについて、語りたい。「カンパニー」の言う、赤い血レツド・ブラツドと黒い血ブラツク・ブラツドの、新たな世界の有り様ようについて。月下に暮くらす、諸君の隣りん人じんとして』





　そしてルイはもう一度笑い、





『……聞こえるだろうかＡｒｅ　ｙｏｕ　ｋｎｏｗｎ？』





　ミミコが世界に放った声が、いま、ミミコの許もとに返ってきた。


　ルイの声で。


　アンヌの声で。


　ミミコの理想に心を惹ひかれた、大おお勢ぜいの吸血鬼たちの声で。


「はい」


　とミミコは画面の中の吸血鬼に返事した。聞こえます。聞こえます、と。


　世界のどこかでジローも、この声を聞いてくれるよう願いながら。





５







「……待たせたな、ワイン」


　カーサが部屋に入ってくると、ワインはのろのろと顔を上げた。明かりはついていない。しかし、ワインの表ひよう情じようは部屋よりもなお暗かった。


　特区の旧きゆう『カンパニー』本部。シンガポールから戻もどったカーサたちは、現げん在ざい全力で血族社会の動きを追っている。例の「界」以い降こう、彼らにとって事じ態たいは一気に深しん刻こくさを増ましたと言えた。多くの血族が、リスクを承しよう知ちで『カンパニー』の理念に賛同しようとしているのだ。それはつまり、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に敵てき対たいすることを意味している。


「ああ。あの『界』なら私も繫つながっていたよ。もっとも、何も喋しやべらなかったけれどね」


　平然と言うアダムを前に、ザザは口をへの字にしたものだ。


　しかし、少なくともいまのカーサにとって大切なのはワインの方だった。シンガポール以来口数が激げき減げんし、笑え顔がおはおろかまともに顔を合わせてもくれなくなった最愛の妹の方だ。


「……お姉ちゃん」


　ワインが弱々しく言った。その途と方ほうに暮くれたような響ひびきに、カーサの胸むねが強く疼うずいた。


　ワインの随ずい行こうを許可する際、アダムは彼女に、カーサの側そばにいろ、と言ったらしい。おかげでカーサはアンヌに勝つことができたのだが、王はそれを予見していたのだろうか。


　過去の因いん縁ねん。己おのれの業ごうの深さに、カーサは苦く笑う。


「遅おそくなって済すまなかった。約束通り、話してやるよ。お前の知りたがってたことを」


　カーサの言葉に、ワインは頷うなずいた。シンガポールを出る際さい、カーサは妹に約束したのだ。作戦が失敗に終わった訳わけ、ミミコが九クー龍ロン化かしない訳を、特区に戻ったら話してやると。


　ワインは姉を見上げて頷いた。


「教えて、お姉ちゃん。どうしてミミコさんは転化しなかったの？　わたしはお姉ちゃんたちとは違うの？　わたしは……わたしは、誰なの？」


　ワインの声は恐きよう怖ふに震ふるえている。妹の恐怖は刃やいばとなってカーサの胸を切り刻きざむ。


　それでもカーサは優やさしく微笑ほほえみ、ワインの隣に腰こしを下ろした。妹の髪かみに手をやり、「泣くな、ワイン」と肩かたを抱だき寄よせた。


「いまから全部話してやる。お前のこと。私のこと。アダムのこと。そして、お前の母親のことを。私たちが出会った、香ホン港コンでの出来事を──」






あとがき







　真夏の夜、真っ暗なエレベーターに一時間閉とじこめられたことのある筆者が、実体験を元にお送りする『ＢＬＡＣＫ　ＢＬＯＯＤ　ＢＲＯＴＨＥＲＳ９　黒蛇接近』。


　ちなみにエレベーターに閉じこめられるのは、ほんとにばつが悪いです。「救出しました！」って大声で報ほう告こくされたり、野や次じ馬うまの皆さんに拍はく手しゆで迎むかえられたときなんか、自分が悪い訳じゃないのに顔から火が出るかと思いました。しかも、残業中の先せん輩ぱいが言いふらしたもんだから、翌日出しゆつ勤きんしたら会う人みんなが指さして笑うし。


　まあでも、半開きのドアから二階の床ゆかをよじ登って外に出たときは、映画みたいでちょっと楽しかったですけど（笑）。


　あと、今回のサブタイトルなんですが、実は「くろへびせっきん」ではなく「こくじゃせっきん」と読みます。でも「くろへび」って読んじゃいますよねー。お好きな方でどうぞ。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　そんなこんなで、第三部の第二弾。シリーズ九冊目となる本作です。


　前回は、ミミコたちがシンガポールで態たい勢せいを立て直し、世界に向かって演説を行うまでを描えがきました。今回は、前作ラストの演説を受け取った、世界の側の反応。そして、敵側──『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちの反はん撃げきを描いています。


　初っぱなに登場する吸血鬼たちですが、中心となっているルイ・マルファンは、前作で名前だけ登場してますね。短編集の方の書き下ろしでは、まあそこそこお馴な染じみの顔と言えるのではないでしょうか？　アリスの気を惹ひくべく他の長老と低次元の争いを繰くり広ひろげていた彼も、気が付けばずいぶん大物になって……いや、違うな？　彼は当時から、十分大物だったはずだ（笑）。


　また、ルイ・マルファンに限らず、吸血鬼や血族は、短編集の番外編ＣＨＲＯＮＩＣＬＥから再登場しているものが多くなってきています。前回から引き続き登場している、月ユエ梅メイやアルバート。『氷牙イーリャ』の長老である『千の目のイワン』の先代。名前だけなら、『豪王』ギルバートの後見人である『流離さすらい人ヨシュア』や、『真祖混こん沌とん』の『南の朱姫』も。何しろ、番外編ＣＨＲＯＮＩＣＬＥは二十世紀の血族社会を描いていますので、本編が世界規き模ぼのスケールになると、否いや応おうなくリンクしてくる訳です。というかまあ、番外編ＣＨＲＯＮＩＣＬＥ自体、その辺の伏線的な意味合いを込めて書いて来ましたので、当然といえば当然なんですけどね。


　そういう意味では、今回のラストでジローが行った「調ちよう停てい（？）」なんかは、それこそこれまでの短編集あってこそですから、「短編集すべてが伏線だった！」ということも可能かもしれません。


　実は、今回のあのシーンを書くためにこそ、筆者は淡々と短編を書き綴つづってきていたのだ！　とか……。


　……いや、それはさすがに無理がありますね。ハイ。





　基本的に『ＢＢＢ』は、本編は本編のみ読んでいただければお話を楽しめるように書いているつもりです。ただ、短編集の方も合わせて読んでいただけると、作中世界がより奥行きをもって楽しめるようになっています。特に、カーサなんかは番外編ＣＨＲＯＮＩＣＬＥでは主役張ってますからね。そうした過去の延えん長ちように、いまの彼女がいるわけなのです。


　血族社会を牛耳る長老たちは、どのような目で人間社会を見つめてきたのか？　そんな彼らが共感した特区の生活とはどんなものだったのか？　また、カーサの因いん縁ねんとは？


　短編集未読の皆さんも、興味を持たれたようでしたら手にとってみて下さいませ。





　あと、短編繫つながりで、吸血鬼じゃなくて人間の方の話をひとつ。


　今回初登場で、バウワウと共になごやか（お笑い？）成分を醸かもしてくれている少女がいます。「ナナ」という名前でピンと来た方──相当『ＢＢＢ』を読み込んでらっしゃいますね？（笑）　ご想像の通り、筆者の中では、例の「手紙の少女」のつもりです。


　とはいえ、実際は年齢が合わないので別人になるのですが、思いついたので、つい出してしまいました。筆者としては、こんな巡めぐり合わせもいいんじゃなかろうかと思っています。皆さんはどう思われたでしょうか？


（「え、何それ？」という方は、短編集一巻のエピローグをご覧らん下さい～）
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　それでは今回はこの辺で。


　イラストの草くさ河かさん。カーサの魅み力りよく爆ばく発はつな表紙を、ありがとうございました。背景の書き込みまで圧あつ倒とう的てきで、熱帯の緑がにおい立ってきそうです。シンガポールでパシャパシャ写真撮とってきた甲か斐いがあるというものです！


　新担当のケイティ（本名、ケイト）（注：噓）。初担当巻から原稿遅おくらせて申し訳ありません。でも正直な話、電話越しにもビンビン伝わるキャサリンの呪術級プレッシャーに比べれば、ケイティのやり方はまだまだヌルイ！　そんなんじゃ、サボり魔なあざの耕こう平へいの相手は務まらないぜ？





あざの「いや～、参った参った！　原稿全然進まなくって！」


ケイト『あー、そうですかぁ。わかりました。もう少しお待ちしますね（はんなり）』





あざの「いや～、ワリいっス、ワリいっス！　原稿まだ上がってなくって！」


ケイト『うーん、しょうがないですね。じゃあ、もう少しお待ちしますね（ふんわり）』





　……なんだろう。自分がひどく卑いやしい人間に思えてくるのですが……（笑）


　ともあれ、色々手こずらせてると思いますが、『ＢＢＢ』が無事仕上がるのもケイティのおかげです。今後とも見捨てずにおつきあいくださいませ。


　そして最後に、読者の皆さま。


　今作にて物語の本流は定さだまりました。


　シリーズ本編も、残すところ、あと、二冊！（──の予定）


　このまますんなり特区奪だつ還かんが成なるのか？　はたまた、さらなる波乱が訪おとずれるのか？　そして、一向に活かつ躍やくできない主人公Ｊは面めん目もく躍やく如じよできるのか!?（笑）


　ラスト二冊は可能な限り立て続けにお届けする所存です。その分、次巻は少々お待たせすることになるかもしれませんが、気合い入れて書きますのでご期待頂ければと思います。


　それでは。







二〇〇八年　五月　あざの耕平





BLACK BLOOD BROTHERS 9


─ブラック・ブラッド・ブラザーズ　黒蛇接近─





あざの耕こう平へい
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